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三十四年間の診療経験からわかった「治らない病は存在しないのです」
食養だけでは間に合わない現代入には、手動式プハンがよい

は晰瞼策イベ
聯からの恵みの本』と伝承される歴史ある薬本、紫イペ

抗がん作用や抗ウイルス作用、抗糖尿病作用などがあるこの実力に追る。

M几の四童冬

肥満・高血圧・高脂血症・糖尿病の現状と克服する食養J

■数字でわかる症次の読み方と久拳方法

免疫力・糖尿病・高血圧を改善する

ロマクロビオティックサブ lリ メントについて
。日本CI協会の提IIEするサプリメントとは??
■飩工律者階の青異 飩工律音楽家・工木宏樹先生に訊く
・聞くだけで全身百兆の細胞が共鴫する。…00

ボケ 0不眠症・頭痛・耳鳴り・情緒不安定・高血圧などが改善

■松久保秀胤長老ヘインタビュー・第 2ロ
・白我の存在理由、阿羅百F裁 と未那哉

akamine

酬く聯会
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わ
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。
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テ
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チ
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自菜漬は塩で美味しさが
変わる。「海の精 漬物塩」
で漬け込むと…

◆水分を引き出し風味豊かに

◆発酵を助けて旨みアップ

◆歯ざわリシャキシャキ

「海の精 漬物塩Jはカルシウム、
マグネシウム、カリウムなどのミネラ
ルが豊富で、バランスが良い。こ

れが漬物の発酵を助けます。健
康促進食∴|:“漬物 "をご家庭で |

0れ ばり育桑漬の決め手は

濃質舅
θ 春

tは

海の精 漬物塩 1.5kg入 29625円 (税込)
2,500円 (本体価格)



ォ_サヮが推奨する |

Nlacrobiotic Supplement

マタ回ビオテイッタサプリメント
日本CI協会が提唱した「マクロピオティックサプリメント」をお勧めします。
マクロビオティックサプリメントの品質基準は下記の5項目です。マクロビオティックの実践

不足や生活習慣による体調不良、不健康な食事等の捕捉調整 0改善にご利用ください。

5っの品質基準
1 動物性食品、乳製品等は使用しない。

2精 製糖、人工甘味料は使用しない。

3化 学的な合成物、抽出物、保存料等は使用しない。

4遺 伝子操作した食品は使用しない。

5 医師の推薦を受けている。

花粉症でお悩みの方に 風邪の季節の必需品 腸内環境を整える
新しい乳酸菌サプリ

オーサワジャバンでは、上記以外にも様々な「マクロビオティックサプリメント」を取りそろえています。詳しくは

専用カタログを下記宛にご請求ください。なお、お買い求めは、巻末の「友の店」か、「リマの通販」をご利用ください。

花 粉 番
鬱スギとヒノキの花粉を、煮出して抽出した

天然素材 ]00%エ キス

花粉をからだに取り込み、抗体を作る

機花粉シーズンの1～ 3ヶ月前位に、

1本飲むのが効果的

鬱保存料、甘味料等―切不使用

機 1回30m(付属のキャップ1杯 )を 1日 2～
3回、食間 食後に飲む

500m! ¥8,925(税 込)

オーガニックプロポリス
艤 BDオーガニック認定品

標高700～ 1500mの広大な水源地の中に
ある特定契約養蜂園で採取

甘味料や乳化斉Jなどの添加物は一切不使用

0アンテピリンC、 アミノ酸、ミネラル、酵素、
ビタミン類、40種以上のフラボノイド、ケルセチン

等を豊富に含む

●健康維持 スポイトlcm(約 10滴 )1日 2～3回

30m! ¥18,900(税 込)

ラクティス
0腸内環境を整える乳酸菌飲料

●16種類の予し酸菌を豆子Lで培養した

子L酸菌抽出エキスは乳酸菌の酵素を

活性化し、増殖させるきつかけを与える

●腸内環境が良くなると、

llI液が浄化され、各疾患は改善する

● 1日 1本

10ml× 30本  ¥8,925(税込)
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販売価格 13,440円 (税込)
内 容 量 150mg× 60粒
健康維持のためには1日 1粒で充分です。

⑪憂∋万一リワジャパリ株式会ネ土濫犠L電
『
覗闘W諸:48-447-834⑪



本誌「未病のための食養マニュアル」が―冊の

本になりました。

玄米、あわ、ひえ、味噌、梅干し、生姜…。

食べ物をクスリにする深い知恵を集大成 |

マタロビオティッタ

食養生大全
炉
匁沐

=

,Υ力tネ 1:

日本CI協会 [編 ]

定1面 1995円
洋泉社

肥満/冷え性/便秘/風邪/眼精疲労/頭
痛/肩こり・五十肩/歯周病/□臭・体臭
/花粉症/性欲減退/水虫/肌荒れ/シミ
・そばかす/抜け毛・ふけ/生理不順/更
年期障害/高血圧/腎臓病/肝臓病/胃腸
障害/糖尿病/骨粗霧症/ガン予防

粋神勒鰈餞舞‐

Macro f, t iq u e

無̈
双
原
理
・易

桜
沢
如

一
著
　
岡
田
定
一
＾
編
集

・
解
説

定
価

１
６
８
０
円
　
サ
ン
マ
ー
ク
出
版

１
９
３
１

（昭
和
６
）
年
に
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
、
日

本

の
英
知
を
世
界
に
発
信
し

つ
づ
け
て
き
た

「
無
双

原
理

・
易
」
を
、
読
み
や
す

い
新
編
集
版

で
お
ナ‐ョ
け

し
ま
す
。

こ
の
自
然
の
法
則
、
陰
陽
無
双
原
理
を
体
得
し
て
十
福
な

＾
生
を
送

っ
て
い
る
も
の
は
、
野
の
中
花
で
あ
り
、
空
の

鳥
で
あ
り
、
人
間
界
に
も
い
る
。
正
し
く
誠
を
も

っ
た
成

功
者
や
幸
せ
な
人
は
、
皆
そ
う
で
あ
る

。
一
時
的
に
富
を

得
、
幸
福
そ
う
に
見
え
て
も
、
自
然
法
則
の
体
得
者
で
な

け
れ
ば
、
い
ず
れ
浮
雲
の
ご
と
く
消
滅
す
る
。

―
―
本
書

「む
す
び
」
よ
り

●お買い求めは日本CI協 会まで。



“tあわせ"それは、人生最高の贅沢!
みなぎる健康パワーで、若 し々さを応援します!
年齢を感じさせない若々しさ、はつらつと毎日を健康に過ごせる事が、

何よりも“しあわせ"の第一条件です !¬

栄養補助食品『しあわせ』は、南米の秘木「紫イペ」と「ムイラプアマ」に、本邦の「木天蓼」と

「山芋」を原料に、すべてを発酵エキス抽出しました。いつまでも若 し々くありたい方へ|

男女を問わずにお薦め致します!

たんぱく質を構成する主要アミノ酸は、筋肉に欠かせない主栄養素です。『しあわせ』には、

18種類のアミノ酸 (必須アミノ酸9種、非必須アミノ酸9種 )が含まれています。

栄養補助食品

tあ わせの主要アミノ酸構成

必須アミノ酸 (9種類 ) 非必須アミノ酸 (9種類)

ロイシン、イソロイシン、バリン、

スレオニン、 トリプトファン、
フェニルアラニン、メチオニン、

リジン、ヒスチジン

アスパラギン酸、アラニン、

アルギニン、グリシン、

グルタミン酸、セリン、チロシン、

プロリン、シスチン

※アルギニン|よ成長期には必須アミノ酸にカロえる

《学名》ボロボロノキ科プティコペタリム属オラコイデス

主としてアマゾン流域に生育している高さ2～3mのイヽさな
灌木で、ポルトガル入植時代から欧州で珍重されているハー

プ。小さい白い花を咲かせ香りは、ジャスミンに似ている。

《学名》ノウゼンカズラ科タベブイア属アベラネダェ

高さ30mにもなる巨木で強靭さで知られる。樹皮の靭皮部

に有用な成分を含む。

1箱 3ビン入り

内容量342g(120カ プセル)

希望小売価格
14,500円 (税込み15,225円 )

姉妹品のパナケア

20,000円 (税込み21,000円 )
1388(約 690粒 )

古来より人類は、食物の素材を発酵させる事で、より機能性と吸収性を向上

させ健康を維持増進させてきました。発酵食品の代表が、味噌・醤油・納豆・i責

け物・ヨーグルトなどです。

発酵食品のすべてが、有用菌と多数の酵素を含み、発酵過程において素材

の分解が進み吸収性が向 Lし、健康維持に欠かせない腸内細菌叢に良い影

響を与えます。

紫イベはその素材の性質上、発酵には不向きであり、発酵エキス抽出は、

難題とされてきましたが、独自の特殊発酵技術で可能としました。

株式会社価売
"麗習響讐層霰

都
卍
「 顧
雰:T「ξ認:

※パナケア(panacea)は、株式会社パナケアの登録商標 (第 1698943け )です。
類似品にご注意 ドさい。

あわせ
=‐
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0
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肇
編置
花
丼

陽
光

今

月

子

は
シ

ア

特

集

。
姉純れは村ぽ調臓い湾】い^
日れつ嘲哺理嘲「凛噺儲翻脚鏃

読
者
の
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
二
〇

一
〇
年
に
は
五
人
に

一
人
が
六

〇
代
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
が
や
っ
て
き
ま
す
。
あ
と
六
年
後
の
社
会
で
す

が
単
な
る
未
来
予
測
で
は
な
く
確
実
に
そ
う
な
る
と
こ
ろ
が
恐
ろ
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
な
ぜ
恐
ろ
し
い
か
と
い
え
ば
、
現
在
で
さ
え
、
三
〇
〇
万
人
の
要

介
護
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
施
設
不
足
か
ら
実
際
に
入
所
で
き
る
数

は
三
〇
万
人
だ
と
い
い
い
ま
す
。
今
後
の
超
高
齢
化
社

会
で
は
入
所
比
率
は
さ
ら
に
低
下
し
ま
す
。
低
下
す
る

の
は
施
設
が
足
り
な
い
だ
け
で
な
く
、
不
足
す
る
こ
と

が
分
か
り
な
が
ら
行
政
の
予
算
不
足
か
ら
施
設
を
作
ら

な
い
か
ら
な
の
で
す
。

こ
の
施
設
不
足
を
好
機
と
見
て
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が

給
金
額
が
い
つ
ま
で
現
状
を
維
持
で
き
る
の
か
今
後
の
国
の
財
政
に
か
か
っ

て
き
ま
す
。
も
し
、
介
護
保
険
が
破
綻
す
れ
ば
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
が
運
営

難
と
な
り
、
投
資
し
た
入
所
金
も
す
べ
て
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

一
〇
〇
万
人
と
い
わ
れ
る
引
き
こ
も
り
、
定
職
を
持
た
な
い
フ
リ
ー
タ

ー
、　
Ｔ

二
九
と
い
う
少
子
化
社
会
な
ど
。
将
来
の
経
済
基
盤
を
不
安
に
さ

せ
る
要
因
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
危
険
な
綱
渡
り
を
認
識
し
て

六
十
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
が
ど
の
程
度
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
背
景
を
直
視
す
る
と
、
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
安
易
に
施
設
を
選
択

す
る
の
で
は
な
く
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考
え
方
で
あ
る
い
つ
ま
で
も

健
康
で
生
涯
現
役
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
特
集
は
そ
う
い
う

視
点
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
お
読
み
頂
け
れ
ば
さ
い
わ

い
で
す
。

31M… Ы
“
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日
本
で
も
米
国
な
み
に
肥
満
は
増
加
し
て
き
て
い
る
。

に
四
Ｃ
歳

か
ら

が
見
ら
れ

る

こ
れ
に
よ
り
空
腹
感
が
増
し
、
大
食
を
ま
ね
き
、
さ
ら
に
肥
満
度
が
増
す
と
い
う

二
〇

数
字
で
わ
か
る
・症
状
の
読
み
方
と

改
善
方
法

島
村
善
行

二
八

改
善
す
る
た
め
の
栄
養
学

野
口
節
子

ロ
ロ

一
一
人

寝
た
き
り
の
お
母
さ
ん
を
救
っ
た

玄
米
お
じ
や

山
村
慎

一
郎

二
入

介
護
保
険
の
す
が
た

渡
辺
哲
雄



宇
宙
に
存
在
す
る
全
て
が
回
り
、
循
環
し

て
い
る
。
地
球
も
、
地
球
に
生
き
る
全
て

の
生
き
物
た
ち
も
、
循
環
の
法
則
の
中
で

何
十
億
年
も
幸
せ
に
生
き
続
け
て
き
た
の
に
、
二
〇

世
紀
末
の
四
〇
年
か
ら
五
〇
年
で
自
然
循
環
の
輪
を

壊
し
て
し
ま
っ
た
事
に
気
付
か
れ
て
い
る
人
が
ど
れ

だ
け
い
る
で
し
ょ
う
？
　
人
間
以
外
の
生
き
物
に
と

っ
て
楽
園
で
あ
っ
た
地
球
の
中
を
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に

し
て
し
ま
っ
た
人
間
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば
楽
園
を
失

い
、
人
類
は
お
ろ
か
全
て
の
生
き
物
が
地
球
か
ら
消

え
て
し
ま
い
ま
す
。

見
え
な
い
世
界
に
導
か
れ
て
百
姓
道

へ
進
み
、
土

の
分
析
を
学
ぶ
中

で
取
り
組
ん
だ
無

農
薬
無
化
学
肥
料

の
野
菜
、
米
栽
培

へ
の
道
。
そ
の
二

〇
年
の
年
月
の
中
で
気
付
か
さ
れ
た

一
般
常
識
と
正

反
対
の
現
実
が
あ
り
ま
す
。
雑
草
、
バ
イ
菌
、
害
虫
、

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
い
つ
、
何
処
で
、
誰
が
使
い
始

め
た
の
か
？
　
誰
が
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
言
葉
を

作
り
出
し
た
の
か
？
　

一
般
常
識
で
は
雑
草
に
は
除

草
剤
、
バ
イ
菌
に
は
殺
菌
剤
、
害
虫
に
は
殺
虫
剤
と
、

人
々
は
こ
れ
ら
に
化
学
薬
品
を
か
け
て
殺
す
事
に
何

の
疑
い
も
持
た
ず
に
使
い
続
け
て
い
ま
す
。

無
農
薬
無
化
学
肥
料
を
基
本
に
し
た
自
然
循
環
農

法
を
完
成
し
気
が
付
い
た
事
は
、
雑
草
と
呼
ば
れ
て

嫌
わ
れ
て
い
る
草
ほ
ど
大
切
な
生
命
体
は
無
い
と
い

う
事
で
す
。
草
が
な
ぜ
生
え
る
の
か
、
突
き
詰
め
て

い
っ
た
結
果
解

っ
た
事
は
、
草
は
そ
の
土
地
に
足
り

な
い
ミ
ネ
ラ
ル
を
光
合
成
と
原
子
転
換
で
作
り
出
し

て
大
地
を
豊
か
に
し
、
作
物
が
育

つ
よ
う
に
土
作
り

を
し
て
く
れ
て
い
る
事
で
す
。
草
は
水
や
酸
素
を
与

え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
す
ご
い
使

命
を
持

っ
て
育

っ
て
く
れ
る
大
切
な
生
命
体
だ

っ
た

の
で
す
。

バ
イ
菌
が
付
い
た
か
ら
病
気
が
発
生
す
る
の
で
は

な
く
、
病
気
の
原
因
は
化
学
肥
料
を
使
う
た
め
に
起

き
る
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
の
狂
い
が
原
因
で
、
菌
は

病
気
に
な

っ
て
死
ん
だ
細
胞
を
食
べ
て
く
れ
て
い
た

の
で
す
。
ま
た
害
虫
と
呼
び
毒
殺
し
て
い
る
虫
が
、

実
は
動
物
や
人
が
食
べ
る
と
危
険
な
毒
素
を

含
ん
だ
作
物
や
、
人
体
を
害
す
る
こ
と
に
な

る
旬
で
な
い
作
物
を
食
べ
て
く
れ
て
い
る
、

大
切
な
大
切
な
虫
で
あ

っ
た
事
を
知

っ
た
の

で
す
。
草
、
菌
、
虫
は
、
自
分
た
ち
の
使
命
を
果
た
し
な

が
ら
、
循
環
の
法
則
の
中
で
生
き
、
自
分
た
ち
の
命

を
繋
ぎ
、
そ
の
上
他
の
生
物
た
ち
の
命
を
繋
い
で
く

れ
て
い
ま
す
。
さ
て
人
間
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

化
学
肥
料

・
農
薬
で
母
な
る
大
地
を
傷
め
つ
け
、
食

べ
物
は
農
薬
づ
け
で
す
。
命
を
守
る
水
さ
え
も
汚
し
、

お
金
を
出
し
て
命
の
な
い
水
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
安
全
で
命
の
あ
る
も
の
を
国
に
出
来
な
く

な
り
、
ガ
ン
や
ア
ト
ピ
ー
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
分
た
り
と
も
休
む
こ
と
な
く
体
に
送
り
込
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
空
気
さ
え
も
汚
染
さ
せ
て
し
ま
い
、

全
て
の
循
環
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
し
た
人
間
で
も
、
母
な
る

大
地
は
循
環
を
取
り
戻
す
事
を
愛
の
心
で
じ
っ
と
待

っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
生
命
体
で
繋
ぐ
循
環
の
輪
を

い
ち
早
く
取
り
戻
す
べ
く
立
ち
あ
が
り
ま
し
ょ
う
。

赤
峰
勝
人

（あ
か
み
ね

・
か
つ
と
）

一
九
四
二
年
五
月

一
七
日
生
ま
れ
。
人
分
県
野
津
町
に
生
ま
れ
育
つ
。

大
分
県
立
二
重
農
業
高
校
卒
。
字
宙
の
真
理
に
根
ざ
し
た
循
環
農
法
で

完
全
無
農
薬
野
菜
と
米
を
育
て
る
百
姓
．

一
九
八
六
年

「な
ず
な
の
会
」
を
組
織
し
、
な
ず
な
新
聞
の
発
行
、
な

ず
な
間
答
塾
、
百
姓
塾
、
各
地
で
の
講
演
、
食
事
指
導
、
自
然
の
食
べ

物
を
通
し
て
、
循
環
の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
て
い
る
。

著
書
に

『
ニ
ン
ジ
ン
か
ら
宇
宙

へ
』
『
私
の
道
』
「循
環
農
法
」
（株
）

な
ず
な
ワ
ー
ル
ド
刊
、
直
販
ｏ
ｏ
『
や
∞
や
コ

〓

ま
で
）

「
ア
ト
ピ
ー
は
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
（ア
ス
ペ
ク
ト
刊
）
が
あ
る
。

亀輔》
一書一一一》´燿　

″

・紳
ず
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よ
り
良
い
選
択
を
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

提
言
・循
環

赤
峰
勝
人

五

゛
卸

し

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

七

性
食
不
二
の
原
則

キ
ム
こ
ヽヽ
ョ
ン
ガ
ン

エハ
入

四
〇
代
か
ら
の
美
肌
生
活

上
部

「
馬
Ｊ

ロ

小
林
裕
子

を
ニ

´
ヽ
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過
飲
、
喫
煙
、
睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、
過
度
の
運
動
等
）
や
ス
ト
レ
ス
、
遺

伝
に
よ

っ
て
体
調
が
不
順
に
な
り
更
に
は
発
病
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
、
体
調
が
不
順
に
な

っ
た
場
合
に
は
、
通
常
の
食
事
以
外
に
不
足

す
る
栄
養
素
を
補
足
調
整
し
改
善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
補
足
調
整
に
効
果
が
あ
る
の
が
サ
プ
リ
メ
ン
ト

（∽
Ｃ
づ
「
お
ヨ
①
ユ
）

で
す
。

◎
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
は
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

一
、
ベ
ー
ス
サ
プ
リ
メ
ン
ト

（栄
養
補
充
）

身
体
を
構
成
す
る
基
本
的
な
成
分
で
あ
り
、
代
謝
機
能
を
健
全
に
し
ま
す
。

例

¨
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
、
プ
ロ
テ
イ
ン
、
レ
シ
チ
ン
等

二
、　
ヘ
ル
ス
サ
プ
リ
メ
ン
ト

（健
康
の
維
持
増
進
）

免
疫
力
や
抗
酸
化
力
を
向
上
さ
せ
、
体
調
を
調
整
し
ま
す
。

例

¨
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
、
青
汁
、
プ
ロ
ポ
リ
ス
、
ク
ロ
レ
ラ
、
高
麗
人
参

三
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
サ
プ
リ
メ
ン
ト

（治
療
）

機
能
に
よ

っ
て
特
定
の
症
状
を
改
善
す
る
も
の
で
す
。

伝
統
医
療
、
民
間
医
療
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

例

¨
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
陽
泉
、

コ
ー
レ
ン
、
ヤ
ン
ノ
ー
、
黒
焼
き

現
在
、
米
国
、
日
本
を
始
め
と
し
て
、
世
界
的
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
普
及
し

て
い
ま
す
が
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
。

第

一
に
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
内
容
や
品
質
の
問
題
と
し
て
、
化
学
薬
品
や
添

加
物
、
保
存
料
等
を
使
用
し
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
験
年
数
が
短
い
の
で
、
効
果
効
能
や
副
作
用
等
に
つ
い
て
検
討
を

要
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
現
状
に
対
応
し
て
、
日
本

Ｃ
Ｉ
協
会
で
は
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
品
二
区
分

（自
然
食
品
、
食
養
補
助
食
品
、
嗜
好
性

食
品
）
以
外
に
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
品
質
基
準
に
よ
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
提
案
し
て
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
創
始

者
で
あ
る
桜
沢
如

一
が
他
の
表
現
で
戦
前
よ
り
順
次
発
表
し
、
使
用
さ
れ
、
そ

の
効
果
も
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◎
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
下
記
の
品
質
基
準
が
特
徴
と
な

っ

て
い
ま
す
。

一
、
動
物
性
食
品

・
乳
製
品
等
は
使
用
し
な
い
。

二
、
精
製
糖
、
人
１１
＝
味
料
等
は
使
用
し
な
い
。
人
工
甘
味
料

三
、
化
学
的
な
合
成
抽
出
物
保
存
料
等
の
添
加
物
は
使
用
し
な
い
。

四
、
遺
伝
子
操
作
を
し
た
食
品
は
使
用
し
な
い
。

五
、
医
師
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
。

きヽ
きヽ
き
ヽ
き
い
ヽ
ヽ
い
ぶ
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34年間の診療経験からわかった
「治らない病いは存在しないので現
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望
月
　
今
日
は
、
三
四
年

間
に
わ
た
り
数
万
人
の
患

者
さ
ん
に
自
然
医
食
を
指

導
さ
れ
、
実
績
を
あ
げ
て

幣
一・．一ず

饉

お
ら
れ
る
森
下
敬

一
先
生
に
お
時
間
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さ
て
、
森
ド
先
生
は
桜
沢
如

一
先
生
と

は
直
接
お
会
い
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
す
か
？
　
ち
ょ
う
ど
森
下
先
生
が
東

京
歯
科
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
た

頃
、
桜
沢
先
生
も
ご
活
躍
し
て
い
ら
し
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

■
桜
沢
先
生
と
の
思
い
出

森
ド
　
桜
沢
先
生
と
の
思
い
出
は
、
語
れ
る
も
の
も
あ
り
、
語
れ
な
い
も

の
も
あ
り

（笑
）
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
尽
き
ま
せ
ん
。
昭
和
三
五^
年
頃
だ
っ
た

か
、
僕
は
先
生
が
海
外
に
突
然
出
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
恵
比
寿

の
自
雲
閣
で
、
当
時
先
生
が
や
っ
て
お
ら
れ
た
講
話
の
代
講
を
何
ヶ
月
か

ま
か
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
ま
あ
、
桜
沢
先
生
お
＝
当
て
の
方

に
と
っ
て
は
、
な
ん
だ
か
若
い
研
究
者
が
代
行
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
受
講
人
数
は
少
し
減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
、
ま
か
さ
れ
た
大
役

を
精

一
杯
果
た
そ
う
と
、
ス
ラ
イ
ド
や
血
液
の
八
ミ
リ
顕
微
鏡
映
画
や
ら
、

僕
が
提
供
で
き
る
こ
と
の
す
べ
て
を
出
し
て
講
義
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。当

時
三
〇
代
半
ば
だ

っ
た
僕
に
と

っ
て
は
、
先
生
は
雲
の
上
の
よ
う
な

人
で
し
た
ね
。
あ
る
＝
、
先
生
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の

時
も
先
生
は
か
な
り
予
定
が
つ
ま

っ
て
お
ら
れ
た
ら
し
く
、
何
か
僕
に
頼

み
た
い
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
朝
の
五
時
に
自
雲
閣
に
う
か
が

っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
リ
マ
先
生
が
お
茶
を
人
れ
て
下
さ
っ
て
…
。
そ
の
最
中

の
で
き
ご
と
が
、
今
で
も
非
常
に
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

先
生
の
書
斎
に
は
、
小
さ
な
座
り
机
の
左
右
両
側
に
本
が
積
ん
で
あ
り

ま
し
た
。
片
側
に
．
Ｆ^
一冊
そ
し
て
、
も
う
片
方
に

一
五
冊
積
ん
で
あ
り

ま
し
た
ね
。
僕
が
そ
れ
を
見
て
い
る
の
を
先
生
が
気
が
つ
か
れ
て

「昨
＝

は
夢
中
に
な
っ
て
、
結
局
徹
夜
で
本
を
読
ん
で
し
ま
っ
た
よ
」
と
お
っ
し

ゃ
る
の
で
す
。
僕
は
、
一
ず^
二
冊
積
ん
で
あ
る
方
が
読
み
終
わ
っ
た
本
だ

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
は
そ
の
も
う
片
側
の

一
五
冊
の
本
が
積
ん
で

あ
る
方
を
読
ま
れ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
る
。
そ
れ
を
聞
い
て
も
ま
だ
、
半
信

半
疑
だ
っ
た
。
若
い
僕
は

「ち
ょ
っ
と
本
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
よ
ろ
し

い
で
し
ょ
う
か
」
と
こ
と
わ
り
、
Ｌ
か
ら
三
冊
Ｈ
ぐ
ら
い
の
＾
冊
を
抜
き

出
し
て
開
い
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
ペ
ー
ジ
に
は
赤
い
ベ
ン
で
斜

め
に
シ
ャ
ー
ッ
シ
ヤ
ー
ツ
と
線
が
引
い
て
あ
る
。
そ
の
線
が
引
い
て
あ
る

部
分
は
、
も
う
そ
の
内
容
は
九
九
％
承
知
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
ド
線
が
引
い
て
あ
り
書

き
込
み
が
欄
外
に
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
と
し
て
あ
っ
た
の
で
す
。
確
か
に
読
ま

れ
て
い
た
わ
け
で
す
よ
。　
＾
晩
で

＾
五
冊
の
本
を
本
当
に
読
ん
で
し
ま
う

な
ん
て
。
僕
は

「こ
の
お
方
は
本
物
の
ま
れ
に
み
る
天
才
だ
」
と
腰
を
抜

か
さ
ん
ば
か
り
驚
き
ま
し
た
よ
。

望
月
　
へ
ぇ
―
！
　
私
に
と
っ
て
は
、
七
〇
冊
以
上
の
著
作
を
出
版
さ
れ

て
い
る
森
ド
先
生
こ
そ
天
才
な
の
に
、
そ
の
先
生
に

「本
物
の
天
才
」
と

い
わ
せ
る
桜
沢
先
生
が
ど
ん
な
方
だ
っ
た
の
か
は
も
う
想
像
が
つ
き
ま
せ

ん
ね
。
エ
ビ
ソ
ー
ド
を
話
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■

「不
治
の
病
」
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
第

＾
線
の
西
洋
医
学
者
で
い
ら
し
た
森
ド
先
生
が
、
患
者

さ
ん
に
食
事
を
中
心
と
し
た
指
導

。
診
療
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
本
当

に
特
別
な
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
ガ
ン
な
ど
の
現
代
医
学

森下敬一先生鵡

2004113



で
は
打
つ
手
な
し
と
い
わ
れ
る
病
気
の
方
も
、
先
生
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は

沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

実
は
こ
の
間
、
中
野
勝
子
さ
ん
と
い
う
埼
玉
県
に
お
住
ま
い
の
女
性
か

ら
連
絡
が
あ
っ
て

「以
前
、
触
っ
た
時
に
ご
っ
そ
り
と
抜
け
て
イ
ヤ
ー
な

感
じ
だ
っ
た
髪
の
毛
が
、
今
度
は
ど
ん
ど
ん
生
え
て
き
た
ん
で
す
！
」
と

お
っ
し
ゃ
る
か
ら
、
も
っ
と
詳
し
く
伺
っ
て
み
ま
す
と
、
熱
心
に
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
実
践
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
体
が
良

ア

一

な

い

ハ
ン
が
よ
い
。

ヽ
き
さ
０
バ
ヽヽ
ヽ
ミヽ
じ
Ｓ
ヽ

きヽ
ミ

き
ヽ
ミ
導
ミ

ヾ
ミ
ヽ

ご難豪

傷も繊なもヽ
(血行が悪い|

ピンク色
健康です)

▲ブハンの痕の色



く
な
っ
た
感
じ
が
せ
ず
に
い
て
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
旦
那
さ
ま

が
大
腸
ガ
ン
で
入
院
な
さ
っ
て
、
そ
う
し
た
ら
五
キ
ロ
痩
せ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
が
プ
ハ
ン

（韓
国
語
で

「吸
い
玉
」
の
意
）
を
併

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
二
ヶ
月
で
五
キ
ニ
戻
っ
た
だ
け
で
な
く
、
髪
の

毛
が
生
え
て
き
た
と
い
う
の
で
す
よ
。

こ
の
中
野
さ
ん
の
よ
う
に
、
体
が
ど
ん
ど
ん
良
い
方
向
に
変
わ
っ
て
い

く
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

一
方
で
、
本
当
に
熱
心
に
食
事
を
気
を
つ
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
に
、
な
か
な
か
体
が
そ
れ
に
応
え
て
く
れ
な
く
て
、
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
お
も
う
の
で
す
が
、
こ
の

「治

る
人
」
と

「治
ら
な
い
人
」
の
差
は
何
で
し
ょ
う
か
。

森
下
　
望
月
さ
ん
は
、
ま
ず
そ
の
考
え
方
を
変
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

望
月
　
そ
の
考
え
方
と
い
う
と
？

森
下
　
治
ら
な
い
病
気
な
ん
か
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
病

気
と
い
う
も
の
は
、本
来
、
必
ず
治
る
よ
う
に
な
っ
て
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、

治
る
人
と
治
ら
な
い
人
と
い
う
よ
う
な
区
別
は
本
来
な
い
の
で
す
よ
。
「治

る
」
と
い
う
こ
と
は

「元
へ
一戻
る
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
の
医
学
は
特
定

の
慢
性
病
や
ガ
ン
、
膠
原
病
な
ど
の
難
症
に
対
し
て
、
″不
治
の
病
″
と

か
″絶
対
に
治
ら
な
い
″
と
い
い
ま
す
け
ど
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
き
て
い
る
限
り
、
必
ず
も
と
に
戻
る
。
条
件
さ
え
整
え
ば

必
ず
病
気
は
治
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
事
実
、
大
抵
の
場
合
は
治

っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
少
し
勉

強
し
て
き
て
、
今
実
践
し
て
い
る
程
度
の
治
療
法
で
さ
え
、
相
当
重
症
な

ガ
ン
を
も
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
私
ど
も
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
ヘ

来
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
は
、
現
代
医
学
で
見
放
さ
れ
た
人
な
の

に
、
七
割
く
ら
い
は
治
っ
て
い
き
ま
す
。
残
り
の
三
割
の
人
は
、
大
抵
が

現
代
医
学
の
治
療
法
に
よ
っ
て
、
体
を
ガ
タ
ガ
タ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
、
正
し
い
治
療
法
の
効
果
も
な
か
な
か
現
れ
な
い
も
の
で
す
。
だ
か

ら
、
治
る
人
と
治
ら
な
い
人
で
は
な
く
て
、
治
り
や
す
い
人
と
治
り
に
く

い
人
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
ね
。

望
月
　
な
る
ほ
ど
。
そ
の
通
り
で
す
ね
。
で
は
、
治
り
に
く
い
人
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

■
東
洋
の

「排
出
す
る
」
と
い
う
発
想

森
下
　
治
り
に
く
い
人
は
、
食
物
が
体
を
つ
く

っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
だ
け

で
な
く
、
体
を
構
成
し
て
い
る
体
細
胞
が
廃
棄
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に

も
注
意
を
払
い
、
そ
の
両
方
を
う
ま
く
働
か
せ
る
よ
う
に
す
る
と
良
い
の

で
す
。

望
月
　
体
細
胞
を
廃
棄
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
、
で
す
か
？

「食
物
で
体
を

作

っ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
は
、
食
事
を
気
を
つ
け
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ

て
は
よ
く
分
か
り
ま
す
が
、
「体
細
胞
を
廃
棄
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

森
下
　
治
り
に
く
い
人
は
、
そ
れ
ま
で
そ
の
人
が
摂
っ
て
き
た
劣
悪
な
食

事
に
よ
っ
て
、
腸
内
環
境
が
そ
う
と
う
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
そ
の
方
の
赤
血
球

。
白
血
球
お
よ
び
組
織
細
胞
は
質
的
に

劣
弱
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
結
果
と
し
て
、
体

組
織
の
細
胞
の
異
常
が
起
こ
り
、
早
熟
だ
っ
た
り
、
早
老
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
起
き
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
人
が
そ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
至
極
当
然
の
成
り
行
き
で
す
が
ね
。

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
か
も
し
れ
な
い
が
、
肉
食
な
ど
の
劣
悪
な
食
事
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
体
細
胞
は
、
そ
の
原
料
が
悪
い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
良
い

食
事
を
し
た
と
き
に
作
ら
れ
た
体
細
胞
よ
り
も
、
は
や
く
崩
壊
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
細
胞
ば
か
り
だ
と
、
体
の
生
理
機
能
全
般
が
低
調
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
支
障
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
れ
が

「病
い
」
と
い
う
状

態
で
す
よ
。

し
か
し
、
そ
ん
な
状
態
で
も
、
細
胞
間
隙

（細
胞
と
細
胞
の
隙
間
）
を
縫

っ
て
流
れ
が
つ
く
れ
る
だ
け
の
力
が
残
っ
て
い
る
と
、
そ
の
働
き
に
よ
っ

て
、
崩
壊
し
た
組
織
を
処
理
す
る
た
め
の
場
所

「末
梢
血
液
空
間
」
に
ま

で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
か
ら
、
体
が
良
く
な
っ
て
い
く
過
程
で
は
、
か
な
ら
ず

「廃
棄
」
の
プ

■森 ド敬 ^博 |:の プロフイール
「オタマジヤクシの山lは どこで造られるのだろうか ?」 医学生だった森 ドドi年の心にふと浮かんだ ‐つの思いが、その後、50年以 Ll
にわたる基礎|べ学 (特に1lL液生理学の実験的)研究と自然医学的な臨床実践を結びつけ、革新的な「森ド自然医学」の体系を築き 11
げていく。著作は70 HI以 上1に のぼり、そのどれもが医学専門家でなくてもドキドキしながら読みたくなる知的興奮を引き起こす。
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ロ
セ
ス
が
充
分
に
機
能
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

望
月
　
な
る
ほ
ど
。
足
り
な
い
栄
養
素
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
現
代
医
学

。
栄
養
学
の
教
育
で
は
、
い
ま
話
さ
れ
た

「廃
棄
」
の
プ

ロ
セ
ス
と
い
う
段
階
ま
で
は
、
な
か
な
か
考
え
及
び
ま
せ
ん
ね
。

森
下
　
商
業
主
義
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、
真
実
が
み
え
な
く
な
り

ま
す
よ
。
わ
れ
わ
れ
は
目
を
凝
ら
し
て
真
実
を
見
つ
め
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。　
一
般
的
に
、
西
洋
医
学
は
化
学
薬
剤
を
与
え
る
だ
け
で
す
が
、

東
洋
医
学
に
は
ま
ず
悪
い
も
の
を
排
出
す
る
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
す
ね
。

つ
ま
り
、
役
目
を
終
え
た
体
細
胞
が
廃
棄
さ
れ
て
い
く
流
れ
を
止
め
な
い

こ
と
、
促
す
こ
と
が
、
大
切
な
の
で
す
。
そ
の
力
を
増
す
の
が
、
鍼
灸
や

吸
い
玉
で
す
。
特
に
吸
い
玉
は

「廃
棄
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
活
性
化
す
る
の

に
は
最
適
で
す
。
吸
い
玉
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
で
す
か
？
　
韓

国
で
は
、
奇
竣
成
先
生
が
そ
の
半
生
を
費
や
し
て
普
及
し
て
い
る

「プ

ハ

ン
」
で
す
ね
。
そ
う
、
韓
国
語
で
は
吸
い
玉
を

「プ

ハ
ン
」
と
い
う
の

で
す
。
プ

ハ
ン
で
は
、
カ
ッ
プ
の
内
側
を
真
空
状
態
に
し
て
、
皮
膚
を
適
度
に

刺
激
す
る
わ
け
で
す
。
お
灸
や
鍼
は
点
刺
激
で
す
か
ら
、
ツ
ボ
、
つ
ま
り

西
洋
医
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
各
種
神
経
の
集
合
点
を
目
指
し
て
や
ら
な
け

れ
ば
効
果
が
半
減
し
ま
す
。
し
か
し
プ

ハ
ン
の
場
合
、
施
術
面
が
点
で
な

く
面
で
す
か
ら
、
施
術
面
の
中
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
感
覚
受
容
器
が
入
っ

て
し
ま
う
ん
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、　
一
つ
の
受
容
器
を
刺
激
す
る
よ
り

も
、
多
く
の
受
容
器
を
刺
激
し
た
方
が
効
果
は
大
き
い
と
い
う
わ
け
で
す
。

先
ほ
ど
望
月
さ
ん
が
例
に
出
し
た
中
野
さ
ん
が
、
食
事
だ
け
で
な
く
プ

ハ

ン
を
併
用
し
た
ら
変
わ
っ
た
と
い
う
の
は
、
プ

ハ
ン
が

「不
要
な
体
細
胞

の
廃
棄
」
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
を
活
性
化
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

古
代
で
は
、
プ
ハ
ン
は
、
世
界
各
国
で
行
な
わ
れ
て
い
た
家
庭
医
術
で

す
が
、
こ
れ
は
公
害
物
質
が
多
い
現
代
の
方
が
需
要
が
あ
る
は
ず
で
す
。

現
代
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
体
は
、
不
要
な
も
の
を
処
理
で
き
な
い
程
抱

え
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

■
本
来
は
ご
自
分
で
手
当
て
す
る
の
で
す
。

望
月
　
先
生
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
プ

ハ
ン
を
施
術
な
さ
っ
て
い
ま
す
ね
。

患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
プ

ハ
ン
で
付
く
赤
い
痕
を
怖
が
っ
て
や
ら
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
は
な
い
で
す
か
？

森
下
　
そ
の
よ
う
な
方
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
ね

（笑
）。
私
の
と
こ
ろ
に
来

ら
れ
る
方
は
、
本
気
で
病
気
を
治
そ
う
と
考
え
て
ま
す
か
ら
。
そ
れ
に
本

来
、
怖
が
る
必
要
が
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
プ

ハ
ン
の
陰
圧
は
、
最
高
で

も
四
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
／
聰

で
、
健
康
な
人
体
に
は
血
行
が
良
く
な
っ

て
爽
快
感
が
得
ら
れ
る
ぐ
ら
い
の
強
さ
で
す
よ
。
こ
れ
だ
と
健
康
な
血
管

は
な
ん
と
も
な
い
。
た
だ
、
弱
く
て
再
生
が
必
要
な
毛
細
血
管
に
は
ち
ょ

っ
と
き
つ
い
の
で
、
微
細
な
傷
が
で
き
て
赤
色
反
応
を
つ
く
り
ま
す
ね
。

そ
し
て
、
こ
の
赤
色
反
応
は
、
主
に
血
液
が
汚
れ
て
い
た
り
血
管
が
弱
い

と
こ
ろ
に
発
現
す
る
も
の
で
す
し
、
逆
に
、
あ
ま
り
血
行
が
悪
か
っ
た
り

貧
血
だ
と
痕
が
つ
か
な
い
の
で
す
か
ら
、
ご
自
分
で
も
体
の
状
態
が
分
っ

て
励
み
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
必
ず
痕
は
消
え
る
の
で
す
よ
。
心
配
す

る
必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

皮
膚
の
新
陳
代
謝
が
正
常
に
近
づ
く
と
、
赤
色
反
応
は
翌
日
に
は
取
れ
て

し
ま
い
ま
す
よ
。
痕
が
つ
く
こ
と
を
心
配
す
る
よ
り
も
、
新
陳
代
謝
に
よ

っ
て
肌
が
以
前
よ
り
も
綺
麗
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
た
方
が
、
よ
り

健
康
に
近
づ
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
、
プ

ハ
ン
の
施
術
は
、
会
員
さ
ん
向
け
に
は
や
っ
て
あ

げ
て
い
ま
す
が
、
本
来
プ

ハ
ン
は
、
自
分
で
自
分
の
腹
や
足
に
す
る
も
の

で
す
。
手
が
届
か
な
い
場
所
は
家
族
に
手
伝

っ
て
も
ら
う
と
い
い
。
ま
ず

は
プ

ハ
ン
を
手
に
入
れ
て
、
毎
日
や
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
治
り
に
く
い
人
も
、
治
り
や
す
い
人
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
す
。

望
月
　
先
生
に
そ
こ
ま
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
け
る
な
ん
て
、
プ

ハ
ン

を
普
及
し
て
い
る
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■お茶の水クリニック (院長 :医学博士 森下敬一)は会員制です。会員は、森下先生の食事指導と診療を受けることが出来ます。
入会手続きについては、クリニックヘお問合せ ドさい。0033814678600338146622
■プハン療法は、毎週火曜日 10～ 17時 /予約制 /約 20分
※予約時に「新規入会希望。マクロの記事を見ましたJと 告げてください。httpブハomepagel.nitt convmOnShta」 nfOC04.htlll
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■
溜
め
込
み
す
ぎ
た
心
と
体
の
対
処
法

東
京
都
　
南
手
雅
恵
さ
ん
　
主
婦

こ
の
八
年
間
で
、
母
が
癌
で
こ
の
世

を
去
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
家
族
や
知

人
が
バ
タ
バ
タ
。
ま
ず
叔
父
、
そ
し
て

叔
母
、
さ
ら
に
友
人
の
旦
那
が
皆
癌
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
戦
い
が
終
わ
る
と

看
病
し
て
い
た
私
の
方
が
心
身
共
に
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
ま
し
た
。

一
番
つ
ら
か
っ
た
の
は
、
寝
て
い
る
間

も
存
在
感
を
主
張
し
つ
づ
け
る
一月
の
痛

み
で
す
。
と
う
と
う
私
は
あ
る
治
療
院

に
通
い
は
じ
め
ま
し
た
。
治
療
効
果
は

ま
あ
ま
あ
…
…
し
か
し
気
が
つ
く
と
通

院
は
六
ヶ
月
に
も
及
び
、
か
か
っ
た
費

用
は
三
〇
万
円
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

治
療
院
の
先
生
は
私
を

「金
払
い
の
良

い
お
客
さ
ん
」
と
思
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
私
は
た
だ
た
だ
ツ
ラ
か

っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
藁
を
も
す
が
り

た
い
気
分
だ
っ
た
の
で
今
で
は
仕
方
な

い
と
は
思
っ
て
い
ま
す
が
、
対
処
療
法

っ
て
、
い
く
ら
お
金
が
あ
っ
て
も
足
り

ま
せ
ん
よ
ね
。
だ
け
ど
そ
の
時
は
流
石

に

「
こ
れ
以
上
は
、
も
う
金
が
続
か
な

い
―
」
と
行
く
の
を
止
め
ま
し
た
。

治
療
の
展
望
も
な
く
通
院
を
や
め
る

の
は
不
安
で
し
た
が
、
も
と
も
と
、
Ｏ

型
の
い
い
加
減
な
性
格
。
「ま
、
い
い

か
」
と
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
も
や
り
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
る
と

「お

金
が
か
か
ら
ず
に
治
せ
る
方
法
を
さ
が

せ
」
と
自
分
の
無
意
識
に
イ
ン
プ
ッ
ト

し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
適
当
に

見
え
て
も
、
良
い
情
報
を
ち
ゃ
ん
と
探

し
て
い
た
ん
で
す
ね
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら

「医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
、

そ
の
時

「プ

ハ
ン
」
の
チ
ラ
シ
を
手
に

入
れ
た
ん
で
す
。
本
能
的
に

「
こ
れ
は

自
分
に
必
要
な
も
の
だ
」
と
感
じ
ま
し

た
。
早
速
手
に
入
れ
、
自
分
の
体
に
試

し
て
み
ま
し
た
。
パ
コ
っ
―
ブ
チ
ュ
ー

（私
の
お
腹
の
音
で
す
）
プ

ハ
ン
く

っ

つ
け
ま
く
り
、
三
分
か
ら
五
分
置
い
て

お
き
ま
す
。
場
所
や
時
間
も
適
当
で
す

（０
型
性
格
な
の
で
い
い
加
減
）。
そ
ん

な
や
り
方
で
も
毎
日
確
実
に
体
が
変
わ

っ
て
い
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に

一
切
の
交
通
費
も
、
治
療
院
の

受
付
で
払
う
費
用
も
な
い
。
ま
る
で
、

お
か
か
え
の
整
体
師
を
無
料
で
雇

っ
て

い
る
よ
う
な
の
に
は
、
ほ
ん
と
に
助
か

り
ま
し
た
。
気
が
つ
く
と
、
一肩
の
痛
み

は
ま
っ
た
く
感
じ
な
い
程
回
復
し
て
い

ま
し
た
。

「多
い
は
足
ら
ぬ
元
」
と
は
よ
く
言

っ

た
も
の
で
す
。
子
年
の
私
は
、
溜
め
込

ん
で
し
ま
う
癖
が
あ
る
よ
う
で
す
。
沢

山
の
人
を
看
取

っ
て
、
ス
ト
レ
ス
や
哀

し
み
を
自
分
の
内
側
に
毒
と
し
て
、
溜

め
込
ん
で
い
た
ん
で
す
ね
。
今
は
体
か

鷲
ｒ
ｔ
鷺
，
電
彙

illustration by Mayumi Shimura
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ら
毒
を

「引
き
算
」
す
る
プ

ハ
ン
に
出

会
え
て
、
本
当
に
健
康
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
最
近
、
周
囲
か
ら

「雅
恵
さ
ん
、

ホ
ン
ト
に
幸
せ
そ
う
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
自
分
で
も
な
ん

だ
か
五
感
が
冴
え
て
い
て
、
自
分
の
人

生
、
ど
っ
ち
の
方
向
に
い
っ
た
ら
い
い

の
か
、
体
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
が

分
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

私
は
、
も
し
も
過
去
の
私
の
よ
う
に
、

心
や
体
に
い
ろ
ん
な
も
の
を
溜
め
込
ん

で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
居
た
ら
、
「プ

ハ
ン
で
ガ
ス
抜
き
し
て
み
た
ら
？
」
と

一言
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。 〔i]驀

か ンは「引き算」する健康法。
これが気に入りました南手さん

ど
鞣
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ガロワ

‐

よ

す
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は

７
し
　
乱

灌
層

す
都
年で、

マ

その理由は、

(1)食事と併用することで、体が良くなる変化を加速することができる。

(2)しかも簡単手軽に (わずか15分 l)ツ ラいところが楽になります。

(ま るであなた専用のマッサージ師が自宅に常駐しているようなものです)

(3)若返ることができる。
韓国のエステで大人気、若返ると噂のアレ !です !

すでにお使いの方々の生の声
主人の臀臓病が少しでも良くなればと思い使用したところ、むくみがとれ、体が軽くなり、調子が良くなり

毎晩使用しています。透析を避けることが出来ればと思うのです。本当に素 B青 らしい商品だと思います。

(長野県・山崎様)

燻J轟五

プハンを使った 「引き算健康法」の全てが分る小冊子 2冊セットを、お申込の方全員に
プレゼントします。下の書式で、今すぐご応募下さい。

おわび :全員プレゼントのつもりですが、お申し込みが多数で小冊子がなくなってしまった

場合は、お送りすることが出来ません。お早めにお申し込み下さい。

24時間受付オッケー

申 辺 みゝ フ ァ ッ ク ス 03-3998-0964 電 言舌803…3998-0968(lo～ 17時まで営業、水・日・祝休)

販 :オーサワジャパン (株)発 売元 : )デボル
★プハンのご購入は、お近くの自然食品店へお問い合わせ下さい。

全ロブレゼント

一般書店では手にはいりません 1     ‐1
鰤
環露
円 ‐■

【小冊子の内容】
「カツラが不要になりました」
「膝の水を抜かなくてもよくなりました」
「1週間で 3キロ減りました」

など45人の体験談を掲載。
「森下敬一先生インタビュー」
「瓜生良介先生インタビュー」
「引き算健康法のQ&A」

□全員プレゼントに応募します !

お願い|お電話の場合は必ず「マクロ11月号を見て、全員ブレゼント希望」
とおっしゃって下さい。

お 名前  (フ リガナ) 電 話

住所 (〒  ―   )

¬
師̈叫



・、　前″い「″ゾ．″酔漏嚇にェは、

熱
帯
雨
林
に
自
生
す
る

▼　
　
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
の
広
葉
樹
の

一
種
だ
。
高
さ
は
三
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
で
、
幹
の
太
さ
は

一
・五
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
。
赤
紫
色
の
花
を

咲
か
せ
る
。
別
名
紫
イ
ペ
と
も
呼
ば
れ
、
現
地
で
は
イ
ン
カ
帝
国
の

時
代
か
ら

「神
か
ら
の
恵
み
の
木
」
と
伝
承
さ
れ
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。

きヽ
いミ
き
ヽ
ミ

どヽヽ
ミミ
，
Ｓ
ざ

アマゾンの奥地の先住民の間で、『神からの恵みの木』と伝承される薬木がある。「タブベイ

ヤ 。アベラネダエ」というのが学術名で、紫イペとも称される。

先住民は、マラリヤや貧血症、風邪、ウイルスによる感染症、リウマチ、梅毒、ガンなどの

治療に用いて来た歴史がある。この薬木に科学のメスも入れられ、抗がん作用や抗ウイルス

作用、抗糖尿病作用などもあることが判明。この実力に迫った。

イ
ン
カ
帝
国
の
時
代
か
ら

伝
承
さ
れ
る

タ
ブ
ベ
イ
ア

・
ア
ベ
ラ
ネ
ダ
エ
は
、
南

米
の
ア
マ
ゾ
ン
河
流
域
の
熱
帯
雨
林
に
自

生
す
る
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
の
広
葉
樹
の

一
種
だ
。
高
さ
は
三
〇
ｍ
以
上
で
、
幹
の

大
さ
は

一
・五
ｍ
に
も
達
す
る
。
赤
紫
色

の
花
を
咲
か
せ
る
。
別
名
紫
イ
ペ
と
も
呼

ば
れ
、
現
地
で
は
イ
ン
カ
帝
国
の
時
代
か

ら

「神
か
ら
の
恵
み
の
本
」
と
伝
承
さ
れ

て
い
た
歴
史
が
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
や
北
部
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ

ラ
グ
ア
イ
な
ど
の
南
米
各
国
に
は
、
先
住

民
が
住
ん
で
お
り
、
こ
の
紫
イ
ペ
を
″ラ

パ
チ
ョ
″
と
も
呼
び
、
薬
用
ハ
ー
ブ
と
し

て
伝
統
的
に
活
用
し
て
い
た
の
だ
。
外
用

薬
ま
た
は
、
内
服
薬
と
し
て
、
熱
、
感
染
症
、

風
邪
、
流
感
、
下
痢
、
あ
ら
ゆ
る
胃
腸
の

不
調
、
関
節
炎
、
前
立
腺
炎
、
血
行
不
良

な
ど
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
事
実
、

確
認
さ
れ
た
症
例
で
は
、
皮
膚
結
核
、
糖

尿
病
、
骨
髄
炎
、
パ
ー
キ
ソ
ン
病
な
ど
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
使
用
す
る
部

分
は
、
葉
、
靱
皮
部
、
芯
、
本
質
部
だ
が
、

靱
皮
部
も
っ
と
も
効
果
が
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。

一
躍
、
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
五
〇
年
ほ
ど
前
で
、
こ
の
紫
イ
ペ

に
ガ
ン
細
胞
を
攻
撃
す
る
作
用
が
確
認
さ

2004114
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れ
た
こ
と
に
よ
る
。

ア
コ
ー
シ
教
授
が

科
学
の
メ
ス
を
入
れ
る

こ
の
研
究
に
科
学
の
メ
ス
を
入
れ

た
の
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
の
ド
ク

タ
ー

・
ア
コ
ー
シ
教
授
だ
。
き
っ
か

け
は
こ
う
だ
。
重
い
癌
に
か
か
っ
た

友
人
の
舅
が
お
り
、
手
術
後
に
再
度

入
院
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
ヨ

ヶ
月
か
、
長
く
て
四
〇
日
の
命
」
と

宣
告
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ア
コ
ー
シ
教
授
は
、
民

間
薬
で
活
用
さ
れ
る
紫
イ
ペ
の
靱
皮

部
の
お
茶
を
そ
の
舅
に
飲
ま
せ
る
こ

と
を
提
案
し
た
。

こ
の
舅
は
、
紫
イ
ペ
を
飲
み
だ
し

た
と
こ
ろ
、
痛
み
が
と
れ
た
ば
か
り

で
な
く
、
二
〇
日
間
で
病
状
は
好
転
、

劇
的
に

一
命
を
名
取
り
留
め
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

以
来
、
真
剣
に
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
の
結
果
、
紫
イ
ベ
に
は
、
ガ

ン
を
は
じ
め
、
腫
瘍
、
潰
瘍
、
循
環

器
病
、
糖
尿
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病

な
ど
の
慢
性
病
に
効
果
が
あ
る
こ
と

が
突
き
止
め
ら
れ
た
の
だ
。

同
博
士
は
、
地
元
の
マ
ガ
ジ
ン
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

「紫
イ
ペ
を

使
っ
た
実
験
に
お
い
て
、
癌
の
治
療

に
お
い
て
、
大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

一
つ
は
癌
の
苦
痛
を
緩
和
す
る
機
能

が
あ
る
こ
と
、
二
つ
目
は
、
赤
血
球

の
増
産
に
役
立

つ
と
い
う
こ
と
で
、

紫
イ
ベ
の
樹
皮
は
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や

潰
瘍
、
糖
尿
病
を
全
て
治
し
、
き
れ

い
に
し
て
く
れ
る
。
我
々
の
驚
き
は

大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
」
と
答

え
た
。
こ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
今

や
ブ
ラ
ジ
ル
全
上
の
薬
局
や
ヘ
ル
ス

フ
ー
ド
ス
ト
ア
な
ど
に
広
が
っ
た
経

緯
が
あ
る
。

赤
道
直
下
で
も
育
成
す
る

強
力
な
生
命
力

ま
た
、
成
分
で
は
、
ま
だ
未
解
明

の
部
分
が
あ
る
に
せ
よ
、
世
界
中
の

研
究
機
関
か
ら
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
や

グ
リ
コ
シ
ド
、
植
物
性
ス
テ
リ
ン
、

テ
ル
ベ
ン
、
サ
ポ
ニ
ン
、
タ
ン
ニ
ン

な
ど
の
ほ
か
、
各
種
酵
素
、
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
、
窒
素
、
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ム
、
銅
、
鉄
、
亜
鉛
、
マ

ン
ガ
ン
な
ど
の
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

が
豊
富
に
含
有
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
だ
。

ご
存
知
、
植
物
が
も
つ
フ
ラ
ボ
ノ

ド
は
、
太
陽
の
紫
外
線
か
ら
身
を
も

ま
っ
て
お
り
、
抗
酸
化
作
用
が
あ
る
。

赤
道
直
下
で
は
紫
外
線
が
強
い
。
し

オ中からの
息みの本

た
が
っ
て
、
強
力
な
抗
酸
化
作
用
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
・

ミ
ネ
ラ
ル
に
は
、
消
化
、
吸
収
、
排

泄
の
代
謝
を
促
す
酵
素
の
働
き
を
助

け
る
の
で
、
自
然
と
体
調
が
良
く
な

っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

微
量
ミ
ネ
ラ
ル
に
お
い
て
は
補
酵

素
の
働
き
が
あ
る
の
で
、
今
日
の
促

成
栽
培
さ
れ
た
野
菜
に
は
、
欠
如
し

た
栄
養
素
だ
。

重
要
な
の
は
、
赤
道
直
下
で
も
大
木

に
な
ろ
う
と
す
る
植
物
が
も
つ
全
体

の
生
命
力
と
、
数
千
種
類
は
数
え
る

未
知
の
有
用
成
分
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
た
有
用
成
分
が
溶
け
出
し
、
比
類

の
な
い
生
理
作
用
を
も
た
ら
す
と
い

え
る
。

ス
テ
ー
ジ
２
か
ら
４
の

一年
生
存
率
六
八
％
を

記
録国内

で
は
、
大
山
泌
尿
器
科
院
長

兼
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
講
師
の
大

山
武
司
医
学
博
士
の
報
告
が
最
初
だ
。

同
医
学
博
士
は
、
左
尿
管
が
ん
で

尿
管
を
全
摘
し
た
六
五
歳
の
患
者
に

紫
イ
ペ

（「タ
ヒ
ボ
茶
し

を
飲
ま
せ

た
報
告
を
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
精
密
検
査
で
右

腎
孟
、
尿
管
、
膀
脱
の
上
皮
が
ん
と



診
断
さ
れ
、
手
術
も
困
難
だ

っ
た
。

し
か
し
、
四
ヶ
月
タ
ヒ
ボ
茶
を
飲
ん

で
全
身
良
好
で
、
尿
細
胞
診
は
陰
性

化
し
、
翌
年
に
な
っ
て
も
病
状
に
変

化
な
し
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

ま
さ
に
ア
コ
ー
シ
教
授
が
驚
い
た

臨
床
試
験
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
内
外
の
学
会

で
も
そ
の
有
効
性
が
発
表
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
近
年
で
は
、
関
西
医

科
大
学
が
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅲ
か
ら
Ⅳ
の

六
七
人
の
患
者
に
投
与
し
、
そ
の

一

年
生
存
率
が
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「六
〇
例
の

一

年
生
存
率
で
は
六
八
％
で
、
長
期
生

存
者
は

一
九
例
に
の
ぼ
っ
た
。
現
代

医
学
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
症
例
、
再

発
、
転
移
症
例
の
予
後
は
、　
一
年

生
存
率
が
数
％
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
六
八
％
の
高
率
を
得
た
の
で
、

こ
れ
は
病
気
と
仲
良
く
付
き
合
っ
て

い
く
と
い
う
ガ
ン
と
の
共
生
と
い
う

考
え
方
が
奏
功
し
た
の
で
は
な
い

か
」
と
論
文
発
表
さ
れ
た
の
だ
。

ま
た
、
宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

研
究
所
で
は
、　
一
昨
年
七
月

「癌
と

化
学
療
法
社
」
発
行
の
”
ざ
，
日
「
く

に

「樹
木
茶
タ
ヒ
ボ
抽
出
物
の
抗
腫

瘍
効
果
」
と
題
し
て
、
紫
イ
ペ
を
原

料
に
し
た
タ
ヒ
ボ
茶
と
他
の
生
物
製

剤
と
の
比
較
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
タ
ヒ
ボ
茶
は
、

免
疫
賦
活
作
用
や
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
な

ど
の
直
接
作
用
、
血
管
新
生
抑
制
作

用
に
効
果
が
あ
り
、
他
の
製
剤
よ
り

も
効
果
的
で
、
統
合
療
法
と
し
て
の

活
用
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

米
国
の
ハ
ー
ブ
医
療
で
も

統
合
療
法
に
活
用
す
る

希
有
な
素
材

伝
統
療
法
の
権
威
で
あ
る
東
海
大

学
名
誉
教
授
の
師
岡
孝
次
医
学
博
士

は
、
以
下
の
よ
う
に
語
る
。

「世
界
中
を
見
回
し
て
も
、
民
間
伝

承
さ
れ
て
き
た
素
材
に
は
極
め
て
有

用
な
薬
用
植
物
が
あ
り
ま
す
。
チ
ベ

ッ
ト
や
南
米
に
多
く
あ
り
、
中
で
も

紫
イ
ペ
の
場
合
は
、
イ
ン
カ
帝
国
の

時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
長
い
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
雨

林
に
住
む
先
住
民
族
は
、
数
世
紀
に

■
師
岡
孝
次
医
学
博
士

わ
た
っ
て
、
紫
イ
ペ
の
幹
を
狩
猟
用

の
弓
の
材
料
と
し
て
使
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
マ
ラ
リ
ヤ
や
貧

血
症
、
風
邪
、
細
菌
に
よ
る
感
染
症
、

ヘ
ビ
の
か
み
傷
、
お
で
き
、
梅
毒
な

ど
に
使
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
伝
承
に
加
え
、
米
国
の

ハ
ー
ブ
医
療
で
も
鎮
痛
、
抗
酸
化
、

抗
菌
、
抗
ウ
イ
ル
ス
、
抗
ガ
ン
作
用

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
代

医
学
と
も
併
用
し
、
統
合
的
に
活
用

す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
」

慢
性
病
を

克
服
し
た
声

で
は
、
次
に
こ
の
紫
イ
ペ
を
飲
ん

で
健
康
を
回
復
し
た
人
の
声
を
と
ど

け
よ
う
。

驚
く
の
は
、
現
代
医
学
が
片
手
と

し
て
い
る
慢
性
病
全
般
に
作
用
し
て

い
る
こ
と
だ
。

◎

一
五
年
間
の
薬
漬
け
か
ら
脱
却

Ｓ
・Ａ
さ
ん

↑
ハ
七
歳

）
は
、　
一
五

年
前
、
観
光
会
社
の
社
長
を
し
て
い

た
時
、
多
忙
と
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を

崩
し
、
高
血
圧
で
薬
漬
け
の
生
活
と

な
っ
て
い
た
。

「血
圧
が
上
が

一
八
七
か
ら

一
九
六
、

下
が

一
＾
○
あ
り
、
降
圧
剤
を
飲
む

と
、　
三
ハ
○
か
ら
九
七
ま
で
下
げ
る

の
で
す
が
、
薬
を
飲
む
と
気
分
が
悪

く
、
我
慢
し
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
」

ま
た
、
肝
機
能
も
Ｇ
Ｏ
Ｔ
２
０
０
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
ｌ
８
０
と
い
う
状
態
で
、
疲

労
が
激
し
く
食
欲
も
な
か
っ
た
。

「
一
年
間
で
、
意
識
不
明
に
な
る
こ

と
が

一
〇
回
ほ
ど
あ
り
救
急
車
で
運

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
日

に

一
回
と
い
便
通
で
、　
一
晩
に
ト
イ

レ
に

一
〇
数
回
起
き
る
と
い
う
毎
日

で
、
い
つ
も
睡
眠
不
足
で
、
気
分
は

最
悪
で
し
た
」

こ
ん
な
時
紫
イ
ペ
を
紹
介
さ
れ
た
。

「症
状
の

一
つ
も
改
善
さ
れ
れ
ば
と

思

っ
て
、
紫
イ
ペ
を
食
べ
た
と
こ

ろ
、
四
か
ら
五
日
で
、
食
欲
が
出
始

め
、　
一
五
年
ぶ
り
に
空
腹
感
を
味
わ

っ
た
の
で
す
。
一
週^
間
も
し
た
ら
目

の
シ
ョ
ボ
つ
き
が
と
れ
、
倦
怠
感
も

消
え
、　
一
晩

一
〇
数
回
の
ト
イ
レ
行

も

一
回
と
な
り
、
睡
眠
不
足
も
解
消

さ
れ
た
の
で
す
。
便
通
も
七
日
に

一

回
と
な
り
、
半
年
も
し
た
ら
二
日
に

一
回
、
八
ヶ
月
も
し
た
ら
毎
日
、
排

便
で
き
る
ま
で
回
復
で
き
ま
し
た
。

不
思
議
な
の
は
、
肉
食
中
心
だ
っ
た

食
生
活
が
反
対
に
な
り
、
野
菜
し
か

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

降
圧
剤
も
不
要
と
な
り
、
肝
機
能
も

¶
面め
“甲
C



一一
一
鶴
一

．　
一●
〓驚
．

一●
な
０

Ｆ
Ｉ

Ｉ

〓

辮

■

●

一一軒一「一一一

1響尋鶴職畿轟:
な 1. __■ ||

す
っ
か
り
よ
く
な
り
ま
し
た
」

Ｓ
さ
ん
は
、
す
っ
か
り
紫
イ
ペ
フ

ア
ン
に
な
っ
た
こ
と
は
当
然
だ
。

◎
リ
ウ
マ
チ
、
白
血
病
、
肥
満
も
克

服
ま
た
、
自
然
食
品
店
を
経
営
す
る

Ｍ

・
Ｔ
さ
ん

（四
〇
歳
）
は
、
親
子

の
紫
イ
ペ
を
飲
ん
で
効
果
を
追
跡
し

た
。
「実
は
六
五
歳
の
母
が

一
〇
数

年
前
か
ら
リ
ウ
マ
チ
の
痛
み
で
苦
し

ん
で
い
た
が
、
徐
々
に
体
調
が
良
く

な
り
、
痛
み
が
和
ら
い
で
き
た
の
が

確
認
で
き
た
の
で
す
。
ま
た
、
三
八

歳
の
妹
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社

に
勤
め
、
仕
事
が
ハ
ー
ド
で
病
院
か

ら
も
ら
っ
た
薬
を
飲
ん
で
い
た
の
で

す
が
、　
一
ヶ
月
も
す
る
と
ド
ン
ド
ン

悪
化
、
自
血
病
の
疑
い
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
会
社
か
ら
ク

タ
ク
タ
の
状
態
で
帰
宅
し
、
手
足
の

血
の
気
が
ひ
い
て
真
っ
自
で
し
た
」

そ
こ
で
、
紫
イ
ペ
を
飲
ま
せ
た
。

「六
ヶ
月
も
す
る
と
、
体
調
は
徐
々

に
回
復
し
、
冷
え
性
と
不
正
出
血
が

止
ま
り
、
す
っ
か
り
健
康
を
回
復
し

た
の
で
す
。
今
で
も
錠
剤
を
呑
み
、

お
茶
に
し
た
紫
イ
ペ
は
、
ポ
ッ
ト
に

入
れ
て
会
社
に
持

っ
て
い
き
ま
す
」

と
Ｍ
さ
ん
。

そ
う
い
う
Ｍ
さ
ん
も

一
ロ
ビ
ー
ル

..........:. ..:.. ..:.. ...... :.||.
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を
六
本
以
Ｌ
飲
み
、
肥
満
気
味
で
体

を
動
か
す
つ
ら
か
っ
た
。

「紫
イ
ベ
の
お
茶
を
飲
ん
だ
ら
、
そ

れ
こ
そ
ｒｉ
か
ら
六
分
で
、
だ
る
さ
が

す
―
っ
と
取
れ
て
ゆ
く
の
が
わ
か
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
栄
養
ド
リ
ン

ク
を
飲
む
と
、
半
＝
は
も

つ
け
ど
、

そ
の
後
、
急
激
に
ど
っ
と
疲
れ
が
ぶ

り
返
す
の
が
、
常
で
し
た
。
疲
れ
す

ぎ
る
と
、
頭
が
冴
え
、
眠
れ
ず
、
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
た
の
で
す
が
、
熟
睡

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

次
に
紫
イ
ペ
の
錠
剤
を

一
日

一
五

粒
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
二
日
酔

い
も
あ
ま
り
し
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
お
客
様
の
中
に
は
、
胃
が

ん
と
診
断
さ
れ
、
一
ヶ^
月
飲
ん
で
、

手
術
し
、
開
腹
し
た
と
こ
ろ
、
癌
が

消
え
て
い
た
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、

紫
イ
ベ
は
、
自
信
を
も
っ
て
お
客
様

に
勧
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

◎

一
ヶ
月
で
糖
尿
病
と
頭
痛
も
克
服

し
た糖
尿
病
と
頭
痛
を
克
服
し
た
の
は

Ｍ

・
Ｋ
さ
ん

（六
七
歳
）
だ
。
「血

糖
値
が

１́
六
〇
か
ら

二^
八
〇
で
悩
ん

で
い
た
の
で
す
が
、
友
人
の
知
り
合

い
が
医
者
だ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
医

者
か
ら
紫
イ
ペ
を
紹
介
さ
れ
た
の
で

す
。
そ
こ
で

一
ヶ
月
試
し
て
み
た
の

で
す
」
Ｍ
さ
ん
は
、
い
つ
も
血
糖
値
が
高

く
な
る
と
、
頭
全
体
が
痛
く
な
っ
て
、

日
が
充
血
し
て
い
た
。

「最
初
か
ら
多
め
に

一
回
二
〇
粒
ぐ

ら
い
飲
ん
だ
の
で
す
が
、
三
＝^
も
し

た
ら
、
頭
痛
が
消
え
た
の
で
す
。　
＾

ヶ
月
も
す
る
と
、
体
が
締
ま
っ
て
お

っ
り
、
体
重
を
計
っ
た
ら
、
六
七
蛇

が
六
二
蛇
に
下
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

お
し
っ
こ
の
出
も
良
く
な
り
、
体
調

が
い
い
で
す
」
と
Ｍ
さ
ん
は
嬉
し
そ

う
だ
。
こ
う
し
た
体
験
談
は
無
数
に
あ
り
、

ア
マ
ゾ
ン
の
秘
境
で
、
『神
か
ら
の

恵
み
の
本
』
と
伝
承
さ
れ
る
実
力
は
、

健
康
食
品
の
中
で
も
指
折
り
と
請
っ

て
も
い
い
よ
う
だ
。
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籠鯉肺酬臥γ減が全解決

■
現
状
日
本
で
も
米
国
な
み
に
肥
満
は
増
加

し
て
き
て
い
る
。
日
本
で
は
、
特
に
四

〇
歳
か
ら
七
〇
歳
代
の
男
性
に
肥
満
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
六
〇
歳
代
の
男
性
で

J群撃鶴師謝

は
肥
満
指
数
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
二
五
以
上

の
人
が

一
九
八
〇
年
に

一
五
％
で
あ

っ

た
の
が
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
〇
％
以
上

と
な

っ
て
い
る
。

内
臓

へ
の
脂
肪
の
沈
着
に
よ
り
体
内

イ
ン
ス
リ
ン
の
過
剰
分
泌
を
発
生
さ
せ

る
。
こ
れ
に
よ
り
空
腹
感
が
増
し
、
大

食
を
誘
い
、
さ
ら
に
肥
満
度
が
増
す
と

い
う
悪
循
環
を
形
成
す
る
。
ま
た
、
脂

肪
は
ア
デ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
ホ

ル
モ
ン
を
作

っ
て
い
る
。

こ
の
ホ
ル
モ

ン
は
糖
尿
病

や
動
脈
硬
化

を
防
ぐ
働
き

が
あ
り
、
内

臓
肥
満
者
で

は
こ
の
ア
デ

ポ
ネ
ク
チ

ン

の
血
中
濃
度

が
低
く
、
こ

れ
ら
の
生
活

習
慣
病
を
増

加
さ
せ
る
大

き
な
要
因
と

も
な

っ
て
い

る
。

つ
ま
り

肥
満
に
な
れ
ば
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
症
な
ど
を
誘
発
し
、

さ
ら
に
心
筋
硬
塞
、
心
不
全
、
脳
硬
塞
、

腎
機
能
不
全
な
ど

へ
と
進
行
し
て
い
く
。

事
実
、
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
食
生
活
の
改
善
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

■
診
断
方
法

生
活
習
慣
病
や
他
の
病
気
の
診
断
を

す
る
際
、
当
院
で
は
現
代
医
学
的
な
検

査
を
行
う
こ
と
も
あ
る
が
、
主
に
は
波

動
測
定
装
置

（Ｑ
Ｒ
Ｓ
）
を
用
い
て
波

動
レ
ベ
ル
で
の
診
断
を
下
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

人
体
は
、
陰
陽
論
で
い
う
中
庸
の
体

質
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
健
康

体
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
体
質
が
陰
性
に

傾
き
す
ぎ
た
場
合
、
反
対
に
陽
性
に
傾

き
す
ぎ
た
場
合
が
病
的
な
状
態
で
あ
る
。

従
来
は
こ
れ
を
判
定
す
る
に
あ
た

っ
て
、

東
洋
医
学
的
な
診
断
法
で
あ
る
声
診
や

脈
診
、
腹
診
、
望
診
な
ど
が
用
い
ら
れ

て
き
た
。

生
体
を
構
成
す
る
個
々
の
細
胞
や
そ

れ
ら
が
構
成
す
る
臓
器
、
器
官
の
活
動

は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
秩
序
あ
る
電
磁
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
電

磁
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
調
和
し
た
状
態
に

あ
れ
ば
生
命
活
動
が
維
持
さ
れ
健
康
状

態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
何
ら

か
の
理
由
に
よ
り
電
磁
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
調
和
や
秩
序
が
乱
さ
れ
た
場
合
、
人



体
は
発
病
し
た
り
、
死
に
至
る
の
で
あ

る
。
こ
の
電
磁
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

を
日
本
や
中
国
で
は
気
、
イ
ン
ド
で
は

プ
ラ
ー
ナ
、
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
で
は
プ
ネ

ウ
マ
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
。

波
動
測
定
装
置

（Ｑ
Ｒ
Ｓ
）
は
生
体

か
ら
電
磁
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
し

解
析
し
、
生
体
機
能
を
判
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
は
陰
陽
理

論
と
も

一
致
す
る
。

高
脂
血
症
で
あ
ろ
う
が
、癌
で
あ
ろ
う
が

そ
の
治
療
法
は
、食
生
活
の
改
善
、
つ
ま
り
玄
米
菜
食
を

実
践
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

例
え
ば
、
陰
性
体
質
者
に
無
農
薬
有

機
農
法
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た
ナ
ス
や
ト

マ
ト
を
片
手
に
持
た
せ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
を
用
い

て
測
定
す
れ
ば
、
そ
の
判
定
結
果
は
否

定
的
と
な
る
。
ま
た
陽
性
体
質
者
に
ソ

バ
を
持
た
せ
て
測
定
し
た
場
合
も
否
定

的
な
結
果
と
な
る
。
逆
に
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
、
そ
の
患
者
が
陰
性
体
質
か
陽

性
体
質
か
を
判
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

当
院
で
は
健
康
保
険
を
適
用
さ
せ
患

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に

の
み
現
代
医
学
的
な
診
断
名
を
つ
け
た

り
、
現
代
医
学
的
な
最
低
限
の
検
査
を

行
な
う
が
、
そ
れ
ら
を
重
要
視
す
る
こ

と
は
な
い
。
高
血
圧
症
で
あ
ろ
う
が
、

癌
で
あ
ろ
う
が
そ
の
治
療
法
は
、
食
生

活
の
改
蒔
、

つ
ま
り
玄
米
菜
食

（
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ダ
イ
エ
ッ
ト
）
を

実
践
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

重
要
な
の
は
患
者
の
体
質
が
陰
性
か
陽

性
か
を
判
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

を
判
定
す
る
た
め
に
現
在
で
は
Ｑ
Ｒ
Ｓ

を
活
用
し
て
い
る
。

■
治
療
法

治
療
法
は
陰
性
あ
る
い
は
陽
性
に
傾

き
す
ぎ
た
体
質
を
食
餌
に
よ
り
中
庸
化

す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
体
質
を
中
庸
化

す
る
に
は
、
無
農
薬
有
機
農
法
産
の
食

材
を
使

っ
た
玄
米
菜
食
で
あ
る
。
玄
米

は
人
体
に
と
っ
て
中
庸
で
あ
る
た
め
玄

米
が
食
養
を
行
な

っ
て
い
く
上
で
の
中

心
的
な
主
食
と
な
る
。
決
し
て
発
芽
玄

米
や
胚
芽
米
な
ど
で
は
な
い
。

おヽ
いミ
き
ヽ
゛
ミ
ミ

導
ミ
Ｓ

]Ⅳ鰤ぬ
…
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植
物
は
種
子

（玄
米
）
の
状
態
が

一

番
陽
性
で
あ
り
、
種
子
が
発
芽
す
れ
ば

陰
性
と
化
す
。
陰
性
に
な
ら
な
け
れ
ば

植
物
は
生
育
し
て
い
か
な
い
か
ら
だ
。

ま
た
種
子
が
発
芽
す
る
際
、

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
耗
す
る
。
発
芽
玄
米
を
食
す

る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
い
米
を
食
す

こ
と
に
な
る
。
発
芽
玄
米
に
は
血
圧
を

下
げ
、
中
性
脂
肪
を
抑
制
す
る
作
用
の

あ
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

（ガ
ン
マ
。
ア
ミ
ノ
酸
）

が
多
く
含
ま
れ
る
と
い
う
分
析
的
な
結

果
だ
け
を
見
て
こ
れ
を
良
し
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
現
代
栄
養
学

（西
洋
栄
養

学
）
と
同
様
、
そ
れ
は
稚
拙
な
考
え
方

で
あ
る
と
し
か
言
わ
ぎ
る
を
え
な
い
。

た
と
え
発
芽
玄
米
の

一
成
分
が
人
体
に

と

っ
て
有
益
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
全 illustration by Hirai Tlxun

小澤博樹 (こ ざわ 。ひろき)

1949年、愛知県碧南市生まれ。医師。食養家桜沢如一氏の

提唱した玄米菜食による食養生に共感 し、日常診療に応用 し

ている。著書に『食養生』(総合ユニコム社 )、 『医者ができ

ること、してはいけないこと』(1五館 )、 『ハナビラタケの

可能性』(三五館 )、『健康になる家、癒す家』(1五館)な ど。

体
と
し
て
の
そ
れ
が
人
体
の
免
疫
機
能

を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
有
害

で
あ
る
。
豆
類
を
好
物
と
す
る
鳩
で
さ

え
、
豆
が
発
芽
し
た
と
た
ん
に
見
向
き

も
し
な
く
な
る
。
発
芽
し
た
豆
は
そ
れ

自
身
外
敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
毒
づ

く
か
ら
で
あ
る
。
人
体
に
と

っ
て
有
益

な

一
食
物
を
選
択
す
る
際
は
、
常
に
そ

の
全
体
が
持

つ
特
質
や
全
体
像
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
。

陰
性
体
質
者
で
あ
れ
ば
玄
米
ご
飯
に

ゴ

マ
塩
や
鉄
火
味
噌
を
ふ
り
か
け
て
、

あ
る
い
は
ソ
バ
を
代
用
食
と
し
て
、
副

食
の
野
菜
は
ゴ
ボ
ウ
、
蓮
根
、
人
参
な

ど
の
根
菜
類
が
中
心
と
な
る
。
逆
に
陽

性
体
質
者
に
対
し
て
は
、
玄
米
粥
に
小

松
菜
、
自
菜
な
ど
の
葉
菜
類
、
代
用
食

と
し
て
完
粒
粉
う
ど
ん
が
中
心
と
な
る
。

癌
患
者

（陰
性
）
を
陽
性
な
食
養
に

よ
り
治
療
し
て
い
く
過
程
で
、
逆
に
そ

の
体
質
を
陽
性
過
多
に
し
て
し
ま
い
陽

性
な
症
状
が
発
現
し
て
く
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
玄
米
粥
や

葉
菜
に
よ
り
、
あ
る
い
は
大
根
お
ろ
し
、

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
よ
り
陰
陽
バ

ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
院
で
は
、
治
療
中
の
患
者
の
体
質
が

そ
の
時
点
で
ど
ち
ら
に
傾
い
て
い
る
か
、

代
用
食
と
し
て
ソ
バ

（陽
性
）
か
う
ど

ん

（陰
性
）、
そ
の
ど
ち
ら
を
食
さ
せ

る
べ
き
か
を
判
定
す
る
た
め
に
前
述
し

た
Ｑ
Ｒ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る
。
食
物
の

持

つ
陰
陽
に
つ
い
て
の
詳
細
は

『食
物

の
陰
陽
表
』
（日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
）、
Ｑ
Ｒ

Ｓ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
自
著

『医
者
が

で
き
る
こ
と
、
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
』

（三
五
館
）
を
参
考
に
さ
れ
る
と
よ
い
。

当
院
で
は
、
無
農
薬
有
機
農
法
産
の

食
材
を
用
い
た
玄
米
菜
食
を
病
気
治
療

の
基
本
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
、
Ｅ

Ｍ
Ｉ
Ｘ
、
バ
ラ
ン
ス

・
α
、

ハ
ナ
ビ
ラ

タ
ケ
、

エ
ジ
ア
ッ
ク
、
七

一
四
Ｉ
Ｘ
等

の
補
助
的
治
療
用
剤
も
併
用
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
補
助
的
治
療
用
剤

に
も
陰
陽
の
性
質
が
あ
り
、
個
々
の
患

者
の
体
質
に
適
し

た
も
の
を
選
択
す

る
際
に
は
、
Ｑ
Ｒ

Ｓ
を
用
い
て
判
定

し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
補

助
的
治
療
用
剤
が
、

そ
の
患
者
に
対
し
、

い
か
に
有
効
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

陰
陽
論
に
即
し
た

適
切
な
玄
米
菜
食

が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
も
の
は

す
べ
て
無
効
と
な
り

せ
る
こ
と
は
不
可
能

治
癒
を
実
現
さ

で
あ
る
。

■
回
復
例

当
院
で
の
治
療
を
受
け
回
復
し
た
症

例
の
中
か
ら

一
例
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

昭
和

一
九
年
生
ま
れ
の
男
性
、
糖
尿

病
、
前
立
腺
癌

昭
和
六
三
年
十
二
月
よ
り
糖
尿
病
が

あ
リ
イ
ン
ス
リ
ン
三
〇
単
位
／
日
と
経

口
糖
尿
病
薬
を
投
与
さ
れ
て
い
た
。
現

代
的
な
食
生
活
、
特
に
肉
を
好
ん
で

食
し
て
い
た
。
当
院

へ
は
平
成

一
五
年

十
二
月

一
六
日
受
診
し
て
い
る
。

illustration by Hirai Tltsuu
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初
診
時

の
波
動
測
定
検
査
で
は
免

疫

一

（
マ
イ
ナ
ス
）
二

一
、
糖
尿
病

一

二

一
と
最
低
の
波
動
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

ま
た
同
検
査
で
七

一
四
Ｉ
Ｘ

（樟
脳
を

原
料
と
し
人
体
の
免
疫
機
能
を
正
常
化

さ
せ
る
注
射
液
）
が
こ
の
患
者

へ
の
有

効
性
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
日
よ
り
玄

米
菜
食
と
七

一
四
Ｉ
Ｘ
の
注
射
投
与
を

開
始
し
て
い
る
。
ま
た
ほ
ぼ
同
時
期
に

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
及
び
経
回
糖
尿
病
薬

の
投
与
を
完
全
に
中

Ｉ１１
し
、
他
の
化
学

薬
剤
の
使
用
も

一
切
行
な

っ
て
い
な
い
。

下
の

《
図
表
》
は
、
初
診
時

（治
療

前
）
及
び
、
治
療
開
始
後
に
お
け
る
血

糖
、
Ｈ
ｂ
Ａ
ｉ

ｃ

（グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン

¨
糖
尿
病
の
存
在
の
有
無
を
調
べ

る
検
査
）、
尿
糖
、
免
疫
波
動
レ
ベ
ル

を
経
時
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
院
で
の
治
療
前
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン

と
経
日
糖
尿
病
薬
を
使
用
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
血
糖
値
は
＾
三^
七
鴫

／
″

（基
準
値
七
〇
か
ら

一
一
〇
）
と

異
常
で
あ

っ
た
が
玄
米
菜
食
と
七

一
四

Ｉ
Ｘ
の
併
用
開
始
後
の
平
成

一
六
年

一

月

一
四
日
に
は

一
一
．．
鴫
／
″
と
、
ほ

イヽ
一ア
世
代
を
き
（う

綸
齋
猛
登
園
０
を
完
全
解
決

検査デ∵夕の1経時‐的変化
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ぼ
正
常
の
値
と
な
り
、
同
年
八
月
＾
一日

（血
糖
値

一
一
一
鵬
／
″
）ま
で
持
続
し
、

血
糖
値
は
良
好
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

て
い
る
。
Ｈ
ｂ
Ａ
ｉ

ｃ
は
初
診
時
よ

り
六
・
＾
％́

（基
準
値
四
ｔ
一^～
五
・八
）

と
軽
度
の
異
常
を
示
し
て
お
り
、
六
月

四
日
に
は
だ
。
八
％
と
正
常
値
と
な

っ

て
い
る
。
尿
糖
は
初
診
時
よ
り
現
在
ま

で

（
一
）
で
あ

っ
た
。
免
疫
波
動
レ
ベ

ル
は
、
初
診
時

一
（
マ
イ
ナ
ス
）
二

一

で
あ

っ
た
が
四
月
よ
リ
プ
ラ
ス
に
転

じ
、
六
月
四
Ｈ
よ
り
現
在
ま
で
最
高
値

の
十
＾
＾
＾
を
保

っ
て
い
る
。

こ
の
様
に
化
学
薬
品
の
投
与
や
手
術

を
せ
ず
に
、
玄
米
菜
食
を
基
本
と
し
た

自
然
療
法
を
厳
格
に
実
践
し
て
い
け
ば
、

免
疫
機
能
は
正
常
化
し
、
糖
尿
病
は
改

善
し
、
い
ず
れ
は
前
立
腺
癌
の
治
癒
も

実
現
可
能
と
な

っ
て
い
く
。
化
学
薬
品

の
投
与
や
手
術
を
行
な

っ
て
も
糖
尿
病

や
癌
あ
る
い
は
そ
の
他
の
生
活
習
慣
病

が
治
癒
し
た
と
い
う
実
例
は
な
い
。
ど

の
様
な
病
気
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
治

癒
に
導
く
も
の
は
玄
米
菜
食
以
外
あ
り

え
な
い
の
で
あ
る
。

矧
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肥満・高血圧・高脂血症
糖尿病をど瑚 風するか

小林裕子

Ｒ

［
纂

瑚

る
こ
と
は
大
抵
太
り
す
ぎ
で
、
ド
ク
タ

ー
か
ら
減
量
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
て

い
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
す
。
や
せ
て

い
て
も

「ど
う
し
て
か
な
？
」
と
、
外

見
か
ら
不
思
議
に
思
え
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
個
々
に
体
内
事
情
が

潜
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。

■
太
り
ぎ
み
を
解
消
し
て
四
重
奏
を
と

め
る
に
は

［１
］

油
脂
類

（ナ
ッ
ツ
も
含
め
て
）

や
動
物
性
食
品
、
甘
い
も
の
を
控
え
ま

し
よ
一つ

精
製
白
砂
糖
を
調
味
に
用
い
ず
、
玉

ね
ぎ
を
す
き
透
る
迄
微
量
の
油
で
弱
火

で
い
た
め
る
。
焦
げ

つ
き
そ
う
に
な

っ

た
ら
鍋
底
に
少
量
の
水
を
垂
ら
し
て
水

蒸
気
で
炒
め
る
、
そ
し
て
臭
み
が
と
れ

甘
い
香
り
に
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
次
の

段
階
に
進
む
。
汁
も
の
は
、
こ
の
よ
う

に
し
て
玉
ね
ぎ
を
活
用
し
ま
す
が
、
切

り
干
し
大
根
の
煮
汁
や
、
ス
ー
プ
ス
ト

ッ
ク
の
お
奨
め
は
次
の
四
種
類
の
球
形

野
菜
を
用
い
た
も
の
で
す
。
Ｉ
ね
ぎ
、

人
参
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
南
瓜
、
こ
れ
ら
を

み
じ
ん
切
り
に
し
て
同
量
を
鍋
に
入
れ

全
体
量
の
四
倍
の
水
で
煮
出
し
た
ス
ー

プ
は
特
に
特
に
洋
風
な
汁
も
の
の
際
に

使
え
ま
す
し
、
ノ
ー
オ
イ
ル
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
に
も
応
用
で
き
ま
す
の
で
、
お

試
し
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
間
食
の
甘
い

物
で
す
が
、
最
も
お
奨
め
な
の
は
小
さ

な
玄
米
む

す
び
を
用

意
し
て
お

き
何
か
食

べ
た
く
な

っ
た
ら
モ

グ
モ
グ
よ

く
噛
ん
で

甘
味
が
で

る
ま
で
楽

し
む
こ
と

で
す
。
次

は
、
前
途

の
野
菜
四

種
や
大
根

ｏ
ご
ぼ
う

を
蒸
し
た

も
の
を
少
量
ず

つ
い
た
だ
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
人
工
的
な
甘
味
に
慣
れ
た
味
覚

を
よ
リ
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
甘
味
を
堪
能
で

き
る
究
極
の
グ
ル
メ
に
格
上
げ
し
ま
し

ょ
う
。
時
に
は
玄
米
甘
酒
や
玄
米
水
飴

を
調
味
に
用
い
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
の
材

料
に
す
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
レ
ー
ズ

ン
や
り
ん
ご
果
汁
、

メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

。動
植
物
性
食
品
の

蜂
蜜
は
余
り
お
奨
め

で
き
ま
せ
ん
。
症
状

が
殆
ど
改
善
さ
れ
た

ら
少
量
ず

つ
、
し
か

も
時
々
と
い
う
程
度

に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

［
２
］
強
い
陽
性
食
品

を
控
え
ま
し
ょ
う

甘
い
物
を
欲
求
す

る
体
質
を
つ
く
る
原

因
の
一
つ
め
は
濃
い

Ｆ

ビ

ー

Ｉ

Ｌ

い
っ

，

Ａ

Ｔ
Ｉ

，

ユ
Ｇ一雄

ミ
ミ
ミ
ヽ
ミ
゛
９
ヽ
お
ヽ

味

つ
け
、
二
つ
目
は
動
物
性
食
品
に
あ

り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
肉
類
、
魚
卵
を
含

め
た
卵
類
、
魚
お
よ
び
そ
れ
ら
の
加
工

品
、
固
く
な
る
ま
で
焼
か
れ
た
粉
食
品
、

チ
ー
ズ
類
な
ど
で
す
。
既
に
体
内
に
溜

ま
っ
て
い
る
血
液
中
に
老
廃
物
と
し
て

浮
遊
し
て
い
る
も
の
、
脂
肪
化
し
て
停

滞
し
て
る
も
の
、
細
胞
の
中
に
入
り
こ

ん
で
し
ま

っ
た
も
の
、
ホ
ル
モ
ン
類
の

成
分
と
し
て
混
入
変
化
し
て
し
ま
っ
た

も
の
な
ど
、
甘
い
物
を
欲
求
す
る
残
骸

は
た
っ
ぷ
り
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

以
上
、
ふ
や
さ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
既
に
体
内
に
入
り
こ
ん
で

い
る
も
の
は
、
中
和

（毒
消
し
）
し
て

で
き
る
だ
け
早
め
に
便
通
や
尿
、
汗
で

体
外
に
排
泄
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
各
誌

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
動
物
性
食
品
の
食

べ
合
せ
食
品
が
、
中
和
す
る
食
材
で
す
。

［３
］
主
食
を
玄
米
ご
飯
に
し
ま
し
ょ

一つ
自
米
は
、
「米
」
を
左
に
移
す
と

「粕

（か
す
と

に
な
り
ま
す
。
勿
体
な
い
こ

と
で
す
。
表
皮
層
や
、
そ
れ
に
保
護
さ

れ
た
胚
芽
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
、
酸
素
、
ビ

タ
ミ
ン

（水
溶
性
、
脂
溶
性
双
方
と
も
）
、

彬



蛋
白
質
、
脂
質
と
人
間
に
と

っ
て
必
要

な
栄
養
素
が
必
要
な
割
合
で
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
「蛋
自
質
が
…
」
と
心
配

に
は
及
び
ま
せ
ん
。
但
し
多
少
不
足
気

味
の
必
須
ア
ミ
ノ
酸
の
数
種
は
必
ず
添

え
て
い
た
だ
く
黒
胡
麻
塩
の
中
に
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
体
調
に
合
わ
せ
て

（陰

陽
バ
ラ
ン
ス
）
旬
の
緑
黄
色
野
菜
を
蒸

し
た
り
、
汁
も
の
の
具
材
に
し
ま
す
。

味
噌
は
季
節
や
体
調
に
合
わ
せ
て
豆
味

噌
、
玄
米
味
噌
、
麦
味
噌
を
合
わ
せ
て

す
り
鉢
で
当
た
り
、
だ
し
汁
で
少
し
ず

つ
伸
ば
し
て
鍋
に
流
し
入
れ
ま
し
ょ
う
。

だ
し
汁
は
、
昆
布
だ
し
汁
や
し
い
た
け

だ
し
汁
を
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に
合
わ
せ

て
調
合
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
症
状
に
用

い
て
安
全
な
の
は
切
り
干
し
大
根
の
煮

汁
や
四
つ
の
球
形
野
菜
類

（前
述
）
の

ス
ー
プ
ス
ト
ッ
ク
で
す
。

籠鮮請副猷騨減が全解決
illustration by Ohba Rie

［
４
］
メ
ニ
ュ
ー
は
素
食
二

汁

一
菜
が

最
適グ
ル
メ
三
味
で

一
生
分
を
楽
し
ま
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は

究
極
の
グ
ル
メ
の
達
人
を
日
指
す
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ま
り

「よ
い
も
の

を
少
量
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
。
少
量

（食
）

に
す
る
こ
と
を
日
標
に
し
ま
す
が
急
に

切
り
替
え
る
の
は
淋
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
主
食
は
玄
米
ご
は
ん
、

黒
ご
ま
塩
を
添
え
ま
す

（
一
食
に
小
さ

じ

一
杯
を
守
り
ま
し
ょ
う
）。
た
く
あ

ん
は
消
化
を
助
け
る
の
で
う
す
切
り
二

枚
を
。
味
噌
汁
は
碗
に
七
分
日
、
お
か

わ
り
無
し
で
す
。
自
分
の
手
の
親
指
第

一
間
接
程
度
を
箸
で
回
へ
運
び
、　
一
旦

箸
を
お
き

一
〇
〇
回
噛
む
こ
と
に
集
中

し
ま
す
。
背
す
じ
を
伸
ば
し
腹
式
呼
吸

を
ゆ
っ
く
り
し
な
が
ら
噛
み
ま
し
ょ
う
。

気
分
が
落
ち
つ
き
、
少
量
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
胃
袋
が
ま

っ
た
り
し
、
「食

べ
た
、
も
う
充
分
だ
」
と
、
満
足
し
て

い
ま
す
。
慌
て
て
噛
む
こ
と
が
足
り
な

い
と
、
い
く
ら
で
も
入
っ
て
い
き
、
胃

に
大
変
な
負
担
を
か
け
ま
す
。
さ
き
程

ま
で
生
命
の
あ

っ
た
食
材
を
調
理
し
い

た
だ
く
こ
と
で
、
自
分
の
生
命
を

つ
な

illustration by Ohba Rie

ぐ
こ
と
の
重
大
性
を
噛
み
し
め
る
の
も

良
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ズ
生
命

を
）
い
た
だ
き
ま
す

（あ
り
が
と
う
と

だ
か
ら
で
す
。

［
５
］
食
材
の
選
び
か
た

生
鮮
食
品
は
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
。

つ
ま
り
有
機
栽
培
さ
れ
た
も
の
が
良
い

で
す
。
手
づ
く
り
以
外
の
加
工
食
品
は

ラ
ベ
ル
の
表
示
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

砂
糖
、
色
素
、
賦
形
剤
、
防
腐
剤

（保

存
剤
）、
旨
み
の
も
と
な
ど
。
そ
し
て

カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
て
い
る
物
は
殆
ど

危
な
い
で
し
ょ
う
。
調
味
料
の
塩
は
、

天
然
海
塩
が
体
に
良
く
、
味
噌
や
醤
油

は
古
式
醸
造
法
の
三
年
も
の

（二
夏
寝

か
せ
た
も
の
）
が
最
適
で
す
。

［６
］
調
理
の
し
か
た

体
質
や
季
節
に
よ
っ
て
加
熱
時
間
が

変
わ
り
ま
す
。
油
は
微
量

（数
滴
）
か

用
い
ま
せ
ん
。
煮
る
、
蒸
す
、
茄
で
る
、

水
炒
め
、
重
ね
煮
、
蒸
し
煮
な
ど
お
い

し
く
で
き
ま
す
。
味

つ
け
は
改
善
さ
れ

る
ま
で
薄
味
が
良
い
で
し
ょ
う
。

改
善
後
は

「お
い
し
い
」
と
感
じ
る

濃
さ
に
し
ま
す
。
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■
食
姜
期
間
中
の
症
状
別
お
す
す
め
メ

一
互

―

［１
］
肥
満
。高
脂
血
症

《
毎
日

一
カ
ッ
プ
空
腹
時
に
。
三
週
間

以
上
続
け
な
い
》

▼
切
り
干
し
大
根
と
干
し
椎
茸
の
煮
出

し
汁切
り
干
し
大
根
三
分
の

一
カ
ッ
プ
を

き
れ
い
に
洗

っ
て
刻
み
鍋
に
入
れ
干
し

椎
茸

一
枚
と
水
ニ
カ
ッ
プ
入
れ
て
二
〇

分
浸
水
し
て
椎
茸
を
刻
ん
で
鍋
に
戻
し

て
煮
立
て
、
弱
火
に
し
て
二
〇
分
間
コ

ト
コ
ト
弱
火
で
煮
出
し
、
終
わ
り
頃
に

塩

一
つ
ま
み
入
れ
て
漉
し
て
熱
い
う
ち

に

一
カ
ッ
プ
飲
む
。

［２
］
高
血
圧
症

《常
用
し
な
い
こ
と
》

▼
椎
茸
ス
ー
プ

干
し
椎
茸
中
四
～
五
個
＋
水
三
カ
ッ

プ
中
火
二
〇
～
三
〇
分
↓
水
分
の
量
が

三
／
二
～

一
／
二
に
な

っ
た
ら
お
い
し

い
と
感
じ
る
量
の
醤
油

（数
滴
）
を
加

え
、
通
常

一
カ
ッ
プ
飲
用
す
る
。

［３
］
糖
尿
病

▼
あ
ず
き
昆
布
か
か
ば
ち
や

《
体
質
が
や
や
陰
性
あ
る
い
は
ど
ち
ら

か
分
ら
な
い
時
》

あ
ず
き

一
カ
ッ
プ
＋
昆
布

（小
さ
め

に
ハ
サ
ミ
で
切

っ
て
）
大
さ
じ

一
と
小

さ
じ

一
＋
水
三
カ
ッ
プ
。
全
て
を
鍋
に

入
れ
て
火
に
か
け
、
煮
立

っ
て
き
た
ら

豆
が
踊
る
程
度
の
弱
火
で
コ
ト
コ
ト
煮
、

途
中
で
差
し
水
を
し
て
柔
ら
か
く
な
る

ま
で
煮
る
。
小
さ
じ

一
の
塩
を
ふ
り
入

れ
、
か
ぼ
ち
や

一
五
Ｏ
ｇ
を
三

×
四
ｃｍ

角
に
切

っ
て
入
れ
柔
ら
か
く
な
る
ま
で

煮
る
。
煮
詰
め
な
い
こ
と
。
汁
が
大
切
。

朝
・夕

一
／
二
椀
ず

つ
。

▼
あ
ず
き
か
ば
ち
ゃ

《
や
や
陽
性
体
質
寄
り
の
場
合
》

あ
ず
き

一
カ
ッ
プ
と
三
カ
ッ
プ
の
水

を
鍋
に
入
れ
強
火
で
沸
騰
さ
せ
る
。
沸

騰
し
た
ら
中
火
に
弱
め
、
豆
が
踊
る
火

加
減
で
、
別
に
用
意
し
た

一
カ
ッ
プ
程

度
の
水
を
四
～
五
回
に
分
け
て
差
し
水

し
な
が
ら
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

柔
ら
か
く
な

っ
た
ら
、
小
さ
じ

一
の
塩

を
ふ
り
入
れ
、
刻
ん
だ
長
ね
ぎ
の
根

一

本
分
と
三

×
四
セ
ン
チ
角
の
か
ぼ
ち
ゃ

を
加
え
、
弱
火
で
煮
こ
む
。

か
ば
ち
ゃ
が
煮
え
た
ら
火
を
止
め
る
。

朝
・夕
三
分
の

一
椀

っ
ず

つ

（汁
が
大

切
）
い
た
だ
く
。

■
食
養
中
の
好
転
反
応

（排
毒
現
象
）

の
対
応

・
フ
ラ
つ
き
、
嘔
吐
感
、
倦
怠
感
、
無

気
力
…
…
梅
醤
番
茶

・
頭
痛
…
…
前
頭
部
と
側
頭
上
部
は
梅

醤
番
茶
、
後
頭
部
は
椎
茸
ス
ー
プ
や
大

根
湯
・
不
眠
…
…
肝
臓
腎
臓
が
弱
い
体
質
の

人
に
頻
繁
に
出
ま
す
。

腹
式
呼
吸
を
ゆ
っ
く
り
繰
り
返
し
行

っ
て
自
律
神
経
を
安
定
。
四
つ
の
球
形

野
菜
の
煮
汁
を
あ
た
た
め
て
服
用
。
場

合
に
よ

っ
て
は
椎
茸
ス
ー
プ
。

・
胃
痛
…
…
胃
が
小
さ
く
な
り

つ
つ
あ

る
兆
し
な
の
で
す
が
痛
み
が
ひ
ど
い
と

き
に
は
、
茄
で
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
手
ぬ
ぐ

い
で
包
ん
で
患
部
に
あ
て
ま
す
。

■
や
せ
気
味
で
成
人
病
を
克
服
し
た
い

場
合高
血
圧
症
・脳
溢
血
が
心
配
な
時
に

は
心
身
と
も
に
締
め
す
ぎ
て
な
い
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

血
圧
が
高
か

っ
た
り
、
後
頭
部
が
ズ

キ
ズ
キ
痛
む
場
合
、
椎
茸
ス
ー
プ
を
頓

服
し
ま
す
。

体
質
が
虚
弱
に
な

っ
て
い
る
と
ソ
レ

は
強
す
ぎ
る
の
で
、
切
干
大
根
と

一
緒

に
煮
出
し
た
り
、
日
頃
か
ら
大
根
料
理

を

一
日
に

一
回
、
青
菜
の
サ
ッ
と
蒸
し

や
茄
で
た
も
の
を
毎
食
少
量
ず

つ
取
り

ま
し
ょ
う
。
調
味
は
薄
味
が
良
い
で
し

ょ
う
。

小林裕子 (こ ばやし・ひろこ)
リマクッキングスクール師範科講師。リマ姉妹校講師 (小平・盛岡)。 マクロビオティックインターナショナルティーチャー。
昭和薬科大学・カンザス大学・リマクッキングスクール師範科・久司学院キャリアトレーニングレベルⅣ卒業。
現在永久コースのレベルVに在籍。世界の現役先生方と共に研鑽中。レベルⅣ修了者はアジア地域において現在唯一人である。
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《
ギ
Ｔ
ル
ノ
》
《
ズ
Ｔ
肥
晒
庄
肛
》
《
誦
双
席
用
》
《
百
丹
値
切
＝
ソ
》

《
情
緒

不
安
定
×
高
血

圧
》
な
ど
が
改
善

や
ヽ
ヽ
ヾ
や
ミ
冒
手
花
井
陽
光

二
木
宏
樹
先
生
に
執
く

純
正
律
音
階
で
作
ら
れ
た
音
楽
を
聞
く
と
、
つ
く
づ
く
こ
れ
ま
で
の
音
楽
教
育
は

一
体
な
ん
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
間
が
湧
き
上
が
る
。
フ」
の
疑
間
は
さ
ら
に
社
会
へ
と

広
が
り
現
在
流
さ
れ
て
い
る
音
楽
全
般
へ
の
根
本
的
懐
疑
へ
と
深
ま
っ
て
い
く
。
と
同
時
に

音
を
楽
し
む
は
ず
の
音
楽
が
音
を
楽
し
め
な
く
な
っ
た
原
因
の

一
つ
も
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
見
事
に
調
和
さ
れ
た
音
階
が
も
た
ら
す
生
物
へ
の
機
能
調
整
作
用
の

平
均
率
音
階
と

純
正
律
音
階

身
体
に
良

い
純
正
律

と
は

―
―
―
平
均
律
音
階
が
始
ま
っ
た
の
は

い
つ
頃
で
し
ょ
う
か
？

玉
木
　
ピ
ア
ノ
に
平
均
律
と
い
う
調
律

を
施
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
四
二

年
頃
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前

の
一
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
ピ
ア
ノ
が
で
き

た
の
で
す
が
、
平
均
律
は
ピ
ア
ノ
の
工

場
出
荷
が
始
ま
っ
た
時
期
と
連
動
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
世
界
中
の
ピ
ア
ノ
を

平
均
律
で
調
律
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は

一
九
〇
〇
年
前
後
で
す
。　
一
八
四
二

年
当
時
、
プ
ロ
の
音
楽
家
は
平
均
律
に

は
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
し
た
。
平
均
律

は
安
手
の
ま
が
い
物
と
見
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
な
ぜ
ま
が
い
物
か
と
い
う
と

後
述
し
ま
す
が
、
ド
ミ
ソ
の
和
音
が
調

和
し
て
い
な
い
の
で
す
。
バ
ッ
ハ
の
時

代
か
ら

一
二
個
し
か
な
い
ピ
ア
ノ
の
鍵

盤
の
調
律
を
巡
っ
て
い
か
に
美
し
い
和

音
に
す
る
か
、
苦
労
の
す
え
様
々
な
方

法
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
調
律
方
法
の
な
か
で
キ
ル
ン
ベ

ル
ガ
ー
調
律
が
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
シ
ョ

パ
ン
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
た

だ
し
こ
れ
に
も
問
題
が
あ
っ
て
、
曲
に

よ
っ
て
、
つ
ま
り
調
に
よ
っ
て
厳
密
に

は
ピ
ア
ノ
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
す
か
ら
。
何
曲
も
演
奏
す
る

演
奏
会
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
こ
の
繁
雑
さ
に
対
し
て
和
音
の
調

和
を
妥
協
し
て
作
ら
れ
た
の
が
平
均
律



米鏃藝郵勒
な
の
で
す
。　
ｆ

個^
の
鍵
盤
に
対
し
て

オ
ク
タ
ー
ブ
を
人
Ｉ
的
に

一
二
個
の
鍵

盤
に
分
割
し
て
作

っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
′日
然
の
音
響
物
】理
学
と
は
何

の
関
係
も
な
い
人
Ｉ
的
な
音
階
な
の
で

す
。
す
べ
て
を
均
等
に
し
て
あ
る
た
め
、

何
調
で
弾
い
て
も
同
じ
に
聞
こ
え
ま
す
。

さ
ら
に
そ
れ
ま
で
曲
に
よ
っ
て
変
え
て

い
た
調
律
を
変
え
な
く
て
も
良
く
な
り

ま
し
た
。
現
在
で
も
調
律
師
と
い
う
仕

事
が
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
の
調
律
と

は
考
え
方
の
根
本
が
ち
が
い
ま
す
。
こ

の
平
均
律
の
お
陰
で
急
速
に
ビ
ア
ノ
が

当
時
の
資
産
階
級
に
普
及
を
始
め
ま
し

た
。
こ
う
し
て
そ
れ
ま
で
見
向
き
も
し

な
か
っ
た
音
楽
の
プ

ロ
も
い
や
お
う
な

し
に
平
均
律
の
潮
流
に
流
さ
れ
て
い
く

の
で
す
。

つ
頃
の
お
話
で
す
か
。

玉
本
　
時
代
的
に
は

＾
九
〇
〇
年
前
後

の
話
で
す
。
日
本
が
西
洋
音
楽
を
輸
入

し
た
の
は
明
治
六
年
頃
か
ら
で
す
が
、

明
治

一
一
年^
の

Ｆ
日
楽
取
り
調
べ
係
」

《
１
》
な
ど
も
さ
か
ん
に
音
楽
教
育
を

取
り
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き

初
め
て
触
れ
た
音
楽
が
平
均
律
だ
っ
た

の
で
す
。

《
…
こ
こ
で
純
正
律
と
平
均
律
を
比
較

し
な
が
ら
聞
い
て
み
る
。》
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同
じ
ド
ミ
ソ
の
和
音
だ
が
、
平
均
律

だ
と
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
と
唸
る
音
が
聞
こ

え
る
の
に
反
し
て
、
純
正
律
の
ド
ミ
ソ

は
澄
み
切
っ
て
い
る
。

こ
の
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
と
い
う
和
音
を

日
本
の
音
楽
教
育
で
は
正
し
い
も
の
と

教
え
て
き
た
。
だ
か
ら
ハ
モ
ル
と
い
う

衛型
日
の
共
鳴
音
と
は
こ
の
ワ
ン
ワ
ン
ワ

ン
と
い
う
唸
り
声
と
錯
覚
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
ド
ミ
ソ
以
外
で
も
平
均
律

音
階
の
場
合
は
平
均
的
に
狂
わ
せ
て
い

る
た
め
、
ど
こ
を
と
っ
て
も
和
音
は
ワ

ン
ワ
ン
ワ
ン
と
唸
る
。

日
本
音
階
は

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
と

同

一

―
―
―
現
在
の
ピ
ア
ノ
は
平
均
律
で
す

が
ほ
か
の
楽
器
も
平
均
律
な
の
で
し
ょ

う
か
。

玉
木
　
ド
と
ソ
と
音
が
合

っ
て
い
る
も

の
を
完
全
五
度
と
い
い
ま
す
。
平
均
律

の
ド
ミ
ソ
の
よ
う
に
ワ
ン
ワ
ン
ワ
ン
と

い
う
不
協
和
音
が
し
ま
せ
ん
。
ゼ
ロ
ビ

ー
ト
の
完
全
五
度
な
の
で
す
。
実
は
ピ

タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
を
発
見
し
た
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
が
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
一を
作
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
完
全
五
度
で
組
み

合
わ
せ
て
音
を
調
律
し
て
い
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
妙
な
こ
と
に
日
本
の
雅
楽

ル ″

に
似
た
、
い
や
雅
楽
と
同
じ
音
階
に
な

る
の
で
す
。
雅
楽
に
使
う
楽
器
で
「笙
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
笙
は
全
く

の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
な
の
で
す
。
こ
の

音
階
を
ド
か
ら
並
べ
て
み
ま
す
と
北
島

二
郎
の

「は
～
る
ば
る
き
た
ぜ
　
は
こ

だ
て
へ
」
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
曲
は

な
ん
と
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
だ
っ
た
の
で

す
。
日
本
古
来
の
旋
律
＝
日
本
音
階
も

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
な
の
で
す
。
八
木
節

と
サ
ブ
ち
ゃ
ん
の
曲
を
聴
き
比
べ
て
み

れ
ば
類
似
性
が
分
か
り
ま
す
。

―
―
―
実
に
よ
く
似
て
い
ま
す
ね
。　
一

体
ど
う
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
か
。

玉
木
　
驚
か
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

日
本
の
音
階
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
な
の

で
す
。
こ
の
音
階
が
綺
麗
な
の
で
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
調
律
も
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階

に
よ
る
調
律
で
す
。
こ
れ
で
純
正
律
に

な
れ
ば
す
べ
て
の
問
題
は
解
決
す
る
の

で
す
。
と
こ
ろ
が
…
…
。
ド
ミ
ソ
の
ミ

が
高
す
ぎ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
日
本
音

階
に
は
ド
ミ
ソ
が
な
い
の
で
す
。
日
本

だ
け
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
の
音

楽
に
も
純
正
の
ド
ミ
ソ
は
な
い
の
で
す
。

―

ツ
と

ミ
ソ
の
発
見
者

一
体
誰
が
ド
ミ
ソ
を
発
見
し
た

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階

の

の
で
し
ょ
う
か
。

玉
木
　
そ
れ
で
は
誰
が
純
正
の
ド
ミ
ソ

を
発
見
し
た
か
と
い
う
と
、
ケ
ル
ト
人

《
２
》
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ル
ト
音
楽
が
日
本
で
評
判
を
生
む

一

つ
の
理
由
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
別
の
見

解
も
あ
り
ま
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人

が
ケ
ル
ト
以
前
に
純
正
律
を
発
見
し
て

い
た
も
の
を
、
ロ
ー
マ
人
が
ギ
リ
シ
ア

文
化
を
根
絶
し
た
際
に
ア
ラ
ビ
ア
の
サ

ラ
セ
ン
帝
国
に
継
承
さ
れ
、
イ
ベ
リ
ア

半
島
が
サ
ラ
セ
ン
帝
国
の
支
配
の
下
に

回
教
国
に
な
っ
た
た
め
、
中
世
の
教
会

音
楽
で
あ
る
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
チ
ャ
ン
ト

は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
を
受
け
継
い
で
い

た
の
で
ド
ミ
ソ
は
関
係
な
か
っ
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
石
造
り
で
天
丼
２
局
い

建
物
の
中
で
歌
を
う
た
う
と
余
韻
が
響

く
た
め
、
ド
に
対
し
て
倍
音
が
聞
こ
え

ま
す
。

純
正
律

の
秘
密

倍
音

の
効
用

‐―
―

′
―
．情
音
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

玉
木
　
い
ろ
ん
な
周
波
数
の
音
が
ミ
ッ

ク
ス
さ
れ
て
自
然
倍
音
が
聞
こ
え
て
く

る
の
で
す
。

こ
の
自
然
倍
音
は
本
当
に
綺
一麗
な
純

正
律
な
の
で
す
。

そ
こ
で
音
楽
関
係
者
が
自
然
倍
音
に

玉
木
宏
樹

〈た
ま
き

。
ひ
ろ
き
〉

作
曲
家

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
エ
ス
ト
。
東
京
芸
大
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
科
卒
業
後
、
山
本
直
純
氏
に
作
曲

と
指
揮
を
師
事
。
「大
江
戸
捜
査
網
」
（テ
レ
ビ

東
京
）、
「お
て
い
ち
ゃ
ん
」
（Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
Ｔ

Ｖ
小
説
）
他
、
Ｔ
Ｖ
作
品
多
数
。
現
在
、
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
純
正
律
普
及
に
邁
進
、
純
正
律
音

楽
研
究
会
を
主
宰
。
純
正
律
ミ
ネ
ラ
ル
・
サ
ウ

ン
ド
Ｃ
Ｄ
二
部
作

「光
」
「響
」
「時
」
（キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド
）
他
、
Ｃ
Ｄ
多
数
。
近
著
に

『純

正
律
は
世
界
を
救
う
』
（文
化
創
作
出
版

）。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「純
鼻
律
音
楽
研
究
会
」

代
表
。

興
味
を
持
っ
て
始
め
た
の
が
イ
ベ
リ
ア

半
島
の
あ
る
図
書
館
に
回
教
徒
が
残
し

た
音
楽
の
理
系聖
日に
純
正
律
の
記
録
が

あ
っ
た
の
で
す
。

従
来
純
正
律
は
ケ
ル
ト
民
族
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
説
が
あ
る
の
で
す
が
、
ケ

ル
ト
は
ロ
ー
マ
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
た

め
音
楽
史
的
に
は
に
は
納
得
が
い
か
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
純
正
律
も
古

代
ギ
リ
シ
ア
発
祥
説
が
持
ち
上
が
っ
て

く
る
の
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ケ
ル

ト
と
ア
ラ
ビ
ア
の
二
大
発
祥
説
の
結
論

は
出
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
生
活
に
染
み
付
い
て
し
ま

っ
た
日
本
音
階
が
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
と

同

一
で
し
か
も
倍
音
と
い
う
の
は
ど
ん

な
人
の
声
の
中
に
も
あ
る
ん
で
す
。
各

人
の

「十ど

は
み
な
違
い
ま
す
。
こ
の

ドル
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「声
」
は
声
を
出
す
と
き
に
声
帯
の
合

む
倍
音
の
質
に
よ
っ
て
声
の
質
も
変
わ

り
ま
す
。

―
―
―
倍
音
に
よ
っ
て
声
の
質
が
変
わ

る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
事
な
の
で
し

ょ
＞つ
か
。

玉
木
　
同
じ

「あ
」
と
い
，ュ
日
を
発
し

て
も
皆
微
妙
に
声
が
違
い
ま
す
よ
ね
。

そ
れ
を
周
波
数
で
分
け
て
い
く
と
、
こ

の
人
は
こ
の
周
波
数
が
多
い
と
か
少

な
い
と
か
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す
。
人

間
の
か
ら
だ
と
い
う
の
は
自
然
倍
音
で

で
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「ホ
ー
メ
イ
」

《
３
》
の
音
楽
を
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま

す
か
。
ホ
ー
メ
イ
は

一
人
で
一
度
に
二

つ
の
音
を
発
し
て
い
ま
す
。
基
本
の
声

に
対
し
て
普
通
で
は
聞
こ
え
な
い
高
倍

音
を
声
に
し
て
出
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
普
通
で
は
聞
こ
え
な
い
一日
倍
音

の
成
分
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
声
の
質

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
が
機
械
の
サ

イ
ン
波
と
の
違
い
で
す
。

―
―
―
ホ
ー
メ
イ
と
は
ど
こ
の
国
の
音

楽
な
の
で
し
ょ
う
か
。

玉
木
　
モ
ン
ゴ
ル
、
い
や
、
正
確
に
は

バ
イ
カ
ル
湖
の
ほ
と
り
辺
り
で
す
。

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
も
バ
イ
カ
ル
湖
ま
で
習
い

に
い
っ
て
い
ま
す
。
世
界
大
会
も
あ
る

そ
う
で
す
よ
。
な
ん
で
も
歌
い
続
け
て

い
る
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ハ
イ
に
な
る
そ
う

で
す

（笑
）。

チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
お
経
な
ん
か

も
類
似
性
が
あ
り
ま
す
か
。

玉
木
　
ホ
ー
メ
イ
ほ
ど
つ
き
詰
め
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
お
経
を
唱
え
る
と
き
セ

ミ
の
泣
く
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
ま
す
。

基
本
的
に
は
同
じ
で
す
が
、
音
楽
に
ま

で
高
め
て
は
い
ま
せ
ん
。
日
本
の
お
経

で
も
上
手
な
方
の
お
経
は
基
音
と
は
別

の
音
が
出
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

未
熟
な
僧
で
す
と
平
っ
た
く
て
有
り
難

み
が
な
い
で
す
ね

（笑
）。

―
―
―
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
医
学
で
は
薬

草
を
用
い
て
も
助
か
ら
な
い
最
後
の
手

段
と
し
て
、
音
の
出
し
方
を
教
え
る
の

だ
そ
う
で
す
が
…
…
…
。

玉
木
　
そ
れ
は
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

純
正
律
と
い
う
の
は
体
全
体
に
響
く
ん

で
す
。
響
き
合
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
の
も
の

が

一
つ
に
な
る
ん
で
す
。
不
調
和
な
部

分
を
ホ
ー
メ
イ
に
よ
っ
て
調
和
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
全
身
の
器
官
そ
の
も
の
が
純
正
律

に
共
鳴
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
か

ら
。
巻
上
公

一
さ
ん
と
い
う
ヒ
カ
シ
ュ

ー
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
す

が
、
日
本
で
一
番
ホ
ー
メ
イ
が
上
手
い

ん
で
す
。
神
奈
川
県
の
湯
河
原
か
ら
東

海
道
線
に
乗
っ
て
上
京
す
る
の
で
す
が
、

ホ
ー
メ
イ
を
始
め
て
か
ら
そ
れ
ま
で
聞

こ
え
な
か
っ
た
い
ろ
ん
な
倍
音
が
聞
こ

え
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
電

車
の
モ
ー
タ
ー
の
う
な
り
音
、
セ
ミ
の

泣
き
声
の
倍
音
と
か
ね
。

純
正
律

の
倍
音
が

全
身
の
不
調
和
を
正
す

―
―
―
視
覚
で
い
う
と
赤
と
紫
の
外
側

に
あ
る
波
長
は
見
え
ま
せ
ん
。
聴
覚
も

聞
こ
え
な
い
音
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ

の
間
こ
え
な
い
音
が
身
体
の
不
調
和
を

再
統
合
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
興
味

深
い
で
す
ね
。

玉
木
　
純
正
律
の
よ
う
に
調
和
さ
れ
た

音
階
に
は
耳
に
こ
そ
届
き
ま
せ
ん
が
、

倍
音
が
漂
っ
て
い
る
ん
で
す
。
犬
や
猫

は
ふ
つ
う
の
音
楽
を
聞
か
せ
る
と
逃
げ

て
い
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
純
正
律
の
音

楽
を
聞
か
せ
る
と
ど
う
な
る
か
。
あ
る

と
き
教
え
て
い
る
大
学
の
学
生
に
純
正

律
の
感
想
文
を
書
か
せ
ま
し
た
。
感
想

文
を
書
か
せ
る
前
に

「純
正
律
は
ペ
ッ

ト
が
喜
ぶ
。
そ
の
理
由
は
高
信
呈
日
が
純

粋
に
響
く
た
め
に
聴
覚
の
鋭
い
犬
や
猫

が
喜
ぶ
。
逆
に
平
均
律
で
は
一昴
情
音
が

メ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
の
で
拒
否
す
る
ん
だ

ろ
う
」
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
学
生
の
感
想
文
を
読
む
と

「
い
つ

≡≡≡≡珂物爾砂ル″
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ル た

も
な
ら
Ｃ
Ｄ
を
か
け
よ
う
と
す
る
動
作

を
す
る
だ
け
で
逃
げ
出
す
猫
が
、
音
が

鳴

っ
た
瞬
間
逃
げ
る
の
を
や
め
て
、
振

り
返
ｘ２
九
の
位
置
に
一戻
リ
ス
ヤ
ス
ヤ
寝

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
別
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

「病
気
の
猫
が
ま
た
か
け
ろ
と
催
促
す

る
」
と
か
あ
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
は
ど
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト

の
答
え
が
か
え
っ
て
き
ま
し
た
か
。

玉
木
　
「不
眠
症
」
「頭
痛
」
「耳
鳴
り
」

「情
緒
今
安
定
」
「高
血
圧
」
が
治
っ
た

と
い
う
返
事
が
き
た
ん
で
す
。
も
ち
ろ

ん
始
め
は
眉
唾
だ
と
疑
い
ま
し
た
。
だ

っ
て
、
純
止
律
を
弾
い
て
い
る
本
人
が

高
血
圧
が
治
っ
て
い
な
い
ん
で
す
か
ら

（笑
）。
水ヽ
六
輔
さ
ん
み
た
い
に
一局
名
な
方
が

「効
く
よ
」
っ
て
言
っ
た
ら
暗
示
効
果

も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。
だ
け
ど
ペ

ッ
ト
に
暗
示
は
効
き
ま
せ
ん
か
ら
こ
れ

に
は
驚
き
ま
し
た
。
別
稿
で
も
登
場
し

ま
す
が
、
ド
ク
タ
ー
六
花
の
と
こ
ろ
で

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
徘
徊
が
改
善
さ
れ

た
事
例
も
ペ
ッ
ト
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
信

用
で
き
る
ん
で
す
。

し
か
も
無
理
や
り
聴
か
せ
た
の
で
は

な
く
、
テ
レ
ビ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

程
度
に
流
し
て
い
た
だ
け
で
す
か
ら
。

―
―
―
こ
れ
ま
で
の
お
話
で
今
の
時
代

に
存
在
し
て
い
る
音
楽
の
ほ
と
ん
ど
が

平
均
律
に
独
占
さ
れ
て
い
て
、
当
然
平

均
律
に
起
因
す
る
倍
音
も
乱
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
聴
か
さ
れ
て
い
る
側

が
乱
れ
た
倍
音
に
よ
る
精
神
的
な
影
響

を
知
ら
ず
知
ら
ず
に
受
け
て
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
ね
。

玉
木
　
九
九
。九
九
％
平
均
律
の
音
楽

な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
一
切
の
疑
間

を
持
た
ず

「モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
素
晴
ら

し
い
」
と
か

「
ヘ
ビ
メ
タ
は
元
気
が
出

る
」
と
か
判
断
し
て
い
ま
す
。

音
楽
を
知

っ
て
い
る
プ

ロ
よ
り
も
、

何
も
知
ら
な
い
方
が
純
正
律
を
初
め
て

効
い
た
だ
け
で
違
い
が
分
か
り
ま
す
。

―
―
―
確
か
に
二
〇
〇
四
年
五
月
開
催

の

「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
医
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
で
玉
木
先
生
が
バ
イ
オ
リ

ン
を
弾
き
終
わ
っ
た
と
た
ん
に
、
会
場

で
展
示
し
て
い
た

一
五
〇
枚
の
Ｃ
Ｄ
が

も
の
の
五
分
間
で
完
売
し
て
し
ま
い
ま

し
た
ね
。

〈
ヽヽ
ヽ
〉
の

歪
み
を
封
印
し
た

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
立
ユ
階

玉
木
　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
ピ
タ
ゴ
ラ

ス
立ヨ
階
で
ド
ミ
ソ
を
用
い
ず
、
ド
を
基

音
と
し
て
完
全
五
度
づ
つ
音
を
と
る
と

一
二
回
目
に

一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
音
に

た
ど
り
着
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ド

は

一
オ
ク
タ
ー
ブ
よ
り
も
も
つ
と
高
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
立
口
階
の
欠
点
な
の
で
す
。
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
の
考
え
方
で
音
を
割
り
振

っ
て
い

き
ま
す
と
、
ど
こ
か
の
音
に
歪
み
を
封

じ
込
め
て
そ
の
音
を
封
印
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
そ
の
音
以
外
は
狙
麗
な
音
階

に
な
る
の
で
す
。

平
均
律
と
は
そ
の
封
印
さ
れ
た
音
を

使
う
た
め
に
跛
寄
せ
し
た
五
度
の
音
を

一
二
等
分
し
て
歪
み

（狂
い
）
を
平
均

に
分
配
す
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
平
均
律

は
純
正
律
よ
り
も
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
階
に

よ
く
に
て
い
る
ん
で
す
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
綺
麗
で
す
が
ド
ミ
ソ

が
使
え
ま
せ
ん
。
ミ
の
歪
み
を
封
印
し

て
あ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
何
故
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
が

一
二

個
な
の
か
と
い
う
理
由
は
古
代
か
ら
オ

ク
タ
ー
ブ
を

一
二
個
で
と
ど
め
た
か
ら

な
の
で
す
。
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
の
数
の
原

因
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
な
の
で
す
。
純
正
律

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
が
で
き
た
現
代
だ

か
ら
こ
そ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
併
用

し
て
純
正
律
の
音
楽
を
作
曲
し
、
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

―
―
―
純
正
律
が
再
評
価
さ
れ
る
機
運

が
、
ま
さ
に
い
ま
来
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

脚
注
■
ｌ
　
立
日楽
取
調
掛

一
八
七
九
年

（明
治

一
三
）
文
部
省
内

に
お
い
て
、
近
代
音
楽
教
育
の
普
及
、
音

楽
家
の
養
成
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
機
関

前
年
、
伊
沢
修
二
に
よ
っ
て
提
唱

・
上
申

さ
れ
、
こ
の
年
に
発
足
し
た
。
し
か
し
こ

の
当
時
の
音
楽
教
育
に
た
い
す
る
考
え
方

は
芸
術
教
育
と
い
う
よ
り
は
人
間
陶
冶
、

た
と
え
ば
歌
唱
に
よ
っ
て
呼
吸
器
気
管
が

鍛
錬
さ
れ
る
と
か
、
徳
性
が
養
わ
れ
る
と

い
っ
た
考
え
方
が
中
心
で
あ
っ
た
。
『小

学
唱
歌
集
』
な
ど
を
出
版
。
の
ち
に
八
七

年
、
東
京
音
楽
学
校

（現
在
の
東
京
芸
術

大
学
音
楽
学
部
の
前
身
）
に
発
展
す
る
。

■
２
　
ケ
ル
ト

前
五
～

一
世
紀
に
活
躍
し
た
イ
ン
ド
ー

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
属
す
る
民
族
。
ゲ
ル

マ
ン
・
ロ
ー
マ
の
発
展
に
よ
り
衰
退
す
る

ま
で
、
紀
元
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
分
布

し
て
い
た
。
現
在
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

・
ウ

ェ
ー
ル
ズ
を
構
成
す
る
主
要
民
族
と
な
っ

て
い
る
。

■
３
　
ホ
ー
メ
イ

喉
歌
。
肉
声
に
含
ま
れ
る
倍
音
の
局
晋

部
を
声
帯
の
力
で
強
調
さ
せ
る
唱
法
。
口

笛
に
似
た
音
や
低
い
倍
音
を
出
す
。
ロ
シ

ア
連
邦
ト
ゥ
バ
共
和
国
や
、
モ
ン
ゴ
ル
国
、

ハ
カ
ス
共
和
国
、
ア
ル
タ
イ
山
脈
周
辺
地

域
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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■
純
正
律
音
楽
と
の
出
会
い

今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
玉
木

宏
樹
氏
の
事
務
所
に
遊
び
に
い
っ
た
私

は
、
玉
木
氏
の
作
曲
に
よ
る
純
正
律
で

作
ら
れ
た
音
楽
を
聴
き
、
そ
の
澄
み
切

っ
た
き
れ
い
な
響
き
に
大
い
に
び
っ
く

り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
自
身
、
音
楽
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
純

正
律
の
響
き
に
は
接
し
た
こ
と
が
な
く
、

大
き
な
驚
き
と
、
あ
る
予
感
を
感
じ
た

も
の
で
し
た
。

■
純
正
律
音
楽
と
ア
ル
フ
ァ
波

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
純
正
律

に
関
し
て
の
あ
る
実
験
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
実
験
は
医
師
で
あ
る
私
が

中
心
に
な
っ
て
行
な
っ
た
の
で
す
が
、

同

一
の
楽
曲
を
純
正
律
で
演
奏
さ
れ
た

も
の
と
、
平
均
律
で
演
奏
さ
れ
た
も
の

と
を
聴
き
比
べ
、
そ
の
際
の
脳
波
の
変

化
を
測
定
し
解
析
し
た
も
の
で
す
。

な
ん
の
予
備
知
識
も
持
た
な
い
被
験

者
に
脳
波
計
を
装
着
し
、
ス
タ
ジ
オ
の

井
人
保
使
施
設
に
お
け
る

イ働

一ヽ
ハ
ュ％
“
一
騎
牲
厳
扶
メ
散
％
薇
はま
な
す
施
設
長

飩
工
律
音
楽
の
効
用

大
き
な
ス
ピ
ー
カ
の
前
に
座
っ
て
も
ら

い
、
二
つ
の
演
奏
を
聴
き
比
べ
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
純
正
律
を
聴
い
た
時
に

安
ら
ぎ
の
脳
波
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
波
が

よ
り
多
く
出
現
し
ま
し
た
。
こ
の
実
験

に
よ
り
、
人
間
に
と
っ
て
は
平
均
律
よ

り
純
正
律
の
響
き
の
方
が
気
持
ち
が
良

い
こ
と
が
確
認
出
来
ま
し
た
。

次
に
純
正
律
を
牛
に
聞
か
せ
て
み
よ

う
と
考
え
、
知
り
合
い
の
那
須
の
牧
場

主
に
お
願
い
し
、
四
〇
頭
の
乳
牛
が
飼

育
さ
れ
て
い
る
牛
舎
で
、
朝
か
ら
夕
ま

で
二
週
間
に
わ
た
っ
て
純
正
律
音
楽
を

か
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
る
と

驚
く
べ
き
こ
と
に
搾
乳
量
が
平
均
し
て

四
～
五
％
増
加
し
、

牛
に
と
っ
て
も
純

正
律
音
楽
は
気
持

ち
が
良
い
こ
と
が

確
認
出
来
ま
し
た
。

■
純
正
律
と
医
療

純
正
律
音
楽
は
美
し
く
、
そ
し
て
安

ら
ぎ
の
音
楽
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

の
ち
、
私
は
自
分
の
職
場
で
あ
る
病
院

に
持
ち
込
ん
で
み
ま
し
た
。
待
合
室
、

検
査
室
、
理
学
療
法
室
な
ど
病
院
の

様
々
な
と
こ
ろ
で
純
正
律
音
楽
を
か
け

た
と
こ
ろ
非
常
に
好
評
で
、
特
に
理
学

療
法
室
で
良
い
反
応
が
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

一肩
が
痛
い
、
腰
が
痛
い
、
足
が
だ
る

い
な
ど
の
症
状
を
持
っ
た
患
者
さ
ん
が
、

温
熱
治
療
、
牽
引
、
電
気
治
療
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い
る
治

療
室
に
純
正
律
音
楽
を
流
し
た
と
こ
ろ
、

以
前
は
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
騒
が
し
か
っ
た
治

療
室
が
ぴ
た
り
と
静
か
に
な
り
、
ウ
ト

ウ
ト
と
眠
る
よ
う
な
穏
や
か
さ
で
み
な

さ
ん
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
治
療
至
に
来
る
方
の
多
く
は

音
口
崎
者
で
あ
る

た
め
、
か
つ
て

患
者
さ
ん
が
和

む
た
め
に
と
演

歌
の

Ｃ
Ｄ

を
か

け
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
演
歌
の

Ｃ
Ｄ

に
負
け
な
い
大
声

で
み
な
さ
ん

話
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

病
院
で
の
治
療
は
、
患
者
さ
ん
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常
に

大
切
で
す
。
患
者
さ
ん
の
緊
張
感
を
和

ら
げ
、
病
気
に
伴
う
苦
痛
を
軽
減
す
る

の
に
純
正
律
音
楽
は
非
常
に
良
い
効
果

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
治
療
室
に
は
視
力
に
障
害
の
あ
る

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い

た
の
で
す
が
、
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
色
々
と
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お

り
、
頻
繁
に
怒
っ
た
り
、
い
ら
つ
い
た

り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
純
正
律
を
聴

き
な
が
ら
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

非
常
に
情
緒
が
安
定
し
優
し
く
な
ら
れ

ま
し
た
。

■
純
正
律
と
痴
果
老
人

私
は
元
来
外
科
医
で
あ
っ
た
の
で
す

が
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
二
〇
〇
二
年



,
一
一
月
に
新
設
さ
れ
た
山
梨
県
の
老
人

保
健
施
設
で
、
老
人
介
護
の
仕
事
に
従

事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
っ
た

く
初
め
て
の
老
人
介
護
の
仕
事
に
右
も

左
も
判
ら
ず
、
と
ま
ど
い
と
驚
き
の
毎

日
で
し
た
が
、　
一
年
が
経
っ
た
頃
よ
う

や
く
自
分
の
仕
事
に
も
慣
れ
、
施
設
の

開
設

一
周
年
記
念
に
玉
木
宏
樹
氏
の
純

正
律
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

そ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
ま
た
ま
た
純
正
律

の
力
に
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
る
出
来
事

が
起
こ
り
ま
し
た
。

私
達
の
施
設
に
は
痴
呆
専
門
棟
が
あ

り
、
四
〇
名
の
痴
果
の
方
達
が
生
活
し

て
い
ま
す
。
痴
果
に
も
様
々
な
程
度
が

あ
る
の
で
す
が
、
三
〇
秒
た
り
と
も
と

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
常
に
徘
徊
を

繰
り
返
し
た
り
、
大
き
な
声
で
叫
び
続

け
た
り
す
る
方
も
い
ま
す
。
介
護
職
員

達
も
民
謡
で
踊
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
開
催
し
た
り
と
、　
一
生
懸
命
に
痴

果
の
方
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企

ヽ擁一・一一一一一一一一一一一一一一・一一一

【籠

ヽ
～

福
田
六
花

（ふ
く
だ

。
り
っ
か
）

医
学
博
士
、
作
曲
家

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
大
学
院
卒
、
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
大
病
院
消
化
器
外
科
医
長
、
一諏
訪
中

央
病
院
ヽ
癌
研
究
会
癌
研
究
所
、
カ
イ
虎
ノ
門

病
院
副
院
長
を
経
て
現
在
介
護
老
人
保
健
施
設

は
ま
な
す
施
設
長

専
門
は
　
消
化
器
外
科
、
老
年
医
学
、
温
泉
医

学
、
大
腸
場
の
染
色
体
分
析
“

ま
た
１０
代
の
頃
よ
リ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
出
演

多
数

↑
↑―
カ
ル
、
ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
）

作
曲
、
編
曲
、
一ス
ン
オ

Ｄ
Ｊ
、
な
ど

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
純
正
律
音
楽
研
究
会
理
事

画
し
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
う

い
っ
た
痴
果
の
方
が
純
正
律
音
楽
に
ど

う
い
っ
た
反
応
を
示
す
の
か
、
興
味
と

云
う
よ
り
は
心
配
で
祈
る
よ
う
な
気
持

ち
で
純
正
律
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
守
っ
て

い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
玉
木
氏
が
自
ら
作
製

し
た
純
正
律
で
作
ら
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
を

バ
ッ
ク
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
と
い
う

簡
単
で
シ
ン
プ
ル
な
形
式
で
行
な
っ
た
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の
で
す
が
、
驚
い
た
こ
と
に
多
く
の
方

が
じ
っ
と
椅
子
に
座
り
、
目
を
細
め
う

っ
と
り
と
玉
木
氏
の
弾
く
バ
イ
オ
リ
ン

の
音
色
に
耳
を
傾
け
て
い
た
の
で
す
。

八
〇
～
九
〇
歳
代
の
方
で
、
バ
イ
オ
リ

ン
の
生
演
奏
を
目
の
前
で
聴
か
れ
た
経

験
の
あ
る
方
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
し
、
ま
し
て
や
純
正
律
で
演
奏
さ

れ
た
音
楽
は
始
め
て
の
体
験
の
は
ず
で

す
。世
の
中
に
は
様
々
な
音
楽
が
あ
り
、

現
在
も
次
々
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
音

楽
が
生
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
、
ロ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、
歌
謡
曲
、

演
歌
、
民
謡
か
ら
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ま
で
、

多
種
類
の
音
楽
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
各
自
の
音
楽
の
好
み
の
幅
が

広
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
音
楽

は
そ
の
人
の
思
い
出
の

一
部
と
な
り
、

昔
よ
く
馴
染
ん
だ
曲
を
聴
け
ば
古
い
思

い
出
が
惹
起
さ
れ
る
。
だ
か
ら
お
年
寄

り
に
は
懐
メ
ロ
が
愛
さ
れ
、
年
齢
を
重

ね
る
と
新
し
い
こ
と
や
馴
染
み
の
な
い

も
の
は
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
純
正
律
音
楽

は
多
く
の
お
年
寄
り
の
心
に
響
き
、
深

い
感
銘
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
施
設
の
若
い
介
護
職
員

達
に
も
大
き
な
驚
き
を
与
え
た
よ
う
で

す
。
早
速
、
翌
日
か
ら
痴
呆
専
門
棟
に

お
い
て
純
正
律
音
楽
の
Ｃ
Ｄ

を
か
け

は
じ
め
ま
し
た
。

毎
日
の
夕
食
の
時
間
と
そ
の
あ
と
に
、

フ
ロ
ア
全
体
に
小
さ
く
、
優
し
く
純
正

律
の
響
き
が
流
れ
ま
す
。
す
る
と
す
ぐ

に
駄
健
な
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
夜
間

の
徘
徊
が
目
に
見
え
て
減
っ
て
き
た
の

で
す
。
老
人
保
健
施
設
、
特
に
痴
呆
専
門
棟

に
お
い
て
、
夜
間
の
徘
徊
は
常
に
頭
を

悩
ま
さ
れ
る
重
大
な
問
題
で
す
。
痴
呆

の
方
が
病
院
に
入
院
す
る
と
、
夜
間
ど

こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
は
危
険
な
の

で
、
ベ
ッ
ト
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
り
、

¬
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強
い
睡
眠
薬
を
投
与
さ
れ
て
強
制
的
に

眠
ら
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
老
人
保
健
施
設
は
高

齢
者
の
生
活
の
場
で
あ
り
、
歩
き
回
り

た
い
方
は
好
き
な
だ
け
歩
い
て
も
ら
う

こ
と
で
、
極
力
の
び
の
び
と
暮
ら
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際

一
番
心
配
な

こ
と
が
転
倒
で
す
。
危
険
が
な
い
よ
う

に
重ヽ
思
深
く
職
員
が
見
守
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
夜
間
は
少
な
い
夜
勤
者
だ
け

で
、
時
に
目
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
い
る

う
ち
に
転
ん
で
、
打
ち
所
が
悪
け
れ
ば

非
常
に
不
幸
な
結
果
に
結
び
つ
い
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
極
力
転
倒
が
な
い
よ
う
に
、
そ
し

て
転
倒
の
原
因
で
あ
る
夜
間
の
徘
徊
を

減
ら
す
た
め
に
日
々
格
闘
を
強
い
ら
れ

ま
す
。
純
正
律
音
楽
を
夕
食
後
に
聞
い
て
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
毎

夜
四
～
五
名
の
方
が
徘
徊
し
て
い
た
の

で
す
が
、
現
在
は
時
に

一
～
二
名
の
方

が
徘
徊
す
る
程
度
に
な
り
、
多
く
の
方

が
良
く
休
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
夜
間
、

大
声
を
あ
げ
て
騒
い
だ
り
す
る
方
も
減

り
、
日
中
も
笑
顔
が
増
え
、
施
設
全
体

が
良
い
雰
囲
気
で
、
み
な
さ
ん
ゆ
と
り

を
持
っ
て
生
活
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
時
、
純
正
律
音
楽
を
中
止
し
、
高

齢
者
に
馴
染
み
の
あ
る
演
歌
の

Ｃ
Ｄ

を
か
け
て
み
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
す
ぐ
に
夜
間
の
徘
徊
者
が
増
え
て

し
ま
い
元
の
純
正
律
に
戻
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
純
正
律
音
楽
が
痴
果
の

方
に
良
い
効
果
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う ■グループホームにて

か
？人
の
身
体
は
自
律
神
経
に
よ
り
調
節

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
律
神
経
と
は
交
感

神
経

（脳
や
身
体
の
活
動
を
高
め
る
神

経
）
と
副
交
感
神
経

（交
感
神
経
と
拮

抗
し
て
働
き
、
脳
や
身
体
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
神
経
）
か
ら
な
り
、
こ
の
二

つ
の
神
経
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
働
く
こ
と

に
よ
り
、
身
体
の
機
能
は
良
好
に
保
た

れ
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
眠
る
は
ず
の

夜
間
に
徘
徊
を
し
て
い
る
と
云
う
こ
と

は
、
交
感
神
経
が
過
度
に
緊
張
し
、
と

て
も
眠
っ
て
な
ど
い
ら
れ
な
い
状
態
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
純
正
律
音
楽
の
澄
ん

だ
響
き
を
聴
く
こ
と
で
交
感
神
経
の
働

き
が
抑
え
ら
れ
、
副
交
感
神
経
が
優
位 ■屋外でのレクリエーシヨン

に
な
り
、
心
身
の
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ぐ
っ

す
り
と
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

二

一
世
紀
高
齢
化
社
会
、
世
の
中
は

更
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
多
く
の
ス
ト

レ
ス
と
癒
や
さ
れ
な
い
思
い
が
街
中
に

溢
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
ん

な
時
代
に
ク
ス
リ
に
頼
ら
ず
、
大
げ
さ

な
治
療
も
器
具
も
不
要
な
純
正
律
音
楽

に
よ
る
癒
や
し
は
、
新
し
い
福
音
に
な

る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

●介護老人保健施設 はまなす

グループホーム ιままなす

通所介護センター ラベンダー

ショートステイ スマイル

カイ虎ノ門居宅介護支援センター

〒401-0301山梨県南都留郡

富士河口湖町船津6901

(河口湖インター近く)

tel.0555-83-3285
e― ma‖ :hamanasu@toranomon.o「 .ip
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▲

「

″

′

い

ま

す
″。

（１
）
免
疫
力
と
は

綱
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
等
外
敵
が
体

内
に
入
っ
た
と
き
、
ま
た
が
ん
細

胞
が
体
内
で
発
生
し
た
と
き
に
、

体
を
守
る
力

（防
御
力
）
（体
を

守
る
抵
抗
力
）
を
免
疫
力
と
い
い

ま
す
。
病
気
に
か
か
り
に
く
く
し
、
病

気
に
か
か
っ
て
も
そ
れ
に
打
ち
勝

つ
力
を
持
つ
こ
と
。

こ
れ
を
、
免
疫
力
が
あ
る
と
い

と
こ
ろ
が
残
念
な
が
ら
、
免
疫

力
は
年
齢
と
と
も
に
低
下
し
、
バ

ラ
ン
ス
も
狂
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
加
齢
に
伴
い
、
感
染
症
が
増

加
し
た
り
、
が
ん
に
か
か
っ
た
り
、

生
活
習
慣
病
が
増
加
し
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
は
無
か

っ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

自
己
の
細
胞
を
攻
撃
す
る
リ
ン
パ

球
が
増
え
、
自
己
免
疫
性
疾
患
を

も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
自
分
の
免
疫
力
が

ど
の
程
度
に
あ
る
か
を
知
る
方
法

と
、
そ
れ
を
高
め
て
い
く
た
め
の

コ
ツ
を
知
っ
て
実
践
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（２
）
免
疫
力
の
低
下
に
つ
い
て

免
疫
系
の
低
下
は
二
〇
代
か
ら

始
ま
り
、
四
〇
代
で
ピ
ー
ク
時
の

五
〇
％
、
七
〇
代
で
一
〇
％
に
な

る
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、
人
間
は
四
〇
歳
か
ら
五

〇
歳
に
な
る
と
、　
一
日
に
三
〇
〇

〇
個
か
ら
五
〇
〇
〇
個
も
の
ガ
ン

の
芽
が
出
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
免
疫
力
が
十
分
で
あ

っ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
が
ん
は
す
ぐ
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に
処
理
さ
れ
、
が
ん
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
免
疫
力
を
高
く
保
持
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
（３
）
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に

は
以
下
の
三
点
を
整
理

・
改
善
し

ま
し
よ
う
。

ａ
）
食
養
生
を
す
る
。　
一
玄
米
菜

食
を
中
心
に
し
た
、
マ
ク
ロ
食
を

と
る
。

ｂ
）心
（精
神
）
の
安
定
を
保
つ
。
¨

わ
く
わ
く
体
験
を
す
る
。

一
日
五
回
以
上
声
を
出
し
て

″笑

Ｐヽ
。

一
日

一
〇
回
以
上
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て

″あ
り
が
と
う
″
と

一言ロニノ
。

ｃ
）
生
活
習
慣
を
正
す
。　
¨
タ
バ

コ
を
す
わ
な
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
は

一
合
ま
で
。

適
度
な
運
動
と
睡
眠
を
と
る
。

早
寝
早
起
き
を
す
る
。

（４
）
食
養
生
で
腸
内
細
菌
中
の

善
玉
菌
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

欧
米
食

（肉
食
。乳
製
品
。砂
糖
等
）

の
食
べ
す
ぎ
で
、
悪
玉
菌
が
増
え
、

免
疫
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

健
康
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
腸
内
の
細
菌
バ
ラ
ン
ス
に
気

を
付
け
、
乳
酸
菌
を
は
じ
め
と
す

る
善
玉
菌
の
増
殖
し
や
す
い
腸
内

環
境
を
作
り
、
免
疫
力
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、

玄
米
菜
食
を
主
体
と
し
た
、
マ
ク

ロ
食
が

一
番
で
す
。

（５
）
免
疫
力
の
作
用
の
実
際

・
免
疫
力
の
ほ
と
ん
ど
は
、
血
液

中
の
自
血
球
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

健
康
な
状
態
時
の
全
自
血
球
の

中
に
占
め
る
割
合

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

（単
球
か
ら

移
行
）

５
％

リ
ン
パ
球
　
　
　
３５
％

顆
粒
球
　
　
　
　
∞
％

。
高
齢
者
で
免
疫
力
が
低
下
し
た

と
き
、
呼
吸
器
疾
患
が
命
取
り
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
邪
の

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
っ
た
と
き

島
村
善
行

ム島
村
ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア
・ク
リ

う́
ク

院
長
・医
学
博
士

photo fu Kawasumi Yuji

血
液
検
査
で
知
る
免
疫
度
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を
例
に
と
っ
て
、
そ
の
免
疫
力
の

働
き
具
合
を
見
て
見
ま
し
ょ
う
。

０

体
に
ウ
ィ
ル
ス
が
侵
入
し
た

と
き
、
真

っ
先
に
登
場
す
る
の
が

門
番
役
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
で
す
。

弱
い
ウ
ィ
ル
ス
で
あ
れ
ば
マ
ク
ロ

フ
ア
ー
ジ
が
退
治
す
る
こ
と
で
解

決
し
ま
す
。
強
い
ウ
ィ
ル
ス
で
あ

っ
た
場
合
は
簡
単
に
は
退
治
で
き

ま
せ
ん
。

②

そ
の
と
き
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

は
応
援
を
求
め
る
た
め
に
、
風

邪
の
ウ
ィ
ル
ス
の
情
報
を
、
Ｔ
ｈ

細
胞

（
ヘ
ル
バ
ー
Ｔ
細
胞
）
に
伝

え
ま
す
。

③

Ｔ
ｈ
細
胞
は
風
邪
の
ウ
ィ
ル

ス
を
退
治
す
る
た
め
に
必
要
な
抗

体
の
設
計
図
を
作
り
、
抗
体
の
製

作
担
当
で
あ
る
Ｂ
細
胞
に
渡
し
ま

す
。

④

こ
の
と
き
、
情
報
の
伝
達
に

使
わ
れ
る
の
が
サ
イ
ト
カ
イ
ン
と

い
う
物
質
で
す
。
抗
原
の
詳
細
や

設
計
図
の
内
容
な
ど
の
情
報
は
、

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
か
ら
Ｔ
ｈ
細
胞

へ
、
Ｔ
ｈ
細
胞
か
ら
Ｂ
細
胞
へ
と

伝
達
さ
れ
ま
す
。

⑤

風
邪
を
引
い
た
と
き
、
熱
や

鼻
水
が
出
る
の
は
サ
イ
ト
カ
イ
ン

が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

⑥

抗
体
が
作
ら
れ
て
い
る
間
も
、

リ
ン
パ
球
中
に
あ
る
ナ
チ

ュ
ラ

ル
・キ
ラ
ー
細
胞

（Ｎ
Ｋ
細
胞
）
や
、

Ｔ
細
胞
の

一
種
で
あ
る
、
キ
ラ
ー

Ｔ
細
胞
な
ど
が
抗
原
に
対
し
て
直

接
攻
撃
を
続
け
ま
す
。

０

風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス
と
免
疫
シ

ス
テ
ム
の
攻
防
の
中
、
Ｂ
細
胞
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
抗
体
が
登
場
し

ま
す
。

Ｏ

抗
体
と
し
て
、
最
初
に
現
れ

る
の
は
側
と
い
う
種
類
の
抗
体
で

す
。
側
は
５
日
程
度
と
寿
命
が
短

い
の
で
す
が
、
次
に
登
場
す
る
“

と
い
う
、
よ
り
寿
命
の
長
い
抗
体

も
援
軍
に
加
わ
る
こ
と
で
、
攻
撃

は

一
気
に
免
疫
シ
ス
テ
ム
有
利
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

９

そ
れ
ま
で
奮
闘
し
て
い
た
キ

ラ
ー
Ｔ
細
胞
た
ち
も
が
ん
ば
り
、

や
が
て
風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス
を

全
滅
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。

そ
れ
が
風
邪
が
完
治
し
た
と
き
で

す
。

⑩

こ
の
よ
う
な
状
況
を
乗
り
越

え
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
勝
利
を
収

め
た
後
は
、
Ｂ
細
胞
に
風
邪
の

ウ
ィ
ル
ス
の
抗
体
の
記
録
が
残
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
再
び
同
じ

ウ
ィ
ル
ス
に
攻
撃
さ
れ
た
と
き
に

主な免疫細胞 機能や担当|

T細胞二ヘルパーT細胞(Th細胞)

●  キラーT細胞.(■細胞)

_Thl細胞:キラーT細胞、NK細 llluL、マクロフアージなどを活性化する
Th2細胞:B細胞を活性化させて:抗体産生を促す
_ガン細胞やウィルス感染した細胞を破壊する●|

B細胞 抗体産生細胞により、抗体を産生

NK細胞 ガン細胞やウイルス感染した細胞を破壊する

ヤクロフアージ 病原菌などの異物を貪食する。抗原を提示する

好中球 病原菌などを貪食する

好酸球 病1原菌などを貪食する(ヒスタミンなどのアレルギー反応物質を分解、
|アレルギーの症状増大も示唆されている)       ●

IgE抗体と結合しt花粉症、アトビ■‐などのI型アレルギーの発症に関係

する             ●
好塩基球1肥満細胞

は
、
よ
り
迅
速
に
、
よ
り
強
力
に

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（６
）
免
疫
力
に
関
わ
る
要
素

¨

血
液
検
査
内
容
。

ａ
）
直
接
攻
撃

¨
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
免
疫
細
胞
に
よ
る
直

接
攻
撃
。

姜
顆
粒
球

Ｔ
王
に
好
中
球

）

．
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

．
リ
ン
パ
球

一
キ
ラ
ー
Ｔ
細
胞
、

Ｎ
Ｋ

（ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー

）
細

胞ｂ
）
間
接
攻
撃

¨
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
に
対
し
て
作
ら
れ
る
免
疫
物

質

一
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や
抗
体
な
ど

に
よ
る
攻
撃

〓
サ
イ
ト
カ
イ
ン

（
ト
ラ
ン
ス
フ

ァ
ー
因
子
、
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
、

Ｔ
Ｎ
Ｆ
ｌ
α
、
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ

ン
な
ど
。

〓
抗
体

（免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
）
な
ど
。

（７
）
免
疫
力
を
血
液
検
査
で
予

測
す
る
方
法
。

多
く
の
項
目
は
研
究
段
階
で
、

ｄ
）
以
外
は
自
費
で

一
〇
万
円
程

度
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病

の
存
在
も
免
疫
力
に
関
係
す
る
の

で
、
そ
れ
ら
も
加
え
て
調
べ
る
必
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要
が
あ
り
ま
す
。

ａ
　
）
‐
」
‐
‐２
ヽ
‐
Ｆ
Ｎ

ｒ
ヽ

Ｔ
Ｎ
Ｆ

α
、
Ｉ
Ｌ
‐
‐０
な
ど
の
サ

イ
ト
カ
イ
ン
の
産
生
能
、

ｂ
）
丁
ｈ
１
／
Ｔ
ｈ
２
比
率
、

ｃ
）
Ｎ
Ｋ
Ｔ

細
胞
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
、

キ
ラ
Ｉ
Ｔ
細
胞
の
各
々
の
細
胞
質

内
顆
粒
の
貯
蔵
蛋
白

ｄ
）
白
血
球
分
類

（８
）
お
わ
り
に

免
疫
力
を
正
確
に
推
し
量
る

検
査
の
確
立
は
ま
だ
不
十
分
で
す
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
食
事
。

心
の
持
ち
方

・
生
活
習
慣
に
よ
っ

て
大
い
に
変
化
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。皆

さ
ん
も
そ
れ
ら
に
注
意
を
払

い
、
良
い
習
慣
と
す
る
よ
う
実
践

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１
）
は
じ
め
に

Ｏ
患
者
数

¨
一
六
二
〇
万
人

三
〇
〇
二
年
の
厚
生
労
働
省
の

報
告
で
は
、
糖
尿
病

・
糖
尿
病
予

備
軍
も
ふ
く
め

一
六
二
〇
万
人
と

な
り
、
二
〇
歳
以
上
の
六
圭
一人

に

一
人
が
糖
尿
病
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

飽
食
の
時
代
で
、
車
社
会
で
も
あ

り
、
過
食
と
運
動
不
足
が
原
因
で

こ
の
よ
う
な
増
加
が
見
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
糖
尿
病
と
は

糖
尿
病
と
は
イ
ン
ス
リ
ン
作
用

が
不
足
し
て
、
慢
性
的
に
高
血
糖

状
態
が
年
余
に
わ
た
り
続
き
、
重

篤
な
合
併
症
を
生
じ
る
代
謝
疾
患

で
す
。
糖
尿
病
に
は
、　
一
五
歳
以
下
の

若
年
者
に
見
ら
れ
る
―
型
糖
尿
病

（イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
）
と
、
ほ

と
ん
ど
が
肥
満
を
き
っ
か
け
に
起

コ|ン トロニ,レの
指標   |‐‐

コントロ■ルの評価とその1範囲

免
疫
力
が
付
け
ば
、
き
っ
と
驚

く
ほ
ど
元
気
に
若
返
る
こ
と
で
し

不可

HbAlc 5,8未満 |■ 1 518■ 6.5未満1 6:`■ 7.0未 1満 (不十分)7.0_8.0未満(不良).1810以上

空腹時血糖 80■ 1lo未満 110-130未満 130■ 160未満 160ルtL

食後2時間血糖値 80■ 140未満‐ 141■ 180未満 180■ 220未満 2120以 _L

こ
り
、
四
〇
歳
以
上
に
見
ら
れ
る

―
―
型
糖
尿
病

（イ
ン
ス
リ
ン
非

依
存
型
）
と
が
あ
り
ま

す
。
後
者
が
九
〇
％
以

上
で
、　
一
般
に
言
わ
れ

て
い
る
糖
尿
病
の
こ
と

で
す
。
こ
こ
で
も
後
者

に
つ
い
て
話
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

０
糖
尿
病
の
自
覚
症
状

と
合
併
症

血
糖
値
が
高
い
状
態

が
続
く
と
、
口
渇

。
多

飲

・
多
尿
、
体
重
減
少

が
見
ら
れ
ま
す
。
ひ
ど
　
ｒ
」
Ｆ

合
併
症
と
し
て
は
、
網
膜
症

明
す
る
こ
と
が
あ
る
Ｙ
腎
症

やしヽ誠」はば噛嘲岬端
一馴副”

渕
檄
ギ
予

工
透
析
を
す
る
原
因
と
な
る
Ｙ

神
経
障
害

（下
腿
の
知
覚
異
常
）

な
ど
が
み
ら
れ
、
つ
ら
い
日
常
生

活
を
せ
ぎ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き

ま
す
。
糖
尿
病
の
早
期
発
見

・
早
期
治

療
の
コ
ツ
を
こ
こ
で
つ
か
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

２
）
糖
尿
病
の
前
兆
と
な
る
血
液

検
査
数
値
の
見
方

早
期
発
見
の
コ
ツ
は
、
す
べ
て

の
病
気
と
同
様
、
自
営
聖狂
状
が
出

る
前
に
、
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
定
期
的
な
検
診
を
し
ま
し

ょ
う
。
体
重
の
増
加
、
血
糖
値

。

Ｈ
ｂ
Ａ

ｌ
が
発
見
の
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。
尿
に
糖
が
出
る
の

は
、
血
糖
値
が

一
八
〇
以
上
に
み

ら
れ
ま
す
。
尿
等

（
一）
だ
か
ら

糖
尿
病
で
は
な
い
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。
時
々
尿
糖

（十
）
の
人

は
か
な
り
の
程
度
の
糖
尿
病
で
あ

る
と
自
覚
し
て
く
だ
さ
い
。

●
体
重
増
加
が
糖
尿
病
の
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

体
重
を
正
常
域
に
す
る
こ
と
が

基
本
的
に
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
体
重
の
指
標
と
し
て
国
際

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

読む一つり」人 失

4Mに ЮЫ
“
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（体
重
の
指
標
）
の
出
し
方
を
知

り
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
岱
菫
÷
（身
長

（
０

×
身
長

（ｍ
》

正
常
は

一
八
・五
～
二
四
二

、

太

り
気

味

¨
二
四
■

一
～

二
四
。九
、　
肥
満

¨
二
五

・
〇
～
、

や
せ

¨
～

一
八
・五

肥
満
は
糖
尿
病
の
早
期
発
見
の

き
っ
か
け
も
な
り
ま
す
し
、
治
療

時
に
必
要
に
な
る
指
標
で
す
。
正

常
域
に
体
重
を
も
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

②
血
液
検
査
で
分
か
る
、
血
糖
値

と
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
に
つ
い
て
。

下
記
の
表
が
血
糖

・
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ

Ｃ
の
治
療
時
に
お
け
る
管
理
基
準

を
示
す
値
で
す
。

こ
の
値
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、

糖
尿
病
の
合
併
症
を
未
然
に
防
ぐ

ひ
と
つ
の
指
標
と
な
り
ま
す
。

血
糖
値
と
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
の
正
常

値
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

「優
」

の
値
で
す
。
こ
の
値
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
れ
ば
、
糖
尿
病
で
あ
っ

て
も
、
合
併
症
の
発
生
予
防
と
進

展
抑
制
と
な
り
ま
す
。

Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
が
八

。
○
を
超
え

る
と
、
最
小
血
管
合
併
症
の
発
症

や
網
膜
症
の
リ
ス
ク
が
増
加
し
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
「良
」
の

値
か
ら

「優
」
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

３
）
合
併
症
の
予
兆
は
ど
こ
で
見

る
か合
併
症
と
し
て
重
要
な
も
の
は
、

網
膜
症

・
腎
症

・
神
経
症
状
が
あ

り
ま
す
。
定
期
的
な
検
査
を
要
し

ま
す
。

●
眼
底
検
査
を
血
糖
管
理
悪
い
人

は
六
ヶ
月
ご
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
腎
機
能
の
障
害
と
し
て
、
採
血

に
よ
り
、
Ｂ
∪
Ｎ
，
ク
レ
ア
チ
二

ン
を
場
合
に
よ
っ
て
は
カ
リ
ウ
ム

検
査
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
採

尿
に
よ
り
蛋
白
尿

・
糖
尿
を
調
べ

ま
し
ょ
う
。

０
そ
の
他

¨
さ
ら
に
、
肥
満

・
脂

肪
肝
（肝
機
能
障
害
）
・高
脂
血
症
・

高
血
圧
が
伴
う
こ
と
が
多
い
の
で
、

そ
の
検
査
も
要
す
る
。
動
脈
硬
化

の
進
展
も
早
い
の
で
、
朝
起
き
て

三
〇
分
以
内
の
家
庭
内
血
圧
測
定
、

脈
波
図
（Ａ
Ｂ
Ｉ
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

４
）
お
わ
り
に

¨
糖
尿
病
治
療
の

基
本
は
食
事
療
法

治
療
法
は
基
本
的
に
生
活
習
慣

（特
に
運
動
、
禁
煙
）
の
改
善
と

食
事
療
法
が
重
要
で
、
薬
物
療
法

は
そ
の
上
に
成
り
立
つ
治
療
法
で

す
。
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予

防
す
る
の
が

一
番
で
す
が
、
病
気

に
な
っ
た
ら
早
期
に
治
療
し
、
悪

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

治
療
が
う
ま
く
い
け
ば
、
糖
尿
病

の
色
々
な
合
併
症
は
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
治
療
目
標
は
あ
く
ま
で
、
急
性
・

慢
性
の
合
併
症
の
予
防

。
合
併
症

の
治
療
と
進
展
抑
制
に
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
は
四
人
に

一
人
の
割
合

で
見
ら
れ
、
六
〇
歳
を
超
す
と
男

女
と
も
五
〇
％
以
上
が
高
血
圧
症

に
な
り
ま
す
。
放
置
し
て
お
く
と
、

そ
の
合
併
症
と
し
て
、
動
脈
硬
化

が
進
行
し
、
心
筋
梗
塞

・
脳
卒
中

と
な
り
、
突
然
死
や
痴
呆
の
原
因

に
も
な
る
の
で
、
高
血
圧
管
理
は

①

重
要
と
な
り
ま
す
。

″生
き
生
き
長
生
き
ボ
ケ
ず
に
ポ

ッ
ク
リ
″
実
践
者
の
中
心
課
題
に

な
っ
て
き
ま
す
。

１
と
局
血
圧
と
は

¨
一
四
〇
／
九

〇
以
上
を
言
い
ま
す
。
合
併
症
や

治
療
基
準
に
都
合
の
よ
い
分
類
の

と
し
て

一
九
九
九
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
／

Ｉ
Ｓ
Ｈ
の
血
圧
分
類
を
参
考
に
し

て
日
本
人
に
適
し
た
高
血
圧
分
類

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
人
に
お

け
る
血
圧
の
分
類
を
次
ぺ
―
ジ
の

図
に
示
し
ま
す
。

２
）
家
庭
血
圧
測
定
を
し
ま
し
ょ

う
。一
般
的
に
は
、
病
院
外
来
で
の

測
定
を
血
圧
の
基
準
に
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
病
院
で
は
、
自
衣

症
候
群
と
い
っ
て
異
常
に
高
く
測

定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
最
近
で
は
自
動
血
圧
計
が
家

庭
内
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
家
庭
内

測
定
を
私
た
ち
は
推
奨
し
て
い
ま

す
。運
動
後
、
入
浴
後
、
飲
酒
後
、

食
後
等
で
、
ま
た
精
神
的
な
変
化

や
測
定
す
る
時
刻
に
よ
っ
て
も
血

圧
は
変
動
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
血

圧
測
定
時
刻
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る

と
、
そ
の
人
の
基
本

的
な
血
圧
は
分
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。
基

礎
血
圧
を
知
る
た
め

に
も
家
庭
内
測
定
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

血
圧
計
は
家
庭
に

一

台
は
必
ず
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

測
定
の
仕
方
は
、

上
腕
用
の
血
圧
計
を

用
い
て
、
安
静
挫
位

の
状
態
で
測
定
し
ま

す
。
起
床
時
三
〇
分

以
内
に
測
定
し
、
グ

ラ
フ
で
表
示
す
る
よ

う
に
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
家
庭
測
定
血

圧
値
は

一
般
的
に
、

外
来
血
圧
値
よ
り
低

値
を
示
し
ま
す
。

病
院
に
は
こ
の
グ

ラ
フ
を
持
参
し
て
医

師
に
見
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

３
）
高
血
圧
症
は
心

血
管
病
の
危
険
因
子

高
血
圧
は
心
臓

・

大
血
管

・
脳

・
腎
臓

等
の
血
宣
柄
の
王
な

高血圧の合併症はここに現れる
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危
険
因
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
臓
器
で
の
高
血
圧
に
伴
う
合

併
症
は
以
下
の
と
う
り
で
す
。

●
心
臓

¨
心
肥
大
、
心
筋
梗
塞
、

心
不
全

②
大
血
管

¨
動
脈
瘤
、
動
脈
解
離

０
脳

¨
脳
虚
血
、
脳
梗
塞
、
脳
出

血

④
腎
臓

¨
腎
硬
化
症
、
腎
不
全

４
）
高
血
圧
の
合
併
症
は
こ
こ
に

現
れ
る

―
―
―
自
覚
症
状

一

ま
っ
た
く
現
れ
な
い
人
も
い
ま

す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
に
進
行
し
ま

す
の
で
定
期
的
な
血
圧
測
定
が
肝

要
で
す
。

の
ぼ
せ
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
一肩

こ
り
、
意
識
障
室
星
寸
も
見
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
―
血
圧
症
の
血
液
検
査

血
液
検
査
値
で
直
接
異
常
を
示

す
も
の
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
前
の

章
に
述
べ
た
臓
器
の
合
併
症
を
示

す
血
液
デ
ー
タ
ー
異
常
と
、
一局
血

圧
を
予
測
す
る
血
液
デ
ー
タ
ー
異

常
は
想
定
出
来
る
。

（
３

高
血
圧
を
予
測
す
る
血
液

デ
ー
タ
ー
異
常

＊

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
脂
肪

肝
、
腎
疾
患
、
肥
満
に
並
存
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
大
酒

家
、
喫
煙
者
に
も
高
血
圧
者
が
多

い
。

＊

そ
れ
ら
の
異
常
を
示
す
血
液

デ
ー
タ
ー

¨
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

血
糖
値
、
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ

／
Ｇ
Ｐ
丁
、
Ｂ
∪
Ｎ
、
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
等
で
あ
る
が
、
ま

っ
た
く
血

液
に
異
常
を
認
め
な
い
人
も
多
い
。

（ｂ
）
臓
器
合
併
症
に
伴
う
血
液

デ
ー
タ
ー
異
常

臓
器
障
害
の
血
液
デ
ー
タ
ー
は

そ
の
障
害
度
に
よ
っ
て
現
れ
る
。

血
液
デ
ー
タ
ー
以
外
の
検
査
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
。
高
血
圧
と

い
わ
れ
た
ら
、
心
電
図

・
血
管
年

齢

（脈
波
図
）

内
頚
動
脈
エ
コ
ー
に
よ
る
動
脈

硬
化
度
を
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

肥
満
度

一
Ｂ
Ｍ
Ｉ

BMI

体
重
を

（身
長
掛
け
る
身
長
）

で
割
る
と
出
ま
す
。

例
え
ば
六
五
ｋｇ
、　
〓
八
〇
Ｃｍ
の

人
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
六
五
ｋｇ
二

・六

×
丁
六

＝
二
五
・四

以
下
の
判
定
基
準
に
従
う
と
、

肥
満
と
な
り
ま
す
。

高
血
圧
の
確
率
は
年
と
と
も
に
、

正
常
人
に
比
べ
高
率
に
な
っ
て
き

ま
す
。

―
―
―
高
血
圧
を
改
善
す
る
自
己

管
理
法

（
ａ
）
肥
満
の
人
が
多
く
、
体
重

を

一
〇
ｋｇ
落
と
す
と
血
圧

一
〇
剛

地

低
下
す
る
デ
ー
タ
ー
あ
り
。

（ｂ
）

一
日

一
万
歩
　
一二
ヶ
月
持

続
さ
せ
れ
ば
　
血
圧

一
Ｏ

ｍｍ
Ｈｇ

低
下
す
る
デ
ー
タ
ー
あ
り
。

暴
飲
暴
食
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

タ
バ
コ
は
活
性
酸
素
を
増
加
さ

せ
て
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
禁
煙
し

ま
し
ょ
う
。

″血
管
年
齢
は
そ
の
人
の
寿
命
″
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
管
を
若
く
保

つ
た
め
に
も
、

穀
物
菜
食
中
心
の
マ
ク
ロ
食
を
摂

り
、
血
圧
を
管
理
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■■   ■■重症高血圧

中等症高血圧 :  ■・ｍ̈
一・ｍ一．　９。一．．８５

拡
張
期
血
圧
（下
の
血
圧
Ｙ

lド常血,I

130

一
圧至的血l

160111  1801■
l  mmHg

収縮期血圧(上の血圧)

140120

正常

18,4未満 18,5-24,1

太り気味

124:2-24,9 25,0じ(L

“
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illustration by Asou Naoko

糖尿病を改善
す
鶴
先
隧
の
な

高
血
糖
で
起
こ
り
う
る
代
謝
異
常
を

正
常
に
近
づ
け
、
合
併
症
の
進
展
を
防

止
し
、　
一
生
を
通
じ
て
生
活
の
質
が
保

て
る
こ
と
で
す
。
〓

］
過
食
を
避
け
、

標
準
体
重
を
維
持
す
る
程
度
の
適
正
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
。
雪
茜

各
栄
養

素
の
バ
ラ
ン
ス
。
Ｔ
一ズ
ロ併
用
の
予
防
、

進
展
の
防
止
の
三
点
が
原
則
で
す
。

適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
患
者
個
々

の
標
準
体
重
を
基
準
と
し
、
そ
の
ほ
か
、

年
齢
、
性
別
、
合
併
症
の
程
度
、
職
業

な
ど
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

栄
養
の
と
り
方
は
①
ま
ず
糖
質
を
多

く
含
む
食
品
で
、
い
ち
ば
ん
問
題
に
な

る
の
は
穀
類
で
す
。
精
白
米
を
未
精
白

米

（七
分
・五
分
士
一分
づ
き
米
、
玄
米
）

に
、
精
白
パ
ン
は
ラ
イ
麦
パ
ン
や
黒
パ

ン
な
ど
に
で
き
る
だ
け
切
り
替
え
ま
す
。

精
白
米
に
比
べ
血
糖
値
が
上
が
り
に
く

い
の
で
す
。
当
然
な
が
ら
、
未
精
白
米

は
咀
唱
を
十
分
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

無養

改善す
る
た
め
の
学

こ

一〇

噛
む
こ
と
に
よ
り
、
少
量
で
も
満
腹
感

は
得
ら
れ
、
誘
因
の
一
つ
で
あ
る
過
食

に
よ
る
肥
満
の
予
防
と
減
量
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
豊
富
な
食
物
繊
維
に
よ
り
、

便
秘
を
防
ぐ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま

た
、
血
液
中
の
ぶ
ど
う
糖
の
処
理
が
う

ま
く
で
き
な
い
の
で
、
体
内
に
入
っ
て

直
ち
に
ぶ
ど
う
糖
に
な
る
低
分
子
の
糖

質

（白
砂
糖
や
は
ち
蜜
、
こ
れ
ら
を
材

料
と
し
た
甘
い
菓
子
類
）
は
控
え
ま
す
。

果
物
に
含
ま
れ
る
果
糖
も
低
分
子
の
単

糖
類
な
の
で
、
多
く
し
な
い
こ
と
。
病

状
が
進
行
し
て
い
る
場
合
は
と
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
②
た
ん
ぱ
く
質
に
つ

い
て
は
、
主
に
植
物
性
食
品
で
あ
る
豆

類
や
大
豆
製
品
で
と
り
、
動
物
性
食
品

と
し
て
小
魚
、
自
身
魚
、
鶏
肉
を
摂
取

す
る
程
度
に
と
ど
め
ま
す
。
牛
乳
や
チ

過食を避け、標準体重を

維持する程度の適正な
エネルギーの摂取

各栄養素のバランス

合併症の予防、進展の

防止

◎

②

鼈

―
ズ
、
牛
肉
や
豚
肉
、
青
魚
な
ど
脂
肪

分
の
多
い
も
の
は
避
け
た
方
が
よ
い
の

で
す
。
③
脂
肪
に
つ
い
て
は
、
動
脈
硬

化
を
合
併
し
や
す
い
の
で
動
物
性
の
脂

肪
は
避
け
、
植
物
性
の
油
も
多
く
し
ま

せ
ん
。
④
ビ
タ
ミ
ン
ー
ヽゝ
不ヽ
ラ
ル
類
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
は
な
ら
な
い
が
、
体

内
の
代
謝
を
円
滑
に
す
る
作
用
が
あ
り
、

毎
日
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で
、
供
給
源

は
野
菜
や
海
藻
、
胡
麻
な
ど
で
す
。

特
に
糖
丞
病
で
は
、
ま
と
め
食
い
を

止
め
、
常
に
腹
八
分
目
を
励
行
し
、
し

か
も
規
則
正
し
く
三
回
に
分
け
て
食
べ

る
よ
う
に
し
ま
す
。
就
寝
前
の
飲
食
や

間
食
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
乱
す

一

因
で
す
、
菓
子
類
、
ジ
ュ
ー
ス
、
乳
酸

飲
料
、
炭
酸
水
な
ど
清
涼
飲
料
、
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
も
極
力
避
け
ま
す
。

合
併
症
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
糖
尿
病

食
に
準
じ
ま
す
が
、
病
状
に
よ
っ
て
は
、

医
師
の
指
示
で
た
ん
ぱ
く
質
や
塩
分
の
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制
限
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

善
す
る
た
め
の
な

治
療
の
方
針
に
合
わ
せ
て
心

。
血
管

系
な
ど
の
合
併
症
発
症
や
進
展
を
防
止

し
、
可
能
な
限
り
血
圧
の
正
常
化
を
は

か
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
適
正
体

重
を
維
持
す
る
た
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

調
整
し
、
低
塩
食
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
食
事
の
基
本
は
、
食
べ
す
ぎ
に
よ
る

肥
満
は
高
血
圧
を
引
き
起
こ
す
誘
因
の

一
つ
で
す
。
穀
類
の
と
り
す
ぎ
も
当
然

の
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
も
精
白
米

を
未
精
白
米
に
す
る
こ
と
を
す
す
め
ま

す
。
咀
噛
に
よ
っ
て
満
腹
感
が
満
た
さ

れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
や
す
く
便

通
も
整
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
食
塩
の
制
限
で
す
が
、　
一
日
の

食
塩
量
は
五
～
八
ｇ
程
度
に
し
ま
す
。

一
食
二
・五
ｇ
の
調
味
料
は
、
自
然
塩

小
さ
じ
五
分
の
一
杯
と
し
ょ
う
ゆ
小
さ

鱚魔鯉滲場歌

磯義

illustration by Asou Naoho
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の
ぐ
ち
せ
つ
こ

島
村
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
栄
養

食
事
指
導
を
担
立魂

国
立
病
院

。
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
在
職
中
は
栄

養
管
理
の
理
論
と
実
践
の
一
貫
性
を
目
指
し
た

指
導
を
実
施
し
、
現
在
は
自
然
環
境
と
身
体
の

調
和
、
中
国
の
易
の
陰
陽
論
を
反
映
さ
せ
た
自

然
食
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
正
食
医
学
講
座

を
学
び
、
現
代
栄
養
学
と
の
融
合
を
目
指
し
た

指
導
を
実
践
。

平
成

一
四
年
リ
マ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
師

範
科
終
了
。

じ
軽
く
二
杯
。
ま
た
は
、
味
噌
大
さ
じ

二
分
の
一
杯
、
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
軽
く

二
杯
で
す
。
心
不
全
や
腎
臓
の
障
害
の

あ
る
場
合
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
体
に
蓄

積
さ
れ
や
す
い
の
で
、
さ
ら
に
制
限
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

脂
質
に
つ
い
て
は
、
量
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
特
に
、
脂
肪
の
多
い
肉
や

バ
タ
ー
、
卵
黄
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

飽
和
脂
肪
酸
を
多
量
に
含
む
の
で
多
用

し
な
い
こ
と
で
す
。

た
ん
ぱ
く
質
は
体
の
筋
肉
や
血
液
を

作
る
う
え
で
必
要
で
す
が
、
過
剰
に
摂

取
す
る
と
利
用
さ
れ
ず
、
有
害
物
が
生

じ
腎
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
ま
た
、
動

脈
硬
化
を
起
こ
し
や
す
く
す
る
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
必
要
量
以
上
と
ら
ず
、

大
豆

。
大
豆
製
品
な
ど
植
物
性
食
品
を

選
ぶ
よ
う
に
し
ま
す
。　
一
般
に
動
物
性

た
ん
ぱ
く
質
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
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illustration by '*ou Naoho

―
ル
を
増
や
し
ま
す
。
十
分
な
運
動
を

し
な
い
か
ぎ
り
、
動
物
性
の
食
品
は
小

魚
か
、
自
身
魚
、
鶏
肉
を
使
用
す
る
程

度
に
と
ど
め
ま
す
。

自
砂
糖
や
嗜
好
飲
料
は
で
き
る
だ
け

と
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
ら
甘

味
品
は
肥
満
や
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪

を
高
め
る
誘
因
に
な
り
ま
す
。

血
圧
の
上
昇
に
は
、
食
塩
の
働
き
が

大
き
く
影
響
し
ま
す
が
、
こ
れ
と
反
対

の
作
用
を
す
る
の
が
カ
リ
ウ
ム
で
す
。

リ
ウ
ム
は
野
菜
類
に
多
量
含
ま
れ
て

状

り

ぜ

，

―

、

い
ま
す
。
ま
た
、
特
に
緑
黄
色
野
菜
に

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ

。
Ｃ
も
多
く
血
清
カ

ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
高
め
、
血
液
凝
固

を
防
ぎ
、
出
血
を
と
め
て
血
管
を
強
く

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
海
藻
類
に
も

同
様
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

塩
昆
布
や
こ
ぶ
佃
煮
、
昆
布
茶
な
ど
は

塩
分
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
の
で
要

注
意
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
し
い
た
け
に

は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
溶
か
す
働
き

の
あ
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

常
食
を
す
す
め
ま
す
。

免咤
力
を
■
鰈
隆
痣

人
は
血
か
ら
老
い
る
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
血
液
が
正
常
に
保
た
れ
な
け
れ
ば

健
康
も
若
さ
も
、
保
つ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
血
液
は
、
血
管
を
通
っ
て
酸
素
や
栄

養
素
を
全
身
に
運
び
、
体
に
と
っ
て
不

要
に
な
っ
た
老
廃
物
を
運
び
去
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
血
液
が
汚
れ
て
い
て
は
、

免
疫
力
に
も
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
食

事
が
と
れ
れ
ば
体
の
組
織
の
消
耗
を
防

ぎ
、
治
療
に
よ
っ
て
障
害
を
受
け
た
細

胞
を
修
復
し
、
感
黎
柾
も
起
こ
し
に
く

く
し
ま
す
。

食
事
と
し
て
摂
る
必
要
の
あ
る
も
の

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
も
の

（炭

水
化
物
）、
体
を
つ
く
る
も
の

（た
ん

ぱ
く
質
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
脂
質
）、
体
の

調
子
を
整
え
る
も
の

（ビ
タ
ミ
ン
・
ミ

ネ
ラ
ル
）、
そ
の
他
食
物
繊
維
な
ど
で 饒茫

す
。
肉
類
が
多
く
、
脂
っ
こ
い
も
の
を

食
べ
る
の
で
な
く
、
野
菜
、
海
藻
、
き

の
こ
、
大
豆
製
品
、
魚
介
類
を
ま
ん
ベ

ん
な
く
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
心
が
け
た
い
こ
と
は
、
き
の
こ

類
や
海
藻
類
を
日
々
と
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
食
物

繊
維

（不
消
化
多
糖
類
）
は
体
内
で
は

消
化
で
き
ま
せ
ん
。
き
の
こ
に
含
ま
れ

る
β
グ
ル
カ
ン
や
海
藻
に
含
ま
れ
る
フ

コ
イ
ダ
ン
や
カ
ラ
ゲ
ナ
ン
な
ど
の
多
糖

類
は
、
細
胞
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
苦
味
や
酸
味
、
発
酵
食
品
、

黒
炒
り
玄
米
な
ど
に
は
食
物
繊
維
同
様

の
排
泄
反
射
、
副
交
換
神
経
反
射
の
作

用
が
あ
り
消
化
管
を
刺
激
し
排
便
を
促

し
ま
す
。
し
か
し
、
体
に
よ
い
か
ら
と

い
っ
て
摂
り
す
ぎ
は
禁
物
で
す
。
消
化

管
が
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
て
動
か
な
く
な
り

逆
に
便
秘
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
は
、
も
と
も
と
植
物

中
心
の
食
事
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
肉

や
卵
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く

質
は
、
胃
な
ど
消
化
管
で
十
分
に
分
解

さ
れ
な
い
ま
ま
腸
に
送
ら
れ
、
こ
れ
が

腸
内
の
悪
玉
菌
の
え
さ
と
な
る
た
め
、

悪
玉
菌
が
増
え
腸
壁
を
傷
め
ま
す
。　
一

方
善
玉
菌
は
腸
内
環
境
を
よ
く
し
ま
す
。

腸
内
環
境
の
良
し
悪
し
が
免
疫
力
に
関

わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
食
物
繊

維
は
腸
内
で
発
生
す
る
活
性
酸
素
の
除

去
に
も
役
立
ち
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
の

過
剰
摂
取
を
避
け
、
日
本
人
が
も
と
も

と
摂
っ
て
い
た
納
豆
や
味
噌
、
大
豆
製

品
な
ど
植
物
た
ん
ぱ
く
質
、
β
ｌ
カ
ロ

テ
ン
、
イ
オ
ウ
化
合
物
、
亜
鉛
、
セ
レ

ン
な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
は
活
性
酸
素
を
取
り

除
き
ま
す
。
ま
た
、
淡
色
野
菜
は
酵
素

の
働
き
を
助
け
、
間
接
的
に
免
疫
力
を

一局
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

免
疫
力
を
高
め
る
食
事
は
排
泄
を
促
す

食
べ
物
と
体
を
冷
や
さ
な
い
食
べ
物
に

す
る
こ
と
で
す
。
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糖
尿
病
・免
疫
力
・

島
村
ト
ー
タ
ル
・ケ
ア
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
保
健
師

松
下
由
美

■

一
、
糖
尿
病

先
ず
は
ご
自
分
が
適
正
体
重
か
ら
ど

れ
程
遠
ざ
か

っ
て
い
る
か
を
把
握
し
、

ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
、
そ
れ
に
近
づ

く
の
か
日
標
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
し
体
重
が
適
正
だ
と
し
て
も
種
々
注

意
点
が
あ
り
ま
す
。
①
日
常
の
大
食
は

危
険

（例
え
正
し
い
食
で
も
大
食
は
決

し
て
良
い
結
果
を
出
し
ま
せ
ん
。
噛
み

方
も
少
い
）
②
色
ん
な
食
品
を
何
の
秩

序
も
な
く
た
だ
食
べ
る
と
い
う
事
は
さ

け
ま
し
ょ
う
。
（
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

つ

つ
）
③
動
物
性
食
品
や
植
物
性
で
も
脂

肪
が
明
ら
か
に
多
い
も
の
の
摂
り
す
ぎ

は
し
な
い
事
。
④
砂
糖
を
ふ
ん
だ
ん
に

使

っ
て
あ
る
日
に
甘
い
菓
子
や
果
物
の

摂
り
す
ぎ
は
し
な
い
。
⑤
ア
ル
コ
ー
ル
、

ジ

ュ
ー
ス
類
の
が
ぶ
飲
み
を
し
な
い
。

⑥
塩
分
を
恐
が
る
人
が
多
い
が
、
梅
干
、

漬
物
は
適
度
に
摂
る
。
千
物
等
を
毎
日

■ttむ 馨物傘

の
で

「
¨
」
一
一
一
「
］
¨

家
族
し
ま
し
ょ
ぅ
。
③

問
題
等
発
生
し
た

隋
⑫
中

ン
鰻
筵
鰺
貯
劣
Ｆ
Ｔ

JIヽ 魚。
は
摂
ら
な
い
。
⑦
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と

と
た
ん
に
気
を
動
転
さ
せ
内
分
泌
系
を

撹
乱
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
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場
合
等
自
分
だ
け
で
す
べ
て
を
や
ろ
う

と
せ
ず
社
会
資
源
利
用
の
方
向
で
行
政

や
病
院
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
に
相
談
す

る
と
案
外
道
は
拓
か
れ
ま
す
。
⑨
家
庭

の
主
婦
や
自
営
業
の
方
等
に
多
い
、
糖

尿
に
し

っ
か
り
な

っ
て
い
る
の
に
え

―
―
　
う
そ
―
！
　
と
い
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
無
症
状
で
病
が
す
す
ん
で
し

ま

っ
て
い
る
場
合
も
多
々
み
う
け
る
の

で
年

一
度
の
市
の
検
診
等
は
是
非
利
用

し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
で

す
る
尿
検
査
で
は
み
の
が
し
や
す
い
で

す
。
少
量
の
血
液
検
査
が
様
々
な
状
況

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
⑩
現
代
は
女
性

の
喫
煙
者
も
多
く
み
か
け
ま
す
が
喫
煙

は
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
に
ぶ
ら
せ
糖

尿
病
を
ひ
き
お
こ
す
と
さ
れ
る
警
告
が

発
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
習
慣

か
ら
脱
出
す
れ
ば
、
幾
多
の
危
険
か
ら

の
が
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

以
上
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
日
常

の

食
と
生
活

の
改
善
を
徹
底
し
て
や

っ

て
下
さ
い
。
改
善
出
来
る
道
が
こ
こ

に
あ
る
か
ら
で
す
。
人
間
の
歯
が
示

す
五

¨
二

¨
一
の
食
べ
方
、
つ
ま
り

一

日
の
六
二
・五
％
は
豆
類
を
含
む
穀
物

食
、
二
五
％
は
野
菜
、
海
藻
と
少
し
の

果
物
、
あ
と
の

一
二
・五
％
は
小
魚
か

自
身
の
魚
か
等
い
ず
れ
も
旬
の
も
の
を

選
ん
で
食
べ
て
下
さ
い
。
特
効
的
料
理

と
し
て
小
豆
南
瓜
の
た
き
あ
わ
せ

（塩

味
）
を
毎
日

一
椀
は
食
す
る
事
を
お
す

す
め
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
ネ
ギ
ヒ
ゲ
を

細
く
き
ざ
ん
で
加
え
作
ら
れ
た
も
の
は

血
糖
改
善
を
著
し
く
さ
せ
ま
す
し
、
小

豆
を
煮
る
と
き
に
昆
布
を
少
し
入
れ
て

煮
る
と
短
時
間
で
小
豆
が
柔
く
な
り
海

の
も
の
と
山
の
も
の
と
の
妙
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
も
う

一
つ
の
お
す
す
め
は
甘

い
野
菜

（玉
ね
ぎ
、
人
参
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

カ
ボ
チ
ャ
）
の
ス
ー
プ
を

一
カ
ッ
プ
毎

日
約

一
ケ
月
間
食
し
て
い
た
だ
く
と
内

臓
脂
肪
も
お
ち
、
細
胞
活
性
が
早
く
デ

ー
タ
ー
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
①

一

＝

一
時
間
の
散
歩
は
必
ず
必
要
で
す
。

■
一
一、
免
疫
力

現
代
は
昔
と
異
り
諸
外
国
を
考
え
る

場
合
そ
う
遠
い
と
い
う
感
覚
は
少
な
く

世
界
旅
行
も
気
楽
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
時
と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
様

に
出
足
を
に
ぶ
ら
せ
る
事
件
が
お
き
ま

す
。
そ
の
流
行
し
て
い
る
真

っ
只
中
で

も
安
全
な
人
は
多
数
必
ず
い
ま
す
。
私

達
も
是
非
そ
の
安
全
圏
に
入
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
戦
後
欧
米
型
食
生
活
が
日

本
の
伝
統
食
を
超
え
て
親
し
ま
れ
日
常

化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

何
千
年
何
百
年
と
続
け
ら
れ
た
和
の

食
習
慣
で
つ
く
ら
れ
た
我
々
の
消
化
器

や
機
能
は
短
時
間
で
変
化
す
る
こ
と
は

仲
々
な
く
今
や
栄
養
過
剰
が
も
た
ら
す

生
活
習
慣
病
と
の
戦
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
本
場
欧

米
に
お
い
て
も
反
省
さ
れ
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
免
疫
力
の
あ
る
な
し
は

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
体
質
か
、
水
虫
は

あ
る
か
、
化
膿
し
易
い
か
、
蚊
に
さ
さ

れ
易
い
か
等
も
め
や
す
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
内
臓
疲
労
を
あ
ら
わ
し
本
人
に

ミ
ミ
ヽヽ
ミ
ミ
ミ

゛
ゝ
ミヽ

≧
ざ
ざ
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物 で か 朝 ば 食 切 変 に け  体 体
性 す 規

｀
な べ な 化 節 や 免 の 養

蛋
°
則 昼 り る の し 度 す 疫 サ や

自 短 正
｀
ま と は て な い カ イ 食

質 命 し 晩 せ い 欲 い き 状 が ン の
や 村 い と ん う 望 く 場 態 低 だ 改

提案
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[:事IIIli31鉤暮雹寿看重ゴ
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腹七分目～八分日、一口20～ 30回は少なくても噛んで
食べる

羹靡慾言墨
したものは使わない(白砂糖や自米や化学調味料

蟷
感謝の心でいただく

》掌嬬日皇全惣朧 慧
摂る、先祖伝来の食べ物を

》春夏秋冬、旬を敏感にキャッチする

[會 ぶ」5,:業 誓聾吉  じ 絋 置臭壇畜育自禽蓬雰モ3:農替
穀米

で
は
な
く
、
長
寿
村
の
示
す
、
菜
食
中

心
の
食
生
活
で
植
物
性
蛋
白
や
自
然
の

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
食
生
活

こ
そ
免
疫
力
を
持
続
さ
せ
る
の
で
す
。

つ
ま
り
人
間
を
中
庸
に
保

つ
働
き
に
反

せ
ず
、
低
体
温
に
も
な
ら
ず
、
快
い
睡

眠
と
朝
の
爽
快
感
が
与
え
ら
れ
る
食
生

活
が
安
全
の
道
な
の
で
す
。

そ
れ
は
偉
大
な
る
マ
ク
ロ
食
で
あ

っ

て
ス
ト
レ
ス
や
怒
り
や
絶
望
、
不
安
等

か
ら
人
々
を
解
放
し
喜
び
感
動
に
満
ち

た
免
疫
力
の
高
い
我
を
創
り
出
し
ま
す
。

①
伝
統
の
食
べ
物

（身
Ｌ
不
一
）^
を
摂

る
、

つ
ま
り
先
祖
伝
来
の
食
べ
物
を
季

節
風
１１
に
あ
わ
せ
て
食
べ
る
。
②
春
夏

秋
冬
い
わ
ゆ
る
旬
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ

す
る
。
Ｏ
Ｌ
食
は
玄
米
あ
る
い
は
五
分

づ
き
雑
穀
米
な
ど
と
し
、
出
来
る
だ
け

国
内
産
の
も
の
を
使
う
。
④

一
物
全
体

（丸
ご
と
）
を
食
す
る
を
徹
底
す
る
。

魚
な
ら
頭
か
ら
し
っ
ぽ
ま
で
、
野
菜
は

根
も
葉
も
い
た
だ
き
、
皮
を
捨
て
ず
、

あ
く
ぬ
き
、
ゆ
で
こ
ぼ
し
せ
ず
、
各
食

材
を
１１
手
に
料
理
す
る
。
（塩
や
伝
統

調
味
料
を
使

っ
て
）
⑤
腹
七
分
＝
～
八

分
Ｈ
、　
＾
Ｈ
一
Ｏ^
～
二
〇
回
は
少
く
て

も
噛
ん
で
食
べ
る
。
⑥
精
白
し
た
も
の

は
使
わ
な
い

（自
砂
糖
や
自
米
や
化
学

調
味
料
な
ど
）
⑦
感
謝
の
心
で
い
た
だ

く
。
等
提
案
し
ま
す
。

■
三
、
一局
血
圧

血
圧
と
心
臓
は
大
変
密
接
な
関
係
に

あ
り
ま
す
が
、
普
段
あ
ま
り
に
も
身
近

に
あ
り
す
ぎ
て
つ
い
見
過
し
て
し
ま
い

ま
す
。
も
し
我
々
が
八
〇
歳
を
超
え
て

生
き
る
場
合
ど
れ
程
働
い
て
く
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

何
と
拍
動
は
二
八
億
回
を
超
え
る
数

字
と
な
る
様
で
す
。　
´
回
の
心
臓
収
縮

で

一
〇
Ｏ
ＣＣ
の
血
液
を
送
り
出
し

一
日

約

一
〇
０
０
万
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
す
か

ら
そ
れ
は

一
〇
ト
ン
も
の
重
量
と
な
り

松
ド
山
美

（ま

つ
し
た

。
ゆ
み
）

保
健
師
、
看
護
師
、
養
護
教
諭

＾
級
。

昭
和

＾
四
年
生
ま
れ
、
石
川
県
出
身
。
厚
生
年

金
病
院
大
阪
高
等
看
護
学
院
、
神
奈
川
県
立
公

衆
衛
生
看
護
学
院
卒
業
．

卒
業
後
、
横
浜
市
立
市
民
病
院
、
横
浜
市
保
健

所
等
に
勤
務
の
後
、
結
婚
し
３
人
の
ｒ
育
て
に

一
Ｃ
年
、
そ
の
間
第

．
線
を
し
り
ぞ
く
。

四
●
歳
よ
り
社
会
復
帰
し
、
松
戸
市
役
所
、
千

葉
西
総
合
病
院
等
で
保
健
師
と
し
て
働
き
、
地

域
医
療
を
展
開
、
す
べ
て
マ
ク
ロ
的
視
点
で
物

を
語
る
。
１
年
前
よ
り
島
村
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
勤
務
し
現
在
に
や
る
。

ま
す
。　
一
升
瓶
で
換
算
す
る
と
約
五
五

〇
〇
本
と
な
り
そ
れ
程
沢
山
の
血
液
を

全
身
に
毎
日
供
給
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
心
臓
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
て

い
る
の
が
冠
状
動
脈
で
、
し
な
や
か
な

ゴ
ム
ま
り
の
様
な
も
の
で
す
。
ま
ず
こ

の
様
に

一
生
涯
タ
フ
な
活
動
を
い
と
わ

ず
働
き
続
け
て
く
れ
る
心
臓
に
い
た
わ

り
と
敬
意
の
念
を
持
つ
こ
と
か
ら
養
生

を
は
じ
め
る
べ
き
で
す
。
例
え
適
正
体

重
が
保
た
れ
た
方
で
あ

っ
た
と
し
て
も

毎
日
大
変
な
負
担
を
か
け
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
肥
満
が
あ

っ
た
り
、
タ
バ

コ
を
何
十
本
も
吸

っ
た
り
、
お
酒
を
た

っ
ぷ
り
飲
み
、
睡
眠
不
足
等
も
あ

っ
た

と
し
た
ら
＝
も
あ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
心

臓
肥
大
が
進
み
、
果
て
は
力

つ
き
て
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…
…
と
い
う
事
も
お
こ
り
ま
す
。
肥
満

に
さ
せ
る
食
か
ら
マ
ク
ロ
食

へ
と
す
み

や
か
に
変
容
し
て
い
た
だ
く
事
は
も
ち

ろ
ん
の
事
、
外
食
の
多
い
方
、
パ
ン
食

の
方
は
も

っ
と
気
を
ひ
き
し
め
て
、
実

践
に
は
げ
ん
で
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
人
生
何
か
と
無
理
を
し
な

い
と
仲
々
生
活
し
て
い
け
ま
せ
ん
。
少

な
か
ら
ず
心
臓
肥
人
は
し
て
い
く
も
の

で
す
。
心
配
事
や
喜
び
事
が
あ

っ
て
も

ド
キ
ド
キ
す
る
も
の
で
す
か
ら
。

ま
た
、
男
性
と
い
う
だ
け
で
も
血
圧

を
上
げ
や
す
い
性
質
を
持

っ
て
い
ま
す

し
、
女
性
も
閉
経
前
か
ら
自
律
神
経
の

乱
れ
や
動
脈
硬
化
も
お
こ
り
や
す
い
と

い
う
特
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
恩
恵
を
い
か
に
受
け
て
い
た

か
が
解
り
ま
す
。
長
寿
社
会
が
実
現
さ

れ
て
来
て
い
ま
す
が
血
管
を
若
々
し
く

保
ち
、
破
損
さ
せ
ず
生
き
生
き
人
生
に

つ
な
げ
る
に
は
そ
れ
な
り
の
努
力
も
必

要
で
す
。
肝
腎
要
と
い
わ
れ
る
肝
臓
や

腎
臓

へ
の
負
担
は
な
る
べ
く
減
ら
し
て

い
く
食
生
活
も
、
老
廃
物
を
少
く
し
て

血
管
を
若
く
柔
軟
に
保

つ
上
で
必
要
な

事
で
す
。

こ
の
頃
や
た
ら
と
牛
乳
製
品
を
多
量

に
摂
取
し
て
お
ら
れ
る
中
高
年
の
方
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
毎
日
の
摂
取
は
脂
肪

肝
や
肥
満
を
簡
単
に
つ
く
り
出
し
血
圧

上
昇
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
食
を
忠
実
に
守
り
、
語

り
あ
う
お
友
達
を
沢
山
作
り
、
よ
く
笑

う
に
こ
に
こ
笑
顔
が
出
る
毎
日
が
大
切

で
す
。
野
菜
を
沢
山
食
し
、
雑
穀
米
に

ゴ
マ
塩
、
旬
の
小
魚
や
果
物
を
と
り
感

謝
す
る
毎
日
で
あ
れ
ば
、
長
寿
は
も
ち

ろ
ん
、
心
安
ら
か
に
、
恐
怖
心
も
少
く

な
り
、
身
体
の
中
心
に
し
っ
か
り
し
た

も
の
を
有
す
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
日
々
と

な
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
を
す
す
ま
せ
な

い
Ｈ
Ｄ
Ｌ
Ｉ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
釜
口玉
）

を
増
加
さ
せ
る
散
歩
の
継
続
は
切
れ
に

く
い
血
管
を
獲
得
で
き
血
流
も
よ
し
と

し
ま
す
。

illustration by Asou Naoko
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坂
本
有

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
た
ち
は
、
自
宅
を
開

放
し
た
り
、
空
き
家
を
探
し
た
り
、

自
前
で
お
年
寄
り
た
ち
と
個
別
に
向

き
合
う
居
場
所
を
作
り
出
し
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
宅
老
所
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
介
護

保
険
制
度
の
導
入
と
と
も
に
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
は
痴

呆
介
護
の
切
り

札
と
し
て
制
度

に
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
当
初
全

国
に
二
六
〇
ヶ

所
あ
ま
り
だ

っ

た
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
は
現
在
そ

の
数
五
〇
〇
〇

ヶ
所
に
達
し
よ

う
と
し
て
い
ま

す
。杜
の
家
自
遊

■
ほ
ん
も
の
の
施
設
を
め
ざ
し
て

か

つ
て
、
痴
果
症
は
た
だ
進
行

す
る
だ
け
の
不
治
の
病
と
考
え
ら
れ
、

施
設
に
よ
っ
て
は
か
な
り
ず
ざ
ん
な

ケ
ア
を
行

っ
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
ヶ
ア
の
あ
り
方
に

疑
間
を
持
ち
、
施
設
を
飛
び
出
し
た

舎
は
平
成

一
二
年
四
月
、
介
護
保
険

制
度
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
運
営
を
開

始
し
ま
し
た
。
施
設
の
場
合
は
毎
日

の
日
課
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
決
ま

っ
て
い
る
の
は
食
事
の

時
間
ぐ
ら
い
。
そ
の
日
の
天
候
に
合

わ
せ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
柔
軟
に
変

わ
り
ま
す
。
自
遊
舎
は
典
型
的
な
中

山
間
地
に
立
地
し
、
有
り
余
る
自
然

環
境
と
農
的
空
間
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
有
効
に
活
用
す
る
べ

く
、
理
念
と
し
て
次
の
三
点
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

一
、
自
給
的
な
生
活
の
営
み

単
に
利
用
者

へ
の
ケ
ア
を
目
的
と

す
る

「施
設
」
と
い
う
概
念
か
ら
離

れ
、　
一
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
農
的

生
活
の
延
長
線
上
に
置
き
、
日
々
の

生
活
の
中
に
あ
る
仕
事
、
家
事
、
農

作
業
、
家
畜
の
世
話
、
農
産
物
の
手

作
り
加
工
な
ど
、
共
に
参
加
し
自
給

的
な
生
活
の
営
み
を
目
指
す
。

二
、
役
割
を
担
う

身
体
が
動
く
う
ち
は
生
活
の
中
で
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何
か
役
割
を
担
い
、　
＾
緒
に
生
活
す

る
仲
間
と
し
て
お
互
い
が
必
要
な
手

助
け
を
す
る
。

三
、
共
に
支
え
る
暮
ら
し
の
創
造

痴
呆
症
や
身
体
が
不
自
由
に
な

っ

た
お
年
寄
り
ば
か
り
で
な
く
、
心
の

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
や
学
校

へ
行

赫鰐
蛹
『

●

そ
し
て
体
力
に
応
じ
た
仕
書
を
す
る

こ
と
で
、
い
つ
ま
で
も
誇
り
を
失
わ

ず

に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
に
は
子
ど
も
の
で
き
る
仕
事

が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て

一
日
の
労

制
度
１１
、
痴
呆
症
を
有
す
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
ま
す
。
あ
と
は
ご
本
人

ご
家
族
と
面
接
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

緊
急
性
や
困
難
性
を
考
慮
し

な
が
ら
入
所
を
判
断
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
扁^
桃
体
は

不
安
、
恐
怖
、
快
、
不
快
と
い
っ
た

感
情
を

‥１

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
新

皮
質

（記
憶

。
理
性
）
が
侵
さ
れ
て

も
旧
皮
質

（不
安
）
が
残

っ
て
い
る

こ
と
は
、
痴
果
の
問
題
行
動
を
理
解

す
る
う
え
で
参
考
に
な
り
ま
す
。
夜

昼
な
い
現
代
生
活
の
な
か
で
は
そ
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
適
切
な
対
応
を
し
て
い

の
で
す
。

む
し
ろ
私
た
ち
に
と

っ
て
問
題
だ

っ
た
の
は
、　
一
人

一
人
が
持

つ
他
の

病
気
で
し
た
。
開
設
当
初
は
介
護
保

険
制
度

の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
グ
ル

■
け
な
い
子
供
た
ち
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に

も
応
え
る
生
活
の
場
を
創
造
す
る
。

こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
田
合
の
農
家

に
見
ら
れ
た
多
世
代
同
居
家
族
の
暮

ら
し
ぶ
り
に
習
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。
高
齢
者
は
そ
の
豊
富
な
知
識
と

働
を
終
え
た
大
人
た
ち
は
助
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を

持
ち
、
人

の
た
め
に
役
に
た
て
る
、

そ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
が
、
人
間
と

し
て
の
誇
り
で
あ
り
、
生
き
る
力
な

の
だ
と
思
う
の
で
す
。

こ
こ
に
暮
ら
す
お
年
寄
り
は
九
名
。

Å
樺
一」
弩
ぜ

曰

■
痴
果
症
を

０

０

生
き
る
と
い
う
こ
と

痴
呆
症
を
患
い
生
活
し
て
い
く

う
え
で
障
害
と
な

っ
て
く
る
の
は
、

ち
ぐ
は
ぐ
な
行
動
や
思
考
で
す
。
こ

れ
が

．
般
社
会
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。

そ
れ
ら
の
行
動
や
思
考
が
そ
の
ま
ま

顧
書
●
⑫

れ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
問
題
行
動
は
解

消
さ
れ
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き

ま
す
。
痴
呆
性
疾
患
の
代
表
と
も
言

え
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
脳
の
新

皮
質
が
侵
さ
れ
て
記
憶
や
理
性
が
失

わ
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
脳
の
最
も

内
側
に
存
在
す
る
扁
桃
体
な
ど
の
旧

皮
質
は
脳
の
外
側
の
部
分
が
機
能
し

な
く
な

っ
て
も
最
後
ま
で
機
能
す
る

illusrration by Usumi Akira
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―
プ
ホ
ー
ム
を
ど
う
運
営
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
で
、
入

所
す
る
お
年
寄
り
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
的
な
食
事
や
手
当
て
を
な
ど

と
い
う
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
が

入
所
し
て
く
る
方
々
が
持

っ
て
く
る

服
薬
量
の
多
さ
に
は
閉
口
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
薬

一
つ
一
つ
を
よ
く
調
べ
て
み

る
と
、
身
体
の
状
態
に
必
要
の
な
い

よ
う
な
薬
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

薬
の
副
作
用
に
問
題
が
あ
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
や
、
一局
血
圧
や
便
秘
は
あ
た

り
ま
え
、
肺
気
腫
、
動
脈
瘤
、
脊
髄

小
脳
変
性
症
、
癌
な
ど
と
い
っ
た
病

気
を
持

っ
て
入
所
し
て
く
る
場
合
も

あ
る
の
で
す
。

食
材
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら

取
り
寄
せ
、
野
菜
は
自
家
菜
園
で
作

っ
て
い
ま
す
。
越
冬
野
菜
は
青
森
の

「野
菜
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
お
世
話

に
な
り
可
能
な
限
り
身
体
に
良
い
も

の
を
使
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
ど
の
入
所
者
も

ま
ず
排
泄
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
医
学
的
な
見
地
で

は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
が
、
排
泄
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

こ
と
の
精
神
的
安
定

へ
の
効
果
は
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
生
活
環
境

と
体
内
環
境
を
正
し
く
す
る
自
然
の

生
活
は
、
生
体
の
リ
ズ
ム
を
回
復
し

心
身
の
病
に
い
い
影
響
を
与
え
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
る
の
で

す
。今
で
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的

な
視
点
で
入
所
者
の
状
態
を
見
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
医
療
と
の
連
携
で
す
。
昨
年

一
二

月
か
ら
、
対
応
し
た
ケ
ー
ス
の

一
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■

Ａ
さ
ん
の
話

Ａ
さ
ん
は
高
血
圧
の
持
病
が
あ
り
、

浮
腫
が
あ
る
た
め
検
査
し
た
と
こ
ろ

慢
性
心
不
全
と
判
断
さ
れ
て
減
塩
食

の
指
導
と
利
尿
剤
を
処
方
さ
れ
ま
し

た
。
利
尿
剤
を
服
薬
し
て
程
な
く
食

欲
不
振
、
動
作
が
緩
慢
、
せ
ん
妄
、

お
漏
ら
し
な
ど
の
症
状
が
現
れ
尿
量

も
減
少
。

こ
の
こ
と
で
医
師
は
も

っ
と
強
い

利
尿
剤
を
と
の
意
見
で
し
た
。
医
師

と
ご
家
族
の
合
意
で
入
院
と
な
り
ま

し
た
が
、
入
院
当
初
そ
れ
ま
で
の
主

治
医
の
引
継
ど
お
り
、
利
尿
剤
の
投

与
と
減
塩
食
に
よ
る
治
療
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
後
の
血
液
検
査
の
結

果
、
体
内
の
電
解
質
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
て
極
端
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
値
が

低
い
こ
と
が
分
か
り
、
今
度
は

一
転

塩
分
強
化
食
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
傾
眠
と
意
欲
低
下
は
改
善
せ

ず
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行

っ
た
と
こ
ろ
前

頭
葉
に
新
し
い
梗
塞
が
み
ら
れ
た
と

い
う
の
で
す
。

私
た
ち
は
介
護
と
い
う
立
場
で
し

か
発
言
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

医
師
と
家
族
、
私
た
ち
の
三
者
で
話

し
合
い
の
結
果
、
家
族
は
病
院
を
退

院
さ
せ
当
ホ
ー
ム
で
ケ
ア
を
受
け
る

こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。
入
院
時
は

歩
い
て
行

っ
た
の
に
、
退
院
時
は
「起

こ
す
の
は
無
理
」
と
い
う
看
護
師
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
担
架
で
運
ば
れ

て
帰

っ
て
き
た
の
で
す
。
退
院
時
Ａ

さ
ん
は
脳
梗
塞
に
起
因
す
る
と
思
わ

れ
る
燕
下
障
害
の
た
め
に
食
べ
物
も

水
分
も
ほ
と
ん
ど
摂
取
出
来
な
い
状

態
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
だ
と

胃
ろ
う
と
い
う
処
置
が
と
ら
れ
る
こ

と
は
容
易
に
想
像
が
つ
き
ま
し
た
。

「
こ
の
人
は
、
ま
だ
死
を
望
ん
で

い
る
わ
け
で
は
な
い
」
こ
と
が
伝
わ

り
手
当
を
し
て
み
よ
う
と
思

っ
た
の

で
す
。

■
手
当
と
医
薬
そ
し
て
ケ
ア

退
院
後
二
日
日
か
ら
手
当
を
開
始
、

頭
部
に
し
ょ
う
が
湿
布
、
し
ょ
う
が

汁
と
ご
ま
油
を
使

っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

燕
下
障
害
が
続
い
て
い
た
の
で
、
食

道
部
分
に
も
同
様
に
続
け
ま
し
た
。

手
当
を
始
め
て
六
日
目
こ
ろ
か
ら
む

せ
る
こ
と
な
く
咀
疇
と
飲
み
込
み
が
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で
き
る
よ
う
に
な
り
、
お
か
ゆ
を
食

べ
始
め
、　
一
一
日
目
に
は
普
通
食
を

全
量
摂
取
、
手
当
も
止
め
ま
し
た
。

二

一
日
目
に
は
自
力
歩
行
が
で
き
る

ま
で
に
回
復
し
、
こ
の
春
に
は
鍬
を

持

っ
て
畑
に
立

つ
姿
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
は
、　
一
旦
床
に
付
く

と
な
か
な
か
離
れ
る
こ
と
が
難
し
い

の
で
す
が
、
身
体
の
土
台
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
分
、
手
当
の
効
果
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
利
用
す
る
の
は
し
い
た
け

ス
ー
プ
。
興
奮
が
続
く
よ
う
な
と
き

に
こ
れ
を
飲
ん
で
い
た
だ
く
と
落
ち

着
い
て
く
れ
ま
す
。
皮
膚
疾
患
に
は

ヨ
モ
ギ
の
煎
じ
湯
の
沐
浴
は
効
果
凱

面
で
す
。
入
院
を
強
く
拒
否
し
た
肺

炎
の
方
も
し
ょ
う
が
湿
布
と
里
芋
パ

ス
タ
、
熱
に
は
葛
や
き
ゅ
う
り
で
対

応
し
、
そ
の
後
の
医
師
の
診
察
で
「治

っ
て
い
ま
す
」
と
の
所
見
が
あ
り
ま

し
た
。
副
作
用
が
無
い
こ
れ
ら
の
手

当
も
自
己
免
疫
力
が
高
ま
る
必
要
最

低
限
で
使
い
ま
す
。
自
力
で
治
し
た

も
の
は
再
発
し
に
く
い
と
い
う
印
象

を
持

っ
て
い
ま
す
。

医
療
や
薬
を
否
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
精
神
病

の
薬
な
ど
は
適
切
に
服
用
す
る
と
本

人
に
と
っ
て
よ
い
状
態
と
思
わ
れ
る

効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
私
た
ち
は

日
常
目
に
し
て
い
ま
す
。
介
護
者
と

し
て
利
用
者
の
日
常
の
様
子
を
ど
の

よ
う
に
医
師
に
伝
え
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
終
末
期
介
護
を
模
索
す
る

今
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
終
末
期

介
護
が
ひ
と
つ
の
課
題
と
な

っ
て
い

ま
す
。
介
護
度
１
、
２
で
入
所
し
て

き
て
も
、
入
所
が
長
期
に
な
る
に
つ

れ
重
度
化
し
て
い
き
ま
す
。
寝
た
き

り
に
な

っ
た
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
や
病
院
に
移
す
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
な
ん
の
た
め

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
始
め
た
の
か

分
か
ら
な
く
な
る
。
そ
も
そ
も
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、

こ
の
村
に
や
っ
て
き
て
知
り
合

っ
た

独
居
の
お
年
寄
り
た
ち
が
、
よ
そ
の

土
地
の
大
病
院
の

一
室
で
家
族
に
看

取
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
死
ん
で
い
く

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
か
ら
で
す
。

Ｐヽ
目
．∽
“く
の
〓
一ｒ
”
一
①
”
Ｑ
ｏ
『
“く
①
〓
・

そ
の
人
の
生
が
最
も
集
約
さ
れ
る
時

を
共
に
暮
ら
す
私
た
ち
で
す
。
そ
の

最
後
を
い
か
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
か
が
課
せ
ら
れ
た
命
題
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
数
人
の
方
の
看
取
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
末
期
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
家
族
も
延

命
治
療
を
望
ま
ず
ホ
ー
ム
で
の
看
取

り
を
希
望
さ
れ
た
方
々
で
す
。
こ
の

方
々
を
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的
な

視
点
を
も

っ
て
お
世
話
し
て
い
く
と
、

身
体
は
着
実
に
そ
の
時
を
迎
え
る
た

め
の
準
備
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
幸
せ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
最
後
を
迎
え
る
ケ
ー
ス

は
、　
一
般
状
態
は
維
持
し
な
が
ら
も
、

ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
体
重
を
減
ら
し

て
い
き
ま
す
。
死
に
向
か
う
と
い
う

恐
怖
心
も
感
じ
さ
せ
な
い
で
、
介
助

す
る
私
た
ち
に
身
を
委
ね
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
信
頼
関
係
を
強
く
感
じ
る

瞬
間
で
す
。
す
べ
て
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
状
態
な
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
ほ

ど
苦
し
む
様
子
も
な
く
、
ろ
う
そ
く

の
火
が
燃
え
尽
き
る
よ
う
に
最
後
を
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迎
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
も
問
題
に
な

っ
て
く
る
の

は
、
医
療
と
の
兼
ね
合
い
で
す
。
幸

い
私
た
ち
は
死
生
観
を
同
じ
く
す
る

お
医
者
さ
ん
に
主
治
医
と
し
て
関
わ

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
、
食
事
が
進
ま
な
い
と
い
う
話

を
す
る
と
栄
養
面
を
気
に
し
て
栄
養

剤
を
渡
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
服
用

し
た
と
き
の
様
子
は
、
不
眠
、
痰
や

排
泄
の
異
常
、
せ
ん
妄
ま
で
引
き
起

い
る
成
分
が
果
た
し
て
身
体
の
糧
と

な

っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
疑
間
を

持
た
ぎ
る
を
得
な
い
結
果
を
見
せ
つ

け
ら
れ
る
の
で
す
。

検
査
入
院
の
ま
ま
病
院
で
息
を
引

き
取

っ
た
方
も
い
ま
し
た
。
単
な
る

栄
養
不
良
と
診
断
さ
れ
、
そ
の
陰
に

潜
む
ガ
ン
を
発
見
で
き
ず
、
最
後
は

家
族
に
も
看
取
ら
れ
ず
苦
し
む
よ
う

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ
オ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
や
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
と
い
っ
た
言
葉
が

一
人
歩
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き
し
て
い
ま
す
が
、
医
療
の
受
け
手

で
あ
る
本
人
や
家
族
が
し

っ
か
り
と

し
た
考
え
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
が
大
き
な
鍵
だ
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
し
た
。

福
祉
の
現
場
に
お
け
る
終
末
期
ケ

ア
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
で
も
論

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
的
な
処
置

を
行
え
る
介
護
職
員
の
養
成
や
看
護

士
の
配
置
、
資
機
材
の
設
置
、
そ
れ

ら
に
要
す
る
予
算
配
分
な
ど
。
し
か

し
本
当
に
必
要
な
の
は
、
そ
の
人
の

望
む

「生
」
が

「ど
う
生
き
る
」
こ

と
な
の
か
、
天
寿
を
全
う
す
る
と
い

う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り
見
極

め
て
対
応
す
る
こ
と
な
の
だ
と
思
う

の
で
す
。

■
統
合
失
調
症
へ
の
眼
差
し

当
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
ご
利
用

者
九
人
の
内
、
長
く
統
合
失
調
症
を

患

っ
た
方
が
二
人
い
て
、
痴
果
症
の

方
と

一
緒
に
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
た
ち
が

一
緒
に
な
る

こ
と
は
、
各
界
異
論
の
あ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
精
神
科
医
師
の
協
力
を
得

な
が
ら
私
た
ち
も
こ
の
病
気
を
知
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
こ
の
方

■グループホーム自遊舎■〒 029‐5701和賀郡沢内村川舟 4‐98‐3■ te:&fax 0197‐ 81‐3020
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‐
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々
と
の
暮
ら
し
も
三
年
と
な
り
今
で

は
、　
一
緒
に
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
、

お
互
い
の
手
助
け
を
し
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

ど
の
方
も
入
所
当
初
は
幻
聴
、
被

害
妄
想
な
ど
の
精
神
病
特
有
の
症
状

の
ほ
か
に
、
便
秘
、
流
涎
、
手
の
震

え
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

こ
で
の
生
活
に
馴
染
ん
で
暮
ら
し
の

な
か
で
役
割
を
持
て
る
よ
う
に
な
る

と
、
人
に
感
謝
さ
れ
る
喜
び
を
感
じ
、

自
分
が
役
に
立

っ
て
い
る
と
実
感
す

る
こ
と
で
人
間
と
し
て
回
復
し
ま
す
。

結
果
と
し
て
薬
を
減
ら
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「引
き
こ
も
り
」
と
呼
ば

れ
る
若
者
た
ち
も
と
き
ど
き
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
こ
で
の
生
活
に
触

れ
る
内
に
少
し
ず

つ
変
わ

っ
て
い
く

よ
う
で
す
。

■
人
を
全
体
的
に
提
え
る

高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
福
祉
の

大
型
施
設
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
を
隔

離
的
、
集
団
的
に
処
遇
す
る
こ
と
が

合
理
的
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
福
祉

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
、
か
つ
て
の
考

え
方
か
ら
地
域
の
な
か
で
受
け
皿
を

作

っ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
に
変
わ

り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
受
け
手
が
様
々
な
要
望
を
言
え
る

体
制
が
整

っ
て
き
た
こ
と
と
、
行
政

の
予
算
が
逼
迫
し
大
型
施
設
の
建
設

補
助
が
む
ず
か
し
く
な

っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
上

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
小
規
模
拠
点
は
こ
の
先
さ
ら

に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
的
な
視
点
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
の
日
か
、
痴
果
症
の
人
も
当

た
り
前
に
家
族
に
囲
ま
れ
、
家
庭
で

地
域
で
穏
や
か
に
暮
ら
す
日
が
く
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
医
師
や
地
域

福
祉
と
の
連
携
を
深
め
、
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
の
思
想
を
伝
え
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
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■
増
え
つ
づ
け
る

「ボ
ケ
」

平
均
寿
命
が
延
び
て
日
本
は
世
界

一
の
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
惚
け
の
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
二
四
〇
〇
万
人
。
そ
の
う
ち
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
三
〇
〇
万
人
で
、
こ
の
う
ち
痴
果
は
約

一
六
〇
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
五

年
に
は
三
〇
〇
万
人
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
増
え
つ
づ
け
る
痴
果
で
す
が
、
私
た
ち
が
実
際

に
痴
果
の
方
に
接
す
る
機
会
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
在
宅
で
ひ
っ
そ
り
と
、
ま
た
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

で
生
活
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
で
す
。

寝
た
き
り
の

親
が
高
齢
に
な

っ
て
惚
け
て
き
た
、
介
護
が
大
変
だ
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
話
を
聞
く
た
び
に
、
自
分
が
惚
け
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
家
族
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
で
は

一
体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多

い

と
思
い
ま
す
。
現
状
で
は
原
因
も

ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
し
、
有
効
な
医
学
的
治
療
法
も
な
く
、
痴
果
と
い
う
と
治

療
よ
り
介
護
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

■
惚
け
の
種
類

惚
け
は
脳
疾
患
性
痴
果
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
老
年
痴
果
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

考 痴 増

え 果 え

る 患 続

者 け

に る

山
村
慎

一郎

ヽ
き
さ
゛

さ
ミ
ヽ
ミ
ミ
こ
ヾ
」

つ

い

て
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痴
果
の
危
険
因
子
と
し
て
は
、
遺
伝
、
高
齢
出
産
、
頭
部
外
傷
、

」き

ミヽ
ミ
ミ
ミ
ト
ミ
≧
ミヽ
ざ

欧
米
で
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
果
が
過
半
数
を
占
め
、
脳
血
管
性
痴
呆
が
三
〇
％
程
度
で
あ
る
の
に
た
い
し

て
、
日
本
人
の
場
合
は
ま

っ
た
く
逆
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
食
生
活
の
違
い
か
ら
来
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
場
合
は
脳
の
中
の
動
脈
硬
化
が
顕
著
で
す
が
、
欧
米
人
で
は
頸
動
脈
の
硬
化
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
食
生
活
に
占
め
る
動
物
性
脂
肪
の
割
合
が
多
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
最
近
で
は
食
生
活
の
欧
米
化
、
す
な
わ
ち
動
物
タ
ン
パ
ク
の
摂
取
が
増
え
る
の
に
比
例
し
て
動
脈
硬
化

も
欧
米
型
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
部
分
か
ら
、
血
液
の
凝
固
し
た
も
の
や
粥
状
物
質
と
言
わ
れ
る
脂
肪
分
な
ど
の
塊
が
は
が
れ
て
、

脳
の
動
脈
を
開
塞
す
る
た
め
に
脳
梗
塞
が
起
こ
り
ま
す
。
軽
い
脳
梗
塞
を
繰
り
返
し
た
り
、
脳
梗
塞
の
後
遺
症
と

し
て
痴
呆
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
惚
け
の
危
険
因
子
と
し
て
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
、
脳
梗
塞
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、
心
臓
疾
患
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

療
を
受
け
た
い
と
思
う
の
が
人
情
で
す
。
し
か
し
現
状
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
薬
物
に
よ
る
間
接
的
な
治
療
と
介

護
に
終
始
し
て
い
ま
す
か
ら
、
予
防
も
治
療
も
あ
ま
り
期
待
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
欧
米
で
は

日
本
で
は
認
可
さ
れ
て
い
な
い
ア
リ
セ
プ
ト
と
い
う
薬
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は
正
式
に
痴
果
の
治
療
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
い
づ
れ
に
し
ろ
食
生
活
が

大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

で
は
ど
ん
な
食
事
が
惚
け
を
予
防
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

あ
る
い
は
惚
け
は
治
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

私
が
経
験
し
た
次
の
事
例
が

一
つ
の
答
え
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■

Ｔ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
話

盛
岡
か
ら
西
に

一
〇
肺
ほ
ど
行
く
と
雫
石
町
と
い
う
町
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
Ｔ
さ
ん
と
い
う
方
が
住
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
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Ｔ
さ
ん
の
母
親
は
糖
尿
病
を
長
年
患

っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
転
ん
で
大
腿
骨
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

高
齢
と
い
う
こ
と
で
、
折
れ
た
と
こ
ろ
に
金
属
の
支
え
を
入
れ
る
大
手
術
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
き

っ
か
け
に

寝
た
き
り
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
す
ね
。

入
院
し
た
と
き
は
惚
け
の
症
状
な
ど
は
全
く
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
次
第
に
惚
け
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
と
う
と

う
実
の
娘
さ
え
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｔ
さ
ん
は
懸
命
に
介
護
を
し
ま
し
た
。
病
院
ま
か
せ
に
し
て
お
く
と
、
日
に
二
、
一二
回
し
か
お
む
つ
を
交
換
し

て
く
れ
な
い
の
で
、
お
尻
が
た
だ
れ
て
く
る
か
ら
で
し
た
。
さ
い
わ
い
、
Ｔ
さ
ん
が
お
勤
め
し
て
い
る
と
こ
ろ
と

病
院
は
日
と
鼻
の
先
で
し
た
の
で
、
毎
日
頻
繁
に
行
き
来
し
て
お
む
つ
を
替
え
に
行

っ
た
の
で
す
。
食
事
相
談
に

来
ら
れ
た
の
は
こ
ん
な
時
で
し
た
。

「
と
に
か
く
お
む
つ
代
が

ハ
ン
パ
じ
や
な
い
ん
で
す
。
病
院
に
入

っ
て
か
ら
惚
け
症
状
が
出
た
し
、
そ
れ
が
ど
ん

ど
ん
進
ん
で
来
る
し
…
。
と
う
と
う
私
の
顔
ま
で
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
食
事
で
少
し
は
改
善
す
る
ん
で
し

ょ
う
か
？
」
聞
く
と
持
病
の
糖
尿
の
薬
の
他
に
た
く
さ
ん
の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。　
一
般
に
脳
循
環
改
善
剤
、
脳
血
管
拡
張
剤
、
脳
代
謝
賦
活

剤
、
な
ど
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
向
精
神
薬
を
処
方
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
陰
性
の
働
き
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
水
下
痢
の
よ
う
な
便
が
日
に
何
度
も
で
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

■
食
事
か
ら
少
し
ず
つ
改
善

目

ｏ

こ
れ
ら
の
薬
を
減
ら
せ
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
、
食
事
を
持
ち
込
め
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
医
師
と
相
談
し
て

み
る
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
そ
の
病
院
は
Ｔ
さ
ん
の
親
戚
筋
に
当
た
る
の
で
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
医
師
は
が
ん
と
し
て
要
望
を
受
け
入
れ
ず
に
、
た
だ
漫
然
と
薬
を
出
し
続
け
る
ば
か
り
で
し
た
。
シ

ビ
レ
を
切
ら
し
た
Ｔ
さ
ん
は
、
食
事
を
こ
っ
そ
り
持

っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
惚
け
が
進
ん
で
い
て
よ
く

噛
め
な
い
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
お
味
噌
で
煮
込
ん
だ

「玄
米
お
じ
や
」
を
持

っ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。

「
こ
れ
を
食
べ
さ
せ
は
じ
め
る
と
、
お
漏
ら
し
の
回
数
が
グ

ン
と
減
る
ん
で
す
。
大
便
も
形
が
あ
る
の
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
食
事
を
持
ち
込
ん
で
い
る
の
を
見

つ
か

っ
て
し
ま

い
、
「勝
手
な
こ
と
を
し
て
は
イ
カ
ン
！
」
と
大
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目
玉
を
食
ら

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
仕
方
な
く
病
院
食
に
も
ど
す
と
、
ま
た
垂
れ
流
し
の
回
数
が
グ

ン
と
増
え
る
。

そ
こ
で
ま
た
秘
密
で
食
事
を
持
ち
込
ん
で
、
ま
た
見

つ
か

っ
て
大
目
玉
。
こ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
Ｔ
さ
ん
は

一
大
決
心
を
し
ま
し
た
。
「自
宅
に
連
れ
て
帰
ろ
う
！
」

ち
ょ
う
ど
妹
さ
ん
も
帰

っ
て
き
て
い
た
の
で
、
二
人
で
母
親
の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
医
師
は
大
反
対
で
し
た
。
持
病
の
糖
尿
が
あ

っ
て
血
糖
値
が
下
が
る
と
失
神
す
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
を
な
ん
と
か
押
し
切

っ
て
自
宅
に
連
れ
帰

っ
た
の
で
し
た
。

雫
石
に
は

「雫
石
よ
し
ゃ
れ
」
と
い
う
昔
か
ら
の
踊
り
が
あ
り
ま
す
。
夏
祭
り
に
そ
の
よ
し
ゃ
れ
を
踊
る
の
で

す
が
、
Ｔ
さ
ん
の
夢
は

「も
う

一
度
で
良
い
か
ら
母
親
に
よ
し
ゃ
れ
を
見
せ
た
い
、
で
き
れ
ば
も
う

一
度
母
親
と

話
を
し
な
が
ら
よ
し
ゃ
れ
を
見
た
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

は
じ
め
は
、
病
院
に
持
ち
込
ん
だ
野
菜
を
煮
込
ん
だ

「玄
米
お
じ
や
」
が
中
心
で
し
た
が
、
排
便
排
尿
が
元
に

頃
か
ら
普
通
食
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半
年
し
て
、
な
ん
と
娘
の
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
き

す
。
骨
折
し
て
金
属
が
入

っ
て
い
て
痛
い
の
で
、
自
由
に
は
歩
け
ま
せ
ん
で
し

庭
の
回
り
を
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
惚
け
は
ど
ん
ど
ん
回
復
し

り
の
季
節
。
Ｔ
さ
ん
は
母
親
を
車
い
す
に
乗
せ
て
、
念
願
の
雫
石
よ
し
ゃ
れ
の

踊
り
を
見
せ
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
二
人
で
手
を
取
り
あ

っ
て
泣
い
た
そ
う
で
す
。

「ま
さ
か
本
当
に
こ
ん
な
日
が
来
る
と
は
…
」

惚
け
の
大
き
な
原
因
の

一
つ
は
甘
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
甘
い
も
の
は
動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。
ま

た
脂
肪
の
多
い
も
の
は
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
惚
け
の
原
因
を
作
り
出
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
脳
の
病
気
と
大
腸
、
小
腸
の
関
連
で
す
。

脳
に
電
極
を
刺
し
微
弱
な
パ
ル
ス
電
流
を
流
す
と
腸
か
ら
出
血
し
ま
す
。
逆
に
腸
に
微
弱
な
パ
ル
ス
電
流
を
流

す
と
脳
か
ら
出
血
す
る
の
で
す
。
相
当
前
に
行
わ
れ
た
実
験
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
が
、
脳
に
関
す
る
病
気
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
惚
け
に
限
ら
ず
最
近
と
み
に
増
え
て
い
る
精
神
病
も
、
大
腸
小
腸
の
状
態
を
良
く
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
ず

い
ぶ
ん
改
善
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
便
…
体
内
の
状
態
を
教
え
て
く
れ
る
便
り
、
も

っ
と
大
切
に
考
え
た
い
で
す
ね
。

きヽ
ちミ
ミ
ミ
き
ヽ
Ｒ
を
ヽヽ
ざ

61 Macrobbdquc



突
然
に
来
る

《
そ
の
時
》

老
後
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
は
今

最
も
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

テ
ー
マ
で
あ
る
。
多
く
の
人
に
と
っ
て

「
将
来
何
か
あ

っ
た
ら
施
設
に
入
る
」

と
い
う
選
択
肢
は

一
般
的
に
な
っ
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
私
の
周
り
の
六
〇
歳
代

の
人
達
を
見
る
と
、
「急
に
倒
れ
て
入

院
」
や

「怪
我
し
て
入
院
」
な
ど
全
く

突
然
に
生
活
の
変
化
が
訪
れ
て
い
る
。

普
通
に
暮
ら
し
て
い
た
の
に
何
の
前
触

れ
も
な
く
終
わ
り
の
日
が
や
っ
て
来
て
、

介
護
を
必
要
と
す
る
日
々
が
始
ま
る
。

そ
れ
が
最
近
私
の
周
囲
で
起
き
て
い
る

現
象
な
の
だ
。

そ
う
い
う
人
生
の
悲
哀
を
見
聞
き
す

る
に
つ
れ
、
終
わ
り
の
日
が
来
て
か
ら

で
は
遅
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。

な
ぜ
な
ら
現
行
の
介
護
保
険
制
度
で
は

圧
倒
的
に
施
設
の
数
が
不
足
し
て
お
り
、

申
し
込
ん
で
も
す
ぐ
に
入
れ
る
と
は
限

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

一
度
施

設
に
入
る
と
な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
と

い
う
難
点
も
あ
る
。
そ
の
た
め
最
初
の

選
択
が
、
そ
の
後
の

一
生
を
左
右
し
て

し
ま
う
ほ
ど
の
重
要
な
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
だ
。
文
字
通
り

″入
っ
て

老

人

施

設

の

選

び

方

丼
上
富
貴

さヽ
」ミ
ミ
ミ
き
ヾ
ヽヽ
ミ
ゃ
ミ
ｓ

か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
″
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
幸
福

な
老
後
を
つ
か
む
た
め
に
も

「よ
り
良

い
施
設
に
入
り
た
い
場
合
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、

施
設
の
選
び
方
を
簡
潔
に
、
し
か
し
重

要
な
箇
所
は
は
ず
さ
ず
に
お
知
ら
せ
し

た
い
。

要
介
護
１
以
上
が

必
要

皆
さ
ん
が
施
設
に
入
り
た
い
と
思
っ

た
と
き
に
は
、
ま
ず
市
町
村
に
あ
る
介

護
保
険
担
当
窓
口
で
要
介
護
認
定
の
申

請
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
四
〇
～
六
四

歳
の
場
合
は
痴
呆
な
ど
の
特
定
疾
病
に

限
ら
れ
る
が
、
六
五
歳
以
上
の
場
合
は

条
件
な
し
で
要
介
護
認
定
が
受
け
ら
れ

る
。
要
介
護
認
定
の
レ
ベ
ル
は
、
「自
立
」

「要
支
援
」
「要
介
護
１
～
５
」
に
分
か

れ
て
お
り
、
「要
介
護
５
」
が
最
も
重

い
症
状
と
な
る
。
施
設
に
入
る
に
は
要

介
護
１
以
上
が
条
件
だ
。

ホ
ー
ム
に
は

ど
ん
な
種
類
が

あ
る
か

介
護
保
険
制
度
下
に
あ
る
施
設

（介

護
福
祉
施
設
）
で
は
、
①
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム

（特
養
ホ
ー
ム
）
、
②
介
護

療
養
型
医
療
施
設

（老
人
病
院
）
、
③

介
護
老
人
保
健
施
設

（老
健
）
の
三
つ

が
あ
る
。

①
特
養
ホ
ー
ム
で
は
入
浴
、
排
せ
つ
、

食
事
な
ど
の
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン

（機
能
回
復
訓
練
）
、
健
康
管
理

な
ど
を
行
っ
て
い
て
、
入
居
者
は
要
介

護
四
、
五
の
人
が
多
数
派
を
占
め
る
。

多
く
は
相
部
屋
で
あ
る
が
最
近
は
個
室

の
新
型
特
養
ホ
ー
ム
も
出
て
き
て
い
る
。

本
来
の

「住
む
」
と
い
う
意
味
で
永
住

が
可
能
な
の
が
特
養
ホ
ー
ム
で
あ
る
。
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②
老
人
病
院
に
は

（１
）
療
養
型
病
床

群
、
（２
）
介
護
力
強
化
病
院
、
（３
）

老
人
性
痴
果
疾
患
療
養
病
棟
の
三
つ
が

あ
る
。
こ
れ
ら
は
病
院
な
の
だ
が
、
よ

り
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
る

病
院
だ
と
思
え
ば
よ
い
。
最
初
の
二
つ

は
、
病
状
は
安
定
し
て
い
る
が
継
続
的

に
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
た

ち

（カ
テ
ー
テ
ル
を
装
着
し
て
い
る
な

ど
）
の
た
め
に
あ
る
。
三
つ
日
の
老
人

性
痴
果
疾
患
療
養
病
床
は
重
度
の
痴
果

の
人
が
入
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
老

人
病
院
は
本
来
自
立
支
援
を
目
的
と
し

て
い
る
が
、
実
際
は
終
の
住
み
か
の
よ

う
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。

illustration b7 Muroi Satoho

③
老
健
は
入
院
の
必
要
は
な
い
が
、
看

護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
た
ち
が
在
宅
復
帰
を
目

指
し
て
入
居
す
る
施
設
で
あ
る
。
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
る
た

め
医
師
が
常
駐
し
、
看
護
職
員
の
数
も

多
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
在
宅
復
帰
が

目
的
な
の
で
、
入
居
期
限
の
目
安
が
三

ヶ
月
と
な
っ
て
お
り
、　
一
生
住
め
る
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
し
現
状
で
は
入
居

が
長
期
化
し
た
り
、
特
養
ホ
ー
ム
な
ど

他
の
施
設
に
入
る
ま
で
の
つ
な
ぎ
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
た
り
、
と
本
来
の
目

的
と
は
違
う
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
他
の

ホ
ー
ム
な
ど

上
記
の
三
つ
以
外
に
施
設
と
い
う
枠

組
み
に
入
ら
な
い
が
、
同
じ
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
所
が
あ
る
。
④
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
⑤
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
⑥

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
、
ど
こ
で
も
介
護

保
険
制
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

④
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
軽
度
の
痴
果
の

方
の
た
め
の
も
の
で
、
九
人
程
度
で
共

同
生
活
を
送
る
家
の
よ
う
な
所
で
あ
る
。

全
室
個
室
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
て
る

illustration b7 Muroi Satoho

う
え
に
、
年
々
数
が
増
え
て
き
て
い
る

の
で
入
居
し
や
す
い
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
は
民
間
業
者
も
参
入
し
て
い
る
。

問
題
は
寝
た
き
り
に
な

っ
た
場
合
や
、

痴
果
が
ひ
ど
く
な
る
と
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

⑤
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
介
護
利
用
型
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
と
も
い
い
、
全
室
個
室
で
あ

り
、
安
価
な
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
よ
う

な
感
じ
だ
。

③
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
民
間
業
者
に
よ

っ
て
経
営
さ
れ
て
お
り
、
数
も
増
加
し

て
い
る
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
要
介
護

レ
ベ
ル
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
で
も
入
居

で
き
る
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
性
格
は

様
々
で
、
健
康
な
人
だ
け
受
け
入
れ
る

と
こ
ろ
も
多
い
。
だ
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
最
も
重

要
で
、
そ
こ
が

一
生
住
め
る
か
ど
う
か

選
択
の
分
か
れ
日
と
な
る
。

重
要
な

チ
エ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト

次
は
施
設
を
選
ぶ
と
き
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
施
設
の

一
覧
な
ど

は
市
町
村
窓
口
や
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
で
入
手
で
き
る
。
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
に
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
所
属

し
て
い
る
の
で
、
施
設
に
つ
い
て
の
相

談
も
可
能
だ
。

●
ハ
ー
ド
面

¨
土
地
や
建
物
な
ど
変
わ

り
に
く
い
も
の
。
ま
ず
ハ
ー
ド
面
か
ら

選
び
た
い
。

１
）
場
所

¨
地
元
の
近
く
、
街
中
、
山

の
中
、
海
の
近
く
な
ど
各
々
の
好
み
や

希
望
に
合
わ
せ
て
施
設
を
絞
り
込
む
。

場
所
選
び
は
非
常
に
重
要
な
要
素
だ
。

今
ま
で
住
ん
で
い
た
地
域
を
離
れ
る
場

合
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
洪
水
や

地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
も
強
い
土
地

か
ど
う
か
な
ど
も
知

っ
て
お
き
た
い
。

さ
ら
に
周
辺
地
域
の
騒
音
状
況
な
ど
つ

い
て
も
調
べ
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。

で
き
れ
ば
朝
昼
夜
と
す
べ
て
の
時
間
を

劉
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チ
エ
ツ
ク
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
季
節

ご
と
に
も
違
う
場
合
が
あ
る
の
で
、
こ

の
点
は
近
隣
の
住
民
の
方
々
に
聞
い
て

み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

２
）
建
物

¨
４
人
部
屋
な
ど
の
共
同
部

屋
は
や
は
り
大
変
な
の
で
、
快
適
に
暮

ら
す
た
め
に
も
個
室
を
選
び
た
い
。
た

だ
そ
の
分
自
己
負
担
が
増
え
る
こ
と
は

覚
悟
し
た
い
。
建
物
で
気
を
つ
け
た
い

の
は
空
調
で
あ
る
。　
一
年
中
快
適
に
過

ご
せ
る
の
か
は
空
調
設
備
に
か
か
っ
て

い
る
。
特
に
寒
さ
に
弱
い
人
は
足
元
に

暖
房
が
効
く
か
ど
う
か
は
重
要
で
あ
る
。

風
呂
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
な
ど
も
実
用

的
で
使
い
や
す
い
か
ど
う
か
や
、
娯
楽

室
、
応
接
室
な
ど
の
な
ど
も
細
か
く
見

て
回
ろ
う
。
家
具
な
ど
も
備
え
付
け
で

あ
れ
ば
、
実
際
さ
わ
っ
て
確
か
め
る
こ

と
が
大
事
だ
。
ソ
フ
ア
や
椅
子
な
ど
は

座
り
心
地
も
ぜ
ひ
確
か
め
た
い
。

０
ソ
フ
ト
面

¨
食
事
や
入
浴
、
介
護
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
す
べ
て
人
を
介

し
て
行
わ
れ
る
。
人
が
良
け
れ
ば
サ
ー

ビ
ス
も
良
く
な
る
し
、
そ
の
逆
も
ま
た

然
り
で
あ
る
。
支
払
う
費
用
は
同
じ
で

も
、
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
は
施
設
に

よ
っ
て
差
が
出
て
く
る
最
も
重
要
な
箇

所
で
あ
る
。

１
）
入
院

¨
施
設
に
い
て
も
入
院
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
る
。
そ
の
場

合
施
設
に
よ
っ
て
は
入
院
を
断

っ
た
り

病
院
を
選
べ
な
か
っ
た
り
、
入
院
し
た

ら
施
設
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、

入
院
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
深
刻
だ
。
契

約
書
の
内
容
を
よ
く
見
て
、
過
去
の
事

例
な
ど
も
納
得
の
い
く
ま
で
施
設
に
聞

い
て
、
は
っ
き
り
し
て
お
い
た
方
が
よ

い
。
ま
た
入
居
者
が
ど
の
よ
う
な
亡
く

な
り
方
を
し
て
い
る
の
か
も
聞
い
て
お

こ
う
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
取
り
入
れ

て
い
る
所
は
優
良
施
設
の
目
安
に
な
る
。

２
）
食
事

¨
食
事
の
形
態

（バ
イ
キ
ン

グ
、
個
人
別
な
ど
）
朝
昼
晩
の
食
事
の

時
間
、
食
材
や
調
味
料
、
調
理
法
に
つ

い
て
、
食
器
は
何
で
で
き
て
い
る
か
、

飲
酒
可
能
か
、
味
付
け
な
ど
を
個
人
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
て
く
れ
る
か
、
外

食
に
つ
い
て
な
ど
を
聞
く
。
施
設
に
入

っ
た
ら

一
番
の
楽
し
み
に
な
る
の
で
、

可
能
で
あ
れ
ば
実
際
に
味
わ
う
こ
と
。

食
事
内
容
で

「ど
れ
だ
け
入
居
者
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
か
」
が
わ
か
る
。　
一

見
豪
華
に
盛
り
付
け
ら
れ
た
食
事
で
も
、

魔盤っ0ま病議碁懇`1赫:た.`、息‐tiな巌裏羞

路げまでもたな,?F雫:ヽ|■■|‐

工
場
で
生
産
さ
れ
施
設
で
温
め
る
だ
け

の
レ
ト
ル
ト
食
品
を
出
す
所
も
あ
る
の

で
、
見
か
け
で
は
な
く
実
際
の
内
容
を

し
っ
か
り
見
よ
う
。
ま
た
お
酒
に
関
し

て
は
、
禁
止
の
所
も
少
な
く
な
い
の
で

必
ず
聞
く
こ
と
。
食
事
時
間
に
関
し
て

は
特
に
夕
食
の
時
間
が
決
め
手
と
な
る
。

夕
食
時
間
が
早
す
ぎ
る
と
、
朝
ま
で
お

腹
が
も
た
な
い
の
で
避
け
た
い
。

３
）
入
浴

¨
お
風
呂
好
き
の
日
本
人
に

と
っ
て
入
浴
は
大
事
で
あ
る
。
週
何
回

入
浴
か
、
入
浴
時
間
は
い
つ
か
な
ど
を

聞
く
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
大
事
に
す
る

よ
う
な
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
る

所
が
望
ま
し
い
。
ま
た
石
鹸
や
シ
ャ
ン

プ
ー
の
品
質
も
チ
ェ
ツ
ク
す
る
。
こ
う

い
う
小
さ
な
点
で
、
施
設
が
ど
れ
だ
け

健
康
や
快
適
さ
に
気
を
つ
け
て
い
る
か

が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。

４
）
運
営

・
経
営
状
態
に
つ
い
て
‥
優

良
経
営
か
ど
う
か
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム

や
民
間
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
必
須

条
件
で
あ
ろ
う
。
潰
れ
て
し
ま
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
法
人

で
も
可
能
で
あ
れ
ば
運
営
状
態
の
デ
ー

タ
は
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。
赤
字
の
法
人

も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
赤
字
と
い
う
こ

と
は
入
居
者
本
位
で
は
な
い
こ
と
の
証

明
の
よ
う
な
も
の
で
、
お
そ
ら
く
サ
ー

ビ
ス
の
質
も
期
待
で
き
な
い
。
さ
ら
に
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施
設
で
働
く
従
業
員
に
パ
ー
ト
の
割
合

が
多
す
ぎ
る
の
は
不
安
材
料
か
も
し
れ

な
い
の
で
、
従
業
員
の
形
態
に
つ
い
て

も
聞
い
て
お
き
た
い
。

５
）
費
用

¨
原
則
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

の

一
割
が
自
己
負
担
と
な
る
。
そ
れ
に

一
ヶ
月
の
食
事
代
約
二
万
三
千
円
を
合

わ
せ
る
と
、
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

に
入
居
し
た
場
合
の
自
己
負
担
の
総
額

は
五
～
七
万
円
程
度
と
な
る
。
ま
た
収

入
に
よ
っ
て
減
額
措
置
も
あ
る
。
た
だ

し
個
人
的
な
生
活
用
品
や
衣
料
な
ど
は

全
額
自
己
負
担
で
あ
る
。

ま
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
個
室
が

あ
る
施
設
で
は
家
賃
が
数
万
円
必
要
と

な
る
。
こ
れ
以
外
に
、
タ
オ
ル
代
、
洗

濯
代
、
エ
ア
コ
ン
代
な
ど
の
雑
費
を
請

求
す
る
所
が
あ
る
の
で
要
チ
エ
ツ
ク
だ
。

illustration by Muroi Satoko

こ
れ
は
施
設
ご
と
に
全
く
違
う
の
で
、

個
別
に
聞
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
あ

ま
り
に
も
不
可
解
で
不
必
要
な
雑
費
が

多
い
と
こ
ろ
は
避
け
た
い
。
（有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
関
し
て
は
、
他
の
施
設
と

比
べ
て
突
出
し
て
高
額
で
あ
る
こ
と
と
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
同
士
で
も
費
用
の

格
差
が
激
し
い
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す

る
。
）
ま
と
め

以
上
で
終
わ
り
だ
が
、
大
事
な
の
は

施
設
が
本
当
に
入
居
者
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と

に
つ
き
る
だ
ろ
う
。
必
ず
自
分
で
施
設

を
訪
れ
、
自
分
の
日
で
見
て
確
か
め
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
渡
さ
れ
る
重
要

事
項
説
明
書
や
契
約
書
な
ど
を
よ
く
読

み
、
担
当
者
に
納
得
す
る
ま
で
質
問
し
、

気
に
入
っ
た
施
設
と
入
居
契
約
を
交
わ

し
て
も
ら
い
た
い
。

丼
Ｌ
富
貴

（
い
の
う
え

・
ふ
っ
き
）

一
九
Ｌ

一
年
生
ま
れ
．
１
重
県
伊
勢
市
出
身
。

立
命
館
大
学
卒
産
業
社
会
学
部
卒
。
ア
メ
リ

カ
ン
大
学
大
学
院
社
会
学
科
修
士
課
程
卒

（米

国

。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
）の
父
が
長
年
特
養
ホ

ー
ム
に
勤
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
超
高
齢
化

社
会
と
そ
の
問
題
を
学
び
、
よ
り
良

い
高
齢

者
福
祉
施
設
の
あ
り
方
を
模
索
中
。

四
Macrobiouc Fac ntatOr

”揚
の
め

Ｈ地

の
ち
た
ら
。

ム
ソ
ー
の
留
歯
。

ム
ソ
ー
は
、
占
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「食
べ
物
」
と
食
べ
方
か
ら
学
ん
だ

ア
の
ち
」
の
源
で
あ
る
ア
と
の
本
来
の
意
味
と
在
り
方
を
追
求
し
、

「
Ｈ
伏
」
と
「人
間
」
に
良
い
食
べ
物
を
作
り
広
め
る
一）と
で
、

人
間
が
本
来
持
つ
べ
き
食
生
活
を
実
現
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
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名古屋営業所/名 古屋市天白区久方330 木村ビル1階
四国営業所/高 松市多賀町 2‐ 115鎌 野 ビル lF
九州営業所/福 岡 市 東 区 舞 松 原 1-8-1
広島営業所/世 羅 郡 甲 山 町 西 上 原 854-1

“Ⅳ
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…
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険の
1950年 部上八幡で出生c
l翅 lltl大学社会学部卒業後、福祉関係の仕事に

従事‐

2003年 より日本福祉大学中央福祉専門学校
勤務 .

中 1新聞に′l、移i「老いυD風景Jを長期連載中
すがた
渡辺哲雄わたなべ・てつお

健
康
保
険
、
自
動
車
保
険
、
火
災
保
険
、

生
命
保
険
ｉ
。
お
よ
そ
保
険
と
名
の
つ

く
も
の
は
、　
・^
定
の
保
険
料
を
支
払

っ

た
被
保
険
者
に
保
険
事
故
が
あ

っ
た
場
合
、
規
定
さ

れ
た
保
険
給
付
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
介
護
保
険
の
場

合
、
保
険
者
は
市
町
村
で
被
保
険
者
は
六
五
才
以
上

の
住
民
と
四
〓
才
以
Ｌ
六
五
歳
未
満
の
医
療
保
険
被

保
険
者
で
す
〓
六
五
才
以
１１
の
住
民
の
大
半
は
老
齢

年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
か
ら
、
掛
け
金
は
年
金
か

ら
天
引
き
で
徴
収
さ
れ
ま
す
し
、
四
Ｃ
才
以
Ｌ
六
五

歳
未
満
の
医
療
保
険
被
保
険
者
は
医
療
保
険
料
に
Ｌ

乗
せ
し
て
徴
収
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
は
保
険
者
ご
と

に
被
保
険
者
の
数
と
給
付
の
総
量
と
の
関
係
で
異
な

り
ま
す
。
保
険
事
故
は
被
保
険
者
が
介
護
が
必
要
に

な

っ
た
と
い
う
事
実
で
す
。
そ
れ
を
認
定
す
る
作
業

を
要
介
護
認
定
と
い
っ
て
、
介
護
の
必
要
度
に
よ
っ

て
要
支
援
か
ら
介
護
度
五
ま
で
の
六
段
階
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

但
し
、
六
五
才
未
満
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な

っ
た
原
因
が
加
齢
に
伴
う

一
五
種
類
の
特
定
疾
病
に
よ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
ま

す
。
給
付
は
法
的
に
は
要
介
護
認
定
を
受
け
た
被
保

険
者
が
、
既
定
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
の

費
用
の
九
割
が
金
銭
給
付
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
の
給

付
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
業
者
に
対
し
て
行
な
わ

れ
ま
す
か
ら
、
本
人
は

一
割
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
特
徴
は
要
介
護
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
購

人
の
限
度
額
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
限

度
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
被
保
険
者
は

一
制
の
負

担
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
支
払
い

可
能
な
限
度
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て

ひ
と
月
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
を
立
て
る
の
は
専

門
的
な
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ
を
無
料
で
お

手
伝
い
す
る
仕
事
が
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。
サ

―
ビ
ス
に
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
あ

っ
て
要
支
援
者
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
使
え
ま
せ
ん
。

現
在
は
税
で
負
担
し
て
い
る
障
害
者
を
対
象
に
し
た

支
援
費
を
介
護
保
険
に
組
み
入
れ
よ
う
と
い
う
動
き

が
あ
り
ま
す
が
、
当
事
者
団
体
は
限
度
額
の
設
定
を

警
成
し
て
お
り
、
議
論
が
進
ん
で
い
ま
す
。
相
談
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
便
利
で
す
。
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介護保険制度における要介護認定と介護サービス計画

被保険者

|

護
認
定
過

*1 居宅介護支援事業者 (介護サービス計画作成機関)又は介護保険施設への委託が可能。
*2 介護保険施設に入所する場合は,施設内で介護サービス計画作成は必須。
資料 厚生省老人保健福祉局介護保険制度施行準備室監「介護保険制度の手引

要介護認定
(市町村が実施 )

心身の障害の原
因たる疾病又は
負傷に関する主
治医の意見

日常生活動作等に関する
調査結果・

:

定期的な

要介護認定の

更新

自らの選択による

サー ビス利用

・ 保健福祉事業

・老人保健制度による

保健サー ビス

・ 一般福祉サー ビス

介護保険給付対象

要支援者

要介護者 (5段階)

自ら利用計画 を作 成

介
護
支
援

サ



原性
食
不
一
あ

キ
ム
墨

ョヽ
ン
ガ
ン

ミヽ§
蜃

金

明
観

性
人
類
学
者

。
現
代
性
科
学
者

・
性
相
談
所

『
せ
い
』
所
長

一
九
五
〇
年
生
ま
れ
。
神
戸
市
出
身
。

七
五
年
～
八
九
年
ま
で
京
都
精
華
大
学
講
師
を
務
め
、
現
在
、
和
光
大
学
講
師
。

性
と
、
法
と
人
権
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、
独
自
の
分
野
を
開
拓
す
る
。

九
九
年
、
性
に
関
す
る
教
育

・
指
導
を
行
う
相
談
所

「せ
い
」
を
設
立
し
、

所
長
と
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
あ
た
る
。
『恋
愛
の
基
礎
ヽ
も
っ
と
楽
し
い
セ
ッ
ク
ス
Ｌ
と

も
に
小
学
館
）
『
ヘ
ン
タ
イ
の
哲
学
』
塞
ム
分
社
）
な
ど
著
書
多
数
。

きヽ
「ミ
ミ
ミ

゛
ヽ
ミ
と
ミヽ
ざ

■
現
状
分
析

「
せ
い
」
に
来
る
相
談
者
の
約
七
〇

％
が
四
〇
代
の
奥
さ
ま
で
、
三
〇
代

か
ら
五
〇
代
が
二
〇
％
、
処
女
が
五

％
、
男
性
が
五
％
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

妻
た
ち
の
悩
み
は

一
〇
〇
％
が

セ
ッ
ク
ス
レ
ス
で
す
。
そ
れ
も

一

年
や
二
年
や
二
年
と
い
う
も
の
で
な

く
、　
一
〇
年
以
上
が
ザ
ラ
で
す
。
ひ

ど
い
例
に
な
る
と
、
四
五
歳
の
奥
さ

ま
で
、
結
婚
し
て
二
三
年
目
、
二

一

歳
に
な
る
娘
が

一
人
い
て
、
こ
の
子

の
妊
娠
が
判
明
し
た
時
か
ら
完
全
に

セ
ッ
ク
ス
レ
ス
。

セ
ッ
ク
ス
レ
ス
の
医
学
的
定
義
は
、

「相
手
が
望
ん

で
も
、　
一
カ
月
以
Ｌ

性
交
を
拒
否
す
る
こ
と
」
で
す
。
双

方
が
望
ま
な
け
れ
ば
、
別
に
五
年
で

も

一
〇
年
で
も
、
そ
れ
は
セ
ッ
ク
ス

レ
ス
と
は
呼
ば
な
い
。

男
性
が
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
に
な
る
三

大
キ
ッ
カ
ケ
は
結
婚
、
妻
の
妊
娠
。

出
産
で
す
。

「結
婚
し
た
ら
変
わ
る
の
は
男
」
で
す
。

も
と
も
と
セ
ッ
ク
ス
に
対
し
て
淡

白
だ

っ
た
こ
と
に
加
え
、
こ
の
二
条

件
が
重
な
る
と
、
も
う
完
全
に
セ
ッ

ク
ス
レ
ス
に
な
り
そ
う
で
す
。

セ
ッ
ク
ス
レ
ス
男
性
は
、
セ
ッ
ク

ス
し
な
い
の
で
な
く
キ
ス
し
た
り
抱

き
し
め
た
り
も
せ
ず
、
テ
レ
ビ
で
ラ

ブ
シ
ー
ン
が
映

っ
て
い
て
も
拒
絶
反

応
を
示
し
ま
す
。　
一
切
の
性
的
行
為

を
拒
絶
し
ま
す
。

妻
か
ら
す
れ
ば
予
想
す
ら
し
な
か

っ
た
は
ず
。
な
に
し
ろ
結
婚
前
に
数

回
予
行
演
習
し
て
い
る
か
ら
。

人
が
ほ
ぼ
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
状
態
に

な
る
と
、
妻
は
不
思
議
に
思
い
始
め

貝lJ
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ま
す
。
Ｆ
」
の
人
、
性
欲
無
い
の
か

し
ら
？
」
と
。
し
か
し
夫
の
机
の
引

出
し
を
調
べ
た
り
す
る
と
エ
ロ
本
な

ど
が
何
冊
か
あ
る
。
そ
れ
に
オ
ナ
ニ

ー
を
し
て
い
る
と
い
う
証
拠
も
発
見

で
き
る
。
妻
は

「ど
う
し
て
性
欲
は

あ
る
の
に
セ
ッ
ク
ス
し
よ
う
と
し
な

い
の
か
？
」
と
思
い
、
意
を
決
し
て

夫
に
セ
ッ
ク
ス
を
要
求
す
る
と
、
夫

た
ち

の
大
半

は
こ
う

い
う
、
「君
と

は
も
う
で
き
な
い
。
家
族
の

一
員
だ

か
ら
」
な
ど
と
。
ひ
ど
い
例
に
な
る

と

「お
ま
え
は
イ
ン
ラ
ン
か
！
」
な

ど
と
い
う
。

夫
の
性
欲
の
激
減
や
消
失
に

つ
い

て
、
そ
の
原
因
を
妻
は
考
え
始
め
、

色

っ
ぽ
い
服
装
で
迫

っ
て
み
た
り
、

精
が
つ
く
と
い
わ
れ
て
い
る
食
物
を

夕
食
に
出
し
た
り
す
る
が
、
大
半
が

逆
効
果
と
な
る
。

出
生
率

丁
二
九

少
子
化
日
本
の
根
本
原
因

し

劉
陥̈
“"∝



精
力
回
復
の
た
め
に
あ
の
手
こ
の

手
の
栄
養
あ
る
料
理
を
出
し
て
も
、

猫
に
小
判
と
な
る
。

■
本
当
の
理
由

《
五
０
歳
で
も
未
成
熟
な
脳
》

栄
養
学
的
、
ホ
ル
モ
ン
的
立
場
か

ら
の
解
決
策
が
少
し
も
効
果
的
と
な

ら
な
い
。
し
か
も
こ
ん
な
男
族
に
限

っ
て
、
市
販
の
精
力
薬
な
ど
を
日
頃

か
ら
飲
む
と
い
う
努
力
な
ど
、
間
違

っ
て
も
し
な
い
。

彼
ら
に
す
れ
ば
、
こ
の
世
に
女
性

は
二
種
類
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
れ

は
母
と
そ
の
代
理
、
で
あ
る
。

結
婚
は
ゴ
ー
ル
地
点
、
ゴ
ー
ル
し

た
ら
も
う

一
歩
も
走
ら
な
い
。
妊
娠

・出
産
は
完
全
に
妻
を
母
に
変
身
さ

せ
る
。
未
熟
児
と
思
え
ば
い
い
。
四

〇
歳
で
も
五
〇
歳
で
も
中
味
は
幼
児

な
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
セ
ッ
ク
ス
レ
ス
男
性
の
大

半
は
、
お
そ
ら
く
オ
ナ
ニ
ー
派
。
ま

た
は
ロ
ク
な
浮
気
も
で
き
な
い
小
心

者
。は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
、
こ
ん
な

タ
イ
プ
の
男
性
な
ら
ば
、
ど
ん
な
強

精
剤
も
無
駄
。
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
向

上
な
ど
、
夢
の
ま
た
夢
。

■
毎
日
の
食
事
が
肝
要

《
コ
ン
ビ
ニ
食
が
日
本
を
減
す
》

こ
れ
と
は
別
に
、
マ
レ
に
事
務
所

に
夫
の
精
カ
ア
ッ
プ
の
方
法
は
な
い

か
と
、
相
談
に
来
る
妻
も
い
る
。
精

力
が
向
上
す
る
食
材
や
薬
品
類
は
確

か
に
有
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
飲
食

し
よ
う
と
す
る
意
志
が
な
け
れ
ば
話

に
な
ら
ぬ
。

に
ん
に
く
が
効
く
人
も
い
れ
ば
玄

米
が
向
い
て
い
る
人
も
い
る
。
ビ
ー

ル
酵
母
が
効
く
人
も
い
れ
ば

マ
カ
や

山
イ
モ
派
も
い
る
し
、
納
豆
や
焼
肉

派
も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
ん

な
セ
ッ
ク
ス
を
し
た
い
の
か
が
大
事
。

月

一
回
、　
一
日
三
時
間

ハ
ワ
イ
ホ
ノ

ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
型
が
い
い
の
か
、
猪

突
猛
進
が
希
望
な
の
か
、
ど
ん
な
相

方
な
の
か
。
そ
れ
が
問
題
。

神
と
和
合
し
、
宇
宙
真
理
に
近
づ

か
ん
と
す
る
如
き
理
想
派
な
の
か
、

気
功
派
な
の
か
、
格
闘
技
派
な
の
か
、

全
て
は
普
段
食
し
て
い
る
世
界
が
、

そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
は
ず
。

一
本
五
千
円
の
ド
リ
ン
ク
剤
が
そ

の
夜
効
く
人
も
い
れ
ば
、
無
駄
な
人

も
い
る
。
バ
イ
ア
グ
ラ
と
て
同
じ
こ

と
。
自
分
の
体
質

・
体
癖
を
知
り
、

自
分
に
合
う
食
材
・薬
品
を
探
す
じ

か
な
い
。
万
人
共
通
の
物
は
マ
レ
。

セ
ッ
ク
ス
は
好
奇
心
と
奉
仕
性
が
源
。

金
曜
夜
に

一
二
時
頃
、
合
計

一
〇
分

前
後
で
は
相
手
を
用
い
た
オ
ナ
ニ
ー

と
同
じ
。

血
液
浄
化
に
努
め
、
内
臓
を
丈
夫

に
し
、
心
身
の
便
秘
と
冷
え
性
を
改

善
す
れ
ば
、
自
ず
か
ら
性
力
は
充
実

す
る
。
食
は
血
と
な
り
、
血
は
体
を

作
る
。
毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な
い
食

材
や
各
種
添
加
物
だ
ら
け
の
食
品
な

ど
、
そ
れ
だ
け
で
反
精
力
。
生
命
力

の
強
い
食
材

（品
）
こ
そ
性
の
基
本
。

毎
日
の
食
生
活
こ
そ
が
血
の
出
発
点

で
あ
り
精
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。

毎
食
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど
ば
か
り

食
し
て
い
る
者
に
精
力
を
期
待
す
る

の
は
酷
で
あ
り
、
根
本
で
あ
る
食
に

気
を
配
さ
な
い
者
が
、
バ
イ
ア
グ
ラ

や
高
価
な
精
力
剤
を
服
用
し
て
も
肝

臓
な
ど
を
痛
め
る
だ
け
。

食
材
選
び
の
際
、
「
こ
の
食
品
は

血
液
を
浄
化
し
、
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
作
り
出
し
て
く
れ
る
か
」
で
判

断
す
る
こ
と
。

私
は
ま
ず
多
く
の
人
に
は
ゴ
マ
類

を
薦
め
る
。
強
精
剤
は
薦
め
ず
、
ビ

ー
ル
酵
母
な
ら
悪
く
は
な
い
と
い
う

程
度
。
食
性
不
二
で
あ
る
。
●
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血
液
浄
化
に
努
め
、

内
蔵
を
丈
夫
に
し
、

心
身
の
便
秘
と
冷
え
性
を
改
善
す
れ
ば
、

自
ず
か
ら
性
力
は
充
実
す
る
。

ミ
ミ
ミ
ヽ
ミ
ミ
ト
ミ
き

きヽ
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０
き
さ
ミ
ミ
こ
ざ

小
林
裕
子

（“〕）シミをＦ抜り

初
め
に
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
で

き
て
し
ま

っ
た
シ
ミ
は
内
臓
か
ら
く
る

も
の
以
外
、
き
れ
い
に
除
去
す
る
の
は

難
し
い
で
す
。
特
に
目
じ
り
と
耳
の
間

や
、
そ
こ
か
ら
頬
骨
に
か
け
て
の
シ
ミ

は

・
膵
臓
弱
化
や

。
精
製
白
砂
糖
お
よ

び
果
糖

・
ブ
ド
ウ
糖
の
燃
え
カ
ス
と
紫

外
線
と
が
複
雑
に
反
応
し
て
で
き
上
が

っ
た
も
の

。
化
学
物
質
を
多
く
含
む
化

粧
品
を
永
年
使
い
つ
づ
け
た
、
な
ど
原

因
の
根
が
深
い
で
す
。
濃
い
色
を
薄
く

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
全
く
除
去

す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
む
し
ろ
作

ら
な
い
こ
と
、
こ
れ
以
上
ふ
や
さ
な
い

こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う

（本
誌
二
〇

〇
四
年

一
〇
月
号
参
照
）。

◎
食
生
活
上
の
ア
ド
バ
イ
ス

白
砂
糖
、
蜂
蜜
、
果
物
お
よ
び
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
や
果
汁
類
を
避
け
、
ど
う

し
て
も
甘
味
が
欲
し
い
場
合
に
は
羅
漢

果
、
玄
米
甘
酒
、
玄
米
水
飴
に
し
ま
し

ょ
う
。
単
に
口
が
淋
し
く
甘
い
物
を
食

べ
た
い
時
に
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
、

玉
ね
ぎ
、
南
瓜
の

蒸
し
た
も
の
や
、

玄
米
お
に
ぎ
り
を

よ
く
噛
ん
で
ス
ナ

ッ
ク
に
し
ま
す
。

よ
く
噛
む
こ
と
で

老
廃
物
を
体
内
に

溜
め
に
く
く
し
ま

す
の
で
実
行
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、

分

っ
て
い
て
も
、

ど
う
し
よ
う
も
な
く
甘
い
も
の
が
欲
し

い
場
合
は
低
血
糖
症
ぎ
み
で
す
の
で
、

膵
臓
を
養
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の

レ
シ
ピ
の
煮
汁
を
空
腹
時
に

一
～
ニ
カ

ッ
プ
、
症
状
が
お
さ
ま
る
ま
で
い
た
だ

き
ま
す
し
ょ
う
。
何
と
い
っ
て
も
材
料

は
日
常
的
な
野
菜
達
で
す
か
ら
副
作
用

の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
玉
ね
ぎ
、
人

参
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
南
瓜
の
み
じ
ん
切
り

を
同
量
ず

つ
小
鍋
に
入
れ
、
全
体
量
の

四
倍
の
水
を
加
え
て
中
火

。
蓋
な
し
で

煮
た
て
ま
す
。
沸
騰
後
は
材
料
が
踊
る

やヽ
ミ
ミ
ヽヽ
Ｏ
Ｓ
ｓ
や

程
度
の
弱
火
で
二
〇
～
三
〇
分
間
煮
出

し
ま
す
。

こ
れ
を
漉
し
て
、
煮
汁
の
み
を
温
い

う
ち
に
い
た
だ
き
ま
す
。

動
物
性
食
品

（特
に
肉
類
、
卵
類
、

魚
介
類
）
は
必
ず
食
後
に
甘
い
味

（
ス

イ
ー
ツ
や
果
物
類
）
を
欲
し
く
な
る
の

で
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
固
く
焼
い

た
粉
食
品

一
切
も
控
え
ま
し
ょ
う
。

化
学
物
質
を
含
む
食
品

（農
薬
、
添

加
物
、
旨
み
の
素
、
人
工
的
に
工
場
で

処
理
さ
れ
た
食
品
類
）
や
、
化
学
的
界

面
活
性
剤
を
含
む
洗
剤
、
化
粧
品
を
避

け
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
生
活
手
段
を
選
び

ｉ
ｒ
し
ょ
つヽ
。

肌
の
表
皮
層
、
真
皮
層
あ
た
り
の
新

陳
代
謝
を
促
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の

部
分
だ
け
、
と
い
う
の
は
難
し
い
の
で

何といっても

材料は日常的な野菜ですから

副作用の心配がありません

photo by Kauasumi Yuji

コ
ジ
ワ
が
気
に
な
る



玄
米
菜
食
で
二
週
間
程
度
掃
除
し
、

血
液
を
き
れ
い
に
し
て

今
ま
で
と
は
違
う
肌
の
ハ
リ
を

経
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

全
身
の
大
掃
除
が
ま
ず
必
要
で
す
。
玄

米
菜
食
で
二
週
間
程
掃
除
し
、
血
液
を

き
れ
い
に
し
て
今
ま
で
と
違
う
肌
の
ハ

リ
を
経
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
少
し
の

違
い
に
気
付
か
れ
た
ら
、
三
ヶ
月
続
け

て
み
ま
す
。
人
間
の
細
胞
が
入
替
る
の

に
お
よ
そ
二
～
四
ヶ
月
か
か
る
と
言
わ

れ
て
い
る
た
め
で
す
。
そ
の
間
、
玄
米

ご
飯
を
主
食
に
副
食
は
野
菜
、
海
藻
、

豆
類
お
よ
び
そ
の
加
工
品
少
々

（お
で

こ
の
小
ジ
ワ
が
日
立
つ
人
は
本
当
に
欲

し
い
時
少
量
に
し
ま
し
ょ
う
。
本
当
は

憮
澤
乃
躍
《

．義
躍 不

要
な
の
に
頭
が

「蛋
自
質
を
‥
」
と

一言
っ
て
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
）

を
主
食
に
半
分
以
下
に
と
ど
め
、
少
食

に
し
て
よ
く
噛
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
ょ

う
。
睡
眠
不
足
に
な
る
と
誰
で
も
シ
ワ

シ
ワ
に
な
り
ま
す
か
ら
、
睡
眠
は
充
分

と
る
よ
う
生
活
面
で
の
工

夫
を
し
ま
す
。

◎
食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

ま
ず
は
老
廃
物
を
作
ら

な
い
食
生
活
が
大
切
で
す
。

「も

っ
た
い
な
い
」
「
回
や

日
が
食
べ
た
が

っ
て
…
」

な
ど
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
比
べ
て
、
食
べ
す
ぎ
る

と
ど
う
し
て
も
脂
肪
が
つ

き
、
血
液
中
に
生
ゴ
ミ
を

浮
遊
さ
せ
る
こ
と
に
。
そ

れ
ら
が
邪
魔
し
て
血
行
を

妨
げ
ま
す
。
血
液
の
循
環

が
悪
い
と
プ
リ
プ
リ
肌
を

作
る
材
料
で
あ
る
酸
素
や

栄
養
が
最
も
外
側
末
端
の

皮
膚
ま
で
届
き
ま
せ
ん
。

ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
た
角
質
を
、

柔
軟
で
新
し
い
ハ
リ
の
あ

る
肌
に
入
れ
替
え
る
た
め

に
は
、
最
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
体
表
面
全
体
に
年
令
不

靡

髯

靱
詞鵡嶽鑓翻踪illustration by Ohba Rie
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相
応
な
程
コ
ジ
ワ
が
あ
る
と
思
え
た
ら
、

＝
い
物
、
動
物
性
食
品
、
ア
ル
コ
ー
ル

類
、
油
脂
類

（植
物
性
で
あ

っ
て
も
）、

化
学
物
質
を
含
む
食
品
を
控
え
ま
し
ょ

う
。
手
や
腕
、
首
す
じ
な
ど
に
多
い
場

合
は
、
紫
外
線
に
当
て
す
ぎ
て
い
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク

（特
に
潮
風
と
紫
外
線
の

く
み
合
せ
は
美
容
健
康
上
好
ま
し
く
あ

り
ま
せ
ん
）
し
ま
し
ょ
う
。
水
も
し
た

た
る
よ
う
な
若
さ
を
…
…
と
、
水
を
必

要
以
上
に
と
る
と
腎
臓
を
痛
め
、
元
気

と
安
心
さ
を
失
い
ま
す
か
ら
、
情
報
に

振
り
回
さ
れ
ず
、
自
分
の
身
体
と
相
談 illustration by Ohba Rie

photo b.y Kauasumi Yuji

し
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
正
し
い
判

断
力
を

つ
け
る
た
め
の
第

一
歩
と
、
思

し
士争
し
ょ
う
。

血
行
促
進
の
為
に
蒸
し
タ
オ
ル
で
顔

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
後
で
外

へ
向
け

て
ク
ル
ク
ル
螺
旋
を
描
き
な
が
ら
マ
ッ

サ
ー
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
（イ
ラ
ス
ト
を

参
照
）（一一）肌のタルミをとる

ブ
ヨ
ブ
ヨ
と
肥
満
ぎ
み
で
た
る
ん
で

い
る
場
合
は
、
ま
ず
贅
肉
を
取

っ
て
か

ら
、
血
行
を
促
進
さ
せ
る
体
質
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

一
方
で
は
、
肌
を
引
き
締
め
る
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
が
効
果
を
あ
げ
る
助
人
に
な

り
ま
す
。

◎
食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

主
食
を
、
バ
ン
や
白
米
か
ら
玄
米
ご

飯
に
変
え
た
だ
け
で

一
ヶ
月
に
ニ
キ
ロ

グ
ラ
ム
や
せ
た
、
と
い
う
実
例
が
あ
り

ま
す
。
但
し
よ
く
よ
く
噛
む
こ
と
を
実

行
し
た
そ
う
で
す
。
１１
食
を
か
え
る
だ

け
な
ら
、
す
ぐ
に
で
も
で
き
ま
す
ね
。

そ
し
て
少
し
ず

つ
調
味
料
は
良
質
の
も

の
へ
、
そ
し
て
副
食
は
動
物
性
食
品
を

少
し
ず

つ
減
ら
し
て
い
け
ば
無
理
な
く

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
食

へ
移
行
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

若
い
頃
か
ら
冷
え
性
で
プ
ヨ
プ
ヨ
太

り
ぎ
み
だ
っ
た
場
合
は
、
玄
米
菜
食
に

切
り
替
え
た
あ
と
、
や
や
陽
性
寄
り
の

食
事
を
心
が
け
ま
す
。
根
菜

・
海
藻
を

中
心
に
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て
、
時
々

梅
醤
番
茶
で
全
身
を
活
気
づ
け
ま
す
。

減
量
直
後
は
、
全
身
シ
ワ
や
タ
ル
ミ
が

増
え
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
ま
ま
続
行

し
て
い
る
と
、　
一
ヶ
月
で
も
と
に
戻
り

ま
す
。
そ
し
て
、
部
分
的
に
タ
ル
ミ
引

ゆり〈りとした
口平巧啜し一ネ者に
ソフ ッと

お1こなtlま しょぅ

慟じミtとりたし1箇テ庁ιt

竜tttt隼ンさせましょう

2004174

illustration by Ohba Ric



き
締
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
開
始
し
ま

し
ょ
う
。

・
首
、
あ
ご
、
胸
、
二
の
腕
内
側
の
タ

ル
ミ
…
…
膝
を
つ
き
腕
た
て
伏
せ
、
が

最
適
で
す
。
急
が
な
い
で
ゆ
っ
く
り
と

し
た
呼
吸
と

一
緒
に
ジ
ワ
ー

ッ
と
行
う

こ
と
そ
し
て
、
タ
ル
ミ
を
と
り
た
い
箇

所
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
（イ
ラ
ス
ト
参
照
）

・
頬
の
タ
ル
ミ
…
…
意
識
し
て
微
笑
み

ま
し
ょ
う
。
日
角
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

必
要
で
す
。
食
事
は
陽
性
過
多
を
控
え

ま
し
ょ
う
。
（本
誌
四
月
号
口
元
の
タ

ル
ミ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
）

。
後
面
の
タ
ル
ミ
…
…
一眉
甲
骨
下
か
ら

腰
に
か
け
て
ミ
ド
ル
や
シ
ニ
ア
に
、
人

変
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
幾
層
に
も

重
な

っ
た
脂
肪
層
が
弱

っ
た
背
筋
に
勝

ち
誇

っ
た
か
の
よ
う
に
、
せ
り
出
し
て

い
ま
す
。
姿
勢
を
今

一
度
正
し
て
ド
腹

を
ギ

ュ
ー
ッ
と
引
き
１１
げ
腰
骨
を
立
て

る
イ
メ
ー
ジ
で
立

っ
た
り
、
歩
い
た
り

し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
姿
勢
が
習
慣
に
な

る
と
背
筋
が
刺
激
さ
れ
て
余
計
な
脂
肪

は
こ
こ
に
付
き
に
く
く
な
る
で
し
ょ
う
。

（
ｍ
四
）

お
な
か
の
脂

肪
を
と
る

◎
食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス

ま
ず
重
要
な
の
こ
と
は
パ
ン
食
と
便

秘
を
避
け
る
こ
と
で
す
。
イ
ー
ス
ト
菌

や
酵
母
菌
で
フ
ッ
ク
リ
と
膨
ん
だ
パ
ン

は
摂
取
し
た
身
体
を
も
フ
ッ
ク
リ
と
膨

ま
せ
、
ま
さ
し
く

「食
べ
た
物
の
よ
う

に
な
る
」
と
い
わ
れ
る
通
り
で
す
。
発

酵
さ
せ
る
性
質
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
も

大
き
な
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
菌
の

餌
に
も
問
題
が
潜
み
ま
す
。
自
砂
糖
や

果
物
、
蜂
蜜
で
あ

っ
た
り
が
殆
ど
な
の

で
す
。
微
量
で
あ

っ
て
も
常
食
し
て
い

る
と
長
い
間
に
は
山
積
み
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
カ
サ
コ
ソ
し
て
咽
を
通
り
に
く

い
の
で
、
ジ
ャ
ム
や
バ
タ
ー

（
マ
ー
ガ

リ
ン
）
な
ど
の
ス
ム
ー
ジ
イ
、
そ
し
て

飲
み
物
が
必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
お
か

ず

（大
抵
、
生
野
菜
と
肉
類
の
加
――
品

や
卵
）
が
欲
し
く
な

っ
て
強
い
陰
性
と

強
い
陽
性
の
人
り
混
じ
っ
た
体
質
が
で

き
Ｌ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
腹
ま
わ

り
の
脂
肪
を
除
く
メ
ニ
ュ
ー
は
、
パ
ン

食
を

一
切
や
め
た
玄
米
ご
飯
中
心
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
や

ひ
じ
き
の
煮
物

（ひ
じ
き
蓮
根
、
ひ
じ

き
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ひ
じ
き
入
り
五
日
豆

な
ど
）、
切
り
干
し
大
根
の
煮
物
な
ど

シ
ン
プ
ル
な
常
備
菜
を
二
～
三
箸
程
度

小
鉢
に
盛
り
、
大
根
や
ね
ぎ
類
、
海
藻

一
つ
ま
み
を
人
れ
た
味
噌
汁

（碗
に
六

～
七
分
＝
）
と
い
う

一
汁

＾
莱
を
実
行

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
便
通
促
進

の
た
め
に
太
腿
を
勢
い
よ

く
動
か
し
て
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
し
ま
す
。
便
秘
す
る
と

お
腹
は
へ
こ
み
ま
せ
ん
。

ま
た
、
胃
部
か
ら
丸
く

出
て
い
る
場
合
は
グ
ル
メ

の
度
を
越
え
て
暴
飲
暴
食

の
結
果
で
す
。
ス
ト
レ
ス

の
多
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を

再
検
討
し
て
消
化
器
官
を

休
め
ま
し
ょ
う
。
血
液
は

酸
性
に
傾
き
ド
ブ
ド
ブ
と

老
廃
物
で
汚
れ
、
血
管
壁

に
附
着
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
つヽ
。

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
、

痛
風
、
高
血
圧
症
、
脂
肪

肝
な
ど
成
人
病
予
備
軍
で

も
あ
り
ま
す
。
Ｌ
記
の
メ

ニ
ュ
ー
を
心
が
け
食
事
の

内
容
お
よ
び
質
か
ら
変
え
、

序
々
に
今
ま
で
よ
り
は
少

食
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は

お
楽
し
み
程
度
に
し
ま
す
。

早
喰
の
傾
向
が
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
く
よ
く
噛
み
ド

ロ
ド
ロ
に
な

っ
て
か
ら
呑

み
込
み
ま
し
ょ
う
。
ま
だ

ま
だ
第
二
の
人
生
を
楽
し

み
た
い
で
す
よ
ね
。
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傘1ちが・ニ
の「国宝とロマンの島」大三島にある

二島工場は、「伯方の塩」の製造工程を

||‐     じっくり見学できます。

in由 藤鶴
4軋オ。議
曇

●見 学 受 付 午前 9:00～ 午後 3130
●見学所要時間 約 40分
●休   日 年末年始(12/28～ 1/7)

盆休(8/13～ 8/17)・ 地方祭
●駐 車 場 大型バス 2台・乗用車 20台

●お問い合わせ。ご予約は|●■■

伯方塩業1株式会社 大三島
‐
工場

■
'0897■

82106601FA× :0897-82-1522

は か た

伯方塩業株式会社
〒790-0813 愛媛県松山市萱町4丁 目49
TEL(089)922-2560(イ t)FAX(089)922-9669
E‐ Mail:info@hakatanoshio co lp
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角
へ
の
存
在
理
由

―
―
―
―
阿
頼
耶
識
が
増
殖
し
た
い
と

願
う
と
い
う
こ
と
は
、
自
我
と
い
う
も

の
は
全
宇
宙
と
同
体
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
か
。
も
し
く
は
人
体
の
成
長
過
程

で
誤
認
識
を
伴

っ
た
自
我
は
必
然
的
に

発
生
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
か
。

松
久
保
　
阿
頼
耶
識
が
願
う
と
は
、
生

命
観
を
す
で
に
内
在
し
て
持

っ
て
い
ま

す
か
ら
、　
一
刻
も
早
く
生
物
体
と
し
て

外
の
環
境
に
生
ま
れ
た
い
の
で
す
。
動

物
も
含
め
て
体
内
か
ら
生
ま
れ
た
い
と

願
う
こ
と
は
皆
同
じ
な
の
で
す
。
プ
ド

ッ
ガ
ラ
で
す
か
ら
。
宇
宙
と
同
体
で
あ

り
、
か
つ
、
ど
ん
な
聖
者
で
あ
れ
誤
認

識
は

一
二
縁
起
の
名
識

（
い
わ
ゆ
る
末

那
識
が
）
で
始
ま
る
の
で
す
。

だ
と
す
る
な
ら
ば
誤
認
識
を

伴

っ
た
自
我
に
よ
る
社
会
の
混
乱
と
混

迷
は
必
然
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
な
る
と
自
我
の
存
在
理
由
は

＾
体
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

松
久
保
　
そ
う
で
す
。
仏
教
で
は
ビ
バ

シ
ャ
論
の
中
で
、
生
物
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
混
乱
が
起
き
る
、
で
は
ど
う

す
る
か
と
い
う
問
い
に

「そ
れ
は
整
理

す
る
し
か
な
い
。
死
ぬ
し
か
な
い
」
と

述
べ

「大
の
二
一災
」
「小
の
二
一災
」
を

説
か
れ
ま
し
た
。
大
き
い
災
い
と
小
さ

な
災
い
で
す
。
「人
の
す
災^
」
と
は
何

か
と
尋
ね
た
ら
大
変
地
変
。
隕
石
が
落

ち
て
つ
ぶ
れ
る
。
火
山
が
噴
火
し
て

地
球
が
つ
ぶ
れ
る
。
地
震
が
起
き
て
全

滅
す
る
。
自
然
災
害
に
よ
り
生
物
の
数

が
減
少
し
整
理
さ
れ
る
。
「小
の
二
災
」

と
は
何
か
と
い
え
ば
戦
争
、
天
候
不
順

に
よ
り
作
物
が
と
れ
な
い
、
風
１１
病
の

蔓
延
な
ど
で
す
。
で
す
か
ら
良
寛
さ
ん

は

「災
い
に
遭
う
て
め
で
た
く
候
う
」

と
言

っ
て
い
ま
す
。
「災
い
に
遭
う
の

が
め
で
た
い
」
と
は
何
ご
と
か
。
災
い

に
あ
っ
て
余
計
な
も
の
は
整
理
さ
れ
て

覚
悟
が
で
き
て
丁
度
い
い
の
で
す
。
人

間
同
士
が
整
理
し
た
ら
罪
と
な
り
ま
す
。

災
難
な
ら
罪
は
作
り
ま
せ
ん
。
良
寛
さ

ん
は
大
変
深
い
内
容
を
伝
え
て
い
る
の

で
す
。
そ
こ
が
キ
リ
ス
ト
文
化
圏
と
仏

教
文
化
圏
の
根
本
的
な
違
い
と
い
え
ま

す
。誤
認
識
が
社
会
の
混
乱
の
原
因
と
先

ほ
ど
述
べ
ま
し
た
が
、
誰
も
誤
認
識
を

伴

っ
て
生
活
し
て
い
る
と
理
解
し
て
は

い
ま
せ
ん
。
仏
教
の
悟
り
を
妨
げ
る
二

つ
の

「障
り
」
即
ち
煩
悩
障
と
所
知
障

で
す
が
、
所
障
は
誤
認
識
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
な
に
か
と
い
え
ば
自
己
が

一
番

正
し
く
て
自
己
存
在
だ
け
を
主
張
す
る
、

そ
れ
を
我
執
と
い
い
ま
す
。
自
己
が
亡

く
な
る
の
が
嫌
だ
と
騒
い
だ
と
こ
ろ
で

寿
命
が
く
れ
ば
こ
の
世
に
居
り
た
く
と

も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
無
く
な
る
こ
と
を
自
覚
す
れ

ば
我
執
が
な
く
な
り
ま
す
。
と
同
時
に

誤
認
識
も
無
く
な
り
ま
す
。
自
己
が
無

く
な
る
こ
と
を
自
覚
で
き
れ
ば
世
界
の

中
心
か
ら
は
ず
れ
て
も
青
に
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。
存
在
を
認
め
ら
れ
な
く
て

も
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
ま
す
と
自
我
の
存
在

は
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
も
の
で
は
な
く
、

い
ず
れ
死
と
共
に
な
く
な
り
、
輪
廻
し

て
、
再
び
無
明
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
い
う
、

循
環
す
る

一
形
態
と
み
て
よ
ろ
し
い
の

で
し
ょ
う
か
。

松
久
保
　
そ
の
通
り
で
す
。
た
と
え
生

命
は
平
等
だ
と
い
う
考
え
方
が
あ

っ
て

も
、
人
間
と
畜
生
は
別
だ
と
い
う
格
差

を
持

っ
て
い
ま
す
。
人
間
同
上
で
も
自

己
存
在
が
最
も
大
切
だ
と
い
う
我
執
が

あ
る
ん
で
す
。
そ
の
存
在
も
い
ず
れ
無

く
な
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
我
執
は
消
え

ま
す
。
現
時
点
に
お
い
て
も
自
分
が
現

在
、
現
実
に
存
在
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
自
己
も
本
当
は
違
う
ん
で
す
。

長
い
悠
久
の
生
命
の
中
で
た
ま
た
ま
こ

の
證
の
上
に
乗

っ
か

っ
て
い
る
だ
け
な

の
で
す
。
生
命
は
悠
久
の
時
を
流
れ
て

抽
象
化
さ
れ
ま
す
が
現
実
に
は
生
身
の

η
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彊
と
し
て
何
年
間
だ
け
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
保
証
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
死
ん
だ
ら
終
り
か
と
い
う
と
続

い
て
い
る
の
で
す
。

―
―
―
―
プ
ド
ッ
ガ
ラ
の
間
を
行
き
来

し
て
い
る
自
我
に
意
味
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

松
久
保
　
そ
れ
は
サ
ッ
タ
バ
で
す
。
玄

業
三
蔵
法
師
が
が
有
情
名
者
と
訳
し
ま

し
た
。
有
情
と
は
生
命
の
あ
る
も
の
名

者
と
は
生
物
体
と
し
て
の
存
在
で
す
。

抽
象
的
な
プ
ド
ッ
ガ
ラ
か
ら
サ
ッ
タ
バ

に
な
る
の
は
名
色
六
庭
か
ら
で
す
。
サ

ッ
と
い
う
の
六

（眼
耳
鼻
舌
身
意
）
の

事
を
い
い
ま
す
。
六
つ
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ

ャ
と
集
ま

っ
て
う
ご
め
い
て
い
る
こ
と

を
表
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
間
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
犬
も
猫
も
サ
ッ
タ
バ

で
す
。
大
乗
仏
教
に
だ
け
存
在
す
る
ボ

デ
ィ
サ
ッ
タ
バ
と
い
う
の
は
サ
ッ
タ
バ

の
な
か
で
も
菩
提
心
を
持

っ
た
も
の
で

ぼ
だ
いさ
つ
た

菩
提
薩
極
即
ち
菩
薩
な
の
で
す
。

―
―
―
―
西
洋
の
宇
宙
論
は
ビ
ッ
ク
バ

ン
か
ら
出
発
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
。
松
久
保
　
仏
教
で
は
ア
ミ
タ
バ
ー
。
こ

の
言
葉
は
イ
ン
ド
語
を
漢
語
に
訳
し

て
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
無
量
光
と
訳

し
ま
す
。
阿
弥
陀
経
を
読
む
と
数
十
の

佛
名
の
中
に
、
難
思
光
仏
が
有
り
ま

欝
瘍‐1輻: 儡

欲

楊
曖魃|
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‐                               ||:番 ●・

す
。
光
と
思
い
難
き
仏
様
で
あ
り
、
ア

ミ
タ
バ
ー
と
は
光
を
中
心
と
し
た
仏

様
の
こ
と
で
す
。
ま
た
ビ
ル
シ
ャ
ナ

仏
と
は
万
物
を
照
ら
す
宇
宙
的
存
在

と
し
て
の
仏
の
こ
と
で
す
。
ル
シ
ャ
ナ

仏
と
は
小
宇
宙
を
指
し
、
ビ
ル
シ
ャ
ナ

は
大
宇
宙
を
指
し
ま
す
。
難
思
光
仏
を

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
ス
ー
ク
シ
ャ
マ

ー

（∽
〓
Ｆ
目
∽
ｒ
日
じ
プ
ラ
バ
ー
ブ
ッ
ダ

（聟
”
Ｓ
ｒ
”
〓

ｃ
ｒ
こ
と
い
い
ま
す
。

ス
ー
ク
シ
ヤ
マ
ー
と
は
訳
し
た
ら

「ほ

ん
の
わ
ず
か
な
」
「み
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
で
す
。
現
代
宇
宙
諭
で
ノ
ー
ベ

ル
賞
の
小
柴
さ
ん
理
論
も
理
論
か
ら
い

え
ば
仏
教
の
華
厳
経
で
す
で
に
と
ら
え

て
い
る
の
で
す
。
宇
宙
を
貫
く
光
の
こ

と
で
す
。
仏
教
で
説
く
生
命
観
と
は
広

大
な
宇
宙
規
模
の
中
で
個
々
の
生
命
と

は
ど
う
い
う
存
在
で
あ
る
か
を
説
い
て

い
ま
す
。

こ
の
広
大
な
宇
宙
の
中
で
先
ほ
ど
間

題
と
な
っ
た
我
執

・
誤
認
識
と
は
い
か

に
微
弱
な
存
在
だ
と
い
う
事
が
お
分
か

り
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
鎌
倉
時
代
よ
り
現
代
の
ほ
う
が
正

し
い
知
識
が
豊
富
だ
っ
た
の
で
す
。
現

代
人
は
浅
は
か
な
先
入
観
だ
け
で
仏
教

を
お
も
っ
て
い
る
方
が
大
変
多
い
よ
う

で
す
。

宇
宙
が
完
全
で
あ
れ
ば
誤
認
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識
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
久
保
　
そ
れ
は
神
と
い
う
の
は
全
知

全
能
で
あ
る
と
同
時
に
人
間
は
も
と
も

と
罪
を
犯
し
て
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う

キ
リ
ス
ト
教
的
な
考
え
方
が
あ
り
、
人

間
と
い
う
の
は
神
の
子
だ
か
ら
全
知
全

能
に
近
い
の
が
当
た
り
前
と
い
う
前
提

が
あ
り
ま
す
。
仏
教
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
涅
槃
経
の
中
で

「山
川
草
木

悉
皆
成
佛
」
を
説
い
て
い
ま
す
。
煩
悩

を
持

っ
て
い
な
い
か
ら
木
は
佛
と
な
り
、

菩
提
心
が
な
い
の
に
な
ぜ
成
仏
す
る
の

か
と
い
う
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

阿
頼
耶
識
を
も

っ
て
い
る
か
ら
草
や

木
も
外
の
情
報
を
認
識
し
て
本
の
生
命

を
保
持
し
て
い
く
の
で
す
。
だ
け
ど
卓

や
木
に
は
欲
望
が
な
い
。
ア
ヌ
ッ
サ
ヤ

（随
眠
）
だ
け
な
ん
で
す
。
自
己
の
生

命
を
維
持
し
て
い
く
意
欲
と
そ
れ
に
伴

な

っ
た
行
動
だ
け
で
す
。
だ
け
ど
人
間

は
ア
ヌ
ッ
サ
ヤ

（随
眠
）
で
は
な
い
ん

で
す
。
ア
ヌ
ッ
サ
ヤ

（随
眠
）
の
上
に

ク
レ
ッ
サ

（煩
悩
）
を
持

つ
ん
で
す
。

煩
悩
を
持

っ
た
だ
け
誤
認
識
を
持

つ
ん

で
す
。
外
か
ら
人
る
情
報
は
煩
悩
を
持

っ
て
は
き
ま
せ
ん
。
情
報
を
煩
悩
の
対

象
に
し
て
い
る
の
は
自
分
な
の
で
す
。

自
分
の
誤
認
識
で
勝
手
に
作

っ
て
い
る

も
の
で
す
。
腹
が
減

っ
た
犬
は
満
腹
に

な
れ
ば

一
切
食
べ
ま
せ
ん
が
人
間
は
美

味
し
い
も
の
な
ら
食
べ
す
ぎ
ま
す
。

―
―
―
―
煩
悩
を
取
り
た
い
と
願
う
の

も
煩
悩
な
の
で
し
ょ
う
か

松
久
保
　
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
煩
悩
は

と
り
切
れ
ま
せ
ん
。　
一
般
の
仏
教
で
は

煩
悩
を
と

っ
た
ら
悟
り
の
境
地
が
開
け

ま
す
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
唯
識
で
は

煩
悩
と
随
眠
を
し
っ
か
り
分
け
ま
し
ょ

う
と
説
き
ま
す
。
随
眠
だ
け
で
生
き
ら

れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
不
可
能
で
す
。

随
眠
と
煩
悩
を
分
け
る
心
を
持
ち
な
さ

い
と
説
き
ま
す
。

―
―
―
―
分
け
る
心
と
は
生
体
と
し
て

の
体
の
機
能
と
自
我
の
こ
と
で
す
か
。

松
久
保
　
自
我
ぎ
り
ぎ
り
の
世
界
で
暮

41着,|:レ
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美し<暮らす

析4エコ文化村
食 と芸術の文化村が花咲きます。

匠技・雅楽・クラツシツク。

技 を世界につなげます。

エコ文化村で一緒に暮しませんか?

居住者を募集しております。

設計 建築 石井修

体の中から美し<
特別断食・粉食 &半断食

五穀による半断食
※半断食は通いで行ないます。

しよう しん 力ヽ せヽき

れことス

④0

胤
ヵ″一，

わ″一Ｆ電″

新築祝・こ婚礼・こ出産・記念祭

な どのお祝いに雅楽奏上 舞楽を

承ります。

郎帥″4。が胤F
八王子本部

会 津 支 部

長 野 支 部

ノヽヨ三可こ15/」 Fヽ]田丁20-2
TEL 0426-25-0096
FAX 0426-27-0923

会津 若 松 市 天神町 1411
TEL/FAX 0242-29-8116

長野 市 屋 島 1769
TEL 026-222-7345
FAX 026-222-7816
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ら
し
な
さ
い
と
言
う
事
で
す
。
そ
れ
は

唯
識
だ
け
で
は
な
く
戒
律
が
伴
い
ま
す
。

戒
律
を
守
り
進
ん
で
良
い
こ
と
を
し
な

さ
い
と
説
く
の
で
す
。

阿

頼

那

裁

と

未

琴

裁

―
―
―
―
自
我
と
は
識
と
共
に
発
生
す

る
の
で
す
か
。

松
久
保
　
そ
う
で
す
。
末
那
識
と
は
マ

ン
と
い
う
動
詞
の
染
め
る
と
い
う
こ
と

で
自
己
の
色
に
染
め
て
い
く
わ
け
で
す
。

阿
頼
耶
識
と
は
？

松
久
保
　
阿
頼
耶
識
と
は
、
過
去
現
在

木
来
の

．^
世
に
通
ず
る
永
遠
性
と
外
の

世
界
に
適
応
し
た
体
温
を
保
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
貯
蔵
貯
蓄
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
が
あ
り
阿
頼
耶
識
と
末
那
識
は
合
わ

せ
鏡
の
よ
う
に
な

っ
て
ま
す
ｃ

ど
こ
で
物
そ
の
物
と
し
て
の

共
通
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た

も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

す
か
。

松
久
保
　
誤
認
識
さ
せ
る
の
は
木
那

識
で
さ
せ
ま
す
。
自
己
本
位
の
考
え
方

で
。
末
那
識
と
は
胎
内
に
あ
る
と
き
か

ら
自
己
存
在
を
表
現
し
て
い
こ
う
と
す

る
意
識
の
こ
と
で
す
。
出
生
後
成
長
と

共
に
各
々
異
な

っ
て
き
ま
す
。
阿
頼
耶

識
と
末
那
識
が
働
き
各
々
受
人
れ
た
情

報

（種
ｒ
）
の
形

。
姿

・
色
な
ど
名
称
、

概
念
を
名
言
種
子
と
し
て
入
る
の
で
す
。

各
々
に
向
か
っ
た
情
報
だ
け
を
選
ん
で

い
く
の
で
す
。
個
性
と
は
阿
頼
耶
識
と

末
那
識
が
相
侯

っ
て
作
ら
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
が
完
成
す
る
の
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
で
は
マ
ナ
、
英
語
で
は
マ
ン
い
わ
ゆ

る
人
間

。
人
格
像
な
の
で
す
。
日
本
語

で
は
木
那
識
で
す
。
漢
訳
で
は
雑
染
識

と
し
て
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
と

い
う

の
は

「
人
間
」

の
こ
と
で
す
か
。

松
久
保
　
末
那
識
を
実
際
に
形
と
し
て

生
物
体
と
な

っ
た
も
の
が
人
間
で
は
な

い
か
と
い
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
人
間
は

木
那
識
の
塊
だ
と
い
う
の
は
誤
り
で
す

よ
。
き
つ
い
性
格
と
優
し
い
性
格
が
同

居
し
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
誤

認
識
を
さ
せ
る
の
は
末
那
識
な
の
で
す
。

自
我
以
外
の
外
的
環
境
に
は
何
の
問
題

も
あ
り
ま
せ
ん
。
暖
か
く
な
り
春
が
来

る
と
花
が
咲
き
蜂
が
蜜
を
運
び
、
受
粉

し
て
結
実
し
ま
す
。
そ
れ
を
解
釈
す
る

の
が
人
間
で

「今
年
の
夏
は
暑
い
と
か

寒
い
と
か
」
勝
手
に
予
測
し
ま
す
。
そ

れ
が
誤
認
識
な
の
で
す
。
外
国
人
が
奈

良
に
く
る
と
い
ち
ば
ん
驚
く
の
は
、
鹿

が
逃
げ
ず
に
近
付
い
て
来
る
こ
と
な
の

で
す
。
彼
等
の
常
識
は
鹿
を
猟
銃
で
打

ち
殺
し
食
料
に
す
る
対
象
な
の
で
す
。

西
洋
と
東
洋
の
物
の
見
方
は
こ
の

一
つ

を
取

っ
て
も
全
く
違
い
ま
す
。

―
―
―
―
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
無
明

か
ら
内
で
成
長
す
る
過
程
と
い
う
の
は

仏
陀
の
時
代
に
は
す
で
に
分
か

っ
て
い

た
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

松
久
保
　
一
一縁
起
は
仏
陀
在
置
の
教
え

で
す
。
成
文
化
し
た
の
は
前

一
世
紀
か

ら
後

一
世
紀
で
す
。

（次
号

へ
つ
づ
く
）
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■あつたかい食と暮らし方レシピ
サンマーク出版刊 定価 1680円 (税込み)

川内翔保子著
送料 240円

田

刊

島

薦

め

の

良

童
具

内

■

Ｄ
紹
介

■ハナビラタケの可能性 小澤博樹著
三五館刊 定価 1470円 (税込み)送料 240円

「純正律」シリーズ  演奏 :玉木宏樹
①「純正律への誘い」定価1260円 送料290円

身体によい純正律音階を体感するための入門CD。 平均律と純正律の違いがこの一枚ではつきりする

② 響 き の 字 自 へ  定価 2415円 送料290円
玉木純正律の最新版

③ 聖 夜  定価2625円 送料290円
純正律音楽と共に過こす今年のクリスマス。お友達やこ家族とこ一緒に純正律を楽しんでみませんか?

季刊誌『アイシスラテール』第18号
2004年 9月 5日発行
定価1.000円

(3・ 6・ 9・ 12月 の 5日発売予定)

心もからだもいつまでも美しく。
それがアイシス流オーガニックライス

環境汚染や食の不安など、いろいろな不安がllMかれている時代です。
でもいったいどうしたら安心できるモノや情報を得ることができるの?
『アイシスラテール』は、そんな声にしっかり応える生活情報誌です。オ
ーガニックライフを、禁欲的ではなく、もうひとつの豊かな生活のあり方と

して提案してきました。
マスコミ有志を中心に設立した、NGOアイシスガイアネットが編集制作す
る『アイシスラテール』。ぜひ一度、お手にとってみてください。

定期購読者募集中 1年間(4回 )4.000円  送料無料
定期購読をお申し込みの方には、オーガニックライフをより身近に提案する
通販カタログ『オーガニック生活便』 (12月発行予定)を無料で差し上げます。

定期購読&バックナンバーの申し込みはこちらから●株式会社アイシス
FAX:0426‐ 75‐4608◆ http:〃wwwoisis‐ gaia.net◆ order@isis‐ gala.net 124時 間受付 )
TEL:0426‐ 75‐4666(平日10:00～ 18:00受 付・祝祭日を除く)

Ψ…“鴨
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●兌護の時に、生ゴミ、冷蔵庫.衣類の臭いに。
●犬.猫 .亀 .ハムスターなどのベット類に。
●ニンニク.夕′ヽコ.カーテン.靴の臭い |こ。
●豚 .鶏 .牛、魚などの臭いに。
●ホテル.病院、食堂.工場。ビルなどの中で。
●自動車、タクシー、トラツクなどの乗物の中で。.
●トイレ.ゴミ処理場。し尿処理場などで。

●水で10喘～25(鮒書に薄めて
霧吹きなどで悪臭に散布すれば、
たつた1秒で消臭します。
●連続する悪臭には,加湿器等の水
の中へ100倍～250倍に薄まる様
に投入すると悪臭が消え続けます。
●洗濯時の衣類の臭いは,水で
100倍～25劇音に簿めた液に
5分間つけると消臭します。

ニ ヤン ケ ン ポ ン

杉・桧・松・オオバコから出来た
ペレット状のベット食品。

フロー ラ 0バスロ102
天然の植物エキスで全身森林浴。
しっとリスベスベ、潤いのある
お肌を保ちまt

llッピーバイオ103
責方の健康と美容に!

=オ
ワングフル

■肉・卵・孝Lの品質と
収量が向上。
■糞尿の臭いが消え、
ウジ・ハエが減少。
■動物の健康維持に!!

●20Kg入り7,500円
(消費税込み)

〓一一摯鷲榊中』一一一一

HB■ 0■
1,000倍から10万倍に水で薄め

て土壌灌水、葉面散布します。

種や根や挿し木を1,000倍液に

漬けることも効果的です。

●500cc入り 10,000円
●1リット,レ入り18,000円

(消費税込み)

l:鰐1蒻:I織ザ

●100g入り 2:000円
●200g入り 3,700円

(消費税込み)

●

●

踵
平日の午後4時までのこ注文は初 日に発送します。

ゴ

【

〔
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00■ 口Lヒ | 一
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ヨ 緊
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素材の味を引きたて生かす

自然の塩

赤穂の 天 塩

“海の母液 " ニガ リを含んだ粗塩
天日塩とニガリを海洋深層水で加熱育晶。

響
鐵
一漱
一継
●

自然をこの事に

自然農法農産物
●自然農法産米,もち米雑穀,野菜,果物

天然海産物
●海藻乾物,半生塩乾物

無添加加工食品
●調味料,菓子類,ジュース類,漬物

≦≧体式会社 安保商会
〒039-1114

青森県八戸市北白山台二丁目2-30
電話 0178(27)5510(代 )FAX0178(27)1313(代 )

こだわ りは

自然農法の

無農薬米から

玄米商品開発メーカー

a y7 7 - 
^lfrttgil 

-457-00l I Z /ihirtjrr-!x tv.frjitc|tre-27 rEt. 0s2-82 t-8746

な

卜

整

一
ご

ζ

そ|の1粒に1秘|め
―
られ
.た

●|■“ち力|ち "

『素朴な優品』
シリーズ

「玄米かゆ」

「玄米もち」

「玄米ごはん」

「玄米クリーム」

「玄米吾平もち」

「豆の水煮シリーズ」

「きねづき米」

¶
陥̈… C



「人生をスマートに遊ぼう !」
桜沢如一先生の言葉

断心して

しませんか

大森英桜、牧内泰道先生直接指導……TVで度々放映、35年 の歴史と経験ある断食道場

温泉、海、山、緑に囲まれた大自然の中、広大な施設とキレイな設備、ベテランスタッフ

の親身な手当で、体も心もキレイに掃除し、楽 しいスマー トな心身になりませんか

生姜シップ+パスター+ま こも酵素風呂+「宿便とり」set+シ ミとり美顔手当+美肌
スマート痩身法+自分で自分の人生を変える充電修正法=どんどん楽しくなつてきます

いで放映された臨床 :味覚障害、心身症、癌、登校拒否、拒食症、アトピー、肥満など

心身再生の・……    通勤しながらできる……  非行を善良にする学園(長期)……
○熱海断食温泉道場 ○東京赤坂断食スク…ル ○群馬NPOリ フレツシユ学園

〒413-0002 熱海市伊豆山1062  TEL 0557 80 2101 Fだ く2053 e― maili daniiki@aqua Ocn neip

http:サ|¨ rakuten ocn ne ip/danilki http://refreshgakuen tc2web com/    断食参考書送ります

■月121日 (金)～27日 (本) 4月 22日 (金)～28日 (本 )
2月 18日 (金)～24日 (本) 5.月120日 (金)～26日 (本 )
1月 18日 (金)～24日 (本) 6月124日 (金)～30日 (本 )
参加費 : 6泊 7日  鉾,500円ノリピーターは 20%Off

(前半の)3泊 4日 47,250円 / ″
リマクッキングスクール校長松本光電先生と、あの田1中彙子無生による

直接指導、料理教室、クラフト、散歩、お楽しみ会

医学博士1伊藤農
=発
生の講座、血液サラサラ度チェック

☆アロマテラピー、望診、食箋は8撻割引有り

アルカンシェール 〒401-0305 出梨県南都留郡菫土河錮湖田大石 2498-2
TEL 0555-76-6662 FAX 0555-76-6682 URL http:ノ ノw"Larcen.gr。 lD

2004184



美術 印 刷 一般
製 造

郵 東 賀
代表取締役 野 ケ 山 量 尉 矢ロ

販 売

載

口万
蟻

８

”

番

７
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２

目

６

丁
表
４
代

橋

＞

草

２

浅

６８

区

３

東

＜

ムロ
一中少

都

東

一示
話

東

電
〒 111-0053

田舎 そ ば 国内産そば粉、地粉

風味豊かな

● 北 東北地 方 で 契 約 栽培 され た

無 農 薬玄 そ ば を低 速低 温 製 粉

した、風 味 の 良 いそ ば粉 6割

と南部地 粉 使 用 の大打 ち麺 。

100%使用

2509 380円

発売元 オ~サ ワジャバン株式会社
埼玉県戸田市新曽424 電話048447‐ 85880

FAX048‐ 44783100

製造元株式会社 おぐら製粉所
北秋田郡比内町扇田字倉下51
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■掲載希望の方は別ページの入会申込書 (法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は1行につき5,250円増しになります。
① マークはオーサワジヤバン (株 )食品取扱店です。

蟻
饉

販 売 店 名 住 話電所
留1薬時間

休 1日
主 な 商 品 ・ 催 し も の

セ ドナ水晶議日の構
〈全 壌 彙 燿 )

P O BOX2263,SEDONA,AZ86339,USA
TEl昼03-3578-9020FAX001-1-928-204-0700

営業受付
予約鵠6油以上

マクロ共自炊 +水晶全身hee‖ ng+せせらぎ瞑想
in高波動の地 掃除造園などヘルプ割引 ①

織 田 治 良 院
〔〒040-OЭ03〕 函館市松陰町1120
■/FAX 0138 32 2870

9100-18100
月

カイロプラクティック、自然食品
①

自然食品の店―むぎさと一
〔〒064-0822〕 キL幌市中央区北二条西28丁 目
IE1 01 1-644-1921

10,00～ 19,00
日・祝

食養手当法相談可、配達 宅急便可
①

北海道自然食普及会
(〒 060-l1052)札 幌市中央区南三条東2丁 目6番地
IEL 011 221 6844 FAX 011-2513020(札 幌二条市場隣 )

10100～ 18:00
日・祝

自然食品、健康食品、玄米弁当、各書籍、生活

雑貨、直営農場無農薬野菜、配達・全国発送 ①

炒

蛉

罐

い ま ほ ろ ば
〔〒063-∞ 35〕 札幌市西区西野五条2丁 目916
T1011-665-6624 httpブ /w― mahoroba jp net

10〔 00～ 18:00
1  祝

青果食品雑貨酒全般、エ リクサー浄活水器

化粧品 健食 塩製造販売、自然農園営農 ①

し やたあ
〔〒∞ 5-0016〕 札幌市南区真駒内南町4丁 目4-20
1E1011-588-451l FAX 011-588-4512

10100～ 19:00
書

OJ全商品、無農薬朝どり野菜、天然酵母バン、
近隣区内無料配達、売出年5回 ①

同 な な か ま ど
〔〒053-0832〕 苫小牧市桜木町4丁目164
■0144-73-6878

10:100～18:00
■(壼‐1祝|た 00まで)

手作 り健康弁当、無・低農薬野菜、無添加食品

健康補助食品
①

有機野菜と自然食の店
あ||■ お  や  ま

〔〒0411122〕 亀田郡七飯町大川32032
■ 0138-64-9611

91100～19:00
11■年中無休

有機野菜 オーサワジャバン全商品 各種新鮮
食品・無添加アイスクリーム・大福 他 ①

た|ち11ま |な や 〔〒030-0903〕 青森県青森市栄町1511■/FAX 017 741-7202
191:|‐ 30-1171:00
■■‐日|●‐続|||

オーサワ商品、C図書、食養相談、配達・配送
可、 リマクッキング料理教室、野菜朝市 一①

機
一ち
一

店

●
の
で
０国
一一．・一一

食
．お
然
●
一

自
一あ

〔〒030-0961〕 青森県青森市浪打11610 牧田ビル 1階
■ 017-743-0824 FAX 017-743-0832

1911130～ 1191■ 00
1■ 1年中無休|■ |

無農薬玄米 オーサワ商品・調理師で食養士の
店主の砂浴療法 食養相談もあります 一①

自然食1品の店エリナ八戸
〔〒0310084〕 青森県八戸市十八日町2
■ 0178-44-6461

191● 30～ 18■ 130

1■ ||■ ■梶■■
野草摘、砂療法、料理教室 一①

整|1骨 院‐E堂 〔〒0130002〕 秋田県横手市追廻214
TE1 01 82-32-3331

181,30■ 181130
1 1自 1祝 |■ |

オーサワジャパン商品、強健術
①

1秋 田自然食品センター
〔〒010-0951〕 秋田県秋田市山王2丁 目1122
TE1 01 8-823-2921  FAX01 8-862-0879

9:30～ 18100
1 日■祝

オーサワジャバン、アルソア化粧品、ビワ温灸、

生鮮食品、料理教室、食養講座 ①

房
タ

エ食
ス

然ロ
ピ

〔〒010-Ol142〕 秋田県秋田市桜2丁目1620
■/隠0188330678

10100～ 18:00
月

オーサワシャパン、 自家製食品 (玄米おむすび等
)ケーキ予約、料理教室、有機野菜 他 ①

マ ナ 自 然 食
〔〒020-0114〕 岩手県盛岡市高松115-31
TE 0196-62-6205

9:00-19:∞
年中無休

食品、野菜雑穀、図書、配達、食養指導、地方

発送 ①

ヒ ー リ ン グ 21
(鍼灸整骨治療院併設)

〔〒020-OC11 5〕 岩手県盛岡市本町通117-24
■ 019-622-7530(岩 手医大病院そば)

9:30～ 19:00
(■ 1 5iOO,日 ,a∞まで)

食養関連商品 自助ケア生活必需品。東洋医学
&食養の歪体改善治療、一人療法の指導、他 ①

店
田の霧

品
ψ
食
″
然
り．

自
グ

〔〒020-OC1 5〕 着手県盛岡市本町通11612
m/田  019622-8844

9:00～ 19100
日曜日・連体

オーサワジャバン商品 アルソア化粧品 毎月特売
日と料理教室 食養美容相談 発送可 ①

健 美劇
〔〒023-0032〕 岩手県水沢市多賀115
■ 0197-23-7858 FAX 01 97-23-2164,ハ 、

～
Vヽ kenkol1 0 coJp

9100～ 19 1 CЮ
本・日・土

5秒でできる玄米食 (玄米酵素)、 宿便 (腸内洗

浄) 快整体、料理教室、健康相談、卸し可 ①

ム
舎

ホ．
遊

・
自

プ

家

レ．
の

グ

社
〔〒029-5701〕 岩手県和賀郡沢内村大字川舟4-98-3
■1/FM 01 97-81-3020

年中無休
痴呆性高齢者介護、各種体験 (農作業、乗馬、

山菓採り 自然観察、薪割 り、豆腐、味噌加工) ①

クオ軸
〔〒980-0021)宮 城県仙台市青葉区中央310-7
■ 022-262-7677

9:00～19:∞
日

食事処 「友苑」組 022-266-4095料 理講習
①

けがんの予防と克服
ネツトワーク 8e AIve

〔〒980-0022〕 宮城県仙台市青葉区五橋11-45111
■ 022 265 7010 FAX 022 265 7011

10● 00～ 17:∞
■ 日 =視

体に優 しい自然な健康食品・生活関連商品 ビワ

の葉温灸 EAV測 定他  ヒ トとガンの個性に
合わせた養生法を紹介しています。

①

,テ
=|,プ

|́オ
‐ガニツク

|こ|■ う● げ■ん 堂
〔〒980-0804〕 宮城県仙台市青葉区大町2-617
こうげんビル

10■ 100-19,00
1■ IH●祝 ■

オーサワジャパン全商品・健康生活グループ友髪

宮城 健康食品・書籍・化粧品・健康炭 ①

A■ ||11■ |IC■  ■ ■
|ヒ|■||り■ン|グ 生活‐館|

〔〒980-0241〕 宮城県仙台市太自区秋保湯元字湯向東403
TE1 022-304-9801

10,00■ 18■ 00
111111111111‐

|||||||‐
||‐

 ||し

た |||| | |  | ||  |  || | |||‐ ||||

自然 健康食品、記憶水、バッチフラワー、アロ
マセラピー、ホメオパシー、 レイキ 101

1由ウン|スト|,|プ |●ヤ|マ
〔〒990-0845〕 山形県山形市飯塚町120番地
■ 023-643-0594 FAX 023-645-4141
http//、ぃぃ″onestop cojp kOyama@onestop co jp

911鰤 20■100
■■1本|||■■

自然酒 無添加ワイン・本格焼酎・みりん・地元
産 自然食品 オーサワ商品(発送可・カタログ送 )
山形のスローフー ドいろいろ

l①l

店

ん

の

■

）

で
い
て
撻
一；
に
■
体
え

〔〒9920472〕 山形県南陽市宮内2190
■ 023845-3304長 井線宮内駅より徒歩10分

1■|100～ 20‐■30
■||1自 |●祝||■ |

自家製無添加バン、自然食品全般 一①

ＢＦ
瑯

一Ｍ

支

磁

一

●

若
一鍋
一構
一■
金

〔〒965-0832〕 福島県会津若松市天神町1411
■ 0242-29-8116

10● 100～ 1191100
■■年■無休■■

半断食(6日 間通いでできます )、 翔進料理教屋

純正食品、書籍、無農薬野菜他販売
一①

自然食品の専F,店 菖
会 津1大 学 前

〔〒965-00C15〕 福島県会津若松市―箕大字鶴賀字上居合
175-8 ■ 0242-32-1850

91130-18■ 30
11生繭機生

自然食品 バン・生鮮食品 。生活雑貨 書籍 他 一①

〔薔 林 庵 ) 〔〒970-8026〕 福島県いわき市平古鍛冶町10-2■ 0246-25-2952 FAX 0246-25-2275
0130～20:00
1第 1日体

O」食品、C書籍、マクロビオティック、レス ト
ラン有、料理教室(第 4日 曜 日)、 食養相談 ①

さらさらきれい茶の
榊  シ ー ロ ン

〔〒971-8172)福 島県いわき市泉玉露618-9
1E10246-56-8690 FAX 0246-56-6010

9:∞～18100
土・日・祝

さらさらきれい茶は糖分に反応し腸内バランス

を整える身体にやさしいお茶です。

な

や

ん

の

ぜ

も

ん

ベ

あ

た
〔〒960-8105〕 福島県福島市仲間町43
■ 024-523-2237

10100～ 19:00
日・祭日定休

無農薬 無化学肥料の野菜、自然食全般 健康
食品、健康肌化粧品、他 市内配達可 ①

屋津会
〔〒966-0896〕 福島県喜多方市諏訪1561
■10241-22-4193F出 0241-22-4360

7:00～ 20:∞
年中無体

無農薬野菜、純正食品、C図書、食養相談、配
達、配送 ①

自 然 食 品 と み や
〔〒963-8851〕 福島県郡山市開成2-415
1EL 024-939-7555 FAX 024-939-7666

9100～ 19130
年中無体

純正食品、オーサワ商品全般 自然酒、無添加ワイン
母乳育児相談、びわ葉療法講習会、地方発送可 ①

や

店

り

書ん

わ

な

だ

ち

こ

に
〔〒963-8846〕 福島県郡山市久留米2-96-2
TE1 024 945 6332 時間外は店裏自宅ヘ

8:00～ 19:30
年中無体

純正食品、無農薬野菜、バン、絹綿衣類、自然

化粧品、書籍、食による健康;去、地方発送配達可 ①

サ ン マ ー ト咲 田 店
〔〒963-8012〕 福島県郡山市咲田21-8
TE1 024-932-4404

9:00～ 21:00
年中無休

純正食品、C図書、食養相談、いくも農園
①

ず

ン
一
デ
ふ

・

』

ガ

ち

ト

な

リ
〔〒963-8041〕 福島県郡山市富田町上ノ内11
TE1 024-961-5782

9130～ 19:30 オーサワジャバン商品その他数社 生鮮食品・
パン・生活雑貨 書籍 休憩スペース有 ①

2004186



あ い さ い 家 族
〔〒975-0062〕 福島県原町市本陣前2-34-3 YDS本 陣店内
IE1 0244-23-1520

24時間営業
1年■無体 ①

自然 食 品 言  わ か ば 〔
〒979-1521〕 福島県双葉郡浪江町字町場18-3
■0240-35-2797 FAX 0240-35-5719

9,00-18100
日・月 `視

バン、豆腐、調味料、栗子、健康食品、衣料、

雑貨、食養指導、化粧品、書籍、料理会など

一中
ン
楼グリ．中

〒920-0845〕 石川県金沢市ひょうたん町7-28金 沢駅
より徒歩8分 It/臥X076-221756909021240174

常時受付
ご連絡下さい

自然食品(宅配有 )、 薬草茶、オカリーナ(自然派

楽器)、 料理教室、食事相談、野外自然塾 ①

山 本 自 然 食 品1店
おっぱい救急病院1操体法

〔〒9218062〕 石川県金沢市新保本1-222
1E1076-249-4805 FAX 076-249-4188

年中無休24時間
(但 し電話確認 )

アレルギーベジタリアン対応食品 バン 無晨
薬野菜果物 米・豆腐・ゆば 雑貨 料理教室 ①

梯
一僑一針一環屋

籠

中

青

田

〔〒920-0847〕 石川県金沢市堀川町10-5
TE[076-233-3691 FAk 076-221-3229

9:∞ -18100
日 '祝

漢方薬 薬草 薬局製剤、そして +α
http://― sarara― scom ①

ン
一の

一７
か

■
一た

一スレ

房工

食
食
栗

康

穀

健
〔〒920-0944〕 石川県金沢市三口新町311-22
■/FAX 076-2637730

11:∞～19100
営業時間延長可

お食事・オードブル お弁当 浄活水器
http//mizu4yo9 hp infoseek co jp/ ①

| わた01ス 1蜘
快 眠■1快1彙

房

・
難
食
寝

快
〔〒923-0962〕 石川県小松市大領中町112松 陽中学
北陸線西側■0761-22-5323隠 0761-22-7345

10:00～ 19:00
第 2・ 4日

マクロビオティック食品。Cl書籍。天然健康綿
布団他各種寝装品。食と眠りによる健康法。 ①

ち
ん
た
●
夏
メ
野
ぱ

熟

つ

一万
の

〔〒921-8815〕 石川県石川郡野々市町本町21-24
TE1/FAX 076-246-0210

10:00～ 18,30
月

無農薬野菜、お米、バン、豆腐、石けん、化粧

品、書籍、雑貨他 料理教室、配達可 ①

ベ 村らわ
〔〒948-0067〕 新潟県十日町市千歳町1-2沖 ハイデンス
2A TE1 0257-52-7842

10:30～ 17:30
木 '日

純正食品、無農薬、有機栽培野菜、生活雑貨、

書籍、新伝統食、料理教室 ①

ぶ な の 本 田
〔〒946-0076〕 新潟県北魚沼郡守門村大倉790
1[[/FA1 02579-7-3035

9:00～ 20:00 自然食品、O」食品販売
①

え こ と び あ 〔〒948-0144〕 新潟県中魚沼郡水口沢84-2■0257-61-1588
10100～ 20:00
木

純正食品 無農薬有機栽培野菜、天然酵母バン、
絹綿衣類、自然化粧品、生活雑貨、書籍、フェ

ア トレー ド品、オーサワジャパン品多数
①

サ ン フ ー ズ
〔〒940-0092〕 新潟県長岡市昭和1-710
lEL 0258-39-3130 FA1 0258-39-3127

9:∞～18:00
‐  日

純正食品 無農薬野菜 特別牛乳 生活雑貨
産地直送品 無料個人宅配専門店 発送有 ①

美と健康の店 角幸 〔
〒947-0021〕 新潟県小千谷市本町1-7-5
■ 0258-83-2750 FM 0258-83-4859

10100～ 19:00
年中無体

自然食品 健康食品 シャボン玉石けん
官足法足反射区療法 整体バランス活性療法

一①

自家焙煎 コー ヒー豆 と

自然食品の店エ コー レ

本店 1富 山県富山市藤本2715 TE1 076-492-0101

新川原町店 :富 山市新川原町4-21-3 TE[076-433-3110
10:00～ 19:∞
水・第3火

自家焙煎珈琲豆 (フ ェア トレードオーガニック等

約30種 )自 然食品.全国宅配可。喫茶有。 ①

群馬マクロビオティック
センター M AttN A

〔〒370-0847〕 群馬県高崎市和田町713
1E10273-22-5484

10100-20:00
月

図書、食品、料理教室、陰陽勉強会、食事相談、

健康相談 ①

夢 里 フ ァ ー ム
〔〒373-0846〕 群馬県太田市中根801
■0276-31-8850

10:00～ 19100
火・ 水

自然晨法農産品、純正食品、米のクッキ

食養料理 ①

店両藤須
〔〒376-0053〕 群馬県桐生市東久方町2-6-21
TE 0277-44-5733

9:∞～20:00
日

純正食品 図書、 自然酒、無添加ヮイン
料理教室

1漢方薬、カイ ロプラクティック併設

①

宮 前 薬 局 上 原 店
〔〒3780051〕 群馬県沼田市上原町1801-22
■10278-24-3678

8:00～ 20:00
日 ①

店
堂
品
●
食

一

然
友
自康健

三
〔〒371-0016〕 群馬県前橋市城東町4丁 目10-2
■1/FAX 027-232-2399

9:30～ 19:00
水・祝

無農薬野 お茶 米 雑穀 海藻 菓子 等
アレルギー対策食品多数有り 全国宅配

SUN HOuSE‐
麻   理  1 恵

〔〒379-2123〕 群馬県前橋市山王町22510
TE1/FAX 027-266-5334(山 王病院より西徒歩1分 )

11:00～ 19:00
日・ 月

自然食品 無農薬野菜 天然酵母バン 海産物

化粧品 オーガニックコットン 生活雑貨 配達 ①

自然食品&鍛粟食レストラ|ン
カ ン トリー ラ イ|フ

〔〒3710017〕 群馬県前橋市日吉町1-5-7山 本ハイツ1階
TE1/FAX 027-219-0071 一か鐘

乳卵なしの自然食品 ケーキ 全粒粉バンなど
無農薬野菜、豆腐、書籍他 料理教室、健康相談 ① l

古代米 浦部 農囲 〔〒375-0042〕 群馬県藤岡市鮎川
337番地

T[[0274-23-8770 FAX 0274-23-8970
8:30～ 17:30
土・ 日

」AS認証有機栽培の古代米各種、特殊米、玄米
専門生産販売農家。 1個から全国発送。

北軽井沢 癒しをいざな
う宿  ・グル シヤン・

〔〒3771411〕 群馬県吾妻郡長野原町応桑1544-988
TE[/FAX 0279-85-2329

北軽井沢の自然の中で癒しの時を過ごしにいらっ

しゃいませんか ? 穀物菜食料理。

栃木自然食センター
オ  ア  シ  ス

(〒 328-0017〕 栃木県栃木市錦町14-3
1■/FAX 0282-22-1044

10:00～ 18:00
日・祝

健康食品、化粧品、衣類、野菜、雑貨、書籍、
カイロプラティック

店

リ

品

なぐ
唸
ん

ゆ

ど
〔〒321-3235〕 栃木県宇都宮市錯山町651-2
11t0286-67-9200 FAX 0286-67-9204

10100～ 19:00
(日 曜日14:t10～ )
第2・ 4土日(連体 )

自然食品全般(冷食 野菜 米他)健 康食品 薬草
茶 バン(ノ ヴァ ルヴァン他 )、 自然化粧品、書
籍、自然食ペットフー ドとにかく豊富な品揃え

①

安心なたべ もの屋 さん
〔〒320-0838〕 栃木県宇都宮市吉野21-4
■1028-636-3063 FAX 028-636-3692

10:00～ 19:∞
日・祝

オーサワ商品 野菜 バンから雑貨 本まで約
2000品 目.売出年 4回。通販あり。

こ ろ ば っ く る
〔〒3210505〕 栃木県那須郡南那須町大字上川井8514
TEt/F鳳 0287-88-0308

12,00～ 18:30
日・月

マクロビオティックのパンとおまんじゅう

予約注文販売 各地発送 ○

自 然 房  く う
(料理教室 &自 然療法 )

〔〒329-3449〕 栃木県那須郡那須町沼野井626-3
■ 0287-75-2101

10:00～ 16:00
1 不定体

料理教室、ソフ トカイロ (脳 のス トレス除去 )

植物手当法、食材宅配、環境風水鑑定

セーフティーショップ
ま   な   ベ

〔〒327-0843〕 栃木県佐野市堀米町147堀米コーポ
It 0283-22-8261

10100～ 19:∞
1   日

1自 然食品全般  生活雑貨

lζ
ラ革7714選屯LR

①
ス

ト
一ペ

ツ

ス

篠レ
の食

ミ
〔〒310-0851〕 茨城県水戸市千波町299-5
ヴィラフィオーレ101 1E1/FAX 029-244-6112

11100～ 19:∞
日・視 ①

ら く ら く 房 〔〒3114141〕 茨城県水戸市赤塚11 ミオスタワーlFTE1 029-309-5353

10:00～ 20:00
日

枇杷葉温圧 オーサワジャパン商品 ‐オーガ
ニック化粧品 健康食品 雑貨・書籍 他 ①

自 然 食 品  イ ナ パ 〔
〒306-0013〕 茨城県古河市東本町3-514
T[10280-32-1543

9:∞～20:00
月

マクロビオティック食品、C図書、オーサワ
ジャバン商品、書籍 他 ①

水山 舎
〔〒316-0026〕 茨城県日立市みかの原町11-2
1E[0291-53-6863

10:00～ 19:∞
日

オーサワジャパン、料理教室、バン

フェア トレー ドの食品と雑貨 輸入雑貨 他 ①

陽太 堂
〔〒343-0025〕 埼玉県越谷市大沢410-5
T[t048-962-3479

∞”２

日

∞ 純正食品、野菜、 自然化粧品、書籍、料理教室

蕊♂磯高翻朧
〔〒343-0025〕 埼玉県越谷市南越谷1 13-8
TE[/FAX 048-986-0120 (本 部 :048-967-1313)

9:00～ 22:00
年中無休

整体治療 (正食、自然療法等)併設 :整体師、
足裏、アロマ施術師養成 フリータイム制

店

二‐

売
一場

菫
市
の
の

畑

き
き

ん
ん
げ
ず

ｒ
〔〒343-0807〕 埼玉県越谷市赤山町1-96-3
1E[048-967-2888

10100～ 19
年中無休
:00 産地直送玄米の専門店 (分づき可) 各種自然
食品取扱 生産者の直売市開催中 HPも有 ①

院

γ

格肝
整

堂
均
勢姿

”

〔〒340-0011)埼 玉県草加市栄町211-3-201
TE1 048-932-6196

9:00～ 19,00
水曜午後体み

怪我のリハビリ、病気治療、体型 体質改善
21世紀の気功系手技療法です。

J¨
叫



大|1橋 ‐1自 |‐ 然 食
〔〒3501109〕 埼玉県川越市霞ヶ関北4-2217
1E10492-32-9445 ■1%lヤギ 無農薬野菜、食品、図書、化粧品、配達、地方発送、料理教室

一①

川|1織|1自 ‐然 食 品
〔〒350-0063〕 埼玉県川越市幸町810
1EL049 224 1126/FAX 049 226 4577

0100～ 1,100
1■■土|||

昭和45年 創業・無低農薬野菜・無農薬有機米
天然酵母バ ン 生鮮品・手造 リケーキ・雑貨
化粧品・健康食品 産地直送品・地方発送可

①

輛いわさわ天然静蜂バン
エ房 rァルタ|卜 |,,レス11

〔〒354-0025〕 埼玉県富士見市関沢2-24-47
■ 0492-54-3198 FAX 0492-54-3497

10100～ 19100
1不定休‐ |

自然食品、健康食品、天然酵母バン、調味料、

浄水器、化粧品、フェア トレー ド商品 ①
子育ち文1化 1研1究1獅 |

(いのち健康1情1報館 )
〔〒354-0026〕 埼玉県富士見市鶴瀬西2-23-6
■0492-51-3498

9:00～19100
日・機 |

正食クッキングスクール埼玉教室、子育て相談
室、育ち合う会、純正食品、図書、通販 ①

レフ閣
〔〒355-0328〕 埼玉県比企郡小川町大塚1304-3
■ 0493-74-0971 FAX 0493-74-3562

9:30～ 19:30
日   |

配達地域 :東松山市、嵐山町、」JI町、滑川町、
寄居町、江南町、都幾川村、玉川村など ①

自然食品の店 |なら1ざ 〔
〒336-0003〕 埼玉県さいたま市浦和区元町2-9-8
■/FA1 048-885-5963

10:∞～19,00 無低農薬有機野菜、自然食品、生活雑貨、アロマ
製品、自然派化粧品、ハープ教室 (第二木曜 ) ①

春日部自然食轟|センタ|■

「 正 食 の1蓄|11
〔〒344-0032〕 埼玉県春日部市備後東8-47-7
■048-736-7008

10100～ 18:00
日・祝

自然食品 健康補助食品 。有機野菜・雑貨類
食養相談 整体治療院併設 ①

小 川 自然 食‐品 店
〔〒362-0037〕 埼玉県上尾市上町2-7-25
TE1 0487-74-8504

10:∞ V́19100
金

純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室
①

自 然 食 品 の 店
太         子

〔〒366-0051〕 埼玉県深谷市上柴町東3-61
■/FAX 048-573-6495

∞‐９
体摯積

オーサワジャパン全商品 アレルギー対応の
お菓子・健康補助食品・図書貸出しサービス ①

店
家

専
か
品食
な
然自
い
・

〔〒366-0052〕 埼玉県深谷市上柴町西4-2816
TE1/FA1 048-573-1763

∞・い
一一

自然食品、健康食品、無農薬野菜・米、バン

化粧品、ヘナ、雑貨、書籍など 0
サンスマイルショップ

〔〒358-∞ 52〕 埼玉県入間郡大井町苗間115-27
租049-264-1903田 049-264-1914

10:100-19:00
年■経体

“

卜二月豫く)
無農薬お米、野菜豊富 !豆腐、バン、調味料、

石けん、雑貨、化粧品などなど
・①

に
店構輌

森
い
の
さ
桜
や

〔〒339-0052〕 埼玉県岩槻市大田216-8東 武野田線
岩槻駅下車岩槻公園西側信号角 IE1/FAX 048-749-5995

101‐ 00～ 19:∞
|■ |‐ 1火

純正食品、無農桑有機野菜、化粧品雑貨書籍、
フェア トレー ド商品、健康食品、配達、宅配 ①

お 米 と 自然 食 品
働・須 日 米 店

〔〒357-∞ 33〕 埼玉県飯能市八幡町8-5
TEt 0429-72-2326F麒 0429-73-6094

,100～20:00
1■ |口 ■祝

お米、オーサワジャパン商品全般、EM商 品。
浄水器、備長炭、百年茶、アロエなど4∞種。 ①

オ |ル ゴ ン 堂
〔〒3501245〕 埼玉県日高市栗坪41
■ 0429-85-7541高 麗小バス停前

1■ 1‐00～ 19:∞
|■火,フ団議有

自家種天然酵母バン (石窯薪焼有)、 自然食品
玄米定食・カレー、喫茶、仏語会話、米匙 ①

本多自翼慈 ビューティ
ク|リニック COSMOS

〔〒367-K1044〕 埼玉県本庄市見福31219
■10495-22-0155開 0495-22-0150

10100～ 18:00
1日 1月・祝

三面美容「身体・肌・心」の提唱、メイクUP
マリアンボレ化粧品、自然食品、全国発送可 ①

詢て らさき建食材
〔〒3691202〕 埼玉県大里郡寄居町桜沢 1152-2
TE1 048-581-4968 FAX 048-581-7220

10,00～ 18:00
日・視

オーサワジャバン全商品 書籍 健康グッズ・
サプリメント 食養 美容 (リ ンパ)相談

ス
店

ウ
本

ハ
沢

康
所

健
新

〔〒3591111〕 埼玉県所沢市緑町4-7-20
TE[04-2965-2551

10100～ 19:00
日鑑定休日

オーサヮジャパン全商品・有機野菜 バン
生鮮商品 生活雑貨・書籍 他 ①

日本の水口を守‐る1会|
〔〒260-lll132〕 千葉県千葉市中央区登戸11810
大熊ビフレTE[043-2381408出 043-238-1409
全国の自然耕晨家の本部です。

9:00～17:00
■ '日 :祝

元気な自然と安全の証明は “メダカの群れ泳
ぐ田んぼ"で す。 自然耕の田んぼだけの現象
です。メダカの学校運動で全国に拡げる普及
本部。会員制の直産です。案内資料をさしあ
げます。

市 ,l 平■和■1童| 〔〒272-0826〕 千葉県市川市真間31112TEL 0473-22-0810
10:∞～19:00
日

食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達
①

酒  文  商■■店
通販部=オープ|ンセサミ

〔〒289-2523〕 千葉県旭市中谷里2526
T[[/FAX 0479-63-9554

9:00-19:00
不定休

蔵元直送純米銘酒、天然ワイン、0」 食品、生活
雑貨、地元産自然農産物取扱、全国宅配可 ①

自然食品の店|夕 |ンポポ|
〔〒277-0022〕 千葉県柏市泉町6-57
TE[0471-67-1997

10100～ 19:00
第2日

食品、無農薬野菜、食養 美容相談、各地発送
①

村きお早
〔〒273-0∞ 5〕 千葉県船橋市本町11-7
東武デパー トBl F ■ 0474-25-2211

10:00～ 20:00
水

自然食品、有機農法野菜
①

店

Ａ

のコ椰
Ｋ

食
Ａ
然自●

Ｔ
〔〒2750011〕 千葉県習志野市大久保41417
n1047-471-1661 FAX 047-471-1661

11:00-19:00
1■ ■火■日

オーサワジャパン・ムソー商品他アレルギー
対応食品・生活雑貨・書籍 自然食品 ①

あ―い り ん 堂
〔〒2860C136〕 千葉県成田市加良部4-51
■0476-29-61 53 FAX0476-29-6163
URL httpブ /homepage3 nrty cOm/ainndO/

∞”
土
∞
一
一

不耕機&無農薬のお米 無農薬の野菜 天然酵母
バン みそ・醤油・石鹸洗剤 他。各種発送&配
達承ります。毎月玄米菜食の勉強会&健康相談有。

①

lKIUKO HER3S 〔〒297-0213〕 千葉県長生郡長柄町徳増806
■10475-35-1236

∞一登
一一

∞
●

オーカニック食品、アロマテラピー製品、
バッチフラワーレメディ、オープリーオーガニ

クス、オーガニックコットン、ハープティー
○

ア|ン グ リ ア 〔〒272-0111〕 市川市妙典31112 東西線妙典駅3分m/田 047-306-0123
:0● 301■18100
1■苺■祝 | ツ〕∋争,う夕占P稜_撃夕鰐議秒タリ■9倉 ○

不||二1自 然 食 品
〔〒1060045〕 港区麻布十番2-21-3
■ 033451-8966郵 便振替東京018943

,|130～ 19:00
1111111け |

野菜、海産物、食養相談
①

ベスト・アメ■ティ⑭
〔〒1050004〕 港区新橋11812 8階
■03-3539-5671

|● 00■ 1,,00
■土|‐麟●観||

おいしい健康をテーマに安心安全な商品を全国の
お客様に提供させて頂きます。

コ■
全一一認

ヤ
Ｑ

て |∴響
〔〒106-∞47)港区南麻布515-27 田中広尾 ビル6階
■ 03-5739-1814

∞
●

一

１‐‐‐‐‐
嗜

一

日硼．Ｆ
自然食品 サプリメント・書籍・フラワー
エッセンス他 ①

自然食轟となけ |々● 1購
あ ら|lt■■|ぐ■|ま |

〔〒150-0002〕 目黒区日黒本町4-811
■03-3794-1848

10:00～ 20●00
年中無体||■

オーサヮジャバン全商品・ムソー・創健社
太陽油脂 生鮮食品 。生活雑貨 他 ①

Tsu‐b llT,● |||IC14111
(未来食ツト|'|工|1鐵 )

〔〒112-0014〕 文京区関口117-9有 楽町線江戸川橋駅
4番出口右へ2分 I103-3269 0833 FAX 03-3269-0627

10:00～ 19,100
日 ,月 二祝||

100%植物性ノンシュガーのお菓子&カ フェ
ランチレストラン11:30～ 14:CЮ (土～15:00) ①

自然拿1員●41玄 1米1薬1食|
レス トラン ■棋 1津|め1苺 |

〔〒1130013〕 文京区根津1114 千代田線根津駅①
出口右側徒歩1分 ■1033823∞ 30 FAX 0823-∞ 31

10:∞
～
21■00

日は17 1oo～ ‐|

レス トランは11:30～ 14:30(日 祭休)無農薬
有機野菜、無添加食品全般雑貨、化粧品、

手作リケーキ豊富な品揃 ①

高砂自然食晶セ|ンタ|■|
〔〒125-0054〕 葛飾区高砂813-5
1EL 03-3600-4322

∞
●
一

中
」

無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配連
①

ン

ト
一ア
ク幾

Ａ
ゅ“瀞

〔〒101-0062)千代田区神田駿河台3-313(JRお 茶の水
徒歩 6～ 7分)■ 03-3219 4865 FAX 03-5280-2330

11100‐ 20100
議・機 121C‐ 19‐ ,α
l年■無嫌

うまい野菜、日替天然酵母パン、自然食品全般、
生活雑貨、書籍多数、シャボン玉石けん等。
雑貨の卸 し、玄米弁当有、通販、近隣配達可。

①

判
田



'「
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場
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●
．・一一
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・

自

一

●
〓
え

〔〒145-0071〕 大田区田園調布1-6-20
TE1 03-3722-6476/お客様専願 120-404421

,01001■30,00
■■|:00-19,α

」AS有機農産物を中心に安全・安心な商品が
約1500アイテムhtp://― d― ecologia com ①

organic&Pure
柳 フヽオーマンスシステムズ

〔〒101-0062)千 代田区神田駿河台2119
1E103-5281-1363 http//www organicandpure com

10:100～ 17:∞
土 1日 '祝

」AS認定有機無農薬魚沼産コシヒカリ にがリ
各地海洋深層水 。自然塩 全国宅配可

花のな
〔〒144-0051〕 大田区西蒲田7-21-8蒲 田ビューハイツ
1階 ■ 0337381228

自然食品、有機野菜、化粧品、生活雑貨、
エコリフォーム&イ ンテリア 食養相談(要予約 ) ①

自然農場 まほろば
〒143-0016〕 大田区大森北51-2
■/FAX 03-3768-5275

10:00～19:30
日・祝

御一緒に、 自然の摂理にそつてたくましく生き
抜く技を身につけましょう。自然食品全般。 0

リ マ 東 北 沢 店
〒151-0065〕 渋谷区大山町11-5(lF)
■ 03-3465-5021 FAX 03-3465-5022

10:00～ 19:∞
正月を除く年中無休

日本C協会食品事業部 無添加 純正マクロビ
オティック食品約600品 目。無農栗有機栽培の

野菜 果物 米 雑穀。天然酵母バン多種。天然

にがり豆腐。手づくり冷凍惣菜。圧力鍋 土鍋

浄水器アルティマ 肌着 タオル 絹製品。自然

素材の生活雑貨各種。

①

der Akkord
ア   コ   ル  ト

〒150-0001〕 渋谷区神宮前5-45-5
■ 03-6419-2928 1AX 03-6419-2929

11:00～17:∞
水

完全マクロ ビオテ ィックによる

100%オ ーガニ ック +天然水のベーカ リー &デ リ

ナチュラルマート
〔〒150-0012〕 渋谷区広尾519-5
広尾フラワーホーム1階  ■ 03-6408-2528

,1:00～20:00
日

有機栽培野菜、自然食品、天然酵母バン、玄米

弁当、化粧品、無添加ペットフー ド、書籍 ①

海の 構 株 式会社
〔〒160-0023〕 新宿区西新宿7-22-9
lE1 03-3227-5601 FAX 03-3227-5602

9:00～ 17:∞
1土 ,日・祝

自然海塩「海の精」の生産販売と「海の精」を

用いた醤油、味噌、梅干 漬物などの開発販売。

経堂自然食品センター
〔〒156-0052〕 世田谷区経堂2-3-7
TEL 03-3428-9555 FAX 03-3706-9252

10100～ 20100
1毎月1日 /中 1日

自然栽培野菜 くだもの、加工品、惣菜 」AS有機野菜、
くだもの、ォーサ,シ |■ ン 1,―杉食 生鮮食品他 ○

あ|‐ い |‐■ふI T ず
〔〒158-0081〕 世田谷区深沢3-9-2
■ 03-3705-7667 FAX 03-3705-7669

:0:00～ 19:∞
■ 不定体
■FAXI随時受付
■■要予約

①ベジ対応レストランのご案内②豊富な品揃え マ
クロビオティック食品の通信販売③マクロのお弁当
屋さん『愛FooMき っちん』のご紹介④情報満載の
ベジパラで快適ライフ |いW vegeoara∞m

一①

場道康健
〔〒151-0053〕 渋谷区代々木 1-54-8
TEt 03-3378-6871

9■ 100～ 17:00
111 E I祝 |

サンゴ草、梅醤番、豊寿、陽泉 オーサワ商品

毎月第 4日 曜午後 1時より勉強会 ①

徹 ミ ナ 本 店
〔〒165-0026〕 中野区新井5-2011
TE[03-3385-6058

10100～ 18:00
1 日・視

東武船橋デパー トBl Fは やおき村

営 10:00～ 19:00 水休み ①

酒 アン ド自然食品の店

遠   山   酒  店
〔〒164-0012〕 中野区本町5-33-29
1t03-3381-6452

9:30～ 21 :30
日

無添加ワイン 自然酒 自然食品 無低農薬有
機野菜 米 健康食品 生活雑貨 宅配可

自然食糧品店 グルッペ
本         店

〔〒167-0051〕 杉並区荻郷 -27-5

■ 03-3398-7427 FAX 03-3398-8651
9:30～ 19:30
年末年始・夏期

無低農薬有機栽培野菜 果実 純正食品、 自然
食品全般、生活雑貨、書籍 水廻 り上下水道等
ホームサー ビス等goyoh― 晰k宅 配、面 白八百屋

①

店

木

の

の

品

ブ

食

バ

然

オ

自

バ

〔〒168-0073〕 杉並区下高井戸1-21
京王線下高井戸駅徒歩30秒  IE[03-3325-9537

10:∞～20100
日

自然食品、無 低農薬野菜、自然化粧品 石け
ん類。毎月第 1本曜は米を除く全品―割引 ①

自然 食 品 と雑 貨 の 店

ろ

〔〒000-0000〕 杉並区上荻1-24-21 協立ビルlF
I〔103-3392-5911 荻窪駅北回下車青梅街道沿い

0000～20
日

オーサワ商品 野菜 生鮮品 パン 化粧品
野草茶 沖縄物産品 雑貨 ペットフー ド等

(日 祝～19:00)オーサワ商品 自然農法米
バン 調味料 お菓子 生活雑貨 書籍 他

①

ナチュラフレフーズショップ
プラ ウ ン シ ュガー

〔〒166-0003〕 杉並区高円寺南3-60-6
■03-3316-3162 httpブ/wv― rakuten co jp/br― sugar

12:00～ 20:∞
日・月 ①

自然食品の店 くるみや

有限会社 太陽のひろば

〔〒157-0073〕 世田谷区llA5-24-6

■ 03-341516631A103-341514854ヽ 日急線祖師谷大蔵
11 :00～ 19:00
日・祝

オーサワ商品 野菜 生鮮食品 生活雑貨
健康相談 http//、咄出 tayounOhrOba cojp ①

健康綜合開発株式会社
〔〒160-0022〕 新宿区新宿5-41
新宿 Qフ ラットビル301 ■t03-3354-3948

10:∞ ～17:∞
土・ 日・祝

予約で土鍋炊飯の玄米ご飯が試食できます。

マスタークック他調理道具の紹介。

早 稲 田

自 然 食 品 セ ン タ ー
〔〒160-0044〕 新宿区喜久井町51 地下鉄東西線早稲田
駅夏目坂口 ■ 033202-9611

9:30～ 19:00
日・祝

オーサワ商品 野菜 雑貨等。カタElグ誌有。
http//www bun● sho n cojp/waseda/ ○

高 田 馬 場 鍼 療 所
一ハ リ・ 減量塾併設一

〔〒169-0075〕 新宿区高田馬場1-2414加藤ビル 3F
TE[/FM 03-3205-0495
」R高田馬場駅徒歩 3分 (加藤眼科のビル )

10:00～ 12:30

,0:00～ 121∞ (■ 祝)
水 ヽ日

ハリ治療、姿勢のゆがみ、健康相談。 「患者と

家族の気功 操体法教室」「お灸 温灸講座」
く操体法をエスペラントで世界へ>

グリーンポプリ佛
〔〒130-0015〕 墨田区錦糸1111ノ イエヤマザキビル3階
TEt 03-5619-7013

10:00～ 18:∞ 大和神茸、アガリクス、霊芝酵素、神鶏、玉金、
無臭ニンニク、自然食品、書籍等

里の1心安
〔〒171-0014〕 豊島区池袋2-23-4
■03-3987-0952

∞

一

γ
目

∞

一一

自然農法野菜 玄米 浄水器 無添加近海魚
特殊牛乳 本・宅配有 | `lii,

、aturar&Pё aceful
わ■■ら  わ  ら

〔〒171-0043〕 豊島区要町3-317有 楽町線千川駅 3番
出口よ り 3分  IE1 03 5986 7401 FAX 03 5986 7402

1■ ■00～ 19:00
■火■月2回月

自然食品、天然酵母パン、生活雑貨、フェア ト

レー ド雑貨 衣料、料理教室他
一〇

赤 と う が ら し
〔〒170-0003)豊 島区駒込1-28-8
■03-3947-8121

11100～ 19:00
■■腱 :祝

オーサワジャパン全商品 無農薬有機野菜 .

食品・化粧品 雑貨 本 駅から歩いて0分 ①

自然食糧品店 味穂 〔〒176-0006〕 練馬区栄町4013TE1 03-3948-5701

10100～ 19:00
日

自然食糧品
○

富士見台自然食品店
〔〒176-0021〕 練馬区貫井31416
■03-3990-6773

9:00～ 19:00
日

自然農法食品、野菜、化粧品、図書
①

村然自
〔〒177-0051〕 練馬区関町北2-3312
■035927-7787 西武新宿線「武蔵関」駅南回歩3分

10:00～ 19100
日

無 低農薬野菜、自然食品、生活雑貨、化粧品、

本等 月末の金上はセール お近くは配達無料 ①

身体と心のウルトラサ
ボーター (有 )デポル

〔〒176-0025〕 練馬区中村南3-3172階
IEt 03-3998-0968 1Ak 03-3998-0964

10:∞卜17:銀要予II)

水・ 日・祝

自分で浄血できる「手動式ブハン」の通販と卸

貴女の再生の為のカウンセリング講座

プ ラ ウ ン ライス
〔〒135-0032〕 江東区福住1-715
m03-3642-0241 http//w― brown cojp

10100～ 17:∞
土・日

WHOLE F00Dなお菓子製造 卸し、店頭販売
あり。 ①

徹 わ く わ く
リカーショップすぎうら

〔〒136-OC174〕 江東区東砂316-26
■ 03-3644-6401 F出 03-3644-6403

10:00～ 20:00
火・祝曰

地酒 銘醸ワイン 本格焼酎・ベルギービール
自然食品 httpブ /mvw nommlerjp ①

ナチュラル 小岩店 (〒 133-0056〕 江戸川区南小岩7-2415小岩ステーションビルポポ1階 TEt 03-3672-3710
10:∞～20:∞
第3水

健康食品、自然食品、有機農法野菜、自然化粧

品等、配達あり ①

ア メレ フ ア ー 〔〒123-0851〕 足立区梅田6141 東武線梅島駅n103-3889-2651
11:00～18:00
■ '日・祝

自然食品 (野菜含む)、 健康食品、化粧品全国

配送 ①

ほうすいえん自然食品店
〔〒182-0002〕 調布市仙川町1-9-61
■ 03-3326-2356

10:00～19:00
111 1日

無農薬のお茶 有機野菜 果物、純正食品
①

ニー乳e鼻政轟最〔
〒187-∞ 04〕 小平市天神町1-23-2-C 東京本部
物流センター ■ 042-344 1770 FAX 042-3444177

191100～ ,7130

=1視
|(=餞不日い

リマ自然化粧品卸販売・いんやん倶楽部の

愛情シリーズ ア トピーアレルギー対策卸販売



[|どlg言警考 〔
〒1830023〕 府中市宮町12-6プ ラザワンビツレ2F
■10423-64-8262 京王線府中駅南日正面 2F 11罵憲舞IT ①

重鬼曽轟會疵奪
〔〒186-0002)国立市東1-1617 ポポロビル地下一階
下リエスカレーター右側
■/FAX 042 572 25∞ l鶏:TJ

オーサワ商品・自然健康食品 。化粧品 備長炭
お茶・調味料・ア トビー対応OS工業シジュウム
全商品・リフレクソロジー・全国宅配

①

自然食品の議たなかや
〔〒1900004〕 立川市柏町4-516
■ 0425-35-5227 111螺お|"

無晨薬野菜、純正食品、浮津宏子先生の料理
教室 ①

Ｆ
玄

ＭＢ
蒼

玄≡

社
ＡＮ
会

，
式

ＪＡ
株

〔〒1920054〕 八王子市小門町2021E1042625-0096
支部/長野、会津若松、他各地サークルあり

10100～ 19100
年中無休

半断食(通いでできます)純正食品販売、蒼玄
雅楽部、翔進料理教室、翔進懐石「蒼玄J ①

イノチの糧屋八王子店
〔〒193-0833〕 八王子市めじろ台4125
1E10426-63-591l FAX 0426-66-4622

京王高尾線めじろ台駅より歩 3分

10:00～ 18:30
日・第3土

オーサワジャパン全商品、無晨薬朝どり野菜、
認証有機玄米、天然酵母バン、健康食品、衣料
品、パイウォーターなど。

①

ム
社
力
会式

ス
株
ム

一

一
ル

〔〒2020023)西 東京市新町5-520
■ 0422-36-2055

9:00～ 19:00 自然化粧品等の通信販売及び卸販売

八 丈 自 然 館
〔〒1001401〕 八丈島八丈町大賀郷7590
TE1 04996-2-1800

∞”２

祝

∞ 真空浄血療法、自然食品販売
①

Boot(ぶ 一 と ) 〔〒2050C113〕 羽村市富士見平21-6TE1 042-555-4440 FAk042-555-4366
10,00～ 19:30
単協琳鮨盆 屈調績く)

生命力のある米や野菜、調味料、生鮮品、生活雑
貨他。配達、配送あり。はンんv‖ bool¨知ぃ憫∞m′ ①

品

参人

食然自 〔〒208-∞ 21〕 武蔵村山市三ツ藤14213
■ 042-560-4459 http1//wwwe― ninjin jp/

10,00-20:00
11 年中無体

オーサワ商品 有機野菜・健康食品 自然派化
粧品・生活雑貨・全国発送 配達 ①

|マ|■ ホ ー ジ ュ
て敷菜食レストラン&販売)

〔〒257-∞ 14〕 秦野市今泉32311
TE1 0463-82-6036

10110o～ 17,00
1‐ |.本■金■|

食事は予約制、月 3回料理教室開催、☆毎月第
一日曜 “節の食事会"ご予約お待ちしております ①

山1崎1鍼1灸 指圧 院
(〒 213-0013〕 り‖崎市高津区末長2243
■ 044-865-5581

‐9‐ 11pp～211100
1■|1彗●1月|||

鍼灸、指圧、小児鍼、食養相談、勉強会
http://‖ on zerO ad jp/～ 2aq77728/

品

ク

食
●
康

●

健
，
然
●
自
一サ

〔〒214-0039〕 り川崎市多摩区栗谷3-2-4
11/隠 044-953-0438 111‰絆ITI

健康・自由 幸福へ。 自然・健康食品、無 (減 )
農薬野菜、天然酵母パ ン、化粧品、雑貨。

一①

塾

所

Ｉ

生

談
一心

一蘇
・相

天
・

一カ
．病
Ｉ

癒
一毒
一所

荘
●

レ

燃
一構
壺

■
一離
病
一

〔〒225-0021〕 横浜市青葉区美しが丘119-2、 4-6106
■1/FM 045-902-2034 1111貯薔|IT‐

食養相談、病気別各種操法、気功、自律調整法
呼吸法、各種健康法、心身統一道 ○

ンサ
な
館

ツ
メ
品食

キ
一ル
福

一７
・′
模

一マ
一
●
一

〔〒241-0824〕 横浜市旭区南希望が丘 2
■ 045-363-0846 FAX 045-363-0847
相鉄線希望ヶ丘駅南ロバス通信号 2つ 目左ヘ

191130～ 118111301

■ 1水■口■
楽し|ヽを自常に

オーサヮジャパン商品・輸入冷凍食品 。やせ
てきれいになれば幸せだ と思 う人用化粧品●
若返 り療法研究会  雑穀料理教室 書籍多数

一①

自然食品センター
弘  明  寺  店

〔〒232-0055〕 横浜市南区中島町4-81
TE1 045-712-3339 市営地下鉄弘明寺駅徒歩 3分

10:00～ 19‐ 1100 オーサワ商品 CI図書・食品 野菜 玄米・雑貨
化粧品 アレルギー対策食品 配達・全国発送可 ①

横浜・自然食料理教室
自家製酵母バン教案

〔〒24700Э 4〕 横浜市栄区柏陽1523岡 田きょう子
」R本郷台駅歩 5分  TE1/FAX 045-8944799

料理教室 (金 土)基礎科、初中上級、出張
講師、予約制食事会 (食箋等ご希望承ります)

松 瀬 医 院
〔〒236-0052〕 横浜市金沢区富岡西5-514
TE1 045-773-0397 httoブ /www matsuse-ln com

9100-17:30
本土午後・B

電話相談 (前金予約制)30分 6千円です。
土日祝日でも可。まずはお電話ください。 ①

す こ や か 広 場

〔〒244-lD03〕 横浜市戸塚区戸塚町118 山ロビル lF
JR戸塚駅西 El徒歩約 5分
■ 045-881-7636 FAX 045-881-2772
http//sukoyakahirOba com

10:00～ 19:∞
曰・祝

戸塚図書館そば

オーサワジャパン全商品、野菜、天然酵母パン、
食器・衣類、生活雑貨、図書、通信販売、近隣
区内無料配連、売出しは毎月です。
E ma‖ Isato@sukoyakahiroba com

①

会
品
る神
食
康凛
陽
然自
太

〔〒224-0037〕 横浜市都筑区茅ケ崎南31825
■1045-942-4001

8:00～ 17:∞ 自然農法野菜、米、食品全般、雑貨、書籍他
稲刈ツアー、健康相談会、講演会など ①

健康薬局保土ヶ谷駅ビル店
」R保土 ヶ谷駅西 日 lF

〔〒240-l1023〕 横浜市保土ヶ谷区岩井町17
■ 045-337-2228 FAX045-335-3896

10,00-22:00
■・日■祝20100t

オーナーは生薬漢方認定薬剤師・保険調剤 健
康食品 自然化粧品・精油 全国発送可 ①

マクEIビオティック&自然
食品のお店 ナチュランド

〔〒223-∞62〕 横浜市港北区日吉本町3-38
TE1 045-564-8351 FAk 045-564-8352

10●00-20:00
1■年中無休

玄米栗食レストラン (食事、お茶、手作リデザ
ー ト等)、 自然食品販売、陶芸ア トリエ有り ①

ア■|スママシヨツプ
〔〒247-0∞ 6〕 横浜市栄区笠間1211
■ /FAX 045-893-8965

11■00～ 10100 自然食品 自然療法の器具 エコ雑貨・真光元
(しんこうげん)毒性ゼロのシャンプー 化粧品

洞陽陰 |
〔〒249-0006〕 逗子市逗子71-58
砲 0468-73-7137 FAX 0468-71-4383

∞
●
一
曝一一

食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、
配達

一〇

KIIAI‐ VIIハ‐1本 1店
〒2280024〕 座間市入谷4-2613-9
■ 0462-55-9326 FAX 0462-57-3664

,pl100-191■ 00
1年始■菫難1菫|

無農薬有機野菜 伝承 自然食品健食雑貨全般
全国宅配有 宅配料割安・宅配割引セール有 一①

1機|1衝■の●こ―|め■や
〒239-0833〕 横須賀市ハイランド4191
TEL 0468-48-1355 11lTIT

無減農薬玄米取扱い及び掲精加工販売。純正食
品、無減農薬野菜の販売。」―NAOS加盟店。

ま■|ご||こ■|ろ■|や 〔
〒2500003〕 Jヽ 田原市東町395
■ 0465-34-9612 ll11野百11T

純正食品、C図書
①

わ
麦

一店
場
一詰
薔な軸

書
市

〔〒254-0807〕 平塚市代官町8-25
1Et/隠 0463218448 平塚駅南口徒歩3分 l≒覧瞥ギ 産直無農薬野菜 果物

・生活雑貨 各種イベント
有 。米づくり 保存食づくリ ヘナ・温灸等 ①

‐轟lklチ

'お

難1鏡 〔〒2540013〕 平塚市田村625010■/FAX 0463-532683
∞
一一
一
切一一

医薬品、健康食品、リスプラン化粧品、足心道
健康指導教室、食品 ①

店
ド
の

一

品
国
食
ス
一康
ル
健
＾

〔〒242-0021〕 大和市中央5142あ する一どパーキング
ビル 103(大和警察署 2軒隣のビル lF)
相鉄線・小田急江ノ島線大和駅から徒歩 4分
■ 046-262-0020 FAX 046-262-5968 http//www hrh co,p

l:|IT富 l::撃

断食と食養及び健康補助食品によリヘーチェット病
を克服。生き方を変え S49年創業。O」商品多数、
自然食品、有機野菜、エハ

・メリ,化粧品、食姜健康相
談、通販、毎月「日曜を除く月末の5日間」特売 `       (il)          |

Ｙ

＞イ

Ｄ

デ

Ｎ

ンイウ
Ｗ
↑

〔〒252-0007〕 藤沢市湘南台1101
そうてつローゼン角 TE1/FAX 0466-43-0330

11100-18100
‐日・祝

自然食品、健康食品、無添加化粧品、竹炭備長
炭、空気清浄機、浄水器、衣料、他雑貨 ①

やなか
〔〒248-∞ 14〕 鎌倉市由比が浜3-947
■ 0467-24-0664 FAX 0467-23-7264 ”一

有機野菜・果物、自然派化粧品、無料配達 (横
須賀、茅ケ崎、藤沢、戸塚 ) ①

マ ル ナ カ 薬 局 〔〒403-CXX14〕 山梨県富士吉田市下吉田251
■0555-22-0200

9:00～ 21:∞
窮2,4日

漠方薬、健康相談、 リスプラン化粧品、食品
①

ン
房エ

バ
とさ

窯
のし

石
ほ

〔〒402-∞ 34〕 山梨県都留市桂町9522
TE1/FAX 0554-45-2471

101100～ 18:o0
■1日 ■月

富士山溶岩使用の石窯で焼く天然酵母バン製造
マクロピオティック食品 全国発送可 OI

自‐然食品 有機村 〔〒4∞
―∞65〕 山梨県甲府市貢川1318

TE1 055-222 1872 moブ/-1l pan Orjp/u― krrura/ 111嶽私IT
自然食品全般 オーガニ ックコットン・自然
化粧品 書籍・文具  CD・ 生活雑貨 ①

風,■桑i食筐
〔〒4091501)山 梨県Jヒ巨摩郡大泉村西井出8240-7578
■ 0551380464 」R甲斐大泉駅6∞m南

10130-18:30
1‐ ||1火 ■ ||

無農薬栽培農産物、自然食品、食材全般
生活雑貨、書籍、宅配あり ①

締 ||‐光1彩 ■1 芸 〔〒407-0104〕 山梨県北巨摩郡双葉町竜地3049■ 0551-28-4181
|,11004111100
1■ |■ ,||■ |‐

資金属装身具

2004



ク

ス一拳一″
イ
ォ

カ

クυ
ッ
エ

ィ

ウ

テ
〔〒408-0002)山梨県北巨摩郡高根町村山北割1098-3
TE1 0551 47-4585 htto//― u chro com

9:00～ 21 :00
土～17:∞
日休

カイロプラテ ィック、オイルテラピー、波動
測定、血液細胞分析、健康食品、ハープ、教
室

①

中 央 銅 1剤|1薬|1局
〔〒4010015〕 山梨県大月市大月町花咲1264-3
1EL 0554-22-3325 FAX 0554-20-1125

9:00～ 17100
上
～
15,∞ 日1休

大月市立中央病院前。調剤薬局、シュタイナー

関連商品、純正食品、生活雑貨、医薬品、書籍 ①

河口湖アルカンシェ‐ル
〔〒401-0305〕 山梨県南都留郡富士河口湖町大石2498-2
■ 0555 76 6662 FAX 0555 76 6682
http//w、～、v arcen grjp/

1年中無休

マクロ食の信泊施設。 1泊 2食 12,600円。
松本光司先生料理教室。半断食スクール。

会席料理 3,675円。 アロマテラピーサ ロ ン。
①

宿

田の時
彩

テ

旬

ホ
・
泉康
綴
健

下

〔〒409-2942〕 山梨県西八代郡下部町下部990中央道甲
府南iC60分・河口湖lC60分 、東名富士IC90分、」R身延
線下部温泉駅車3分 http/′ yasu com■ o556-36-0111

8:00～ 19130
年中無休

H154新装。良く効 くぬる湯温泉、無添加料
理、循環農法無農薬野菜 (EM[有 用微生物 ]
堆肥使用 )、 粗製糖、自然海塩で健康追求 !

①

、
イ
イ

ムロ

テ

ャ

ニ

・ン′ヽ

ュ》
杢
一
コ
一

〔〒399-8300〕 長野県南安曇郡穂高町豊里
I[0263-83-3838 htt,//wぃ ″utraman gr,p/～ ShJom/

(夕食は予約|のみ)
木■冬理株業あり

レストラン&カ フェ、石窯パン、ビザ、自然食品
フェアトレード・エコ雑貨書箱販売、宿泊 ①

|=■ |―シ|ヨ ップワン
〔〒396-0011〕 長野県伊那市未来通り42851
1EL 0265-76-3886

10,00～ 18100
日■祝●第■le土

マクロビオティック食品、シャボン玉石けん、
エコ住宅、健康塗料、オーガニックコットン ①

会

ろ

の

こ

母一
ご

ピト

ー

一ア

は
〔〒380-0803〕 長野県長野市三輪1-2511
■[/田 0262591151

10,00～ 18:00
彗■祝|

オーサワジャバン 野菜 米 化粧品 シャボン
玉石けん・オーガニック衣料、書籍、他 ①l

Ｆ
部

Ｍ玄

支

蒼ＡＮ
野

ＪＡ
長

〔〒3810021〕 長野県長野市屋島1769
■[/FAX 026-222-7345

10:00-19:00
年中無休

半断食 (6日 間通いでできます)翔進料理教室
純正食品、書籍、無農薬野菜他販売 ①

う か い 動 物 病 院
日本動物病院会指定病院

(〒 3810021〕 長野県小諸市甲3232-2
TCt 0267-24-8600

9:00～ 19100
月

オーサワ商品取扱い マクロを主体とした 自然
療法、手作リフー ド、メディカルアロマ

オーサワジャバン商品、天然酵母バン、雑貨、

花とマクロビオティック料理教室

①
食
・伎

然
“破

●

工
一

自

●

一

と

ド

花

ア

〔〒3860042)長 野県上田市上塩尻4541
Ⅲ 0268-21-4187F患 0268-21-4188

11:αD～ 18=100
日・月■木|■ |

①

の  |ん||■|ど| り 〔〒3861102〕 長野県上田市上田原8761■10268-26-9355
9:∞～17●00
日■祝 |■ |

オーサワジャパン商品 根を守る核酸有機肥料
核酸&キ レー ト酸素食品 無農薬野菜 ①

てて く く
〔〒395-0051〕 長野県飯田市高羽町3-46
Ⅲ0265-53-5980 FAk0256-53-5983

11 :00～ 19:00
無休

有機野菜、オーガニ ック マクロ食品、エコロ
ジーグッズ http://― tekuteku net/

無農薬野菜  自然食品
健康教室 バイタルチェック自然食品五味調和

〔〒4370063〕 静岡県袋井市田町2-71
TE1 0538-44-2107

10:∞～19:00
日・盆・正月・CW ①

野 草 広■■場
(や そうひろ|ば |)

〔〒4370013〕 静岡県袋井市新屋452
T[10538-44-8083 FM 0538-44-1796

10:∞～18:30
無休

無農薬野菜、 自然食品、生活雑貨、書籍。野
草こども診療所の診察室の語らいか ら生まれ
ました。

①

一フ
一イ
一４
一ル

ラ

モ

然

ス

自

宙

〔〒433-8117〕 浜松市高丘東4261
m053-438-8323

”
月

無農薬野菜、 自然食品、オーサワジャバ ン商
品、料理教室、配達 D

0エ  リ ン 舎 〔
〒4311209〕 浜松市舘山寺町3311
n1/FA1 053 487-3355

9‐100-191∞
1 年中無体

マクロ教室・1分で痛みをとる器具 シルク化粧
品 無添加ペッ ト食品 環境蘇生商品

半 断 食  温 泉  道 場
桐生 リフレッシュ学 園

〔〒4130002〕 熱海市伊豆山1062
1[0557-80-2101(代表 )

毎月1日 ～8日

基本研修

「宿便とり」半断食 拡大な施設と20年の歴史
「指導者養成」  道場開設 自立営業の人に ①

ン

一
所

ヽ
夕

養

”
″
囃

ジ
康

ど

“
疇

ゆ

〔〒4130232〕 静岡県伊東市八幡野1737
T[[0557-54-001l URL httO//wwvv zu cOjp/
～レuken E― ma‖ izuken@レ u cojp

〔〒413-0232〕 静岡県伊東市八幡野1741-49
■0557-55-2660 httpブ /― y―sato com

翻一
断食 半断食 湯治 (温泉)食 養 (自然食 )
東洋療法 物理療法 健康講座各種 森林浴
環境に恵まれ30年の歴史 資料ご請求下さい

①

学

里

医洋

の
・東

ぎ鱗“
治．
．一
湯

や
1予約1制

年1中無休

温泉保養 食養・断食の各コースで体質改善て
きます。資料請求下さい。

ξlど

'‐

メリ■じ〔
〒4180061〕 静岡県富士宮市北町413
1t0544-22-3741(ニ コニコミナヨイ)

10■ 00～ 18,00 リマ クッキング富士宮校 (毎月第 1水―初級、
第 2水―中級、第 3水―上級)食品、野菜 ①

のびらヽわ
〔〒424-0943〕 静岡県静岡市港町2-713
TE1 0543-52-9649

10,30～ 119:00
日

無農薬野菜、無添加食糧品
①

カ ミ ナ リ ヤ 〔〒420-0842〕 静岡県静岡市銭座町6811EL 054-247-8754
0010:00´‐19

年中無体
有機野菜、食品

①

元気一番館 セイケン 〔〒436-0061〕 静岡県掛川市緑ケ丘18-8T[[0537-23-2414
９
休∞”‐撫

自然食品 健康食品 洗剤・化粧品 健康器具
家庭用電子治療器 ○ |

株式会社サ|ンオ|■|ネスト
〔〒410-0874〕 静岡県沼津市松長7801
■ 0559-68-0250 FAX 0559-68-0260

9:00～ 181100
日■祝||||

アイスクリーム・乳製品・卵を全く使用せず
クリーミーに仕上げた大豆アイスの販売。

自然派生活|1書和貴
〔〒4100305〕 静岡県沼津市鳥谷452-8
T■ /Fl1 055-967-3095

10:00～ 18■ 001
日

自然食品、無 減農薬野菜、豆腐類、自然素材、
生活雑貨、書籍他

自然食品 健康食品 こだわり農産物・書籍
調理器具 料理講習会へのお誘い

医食同源、あなたが家庭の名医になりましょう。

難病、奇病にとりくむオーラ治療法。

①

店
ダ
の目“食

シ
伏
（

自

ヨ
〔〒4110848)静 岡県三島市緑町3-2
■ 0559-75-0643 FAX 0559-75-3208

8:30-19:30
日 ①

健康・自然食品 元氣界
社団法人 佐野療術1院

〔〒4250033〕 静岡県焼津市小川3608-6
1L054-624-4246

8:30～ 18:30
①

③伊勢吉 健幸事1業部 〔〒4110912〕 静岡県駿東郡清水町卸団地305
TE[055-971-0584 FAX 055-973-2038

∞‐８
祝

０”
日．

日本CI協会、健康食品 食器、シュタイナー
関連商品、介護用品 ①

泉
一墓
薔凛一一．一一
離
．ま
長

だ

豆伊

こ
〔〒4102211〕 静岡県田方郡伊豆長岡町長岡605
TE1 055 948-0911(1週 間前予約 )

24時間入浴可能
天然露天風呂

プロの板前による旬の玄米粟食膳と温泉の宿
1泊 2食付16000円  90名のセミナー会場有

ス玄鞠
〔〒442-0857〕 愛知県豊川市八幡町鐘鋳247
TE1 0533-86-5679 FAX 0533-89-1072

101,00～ 18:30
■|1 日

マクロビオティック商品、野菜、パン、生鮮
サプリメント、化粧品、オーガニックワイン

自然酒 雑貨。発送配達有。波動測定、血流
血液細胞測定 (豊橋店は針灸治療院も併設 )

①ゲ ン キ プ ラ ス
(欄玄気 豊橋店)

〔〒4400831〕 愛知県豊橋市西岩田61611
■0“269窃 55 FAXl1532 69瞭 浴htlp′子

…
genに shop cOjp

10100～ 20:00
日

豊橋自然食品センター
:日 市民病院 跡 地 前

〔〒440-0897〕 愛知県豊橋市松葉町3-65
TE1 0532-54-5876

9:00～ 18:
日

オーサワジャバン全商品 パン 生鮮食品
生活雑貨・書籍 免疫力強化食品 他 ①

コ|ジ マ フ ー ズ
〔〒457-0011〕 愛知県名古屋市南区呼続元町9-27
TEL 052-821-8746

8:00～ 119100
■ヨ||う■

自然晨法米の販売、玄米餅、玄米粥、玄米ごはん、

は 、小豆、金時豆、黒豆〕の水煮等製墜及び販売

鞠1■ん|き く らぶ
〔〒4600003〕 愛知県名古屋市中区錦2-311 ニシキ
21(6階)■ 0522329981

1011100-181,00
1■|■■視■■

マクロビオティック商品 健康食品。体質判定
チェック。

寿||1元 ナ ゴ ヤ
〔〒461-OCIC 4〕 名古屋市東区葵3丁 目2311
JR 地下鉄千種駅 5番出日前
■0529352366隠 0529352373

10100‐ 171:00
日|1祝 |

マクロビオテ ィック商品、純正食品、書籍、

無 減晨薬野菜、天然酵母バン、生活用 品
セミナーあ りhttp//wwwll ocn neip～ jugennソ

①‐

ヘ ル シ ング あ い
〔〒462-0844〕 愛知県名古屋市北区清水4151日 宝
黒川ビル 2階 TE1052 916 5076
名城線黒川駅より徒歩 5分

:0100-18‐ 100
日・祝|■

無農薬有機栽培野菜、お米や天然酵母バン、

木桶醤油etc。 喫茶では無農薬コーヒー、

ランチをどうぞ

・０

"「
aCr° bltDtl鴨



自|1然1拿1尋,|■●
〔〒467-0807〕 愛知県名古屋市瑞穂区駒場町5-9
TE1 052-842-5010 http//― s― bio jp

9130～ 131130
‐
・ ■日|||||●

リマクッキングスクール名古屋教室
マクロビオティック食材 書籍・雑貨 他 ①

G  I‐る|■|■■■■|■と
(ジ|■ |IJレ|■

―
卜 )
〔〒471-0806〕 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂通り2-45
TE1 052-841-0146

9:00～1191,00
日||■|||

オーサワジャバ ン商品 パン・野菜・生鮮食品・
生活雑貨 絹製品・化粧品 書籍 他 O

生鮮食品‐館 サ ノヤ
万  松 1 寺  店

〔〒460-0011〕 愛知県名古屋市中区大須3-33-6
T■ 052-241-0486

10:00-22:.00
年中無体

無低晨薬有機栽培野菜 マクロピオティック
商品 天然酵母バ ン・生鮮食品 生活雑貨 101

榊奮1富1食韓販売所
〔〒471-0026〕 愛知県豊田市若宮町6-3-8
m0565-33-0687

8:30■20100
1■■■日||‐

自然食品、化粧品、配達 ホームページは
httpブ/― hm3 ata nejp/～ wakamiya/ ③

松|1月|1堂 ‐コ イ ケ 〔〒4418064〕 愛知県豊橋市富本町13-2 愛知大学前IE1 0532-45-3444
81130■ 20■ 100
1■な豫 体■

天然酵母バン、和洋菓子、オーサワ商品、雑穀 一〇

へ|ル|シ =|メ イ ト
〔〒444-0833〕 愛知県岡崎市柱曙 1丁 目1011
■10564-52-7000 FAX 0564-52-7119

101100-191100
■■月■|

無農薬野菜、食品、化粧品、自然酒、オーガ
ニックワイン、衣料、雑貨、書籍、全国宅配 ①

椋乃里 (ム ク ノサ ト)
〔〒487-0005〕 愛知県春日井市押沢台71017
TE1 0568-91-0666 FAX 0568-91-4445

10:100-18:00
重まま10100-16:30

高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水 “活 "
取扱店 無農薬野菜 食品 化粧品 森修焼 ①

テ ル チ ル ミ テ ル
〔〒475-0924〕 愛知県半田市東郷町3-391
1E10569-22-1076

9:00～19:00
日

自然農法野菜、自然食品、天然酵母バン、

生活雑貨、自然化粧品、カフェあり ○

1圃 ア ル  テ  ィ 〔〒4801154〕 愛知部長久手町塚田1922番地シェフォ
ー

ムエタニlF■ /FAX 0561-63-9799地下鉄藤ヶ丘駅
91100～ 18:00
11日 ■月・祝

鍼灸手技療法、母乳育児相談、プロポリス
健康自然食品、書籍、雑貨 ①

より安全で純IEな食轟¢
専綺店   釉■楽|■■

〔〒491-lX102〕 愛知県一宮市時之島丸先212
時之島公民館の前 ■ 0586-51-9559

■01‐ 00～ 19:00
窒1・ n口

'日
IEロ

オーサワジャノヽ ン商品など全国より厳選した、

安全安心の、こだわ り食品と雑貨18∞種。 ○

アイアイド
ー
ラ|シ|グ

〔〒4910838〕 愛知県―宮市丹陽町猿海道腰本756
TE1/FAX 0586-24-7539 htt● //― aiadrug cOm

10:00～ 21:∞
ホ

食養相談、オーサワジャバン商品、医薬品、

健康 自然食品、化粧品、日用雑貨 ①

自然食品 やま |ぐ ち 〔
〒470-0154〕 愛知県愛知郡東郷町和合ヶ丘2-413
m0561-39-0401 FAX 0561-39-0756

9:00～ 20:∞
水

自然食品・健康食品 健康グッズ 他
http//www nf― y com/ ①

自然食品ハー トビア
〔〒503-0805〕 岐阜県大垣市鶴見町628-6
■0584-81-0211

10:∞～18:00
年中無休 ①

悧 わ ら|■べ 村 〔〒505-∞ 51〕 岐阜県美濃加茂市加茂野町鷹之巣3421E10574-54-1355
∞‐８

日０”鋭
自然食品・無農薬野菜 生活雑貨 書籍、フェア

トレー ド品、料理教室 イベント、通販あり。 ①

ん
一キ
・や
一一
一

も
店
一，
一の
一

あ

一―‐
り

．

０
一わ

腐

．だこ
〔〒506-0824
TE1 0577-32-

1 岐阜県高山市片野町5-228
5078 FAX 0577-36-1588

9:30‐■2011001
水|■■|

オーサワジャパン商品 有機栽培野菜
オーガニック食品 雑貨 天然水 ①

榊  |ヒ・■|ノ |■ rel ト
〔〒910-0032〕 福井県福井市堀ノ宮1-803市 内バスニ郎
丸団地下車1分 第2堀 ノ宮下車3分  TEt 0776-21-3811

8:30～1911001
日  ■■

体質別食養指導、料理教室、試食会、 自然食品
健康食品(プロポ リス)、 波動測定 ①

しぜんしよく あい 〔〒910-2165〕 福井市東郷ニケ町35-4
TE1/F麒 0776-41-21 71 httpブ /www2 fctv nejp/～ aichan/

10:30～ 17:00
(販売は19:00J

お食事&喫茶 自然食品 (自 家製こだわりの味噌)
体質別健康相談 (無料)薬 膳料理教室 通販 ①

品
店
食
本
然

・

自市

サ

Ｅ

シ

四

セ

〔〒510-0087〕 二重県四日市市西新地8-6
■/F想 0593-52-9051

9:30～苺8:00
日 |

オーサワジャパン商品・自然食品全般

本格みりんあ ります。
．Ｏ
．

米

や

機有

こ

・飾
一一

・然
●
一

自
か

〔〒515-∞ 75〕 二重県松阪市新町830
■0598-2i-2602F想 0598-2]-8799 http://― e―kanekoya com

9:30■191:00
■■日||1擁■

有機米 天然酵母バン・有機野菜・豆腐・調味
料など。基本の食生活を大切に考えている ○

信1貴1山|1断 食 進 場
〔〒636-0832〕 奈良県生駒郡三郷町信貴山西2102
■[0745-73-2507

毎年1/`|～′/木颯
|■の|み休み|

断食または半断食と正食指導

案内書送呈、入場費 1泊 6,600円

か ん と り もヽ
〔〒631-0002〕 奈良県奈良市東登美ヶ丘416-5(東登美
ヶ丘5丁ロバス停より徒歩 1分 )

10:00～ 19:00
月

自然食品全般、あいがも農法米、無農薬・低農

薬野菜 果物、 自然素材雑貨、石鹸、ハープ ①

ン
舎
ヨンヽ
う
一テ
こ
スス
ん
ルへ
け

〔〒520-0851〕 滋賀県大津市唐橋町1414
TE1 077-537-3878 FAX 077-537-4122

9:00～20:∞
日

自然食品、漢方薬、鍼灸、操体法
①

びわ湖 (25周 年 )
ナチュラルハ ウス

〔〒525-0032〕 滋賀県草津市大路1-9-7
■ /FAk 077-563-0559

9:00-19100
1■  日

自然食品・びわ湖 自然食品検索注文可即発送
httpブ/w― ocn nejp/～ n― uen● /で注文可 ①

マクロピオティック京都 〔
〒606-8101〕 京都市左京区高野蓼原町77
■1075-711-4551 ①

ズ
マ
一，
７
一フ
■

コ
れ

チ
ナ
ナ
エ

〔〒602-0934〕 京都市上京区新町―条上ルー条殿町4832
1EL 075-431-5005地 下鉄烏丸線今出川駅下車 3分

:0● 00～ 19:30
1     日

無晨薬野菜 天然鮮魚 自然食品 オーサワジャパ

ン商品から生活関連雑貨まで。市内配達可 ①

ヘ ル ス ■伏■1見 〔〒612-8037〕 京都市伏見区桃山町鍋島
7

」R桃山駅西50m ■ 075-6110337
10:00～ 20:∞
日

純正食品、洗剤、無農薬野菜
①

ら
舗一一難

れ
暢
太

マ

都

レ

京
ブ

〔〒616-8125〕 京都市右京区太秦組石町101
太秦駅南側ホーム内 TE1 075-873-3877

10:∞～19:00
日・祝

http:,/,/M.binchotan.comXllhttp:/ / w
w.rakuten.co.jpluzumasa/T;:ttE . E[fr ;X ! ①

ウェンデイ■||ママ
〔〒603-8157〕 京都市北区紫野宮東町1-75
■075-411-4460 http//― w―mama com

10:∞～19:∞
日

自然食品、健康食品～生活用品ま厳選 した トー

タルな品揃え。通信販売、HPで注文可。 ①

γ資ケ多慮 ‐議 TE1 075 931-3267(原 口)連絡問い合わせ先
9100-21 ,00‐
年中無体■|

修正ヨガ・ス トレッチ・中高年のダンスビクス

中高年のダンスミュージカル、食養他 ①

ムス|ピ ||ガ■■|デ|ン
〔〒540-0021〕 大阪市中央区大手通2-2-7
1[[06-6945-0618 FAX 06-6910-6237

9:∞■1す 100●
日・祝
'0)●

0‐ 1● 101
不 定 休

|||||‐

|||||||||||||||

自然食品全般 (無農薬野菜・調味料・書籍・鍋

玄米弁当など)約20∞ アイテム 通信販売有リ

1 1協議一食正 会
〔〒540-0021〕 大阪市中央区大手通22-7
1EL 06-6941-7506

9:00～18,00
日 ||||

料理教室、本部講座、研究会、入門講座

家のぎむ
〔〒532-0002〕 大阪市淀川区東三国417-5 1階
IE1 06-6395-7806

10:00-18100
土 =日■

純正食品、無農薬野菜、健康講習会、千坂式
ミネラル健康法 ①

′ヽ ,● |■ 1山 海フーズ
健康自然食1品の店 和楽

〔〒533-0033〕 大阪市東淀川区東中島 1-2012-414号
」R新大阪駅東口出て正面 ユニゾーン新大阪キドビル4F414号 ■1663266682

平日10■ 10o‐ 19=00
上日101100-17100

取扱品 自然食品 健康食品・自然派化粧品
浄水器・圧力鋼・書籍 0

店

ル
の
し

品
●

食

●
一難
一一“

・喜
一グ

〔〒559-0006〕 大阪市住之江区浜口西1-1312
■/FAX 06-6678-0390

10●00～■9■ 001 オーサワジャバン商品全般、有機米、有機野菜
等2000アイテムの品ぞろえ。配達有。 ○

1健康ス|トア■1健‐友餞
〔〒546-0043〕 大阪市東住吉区駒川514-3
■/FAX 06-6698-4649

101100～ 191100
■■■11火■■ |

自然食品・健康食品・健康生活雑貨 備長炭
httpブ/w― kenyu― kan com ①

ズ
一シ
一フカ

ラ
ユチ

．

ナ

グ

〔〒5731111〕 大阪府枚方市楠葉朝日1-6-3
TE1 072-855-0114

101:100～19:00
1■ ■火

野菜から食品全般・関連雑貨まで、高品質なも

のを取揃えています。 ①

‐関1西消費者クラブ
(〒 567-0847〕 大阪府茨本市野々宮210-30
TE1 0726-34-0713 FAX 0726-34-0712

∞ヤ‐
日

∞
●
一

無農薬野菜、無添加加工品、ヘンプ食品、アレ
ルギー対応食品、自然化粧品、全国宅配 ①

会

↓
一
購一．
犠
〓
Ａ

一
餌
■
醸
一一
本
↑

(〒 580-∞ 22〕 大阪府松原市河合2-6-3
TE1 0723-32-9293看 板なし

)1100‐20:00
■■盤中書供

操体法指導 します
○

機ち1凛|や |(餞通禁織 ).

(〒 582-CXX19〕 大阪府柏原市大正31-35
m/FM 0729-72-0467 島1撃鶴温

無農薬野菜・玄米・天然酵母ハン、カレター宅配、

オーサワ商品、料理教室、操体法、自然農塾、各イヘン①

メ
藤舞一一

″
爆

，
●

，
彫
ナ
食

(〒 560-∞51)大阪府豊中市永楽荘21-4
■ 06-6840-2988 FM 06-6840-2987

1011.00‐ 19100
1 年中無休 |

無晨薬野菜・ 自然食品・アレルギー対応食品

自然化粧品 (配達 発送致します ) ①
2004



―

瞬糖
や |さ |い の 広 場

〔〒563-0024〕 大阪府池田市鉢塚315-5A
It 0727-61-0064 http//www tesh gotoya cojp

10100-18:30
‐ 年始体

ポラン広場の有機農産物を主とし、生活まるごと
安心なものを所狭しと展開。 ○ |

安1全な1食べものネット
ワ ■ ク  オルター

〔〒584-0048〕 大阪府富田林市西板持町2-35
TE[0721-34-2600 FAk 0721-34-2777

9,00-19,00
1 日

無農薬野菜、鮮魚など安全なたべもの全般、代替
医療品、代替衣、住グッズなど14000ア イテム

一①

か

屋

す

百
で
八

き

の

ん

き

げ

う

お

ゆ
〔〒584-0092〕 大阪府富田林市昭和町1613
7E[0721-26-2619 FAk 0721-26-3419

10100～ 19100
月

無農薬野菜 果物約60品 。米・天然酵母パン
健康 自然食品全般1500品 (全国宅配OK) ①

店
ス
の
ゥ
●限
′
食

・ ン
然
リ
自
グ

〔〒655-l1038〕 兵庫県神戸市垂水区星陵台19-9
■ 078-787-3828 0120-164-831 FAX 078-787-3844

9:30～18:30
日・月

無農薬、自生野菜 自然食品全般 玄米 お菓
子 化粧品 生活雑貨 本・配達有 ①

玄米 処  田んぼや 〔〒653-C1038〕 兵庫県神戸市長田区若松町53-3■/FAk 01 20-6888-29 http//www genma cojp
10:30～ 19:00
月・第2日

無農薬玄米10種以上 雑穀、家庭用精米機、
圧力鍋、オーサワ商品中心の 自然食品 ①

喫茶 と自然食品の店
の  じ  ぎ  く

〔〒679-5301)兵 庫県佐用郡佐用町円応寺165
■ 0790-82-2171

8100～19:∞
不定休

オーサワジャバン商品 抗酸化食品AOB・ 化粧
品 生活雑貨 図書コーナー・健康セミナー ①

自然食品の店 向日葵
〔〒690-0064〕 島根県松江市天神町82
n10852-26-3801 1AX 0852-31-4172

9:∞～19:00
日・祝

無農薬野菜 天然酵母パン、自然食品、配達有、
料理教室、食養相談 健康セミナー ①

自然色・自然食品店
エコ雑貨 うさぎ家

〔〒690-0015〕 島根県松江市上乃木9-330
■ /FAX 0852-24-2358(ニ シノウサゴヤ)

10:00～ 19100
日

無農薬野菜 自然食品全般 バ ン 冷凍食品
書籍 エコ雑貨 他 ○

彩
家

食
八

然
十

自
八

〔〒695-0017〕 島根県江津市和木町5046
■ 0855-52-4770

11:30～ 13:30
17:30～ 20:∞

自然食品 不思議タオル 雑貨 他
お食事のできる店 定休日 :水曜日・第3日曜日 ①

プ チ ・ メ リ ッ ト
World Harmony Tera

〔〒700-0824)岡 山県岡山市内山下11016
■ 086 234 9790 http://w― wh tera com

10:00～ 19:∞
火

自然食品 無農薬野菜 健食 エコ雑貨 。自家製
天然酵母バン レス トラン 整体・ギャラリー ①

自然 食 百科柿のホ 〔〒710-0132)岡 山県倉敷市藤戸町天城2221
■086-428-8227

9:00～19:00
13

無農薬野菜と自然食品豊富な品揃え 配達有
①

皆  実  C |

〔〒734-0007〕 広島県広島市南区皆実町4112
■ 0822552846平 賀佐和子

毎月第 4土例会、料理講習、PU勉強会

と し き の うえ ん
〔〒733-0842〕 広島県広島市西区井口3丁 目1218
TE1 082-277-6622 FAX 082-270-3363

■0'00～19:00
1日 |IJ● 110‐t8:∞

講演会 料理教室 心のこもった商品を集めま
した。商品説明は手話でもOK。 ①

店

き

の品

さ

食一加
一め

添無

う

〔〒731-5127〕 広島県広島市佐伯区五日市2-9-25
■ 082-922-5228 FAX 082-922-4940
」R五 日市駅北口徒歩 3分

1● :00～ 19:00
■IE:祝

オーサワジャパン全商品、野菜、 自然食品全般
アレルギー対応食品、惣菜等。配達 配送。
天然酵母バン、自然化粧品、生活雑貨

一〇

＆

グ

品

ン

食

ロ

然

ァ

¨
”

の
茶
山
喫

〔〒720-2102〕 広島県深安郡神辺町東中条5232
■[084-967-1 895 FAX 084-967-1896

9:00～ 19:00
月

総合自然食品、コットンの服 冷えとリシルク
天然石アクセサリー&原石  トルマリン 炭 ①

同松 本健康医学社
〔〒739-0458〕 広島県佐伯郡大野町鳴川84462
■/FAX 0827 57 4171

9:00～ 18:00
無休・予約制

バンキー治療 (吸玉) 黒酢健康法・玄米正食
健康医学社商品・自然食品・送迎有

一①

山口麟 生活センター
〔〒753-0047〕 山口県山口市道場門前2丁 目422
1t0839231842(本部 IEL 08397-23800)

10100～ 18:00
日

各種相談

有限会 社 ツルシマ
〔〒747-0027〕 山口県防府市南松崎町54
TEL 0835-22-0347 FAX 0835-22-0316

〔〒745-0002〕 山口県周南市二番町3-2
■t0834-27-5855 FAX 0834-24-5856

9:00～ 17:00
日・祝・第1土

鶴島純正自然食品販売元

健康学園、料理教室

ナ チ ュ ラル マー ト
周 南 店

10100～ 19:∞
日・祝

オーサワジャバン全商品 有機栽培野菜 自然食
品 化粧品 無添加ペットフー ド ①

ナ チ ュ ラル ライ フ
ネットワークスパイラル

〔〒683-0851)鳥 取県米子市夜見町29805
TE[0859-48-0070 FAX 0859-48-0028

9,00～ 18100
年中無休

自然食品 マクロビオティック関連の書籍
調理器具 クッキング教室 ①

鳥 取 陰 陽 会
(食 養 村 ヤ ス 恵

〔〒689-2303〕 鳥取県東伯郡東伯町徳万12026浦 安駅前
TE1 0858-52-2243 1AX 0858-52-3439井上裕恵

年中無休
大森先生講演会、リマ クッキングスクール、

食養相談、C図書 リマ マサバ化粧品 ①
マエダ商事有限会社
自然食松山元氣倶楽部

〔〒790-0807〕 愛媛県松山市平和通610-5
TE[089-926-4455

〔〒791-8023〕 愛媛県松山市朝美2-827
TE[089-924-2128

10:∞～19:00
日・祝

玄米酵素ハイ ゲンキ、酵素ウコン茶、粒地
ぎん茶、自然食品 健康食品、健康指導各種 ①

庵栞蓬
10:∞～19:00
年中無体

予約制玄米食庵 玄米食料理教室 健康相談
天然 コーボバン 千坂式健康法講習会 ①

ち ろ り ん 村
〔〒760-0073〕 香川県高松市栗林町31024
TEL 0878-37-2976

10:∞～19:∞
年中無休

無農薬野菜と自然食品、水にが り豆腐等豊富な

品揃え、宅配有 ①

自然食品 らびっと 〔〒760-0067〕 香川県高松市松福町17-9■087-822-1539 HP http//― w rabbた 一foods com
9:00～19:∞
月

玄米食の普及 料理教室 母乳育児相談、有機
農法玄米(3分、 5分、 7分、 8分掲)発送可 一①

マクロビオティック玄 〔
〒780-0912)高 知県高知市八反町1126-8
■0888-21-2173

9:00～20:00
年中無休

配達有、書籍販売、正食料理講座、玄米弁当

SCHULE ABEI(〒 770-0866〕 徳島県徳島市末広21-42
シ ュ ー レ  ア ベ |■ 0886536401

10:00～ 19:00
■■水・祝

焼菓子、天然酵母バン、自然食品、製菓道具
教室 (穀物菜食料理、お菓子、バン作り) | (       〔ii)

サ|ニ ー サ イ ド 〔〒813-0042〕 福岡県福岡市東区舞松原1817(東福岡
自動車学校そば)TE1092 681-0883

嬌
祝
”

・

∞
一日

自然食品、無農薬玄米野菜、天然酵母パン

圧力鍋、書籍、健康相談、月 1回 サービスデー ①

自然生活館 空の講 〔〒811-0214〕 福岡県福岡市東区和自東22713TE[092-608-951l FAX 092-608-9512
10:Clll～ 19:∞
1年申無休

自然食品全般 天然酵母パン・有機無農薬野菜
健康食品・書籍 WELEDA化粧品 ヘナ 他 ①

穀物・ やさい料理の
Manna(マ ナ)キッチン

〔〒810-0015〕 福岡県福岡市中央区那の川2-9-30(西 鉄
「平尾」駅より徒歩3分 )TEt 092-525-4147(良 い品)

11 :30～20130
日・祝■年末年始

レス トラン、お弁当、ケータリング、料理教室
ノンシュガーのお菓子、健康相談他 ①

アイリスオーガニック
テラス

〔〒810-0062〕 福岡県福岡市 中央区荒戸341セ ン トラル
西公 園2F ■ 0927513005

9:00～ 18:30
日・祝・第3土

有機野菜 無農薬野菜 .選 び抜いた数多くの自然
健康食品 化粧品 月一回美容相談会 他

香椎自然食品センター
〔〒813-0044〕 福岡県福岡市東区千早51319
■1/FAk 092-6713534

10,00～ 18:30
日・祝

自然食品、無農薬、有機栽培野菜、化粧品、
生活雑貨 書籍、天然酵母バン、他。 ①

ン
日
陣
曜
は
日
影
の
ガ

舎
一オ

田
〔〒807-0801〕 福岡県北九州市八幡西区本城3-8106
1E[093-601-8034

11 ,00～ 23:00
火

レス トラン、自然酵母バン、ケーキ、天然ワイ
ン、 自然食品、食養相談 ヒー リング ○

え こ わ い ず 村
悧 山 水

〔〒8071131〕 福岡県北九州市八幡西区馬場山東21-6
■012∈ 37 471l htlpブ /ヽ、～、～vecowsecoJp

10:∞～19:∞ 手技療法 波動測定 血流測定、自然食品、健
康食品、 ビーバンジョア化粧品など約2000種 ①

光 輸 ユ ー ト ピ ア
〔〒802-0804〕 福岡県北九州市小倉南区下城野24-7
■1093-932-1335

10:∞～18:∞
日

自然の食品、無農薬、有機栽培野菜や米他
httoブ /www konn― utOOia com/ ①

品

ん

食

じ酵
ん
の

にあ貨
こ
雑

〔〒8020042〕 福岡県北九州市小倉北区足立2123
■ 093-922-4753

10:00～ 19:∞
日

自然食品、無農薬米野菜果物、健康食品、出来
たて豆腐、天然酵母バン、 トルマリン製品 ①

震質碧群疑鍾
〔〒830-0051〕 福岡県久留米市南1丁 目27-2811094221-5556
HP htto//ぃ ″″k`c co,0/,h6bm/E― mal,h6bmOkurume ktam or ip

9:00～18:00
水土午後・日llE

入院応需 案内書80円切手 4枚 にて送付
FAX 0942-21-5690

産 直 や 蔵 難
〔〒839-0863〕 福岡県久留米市国分町2961
■10942-21-3130

9130～:8:30 食糧品、無農薬無除草剤無化学肥料野菜、
地産地消地域型循環社会を目指 して。 ①

筑紫自然食品センター
〔〒818-0072〕 福岡県筑紫野市二日市中央4-88
TE1/FM 092-924-0238

10:00～ 18:30
1日・祝 ,第二土

健康講座 料理教室 自然食ニュース・自然食品
全般 雑貨など (配達可 ) ①

%‖ 嚇̈岬



構機難蕪な奏轟 ●膚|

|へ■■ジ|■′■■,■ |ス|
〔〒8111201〕 福岡県筑紫郡那珂川町片縄 3丁 目105
1E1092-953-6864

101■ 00-201‐|.00

■|■1不定体■■|
無農薬 。有機栽培野菜、純正食品、天然酵母パ

ン、自然化粧品、洗剤、書籍、全国宅配可 ①
爾

菫
の
一
一

車

奪
無
●

蒸
鷺

〔〒8191616〕 福岡県糸島郡二丈町武35217
1t092-325-0496 最寄駅筑肥線「―貴山」駅5～ 7分

101100～161100
1911100-181‐ 1001

食養料理教室、陰陽のこと・生き方を考える。

純正食品、書籍、食養常備食品他販売。 ①

漢方率周 H‐0なかむら
〔〒832-0824〕 福岡県柳川市立花通(西鉄柳川駅より
歩いて5分)lE1 0944-721061

9‐|100-19,00
1日 ●第2・ 4月 |

漢方桑 (煎 じ、エキス、末 )、 純正食品、玄米

雑穀類、生活雑貨、食養補助食品、他 ①
玄 米 食  おひ きま
く料理教室&レストラン)

〔〒840-0811〕 佐賀県佐賀市大財31137
1E10952-28-7883 FM0952-28-7886

9100～ 18130
1日・祝

自然食品 。無農薬有機野菜・玄米・調味料・お菓

子・生活雑貨・書籍・化粧品・料理教室・ランチ
①

ナチュラルファーム高田 〔
〒841-0076〕 佐賀県鳥栖市平田町3016
■ 0942-83-0238

食品販売、配達
①

店

ス

の
ウ

品

ヽ

食

．

然

ラ

自

テ
〔〒852-8104〕 長崎県長崎市茂里町31坂上ビル lF
m095-841-7236 FAX 095-841-7236

10:∞～19:00
日

無農薬野菜、健康食品、純正食品、アロマテラ

ピーマッサージ、酵母バン教室、ランチ。 ①

店

る
の品

ま

食

ん

然自

て
〔〒850-0017〕 長崎県長崎市新大工町6-8 古賀ビ,レ lF
m095-820-4057

10:00～ 18:30
日曜

オーサワジャパン全商品・天然酵母パン

書籍・他 食養相談 ①

グ  レ  ー  ス 〔〒856-0035〕 長崎県大村市武部町811■10957-52-2127 FM 0957-54-0335
10100～ 19:∞
日・祝・第2土

自然食品・機能性食品専門店 (グ レース独自の

健康指導 健康相談)ま ずはお電話を1! ①

‐自 然 館 疎 早 店
本町アーケード入口

〔〒854C1012〕 長崎県諫早市本町210
■0957-23 6670 http://www shzenkan net

10:00～ 19:00
日

電気発芽器「発芽美人」、野菜、天然酵母バン、

食器、リマ CAC化粧品、健康教室、通販宅配 ①
店
膚

の品

酒

食

上

然書
井

〔〒854-0062〕 長崎県諫早市小船越町49
■0957-26-9406

9‐ ,00～20100
11 1日 ■

オーサヮ全商品 自然酒・有機ワイン アルカリ
焼酎 フィスラー圧力鋼シラフレガンシリーズ ①

自1然1食 品  積 み 〔〒859-5117〕 長崎県平戸市魚の棚町31151E10950-22-5149 FAX 0950-22-5529
∞
　
・

「

〓

∞

．
一

玄米、穀物、調味料、有機食品、埋設用炭素

など環境改善商品も多数あ ります。 ①

株1式会社 |_イ チセ
〔〒856-0032〕 長崎県大村市東大村2丁 目1117-8
■ 0957-53-5100

8■ 00～18100
11■ |1書 |■  |

簡単に炊ける玄米 (無洗米 )・ 米穀一般 SOD様
食品等 通販可http//www ich`e― hmiko com

,響:貯警?F 〔
〒860-0854〕 熊本県熊本市東子飼町3-5
子飼F「ELm6 343-“

“

 下通皓m■∞63549161 「
撃
「
査
一鶯
一聯
一■
一晨

有機野菜生産&販売 オリーブ自然化粧品
マクロビオティック食事会 &勉強会 宅配有

間|1都1食1品1豆1腐|工1場
←創1繁1慶 1応13年 )

〔〒861-4601)熊本県上益城郡甲佐町岩下143
TE1 096-234-0447

71:100-1191:100

1111■日||■ ||
純正豆腐、食養研究会、焼豆腐のみそつけ

①

店

一

のれ，
な

‐‐‐‐ン‐餘”
〔〒862-0926〕 熊本県熊本市保田窪2丁 目25
■1/隠 096385-5978

19■100■ 19■ 00
■■●●祝||

純正食品、無農薬野菜、天然酵母バン、化粧品、

書籍、他。宅配可。料理教室、テルミー治療。
一①

食養 1饉‐学の姓名学の
玄■燿 1倶 業 部

〔〒862-0924〕 熊本県熊本市帯山5-231
■/FAX 096 384 4064(要 予約)

食養医学と姓名学の相談を受け付けています

食養相談の予約はIEL096-381-8711ま で

店
ぐ
の，国
主。

食
ぐ
然
―
自
も

〔〒868-0062〕 熊本県人吉市古仏頂町6564
■/FAX 096-385-5978

10100～ 18100
‐ 日・祝

オーサワジャバン全商品 無農薬野菜・シャボン
玉石けん アロマ関連商品 。生活雑貨 ①

帥  そ う け ん
Natural True

〔〒869-0502〕 熊本県下益城郡松橋町松橋860i
■10964-33-3751 fAX 0964-33-1917

9100～18:30
年中無休

自然食品、健康補助食品、ジュボン化粧品、浄水器、

各種セラミック、小橋規賽男先生による健康セミナー
一①

ド

一

一
ナ
フ

中

ト

コ
ツ
品
工
食
イ
康
ダ
健

〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久礼2731-3
TE1/田 096232-6571

9:00～ 17:∞
日祝 ,第 2,4土

健康 自然食品全般・書籍他。病院食事療法用

食品全般。 ①

院
とこ

医

ま

―

古長
古
院

〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久礼8685 ∞‐９
祝いト

オーサワジャバン商品 玄米を食べる会
料理教室 無添加化粧品 健康講話 ①

こ こ ろ 広 場 〔
〒870-0037〕 大分市東春 日町 15-23
TE1 0975-37-1193

格
祝

０”
日．

無農薬野菜 低農薬果物  自然食品・食養手当
食品・正食料理教室 (毎週土曜) 講演会等 ①

Naturalfoods&g00ds Shop

あ い・ む っか ら

〔〒870-0888〕 大分市三ヶ田町4組
m/FAX 097-546-0600 E― man nfO@mukkara net
http//― mukkara net

10:30～ 19:00
第1,3月
火

*とにかく美味しい「ほだ木干し椎茸J総発売元*
無農薬野菜 玄米 調味料 天然酵母パン お菓子

オーガニックコットン 化粧品 書籍(貸本有)
*料理教室 *勉強会 *交流会 *全国宅配OK*

①

や
村哺
コ
の
二な一

白
三

〔〒874-0919〕 大分県別府市石垣東2-621
1E1/F想 0977-25-4464 http//-61● k ne,p/～ n kon komura/

∞‐９
視
”

一

３。

日

マクロキムチの製造販売/卸 、無農薬野菜、純正

食品、輸入オーガニック食品 ①

祭季四
〔〒890-0073〕 鹿児島県鹿児島市宇宿3-5219
1E1099-259-4902

9:00-19,00
1■ ■日  ■

無農薬玄米、野菜、0」品、地場加工品、食養相

談、料理教室、ヨガ、座禅会 ○

露1凸懲品瑾
〔〒890-0054〕 鹿児島県鹿児島市荒田2373シャトレ21101
TE1 099-251-8440

|■
=∞～
1■ |∞

|■土■E■ 祝■
食養入門教室、料理教室、オーサワジャバン商混
SBK商品、純正食品、化粧品、健康美容 美顔 ①

や■■|さ■|■ |ヽ■封 〔
〒892-0871〕 鹿児島県鹿児島市吉野町23901
1L099-244-8061

101130-181130
■■日■祝■|■

無農薬野菜、自然食品、料理教室、健康相談、

正食勉強会 ①

寿1革.本書 |● |三燿鹿1児島
二1越1沖1縫 |ボ|シ|べ|ルタ1機

〔〒8900041)鹿 児島県鹿児島市城西2-812(株 )寿草
■ 099-252-6410F麒 099-252-6453

9■ 00～■9■1001
■■1日■祝■■

「ほとばしる人と自然の生命力」をモットーに

野菜、自然食品、健康食品等配達可 ①

|マ |夕|■ |ビ |■|ン|シ

=,●
ジ|■

VO「議:「 0●パ■ミ|り|オ |ン|
〔〒890∞41〕 鹿児島県鹿児島市泉町25
maFAX 099 227-5222(ホ テル錦生館隣)

111100-1911:00
1■ 1日■祝|■ |

オーサワジャバン全商品 自然派化粧品 生活雑
貨 健康チェック&食事指導 通販・宅配

一①

構|ざ1発|1霜亀1嬉
〔〒891-0101〕 鹿児島県鹿児島市五ヶ別府町3646
かごしま有機生産組合■099-282-6867

10■00～19■00 有機野菜 有機米 生鮮食品 天然酵母バン
無添加食品・生活雑貨 書籍 衣料 化粧品 ○

大口食養村 |■―
〔〒895-2526〕 鹿児島県大口市宮人169835
n109952-8-2708 FAX 09952-8-2872

特選三年番茶、テッカミソ製造、純正食品販売、

無農薬栽培 ①
店
ク
お
り詢^

然‐‐
シ
書
ア

〔〒893-0007〕 鹿児島県鹿屋市北田町1li32 11
■0994-43-4265

10‐●00～20:00
1 日=祝 |

自然食品 野菜 天然酵母バ ン 惣菜 オーガ
ニックスイーツ 化粧品 雑貨 書籍 ①

自‐然食の宿 天然村 〔〒891-4401〕 鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(バ ス停高
平)TE1/田 0997472541 螂椰

天然村産の玄米・野菜 果実と山の幸・海の幸
による自然食料理 1泊 2食 6,∞0円 ①

自 然‐食 品 の 店
た  け ん 子

〔〒8951803〕 鹿児島県薩摩郡宮之城町屋地1386-2
■/FAX 0996 52-4739

9100～ 19:30
1   月

オーサワ商品他、無添加 無晨薬にこだわった
商品揃えてます。「自然食喫茶」も好評1! ①

議
~ガニツクはう轟

〔〒901-0152〕 沖縄県那覇市小禄630-1
1E1098-858-8376F出 098-858-8387

10,00～20100
日・祝

有機野菜、玄米、純正食品、 自然派化粧品
洗剤、書籍、食養相談、勉強会 ①

紅 葉 純 正 食 品 店 (〒
902-0064〕 沖縄県那覇市寄富174
1E10988-54-0296

10:00～20:∞
日

書籍販売、純正食品、食養相談、0」 全商品取揃
①

オ‐ガニックスペース
ナプ

〔〒9∞-0022〕 沖縄県那覇市樋川1281
■1/FAX 098-835-1389

10100219:00
‐ 日,祝

有機野菜・マクロビオティック商品・天然酵母パ

ン 生活雑貨 アーユルヴェーダ商品 書籍・他 ①

ヤ|ザ ー ズ ア イ 〔
〒901-0156〕 沖縄県那覇市田原2-24
1■ 098-857-4919

11100-20:00
1  1日

オーサワジャバン全商品 天然酵母バン まん
じゅう 有機野菜・書籍 料理教室 ①

舎流清
〔〒904-0314〕 沖縄県読谷村古堅851

■ 098-956-4000
0:∞～19:00
11目 :祝 |

自然食品、有機野菜、EM関連、洗剤、精米、
天然酵母バン、レス トラン、料理、バン教室 ①

2004194



日本C!協会 ビデオ案内

|■|1彙■1画||■|
マクロビオテイ|ツタ1医学シンポジウム

テーマ/いのちを大切にする真の医療を求めて
第 1巻  120分カラー 定価4000円 +税  〒400円
第 2巻 180分カラー 定価4000円 +税 〒400円

第 1巻/開会の挨拶 山本コータロー
なにもしない医療

食養と医学

第 2巻/歯科と食養
抗酸化療法とは何か

赤血球の形状と健康状態

波動測定と食養

山下外科神経科院長  山下 剛
大仁病院院長 沼田 勇
田村歯科医院院長   田村享生

赤坂レディースクリニック

阿部 質

小澤医院院長

鶴見医院院長

小澤博樹

鶴見隆史

定価 1集6巻セット本体29126円 +税

全3集 18巻セット本体87379円 +税

く制作・販売>日本C!協会

西洋医学の盲信と核家族化の時代の中で、

次第に失われつつある伝統医療を、食養指

導歴Ю年の大森一慧先生が豊富な実践経験

をもとに、最も効果のある食養手当て法を

集大成致しました。

●第一集 [手当て]その1(全6巻)
1[日常の飲み物]

解説と用語の説明 正食に基づいた対症療法、陰性・陽性の説明、陰陽4つの体質の説明
三年番茶・塩番茶・はとむぎ茶・むぎ茶・玄米茶

2[強壮・治療の飲み物]

醤油番茶・梅生番茶。大根おろし入り梅生番茶

3[風邪の手当て]

第…大根湯・椎茸スープ・大根おろし汁入り玄米スープ・ねぎみそ湯

4[利尿・むくみの手当て]

第二大根湯・玄米スープ・小豆の炒り粉(ヤンノー)・ 柿のへたの煎汁

5[せき、たん、ゼンツクの手当て]

蓮根湯・生蓮湯・蓮根節の煎汁・千蓮根の粉末(コーレン)・ 昆布の黒焼き

6[その他]

たんぽぼ根のエキス(陽泉)・ 人参のエキス(参泉)・ リンゴおろしとリンゴ汁他

●第二集 [手当て]その2(全6巻)
1・ 2・ 3/解説と用語の説明

生姜シップ・里芋パスター・里芋のみパスター・腹帯の作り方と方法

4/豆腐パスター・南瓜パスター・鯉パスター。そばパスター・自然薯パスター

5/焼き塩・ゆでこんにゃく'みそパスター・じゃがいもパスター他

6/芥子(からし)パスター・大根おろしパスター・リンゴおろしパスター他

●第二集 その他 [手当て]と [応急手当て](全6巻 )
1[主食の代用]

解説と用語の説明

葛湯・高練り・玄米クリーム・玄米スープ・玄米ミール・そばクリーム

2[飲み物]

干し柿入り玄米スープ・千し蓮根入り玄米スープ。梅干し入り玄米スープ他

3[腰湯・足湯]

千葉の腰湯・生姜湯・ねぎ湯・栗の葉汁・糠袋

4[応急手当て1]

蓮根汁・塩番茶・胡麻塩番茶・ごぼうのおろし汁・ハブ茶・油入り大根おろし

5[応急手当て2]

ゴマ油の点眼・塩番茶・なすの黒焼・玉ねぎの絞り汁・ドクダミ茶・生地竜他

6[応急手当て3]

卵醤・胡麻塩の頓服・髪の毛の黒焼・カワラヨモギの煎汁・梅干しの黒焼
日本CI協会

%「m嗣岬



日
本
Ｃ
ｌ
協
会
が
提
唱
す
る

マ
ク

ロ
ビ
オ

テ

ィ

ッ
ク

に
お
け

る

合
の
四
原
則
と
合
品
選
択
の
二
区
分

■
食

の
四
原
則

（
一
）
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
法
は
次
の
４
つ
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

①
身
土
不
二
の
原
則
…
国
内
産
で
季
節
に
合
わ
せ
た
旬
の
素
材
を
用
い
る
。

加
工
食
品
は
国
産
品
で
伝
統
製
法
に
基
づ
い
た
も
の
を
用
い
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
や
燻
蒸
等
に
よ
る
汚
染
の

恐
れ
が
あ
る
輸
入
品
は
用
い
な
い
。

い
ち
ぶ

つ
ぜ

ん
た

い

②

一
物
全
体
の
原
則
…
食
物
の
総
合
的
な
栄
養
を
考
え
、
野
菜
は
皮
を
む
か
ず
に
葉
も
茎
も
ひ
げ
根
も
全
体
を
調
理
す
る
。
穀
物
も
精

白
せ
ず
、
丸
ご
と
調
理
す
る
。

い
ん
よ
う
ち

ょ
う
わ

③
陰
陽
調
和
の
原
則
…
食
物
の
陰
陽
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
体
質
に
合
わ
せ
て
選
択

・
調
理
す
る
。
砂
糖
や
動
物
性
食
品
は
原
則
的
に
用

い
な
い
。

き

の
う
ご
う

い
つ

④
機
能
合

一
の
原
則
…
食
物
に
は
健
康
上
必
要
な
機
能

（玄
米
の
食
物
繊
維
が
肥
満

・
便
秘
等
の
予
防
な
ど
）
が
あ
り
、
体
質
に
合
わ

せ
食
物
の
機
能
を
選
択
す
る
。

■
食
品
選
択
の
三
区
分

（
三
）
わ
か
り
や
す
く
選
び
や
す
い
食
品
の
三
区
分

①
自
然
食
品

田
自
然
食
品
と
は
治
病
、
未
病
対
策
、
保
健
な
ど
の
た
め
に
日
常
摂
取
す
べ
き
食
材
を
指
し
ま
す
。

そ
の
品
質
基
準
は
次
の
六
点
で
す
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０
食
品
添
加
物
を
使
用
し
な
い
　
②
無
農
薬
有
機
栽
培
原
料
を
努
め
て
使
用
す
る

０
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
を
使
用
し
な
い
　
④
化
学
薬
品
や
化
学
調
味
料
な
ど
を
使
用
し
な
い
伝
統
製
法
に
よ
る

Ｏ
原
則
と
し
て
国
内
産
で
あ
る
こ
と
　
Ｏ
動
物
性
食
品

。
砂
糖
を
使
用
し
な
い

②
具
体
的
…
味
噌
、
醤
油
、
油
、
調
味
料
、
茶
、
飲
料
、
玄
米
、
他
加
工
食
品
な
ど

②
食
養
補
助
食
品

田
食
養
補
助
食
品
と
は
、
そ
の
食
品
の
機
能
、
効
用
に
よ
リ
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
治
病
保
健
効
果
を

一
層
高
め
る
食
品
で
す
。

そ
の
品
質
基
準
は
次
の
六
点
で
す
。

●
安
全
性
の
明
確
な
天
然
添
加
物
以
外
は
使
用
し
な
い
　
②
化
学
薬
品
や
化
学
調
味
料
は
使
用
し
な
い

③
無
農
薬
有
機
栽
培
原
料
を
努
め
て
使
用
す
る
　
④
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
を
使
用
し
な
い

⑤
動
物
性
食
品

・
砂
糖
を
使
用
し
な
い
　
⑥
医
師
の
推
薦
を
受
け
た
食
品
に
限
定
す
る

②
具
体
的
…
黒
陽
茶
、
さ
ら
さ
ら
き
れ
い
茶
、
バ
ラ
ン
ス
α
、
陽
泉
、
参
泉
、
梅
肉
エ
キ
ス
な
ど

③
嗜
好
性
食
品

田
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
、
健
常
者
に
限
り
若
千
の
嗜
好
性
食
品
の
摂
取
を
許
容
し
て
い
ま
す
。

●
安
全
性
の
明
確
な
天
然
添
加
物
以
外
は
使
用
し
な
い
　
②
化
学
薬
品
や
化
学
調
味
料
に
は
使
用
し
な
い

③
無
農
薬
有
機
栽
培
原
料
を
努
め
て
使
用
す
る
　
④
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
を
使
用
し
な
い

０
動
物
性
食
品
を
使
用
し
な
い

０
甘
味
料
は
水
飴
、
黒
砂
糖
、
粗
精
糖
、
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ツ
プ
な
ど
を
使
用
す
る

②
具
体
例
…
ラ
ー
メ
ン
、
バ
ン
、
ク
ツ
キ
ー
、
菓
子
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
ナ
ッ
ツ
、
ジ
ャ
ム
、
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
な
ど

lMaC・

roblotl岬



0麒⑪ 食養 マニ ユアル ができました
―こ利用の手引 き―

症状別食養マニユアルの共通の内容は次の通りです。

①症状と対策 兆候の原因と対策及び放置した場合の予想される病名の説明。
②食事法 症状改善に効果がある食物と有害な食物の説明。
③l週間分の食事メニューと料理レシピ 症状改善に必要なメニューと料理法は例示。
④食品のこ案内 症状改善に有効な食品の成分の説明。

制作に当た つて

①症状別食養マニユアルは日本CI協会が多年に亘り、研究実践したマクロピオティックのデータベースを基礎とし、

医師、料理講師等の意見を加えて制作した、食により未病を改善するためのマニユアルです。自分の身体は自分で

守るというセルフメディケーションの考え方が基本です。

②マクロピオティック食事法とは

無農薬、無添加で遺伝子操作のない食品を食材とし「身土不二・一物全体 陰陽調和」を原則とする食事法です。
穀物と菜食を中心に動物性食品、精製糖を使用しません。

③未病とは

頭痛 便秘等のように放置すると真の病気になる恐れのある前駆症状をいいます。
④食養とは

「医食同源Jの考え方による健康治病を意味します。

⑤日本CI協会とは

昭和29年に設立された社団食養会の活動を継承した桜沢如―によつて設立され、百年以上もマクロピオテイックの

研究普及に努力して参りました。マクロビオテイックは現在、欧米諸国を初めとして全世界に普及し日本でも近年

大手マスコミにより宣伝されています。

52症状索引

呼吸器       A-1風 邪 A-2気管支ぜんそく

循環器       B-1狭 心症 B-2不整脈

消化器       C-1胃 腸障害(胃炎・胃潰瘍)C-2便秘

神経        D-1頭 痛 D-2情緒不安定 D-3不 眠症 D-4拒食 過食症

血液         E-1高 血圧 E-2低血圧 E-3貧血 E-4コ レステロール・中性脂肪

アレルギー      F-1花 粉症 F2食 物アレルギー F-3ア トビー性皮膚炎
皮膚        G-1し み。そばかす G2抜 け毛 G-3水 虫 G-4いぼ たこ 魚の目

G-5肌荒れ G-6あせも
肝臓・腎臓・泌尿器  H-1肝機能(GOT・ GTP)H-2腎 臓(尿蛋白)H-3排尿時の異常
男性生殖器

ホルモン 代謝系   |-1糖尿病(高血糖)|-2肥満 |-3痛風 (尿酸値)
女性の病気     」-1生理不順 J-2更年期障害 」-3不正出血 」-4乳房の異常

」-5冷え性 」-6生理痛 J-7月 経前症候群
目・耳 鼻 喉    K-1鼻 炎 K.2眼精疲労 K3い びき K-4歯周病

K-5口 臭 体臭 K-6口 内炎 K-7耳鳴り K-8老眼
骨・関節       L-1骨 粗豚症 L-2リ ウマチ L-3腰痛

運動器       M-1肩 こリ

子供の病気     N-1虚 弱体質

その他       ○-1ガ ン 0-2痔疾

こ注文方法

◎定価1部 180円 +消費税+送料(1～5枚 〒80円  5～ 10枚 〒100円  10枚異常…無料)◎52症状セット価格 10,000円 +消費税(送料無料)
◎症状と表記名を明記して下記までお申し込み下さい。 (注文例 1循環器3-2不整脈2枚 )

日本CI協会 151-0065 東京都渋谷区大山町11-5 丁EL.03-3469-7631 FAX.03-3469-7635

2004198



劉 イ

11>12

日本CI協会のご案内

13日・14日0 …正食相談/姓名相談伏森期  >詳細7P
7日 (日) …自然食品店経営セミナー
9日(“  …官足法セミナー       >詳 細5P

30日ω   …びわの葉温灸講習会      >詳 細5P

11日・25日0 …正食相議 //姓名相談ひ協議韓り >詳細7P
18・ 19日は 。日)…正食医学詢座        >詳 細6P

[住  PFl 〒1510065 東京都渋谷区大山町11も
電雷舌03-3469-7631//FAX03-3469-7635
◎小田急線各駅停車「東北沢馳 下車徒粉

[開館時間]1階 リ̈マ剌り砿 /争M晩を除く10:∞～19∞

器イこ7う )軍多ラl易壼脅「 ]年1ま捻」1景観「
除く

*参加費などのキャンセルによる板金はこ容赦願います

ｊの意味。̈す。
夕一威
資

ン
徹
こ

セ
に
う

の
と
い

者
こ
と

“
ぁ
る
、

知
で
き

無
力
で

は

とヽ

と

て

こ銹一
〓̈

●日本Ci協会案内図

←下北沢   ~                 代々木上原・新宿｀

●セミナー 講習会 イベントのこ案内

自 然 食 品 店 経 営 セ ミナ ー

エ夫をこらした歳木セール対策と

自然食品店のための花粉症対策

―プログラムー

12130～ 12140 開会の挨拶 ―  日本CI協会会長代fj 勝又靖彦

12:40～ 14:00 今年の歳木セールを成功させるための 10のポイント
 ̈ す̈ こゃか広場 佐藤茂lll

00～ 14110 休憩

10～ 14:40ス ギとヒノキの花粉に対応 スギヒノキ花粉エキスの‖1通 力

(株 )カ ミナリヤ 諸た!俊彦

14140～ 15120腸 内腐敗菌が引き起こす危険な兆候と改善策

薬学博 1: 横口1貴史

15:20～ 15:30休 憩

15:30～ 16:30 協賛IJ体紹介

16:30～ 16:50質 疑応答

16:50～ 16:55円 会のあいさつ  … … 日本CI協 会専務理・ll 花井陽光

・ヽ  ‐ ●●●●●●●●●●●●●●●●●● G

今年 も余すところ3カ月。 Itl後 のイベント

歳木セールを成功させて新年を迎えたいものです。

成功 させるための対策をすこやか広場の1/L藤 さんから

まとめて公開していただきます。

03年 秋から04年 冬にかけての花粉症は驚くほど軽微に終わりました。
軽かつた年の翌年はイιttlllが猛威をふるう年でもあ ります。

備えあれば憂いなしのことわざどお り、

す ぐにで も準備を始めたいものです。

2004年 11/7(日)12:00よ り受付開始

1轟脚1

交 通 手段 :

電車   営同東西線 r竹橘J駅 ド1( 従歩7分
「九段 ドJ駅 ドllt 従歩 7分
営 I■ 半蔵「1線 「九段 ドJり (ド J( 徒歩7分
都営新宿線 「九段 ドJ駅 ドJ( 従歩 7分

1車 ¨― Jヒの九公1‖内購‖ :場 (環境省l・Tr管 )

乗川 1【… 1台 3時 llllま で 400円
駐車,数 にIIlり があ りますので、
なるべく最寄の交迪機 ltlを こ利用くたさい。

参力‖費 : 10,000111

次 回 :自 然 食 品 店 経 営 セ ミナ ー

開催日 2004年 1月 23日 (日 )

12時受付開始

開催地 :東京

詳細は次号でお伝え致します

‐‐,李筆it・・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●G

お問い合せ・お申し込みは

日本CI協会
〒 1510065東 京 都 渋 谷 区大 山 町 11-5
tel.03-3469-7631 fax.03-3469-7635
※あらかじめ電話でご予約のうえ、下記郵便振替にて

参加費をご入金下さい。

[00100-3-194125]加 入者名 :日 本CI協会
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顧

振■眈鮮ヽ 光司

間●佐々井譲

田中愛子

師●石井ゆかり

角元漂代

樹 衆

時 子

籐 巴

講 弓

吉野由希子

藩

鵠 緩

彫 腑

川内精

7j雌

柴田順子

…
野口結カロ

澱

毯

質

どで調理するネわい濠 マヽクロビオラfッ

ク料理を、ぜひこの機会にお勉強 tま

せんか。

詳細問い合わせ先 リマ・クッキングスクール
′
III・03-3469-7631  朧 023469-7635

クオ ング
スクール

１
月
Ю
口

（月
）
関
講
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各コースのこ案内

色ッ鳥響楊騨彎霧咆了ふ群i顆長
全 12回    蓮根・こま塩/甘いものがほしくなつたときにひと工夫……砂糖を使わないクッキー・クラツカー・野菜ゼリー 他

W

級 :::l子1:::]:I言1::Iず ti:モ:iliil!:1711罰基鰐録霜雰:こ:よi::1嘗i,薬ξ碁」]::]:::l
インターミデイエイトコース あります

全 12回

写

アドバーンスコース

全 12回

翅

"L響

:憲署坦ξF菖要だ醤言を見兒尾藁bI`ス[1[1子F料
理なら0まのアイデイアカ洸夕‐ティ粗お

響・　
　
シヨナ′レコ．ス
細

舘叩・”
全

初級。中級・上級の3コースを修了した方のみ力対象となります。料理鉢 から応用までしつかりと身に付け直し、手当

法も臨機応変にできるよう復習し、必要に応しいつでも指導者になり得る力を養うコースです。また、多彩なゲスト講師を

お招きしてプロの技とオリシナリテイあふれるマクロピオテイック料理や手づくり教室なとも組み込まれています。

春期時間書Jじ利麗雫翌響議獣碁戴専ま魂錦躍棚 肝珈こ樹 a、たし議
コース ベーシック・コース (初級 ) インターミデイエイト・コース(嘲① アドバーンス コース側 プロフェッショナル・コースC閥勘

曜 日 ウイークテヽイ ウイークエンド ウイークテイ ウイークエンド ウィークディ ウイークエンド ウィークディ|ウィークエンド

水 木 土 日 月 土 日 火 土 日 金  1土 1日
始
間
開
時

11:00 11:00 12:00 9:00 :1:00 12:00 9:00 11:00 12:00 9:00
事務局にこ確認下さい

16:00 13:00 16:00 13:00 16:00 13:00

講義 1

2

3

4

5

6
7

8
9

10

11

12

1/12

1/19

1/26

2/2

2/9

2/16

2/23

3/2

3/9

3/16

3/23

3/30

1/13

1/20

1/27

2/3

2/10

2/17

2/24

3/3

3/10

3/17

3/24

3/31

1/15

1/15

2/12

2/12

3/12

3/12

1/16

1/16

2/13

2/13

3/13

3/13

1/10

1/17

1/24

1/31

2/7

2/14

2/21

2/28

3/7

3/14

3/21

3/28

1/22

1/22

2/19

2/19

3/19

3/19

1/23

1/23

2/20

2/20

3/20

3/20

1/11

1/18

1/25

2/1

2/8

2/15

2/22

3/1

3/8

3/15

3/22

3/29

1/29

1/29

2/26

2/26

3/26

3/26

1/30

1/30

2/27

2/27

3/27

3/27

1/14

1/21

1/28

2/4

2/11

2/18

2/25

3/4

3/11

3/18

3/25

4/1

″

″

試作会 4引 0日 (日)駒場エミナースにて GD
費

　

用

犠 日本CI協会の年会費 ①誌友 6,600円 または正会員②13,000円 (詳細は8頁の入会案内をこ覧くださしう
受 講 42,000円 (12回分) 42,000円 (12回分 ) 42,000円 (12回分 ) 48,000円 ×2

申剖 10,000円 5,000F 20,000円 30,000円

◎受講料と修了証申請料 日本Cl協会年会費は、お申し込み時に一活して郵健同事こてお支払いくださし、
はЭ頁「入会案内」をこ覧ください。◎一度こヌ虚いただいた受講料は、返金できませんのでこ了承くださし、

10010031941251◎年会費は、‐ 間有効です。詳しく

◎欠席された場合は、同じコース内で振替力可能です。

0



全国の姉腋 のご案内

◎リマ・クッキングスクールでは全国に姉妹校を設置しております。地方の方でも、本校と同様に修了証が取得

できます。授業日時などの詳細については、各校へお問い合わせ下さい。

口饉奄糧晃美慟生
030-0903 青森県青森市栄町 1-5…11 たちばなや2階 電話 :017-741-7202
出張料理教室もあります。一日体験コースあり。

◎毎週水・金曜10:00～ 14:00

盛岡教室    纏f軍′:に言う認蒸埋 ffめξ]Wi宵 ~釧°7ゴーシュ昭所
1講師 :リ マクッキングスクール専任講師 ◎毎月第4木曜10100～ 13:00

口八彙夕″窮木量師誕
f鵠先捏暑曇般

=撮
桃』:象葬路♀鍛

″げFAX024‐946-3786

)毎月第3水曜日①10:00～ 12:30② 13:30～ 16100

:軽井沢教室   新縦曜ざ議爾苛謝翻婁野轟錆渕 引♀欝:'2329
1講師 :尾形妃畑怜先生       ◎毎月第1・ 3火曜10:00～ /14:00～ の2講座

:咆観北整室
177-0041  東京都練馬区石神井町8-30-7 電話 /FAX:03-3904-6130
お子さま(赤ちゃんOKl連れのお母様お父様大歓迎 |

◎初級=第2 4火曜/第 1・ 3土曜 :中級=第 1・ 3火曜 :上級=第 4土曜 10i00～

整カルラ小平教室 1脇器鶴蒸副
平`榊町2416カルラハウス電訂FAXЮ42-3428806

講師 :小林裕子先生         ◎第1日 曜 14:00～ 17:00

口 量i考 碁 量     
覇諭 fttf、 貢〒胃 翼 憲訓

=ぜ

:ぅT°
2電訂 FAXЮ47-47牛 7694

◎月1回の月曜日(不定期)10:00～

柏まなびや教室 凛這羅日〒譜 F橘[ず回躍暫舒i頴 |:3~8:89
講師 :新堀弘乃先生        学びあいの輪を広げていきましょっ。

:鼻義丸乃拿;猛 鑑穐1」ξ
[湾ζβ下属涎誘‰ょ「『ζ装:鰻frξ」慰瓶r)

鏃 南 伊 豆 教 室    
綱 賄 距 頌 館・刊 頌 館悛更あり)電訂 隠 0558‐67-0582

_                 あなたとマクロビオテイックの出会いを大切に。
●1講師 :大工原衣紅先生       ◎初級 =火曜・中級=木曜いずれも月2回  10:00～ 13:00

口14具整室
467-0807 名古屋市瑞穂区駒場町

"駒
場コーブlF 電話胴Ⅸ :052-342‐ 5010

食品店「自然食B10」 内にて、のびのびと思いきり生きるために、皆で学びましょう

|‐沖縄教室   難架」:「繁剛顧離謎lhヾ房財縮翻璧輩軍蹴“
講師 :長嶺弘子先生         ◎第2・ 4金曜・土曜

895…2526 鹿児島県大口市宮人1698…35 電話:09952-8… 2708/FAX:09952… 8-2872
◎第1金曜10130～  川内市(柳田宅)・ 第4日 曜10:30～  大国市(り |1上宅)

|‐横浜教室   緞翻電徒蓼認!践濡馨離r」 11:5電訂FAXЮ45‐釧"274
11講師 :かめい真澄先生(正食歴18年生)◎毎週火・木曜10:00～  第2・ 3土曜9:30～ /13:30～

口 ltttl曇 早祀 雉
編 現 舅 鴇 屋T昔町感 長

切 ~刻 蹄 ∞ 44-22-劉

◎初級=第 1土曜・中級=第 2水曜・上級=第 3水曜 いずれも10:00～ 14100

④

口曇暫秘量2舅重要



―足の超健康法の原点一

第八 回

足もみ健康法が静かなブームになつています。そのブームの発端が1986年文化創作出版から発売された『足の汚れが万病の原因だつた』

(官有謀著定価905円 +税 送料310円 協会取扱)に あることを知る方は少ないようです。

その原点ともいうべき官足法を15年にわたり、実技指導している文化創作出版の行本社長に講師として登場していただきます。

言己

講師   行本昌弘 文化創作出版社長
開催日時 2004年 11月 9日 (火 )15:30～ 17:30
開催場所 リマクッキングスクール (日 本Cl協会3階 )
参加費  3500円 (税込)
*こ 入金後の返金はこ容赦願います

◎プログラム

15:30～ 16:30 足と人体全体の健康地図
足の健康自己診断

官足法を実行 している有名人

16i30～ 17:30 グリグリ棒を使つた症状別実技指導
質疑応答

〒151-O065 東京都渋谷区大山町11-5 TEL.03-3469-7631 FAX 03-3469-7635

一ナ
肖

ヽヽ
　ヽ脚一
因

セ

晰
法
赫
足

嘘を

官

油
の足

※足もみ専用のグリグリ棒は当日

販売致します。 1本 630円税込み。

※足の反射区地図・その他資料付き。

お問い合わせ 。お申し込みは

日本CI協会

■議→Ξ亜 ビワの葉
●日時 11月 30日 (火 ) 15時 30分 ～17時 30分
●会場 日本CI協会3階  リマ・クッキングスクール
●会費 4,000円 (ビ ワの葉、もぐさ棒など材料費を含む)
*こ 入金後の返金はこ容赦願います

●持物 35cmぐ らいのガーゼまたはさらし
●定員 30名 (定員を超える場合はお断りすることもあります)
*お断り :講義中の録音、写真等はこ遠慮下さい。

ビワの葉療法は長い歴史に培われた日本の代表的な自然療法のひとつです。

幾多の難病を完全治癒に導いてこられた、伊藤祥子先生によるこの講習会は、難病だけでなく日常の困つたときにも

役に立つ、分かりやすく充実した内容です。

ビワの葉温灸 ワンポイン ト :

体にできた脂肪のかたまりには……患部にビワの葉温灸を何度かすると、少しずつ柔らかくな

つて、そのうち脂肪のかたまりが1ヽ さくなつていき、皮膚の穴があいて液が出てきてよくなります。

一度参加されると、三度日、三度目…… のリピーターとなる方がたくさんいらつしゃいます。

初心者の方も大歓迎です。ビワの葉講習会にぜひこ参加下さい。

お問い合わせ・ お申 し込みは

日本Cl協会
〒 151-0065 東京都渋谷区大山町 11-5 TEL.03-3469-7631 FAX.03-3469-7635

温 灸 講 習 会

0



５

　

６

総論編  6/19・…20

無双原理入門

人間の成り立ち

食物の陰陽判別法

(穀物・野菜・海草)

食物の陰陽判別法

(加工食品・動物性食品)

正食の基本と反応

正食医学の基礎

基礎編の1 7/17… 18

体質別、年齢別、性別の食養法

食養手当法(1)

食養手当法(2)

消化の生理と造血

食の段階と病気の七段階

無双原理の応用

―クラックスを解く

生涯をかけて、食物で万病を治

す正食医学の道をきわめた大森

英桜が、数千人の治療体験をも

とに語る白熱の講義 |

工合

医

■会費

土日の両日参加 22,000円

■定員 20名

■申込み 一週間前までに電話予
約のうえ、郵便振替にて参加費を

こ入金ください。当日のお支払い

は受け付けられません.

3郵便振替口座

[00100-3-194125]

加入者名 :日 本C協会

■日本CI協会の正会員または誌
友会員になることが必要です。

■持参品 学習用具
■0～0ま で受講された方には
「正食医学講座修了証」を発行いた

します。

■土

12:30～ 13:00 受付
13:00～ 14:30 講義 1

15:00～ 16:30 講義2

1630～ 1730 夕食休憩
17:30～ 19100 講義3

1,

2.

基礎編の‖9/18… 19

1,人体(臓器)の発生と陰陽序列
2.五行説、気と経路
3.望診法(人相、手相)
4・ 望診法(体、性格、便尿など)

5.自律神経とバイオリズム

6.症状で見る陰陽判断

各論編の|11718…固
(各種病気の原因、症状と治療法)

1.脳と神経、心の病気
2. 目

3.耳、鼻、歯、日、
4,骨、関節、外傷、
5.生殖器

講師……。大森英桜
■全6回
2004年

①6/19-。20 ②7/17… 18
③9/18… 19 ④10/23…24
⑤12/18… 19 ⑥未定

■会場/未定

口鍮編あHげ2ま…24
(各種病気の原因、症状と治療法)

1.呼吸器(気管支、肺)
2.循環器←心臓、血管)
3.消化器の1(食道、胃)
4.消化器の2(十二指腸、小腸、

大腸、肛門)

肝臓、胆嚢、膵臓、牌臓

泌尿器(腎臓、膀洸)

3.

4,

5.

6.

５

　

６

珈 鰤 面
1.子供の病気

2.老化と老人の病気
3.ガンの 1(総論、胃、腸、子宮)
4,ガンの2(乳、肺、自血病等)
5.エイズなどの難病

19:00～ 20:00 質疑応答
■日

900～ 10i30 講義4
1100～ 1230 講義5
12130～ 13:30 昼食休憩
13:30～ 15:30 講義6

15100～ 1600 質疑応答

借営
与:「 :[デ:F[フ

録音等

|

※キヤンセルによる返金は
こ容赦願います。

ど

膚

の

皮

I    J
0

6.内分泌、アレルギー、アトビー
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ひで お

夫森英桜

個人オロ談①

健康保持または比較的軽い症状の方

◎日程/毎月2回。行事予定表参照。
◎相談料/20,000円 (30分間)

上記以外の方

◎相談料/3回 分55,000円
(1回 30分間、合計90分間)

◎ 2回 目相談は 1回 目の約 1ケ 月後
3回 目相談は 1回 目の約 3ケ 月後

■こ相談は正会員の方が対象です。

■未入会の方は入会手続きをお願い致します。

■こ相談は電話予約が必要です。日時を指定させて

頂きます。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が正食

を実行されていくためのアドバイスですので、

こ了承ください。

■より理解を深めて頂くために、事前に下記の本を

お読みになることをおすすめします。
『マクロビオティックガイドブック』『魔法のメガ

ネ』『食物による健康法特集』『マクロビオテイッ

ク料理』『食で癒すガン』『まんがマクロビオテイ

ツククッキングブック』

■相談後、個人別の食事指導箋をお渡しします。

■健康保持、比較的軽い症状の方でも3回続けての

こ相談をおすすめ致します。

■相談料は相談日の3日 前までに現金または現金書

留にて当協会にこ入金下さい。

■こ入金後の返金は容赦願います。

■電話相談も受け付けております。

●個人相談時間割●

①10

③ll

⑤13

⑦14

⑨16

30～ 11

30～ 12

30～14

30～ 15

15～ 16

∞  ②ll:00～ 11
∞  ④13:∞～13
∞  ⑥14:∞～14
∞  ③15:45～ 16
45 ⑩16:45～ 17

30

30

30

15

15

驚くほと的中する姓名学。

名前は一生を左右します。何をやつても失敗の連続。

そんな時こそ運命を転換するチャンスです。

◎日程/毎月2回。行事予定表参照。
◎相談料/30,000円 (30分間)

■こ相談は正会員の方が対象です。

■未入会の方は入会手続きをお願い致します。

■こ相談は電話予約が必要です。日時を指定させて

頂きます。

■より理解を深めて頂くために、事前に下記の本を

お読みになることをおすすめします。『姓名の神秘』

熊崎健翁著/定価4,500円 /送料340円
■相談料は相談日の3日前までに現金または現金書留

にて当協会にこ入金下さい。

■こ入金後の返金はこ容赦願います。

■電話相談も受け付けております。

ひで  お

夫森英桜

談 ②

えい わん

妬口英湾 警塁り付,`

電話和
おります:事前に

淡 辞送ふ下=`「

正食を実行するうえでのトラブルは

よりよい解決法で

■個人相談・要予約

■相談料 10,000円 (30分)*誌友・正会員の方が
対象です。

■講師プロフイール/日本CI協会顧問。群馬マクロ

ビオティックセンターMAttNA主宰。著書に『生活

革命』『元気の革命』ほか。



会案 内

日本 CI協会の活動は会員の手によつて支えられています。普及活動に
こ理解いただける方や、は じめて入会 される方は正会員をおすすめいた

します。正会員は 13,000円 の年会費で、協会取扱全出版物・行事専用

サービス券2,000円分と、各種講座のカセットテープ引換券8,000円 分

(送料協会負担)を プレゼン ト (8,000円 を越えた場合は取扱できませ

ん)。 各種行事、更に公開食養相談受講券の割引サービスもあ ります。

正食相談 。正食医学講座・料理教室・カウンセリングの申し込みもでき

ます。

特典 として正会員・誌友の方はビデオ・カセットテープを7%割 引いた
しておりますが、こ注文時、あるいはこ購入時に会員である旨をお申し

出いただかない場合は対象 となりませんので、あらかじめこ了承 くださ

い。

種 別 年 会 豊 特 典

A正会員 13,000円
月刊機関誌(年間 12回 発行)1部 送呈、会員証、各種行事5%割 引(一部除外有 り)料理教室、正食医学講座、正食
相談受講可。カセ ツ トテープ引換券(8000円 1枚 )。 日本Cl協会発行のサービス券進呈。ビデオ カセ ット7%割 引

B誌友 6,600円 月刊機関誌 (年間 12回 発行)1部送呈、料理教室、正食医学講座受講可。 ビデオ カセッ ト7%割 引。

C法人 30,900円
月刊機関誌 (年 間 12回 発行 )5部送呈、巻末 に広告掲載。協会出版物 等 の卸取 り引 き可。各種 行事 割引。料理教室、
正食医学講座、正 食相談受講可。

D生産者 50,000円
月刊機関誌 (年間 12回発行)3部送呈、料理教室、正食医学講座、正食相談受講可。月刊機関誌 『生産者シリーズ』優先掲載有、
年2回 lβ頁広告無料掲載 (掲載号は当編集部に一任。年賀広告を除く)、 通常広告料金割引。新商品優先紹介。

上記特典の他、さらにサービス券2,000円 進呈。

上記特典の他、さらにサービス券3,000円 進呈。

上記特典の他、さらにサービス券5,000円 進呈。

■サービス券は日本Cl協会取扱の刊行物 (書籍・ビデオ・カセットテープ)、 料理教室、行事にこ利用に

なれます。ただし、正食相談・カウンセリング・電話相談・宿泊型セミナー・ツアー・各種パーテイーは

対象外 となります (有効期間一年間)。

■こ入金は便利な郵便局の自動払込をこ利用下さい。なお、自動払込をこ利用いただきますと、すてきな

プレゼン トをさしあげます。自動払込用紙はお電話でこ請求ください。

■こ紹介者プレゼン トー・新規会員としてお友達をこ紹介をいただきますと、こ紹介者には粗品を進呈いた

します。月刊誌とじ込みのハガキにてお友達をこ紹介下さい。

0



15kgのクマ笹が この 1ビンに

肥沃な八|||||1山 の L壌が含む養分をたっぶりと吸い込んだ

チシマザサの葉と茎から|1許製法に

よつて抽出された原液を精製し

約20分 の 1ま で濃縮したのが

本品 「八甲HIIIIJで九

オーサワジャパン株式会社

株式会社 イヒ   田

原料・採取地

内 容 tt
ill     l各

青森県八甲田山麓

40ml(48g)

15,0001il(1兎 男1)

者
　
者

‥π
　
　
十冗

販
　
発

〒 335-0021 埼玉県戸田市新曽424
lL「舌048-447-8588(代 ) |'ぶ048-447-8310

LIMA COOKINGビ デオ

元気になつで協いれくだ
リマ・クッキングスクールの自然食

好評発売中 !

■全6巻特別割引セット15000円  各巻2900円
リマ・クッキングスクールのビデオがいよいよ

新たに発売されます。遠くて学校に通えない方、

忙しくて入学できない方、ぜひビデオ バージョ
ン スクールにお越 しください。入学された方も
補習用にどうぞ !

お友達へのプレゼントにしても喜ばれます。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
料
理

つつロビオラック料理

《稗 磯 確
崚 γ

■定価2500円 /送料340円

食養家庭料理800種に加え

て食養料理の理論、手当法、食

箋についても記述された初心

者の方にお薦めの書。主食

おかず おやつ別また素材毎
に項目分けされています。

同じ素材でも割合、配合次

第で無限に応用できること

を教えてくれます。

本品 1ビ ン (40ml)は

チシマザサの菓と半を

15kg使用していま九

物

食養料理の決定版
光り輝く美しさと本当の健康をもたらす

マクロビオティック料理。

そのマクロビオティック料
'1が
学べるi竿籍・ビデオです。

ぜひこの機会にお求め下さい。

撃:≪顧

●お申し込み方法

日本CI協会まで電話 FAX 郵便 E― Maでこ注文下さい。その際は必ず住所氏名電話番号、希望書籍名、冊数をこ明記下さい
く日本CI協会)〒 1510065 東京都渋谷区大山町115 電話0334697631/FAX03 3469 7635

E― ma:h tant。 1@d― kyokJ jp 郵便振替日座 [001003194125]力日入者名 :日 本CI協会
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LACttiS
ラクティスは、16種の乳酸菌でつくつた豆子しヨ

ーグルトのエキスです。無農薬有機栽培の大豆

を使い、動物由来成分不使用の発酵エキスです。

ラクティスは、生きた乳酸菌ではなく、乳酸菌

の分泌物と菌体物質からできています。

飲み切リタイプ

…10mlX30本 入り 8,925円 (税込 )

「 お な か の 元 気 」応 援 しま す

私たちのおなかの中には、多くの細

菌が住み着いています。

●穀物や野菜が大好きな善玉菌。

●お肉や油が大好物の悪玉菌。

●善玉菌と悪玉菌の両方の味方をす

る日和見菌などです。

そんな細菌達は、毎日、私たちのお

なかの中で、運動会の綱引きのよう

に勢力争いをしています。

善玉菌が優勢だと、おなかがととの

い、身体がイキイキします。

逆に、悪玉菌が優勢だと、おなかの

調子が崩れてしまいます。

ラクテイスは、善玉菌の味方となつ

て、おなかの元気を応援します。

「家族で飲んでいます」
世界的な内視鏡外科医で、

ロングセラー「胃腸は語る」の著者
アルバートアインシユタイン

医科大学外科教授

新谷弘実 (しんやひろの 先生

「30万人の腸内を診察した経験から

みると、善玉菌が優勢な「きれいな

腸』の持ち主は、見た目も若々しく、

健康状態も良好です。健康のためには、

腸内環境をととのえるよう心がける

ことが肝要です。私は、家族や患者

さんにラクテイスを勧めています」

メ

ー

ー

ー‐

一

乳 酸菌生 成 エキス

*ホームページでもラクティスに

ついて詳しくこ案内しています。

http:〃www.lactis.ip

願者万_リワジャパリ株式会社
=駄
∬iFIW脈lf1830


